
[image: ]


ばいばい、アース


III


爪先立ちて望みしは





冲方　丁















[image: ]





角川ｅ文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ラブラック＝ベル


世界で唯ひとりの〝のっぺらぼう〟の少女。







ラブラック＝シアン


ベルの師匠。月瞳族キヤツツアイズ。







シャンディ＝ガフ


城の上級剣士でベルの兄弟子。月瞳族。







クエスティオン＝アドニス


〈疑う者〉の刻印を持つ剣士。月瞳族。







ギネス


剣士＝脚本家。弓瞳族シープアイズ。







ベネディクティン


剣士＝演出家。雌雄同体の水族マーメイド。







キティ＝ザ・オール


旅の長耳族ラビツテイア。







キティ＝ザ・ナッシング


旅の長耳族。







シェリー


王国の姫にして筆頭歌楽士。ガフの許嫁いいなずけ。月瞳族。







ミスト


城外の者たち＝〈悪アンダードツグ〉の女族長。足長族フロツギー。







ドランブイ


ベルの愛剣〈唸る剣ルンデイング〉の作者にして飢餓同盟タルトタタンの首しゆ魁かい。
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９




　霧しぐれが、穀物の青葉を瑞ずい雨うのように濡ぬらしている。


　時刻はいまだ青ざめ、ほのかな明るさが天ににじんでいるが、太陽が現れて霧を払うにはまだだいぶ待たなくてはならない。そんな時分、ベルは霧と暁ぎよう闇あんに隠れるようにして、早朝の甲俥花タンブラーに乗って中位東ミドルイーストの街から下方東アンダーイーストの街へと抜けていった。俥バスを降りると更に街そのものからも出た。


　すぐに現れる広大な耕地を横切ると、徐々に緑が濃くなり、林道に入る。


　左手に、木々の間から、耕地が見える。


　天を貫かんばかりにそびえ立つリラ・オークの木々が、右手の丘に植林され無数に並んでいる。その多くが農楽器の弦鉄リラを抽出するための穴を幹に穿うがたれ、木を枯らさぬ程度に鉄分が取り出されたあとには、ツバサネズミどもが巣をつくっている。木が再び鉄分を取り戻し、弦職人がまた新たな穴を穿つまでの間、そこはツバサネズミたちの苗床となるのだ。夏を待ってその子らが灰色の翼を育はぐくみ、巣穴から飛び立ってゆくまで、弦職人も無体に彼らを追い出そうとはしない。


　ベルが林道を歩いていると、巣穴の一つから翼の生え揃わぬツバサネズミの子らが一斉に顔を出した。巨大な〈唸る剣ルンデイング〉を背負い、若草色の袖無し外套クロークに霧を帯び、威風堂々と歩いてゆくベルの様子を、もの珍しそうに左から右へと砂色の瞳ひとみを輝かせ見送った。


　向かう先は、農楽者たちが集会場として使う、お堂の一つである。作物別に設けられているお堂で、祭りの時分にはそれぞれの特色に合わせて見世物などをやり、露店が軒を連ねて賑にぎわう光景に、ベルはいささか苦い思い出があった。幼い頃、自分の姿に違和感と引け目を感じさせられるのは、たいがいがそのお堂で楽器を学んだり、刈り入れを手伝ったり、祭りの催しに参加しているときだったからだ。


　やがて林道を下りた。丈の高い草の間を一直線に走る道の先で、霧の向こうにお堂が見えた。乳白色の微細な水滴がたちこめ、道はふいに両側を木に囲まれた。川の流れる音が聞こえる。どこかで早起きの小鳥たちが甘水を求めてチチチ……と鳴いて飛び立った。


　お堂の庭に入る。白砂利が敷かれ、集会場の壁には、収穫された穀物の状態を示す札が日付けごとにかかっている。建物をぐるっと回り、待ち合わせの相手を探した。


　いた。ひとではない。ベルの目が丸くなった。巨大な亀が、のんびりと干し草を食はんでいる。穀物を運ぶための甲荷花スクイーザーだった。無骨だが、力だけはやたらとありそうな亀だ。


「ベルかな……？」


　亀の上で人影が動いて、声をかけてきた。


「ああ……。そうだよ」


　たちこめた霧の中から、互いに姿を現しても、亀の上の男はこちらを見なかった。右の三枚耳ドライツエンを、傾けるようにして、ベルの方に向けている。


「おはよう、ベル」


「おはよう、ベネット」


　ベルは元気に応こたえると、おっかなびっくり亀の荷台に乗った。


　見やると、ベネットが楽器を片手に抱えている。それで、この亀を奏でるのだ。いかにも都市パークの水族マーメイドといった洗練された容姿のベネットが、農作物を運ぶためのごつい甲荷花スクイーザーを奏でるというのは滅多に見られる光景ではない。


「案外、似合うなあ、それ」


　ベルが荷台に座ってくすくす笑うと、穏やかな、少しおどけた様子で、ベネットが言った。


「それはどうも。もう少しましな乗り物は借りられないのかと訊きいたのだけどね、我らが軍師どのときたら、この方が目立たなくて良いのだそうだよ。お陰でわざわざこいつの奏で方を学ぶはめになった。あの男のおかげで私もどんどん多芸になってゆく」


　ちらりと振り向いたベネットの両目は閉じられ、三枚耳ドライツエンがせわしなく動いている。


　ベルは予感が現実のものとなって現れたのを悟ったが、しいて笑顔を保った。雌性のべネディクティンと別れてから雄性のベネットと会うのはこれが最初だったのだ。


「もっとも……」


　とベネットは言った。


「今の私には、実際にこいつの外見がどんなものかは判らないのだけどね。まあ、風の当たる様子やこいつの動くときの空気の流れなんかで、大体の形状は理解出来るかな。ただ、こいつの体の鳴らす音ときたら、まるで雷に脚が生えて動いているみたいだよ。いつこいつが私を振り落としてしまうか、それを思うと落ち着いて奏でることも出来やしない」


「あなたらしい言いい種ぐさだなぁ、ベネット。頼むよ、あなたにしかそいつは奏でられないんだからさ」


「私にしか、ね……」


　ちょっと憮ぶ然ぜんとした様子で首を傾げる。


「なかなか素敵な言葉だ。特に君が言うとね、ベル。あの軍師どのときたらまるで恐喝まがいにその言葉を使うんだよ。それにしても、ずいぶん元気になったみたいだね。先の戦闘での負傷は、もう良いのかい？」


　気さくな応え。相手をほっとさせるすべをきちんと心得ている様子が、ベルをひどく安心させた。胸は痛まなかった。それに関してはベルの予想は外れていた。


「うん。お陰さまでね」


　堂々と言った。それから、おもむろに切り出した。


「もう一人のあなたを、私は犠牲にしたんだ。意地でも元気になってやるさ」


　淡々とした口調だった。


「そうか」


　とベネットはどこか嬉うれしそうに呟つぶやいた。


「君と私の間で、具体的に何があったのかは、今の私には判らない。ただ、そうすることで君に何らかの手助けが出来たというだけで、私は満足だよ」


　どこまでも相手を安心させるいらえ。ベルは自分の目元が震えるのを感じた。


「ベネット……私は感謝してる」


　ちらりと、ベネットの顔が、探し当てるようにベルの方を向いた。そのおもては穏やかに笑っている。


「悪いとは、思っていない」


　ベルの直截な言葉に、ベネットが頷うなずいた。


　微かすかに開いたその双の瞼まぶたの下で、白濁した瞳がのぞいた。ベネットはもう光を見ない。雌性のベネディクティンが、還元世界へと旅立っていったとき、最も欠損している器官が代償として失われたのだ。それが感覚器官ではなく、もっと直接命にかかわる、心臓や肺などであったとしても、この水族マーメイドはベルに同じことを施しただろうか。


（きっと──）


　同じことをしただろう。その確信が、ずしりと腹にこたえた。当人を前にしていると、なおさらだった。しかしそれでも、


（どうして──）


　とは、訊かなかった。訊くともなく、それは一つの実際なる事柄としてベルの心に引き受けられている。それしきのことを背負えなくて、どうして今こうして平然と姿を現せるというのか。


「ベル……」


「うん？」


「きっと君は、そう言ってくれると思っていたよ。救い甲斐がいのない者を、私も救う気はないからね」


「うん……」


「私もまた、あなたに感謝しているのだから」


　ベルは唇を嚙かんでうつむいた。


「泣かないって、決めた」


「ああ」


「ごめんと、言わないことにした」


「それでいいと思うよ、ベル」


　ベネットの微笑が、優しくベルをいたわった。


　ベルもまた笑みを返す。だが相手にはもうそれが見えない。相手が気配でそれを察して理解したとしても、そのベルの顔を見ているわけではない。それでも、ベルは笑んだ。応えたかった。ベルを救ったこの水族マーメイドの意志がどこにあるにしろ、それに応じる勇気が自分にあることを信じたかった。そのためにこそ笑んだ。


「来たようだ」


　ふと、ベネットがそちらに首を傾げた。


　ぼんやりと霧の向こうに人影が見えた。徐々に姿を現してゆきながらやがてそれは隻腕の指揮者コンダクター、ギネスになった。


　外がい套とうの左の袖そでをだらりと垂らし、少しうつむいた恰かつ好こうで、なにごとか厳しい顔で思案しながら歩いている。ベネットに言わせればそれがいつものギネスの歩き方なのだという。


　自分がいったいどこに向かっているのか、それすら心の外にあるかのような没頭した顔が、ふと間の抜けた表情を浮かべ、ぼんやりと二人の乗った甲荷花スクイーザーを見詰めた。


「やあ、ギネス」


「あいさ、ベル。おはよう。早いねえ。ベネットもいるのか」


　ギネスがぼんやりといらえる。


「うう、朝は苦手だ。こんな時刻に起きるなんて。まだ酔いが醒さめてないよ。ベネット、お手やわらかにこいつを走らせてくれ。僕は葬儀までになんとか頭を休めておく。待ち合わせ場所は判っているね？　それじゃあ、ベルもよろしく彼の目になってくれ。僕は眠る」


　ぶつぶつ言いながら荷台に乗り込むなり、ギネスは外套を脱いで頭からかぶると、ごろりと横になった。


「今に、酒毒にやられるぞ」


　いかにも面倒見切れぬといった様子でベネットが零こぼす。ギネスのいびきがそれに応えた。ベルはベネットと顔を合わせ、くすくす笑った。


「では、参ろうか」


　ベネットが盛大に弦をかき鳴らし、にわかに甲荷花スクイーザーが反応して力強く足を踏み出した。荷台ががくがく揺れ、荷台のはじからはじまで転がっていったギネスが縁へりにぶつかって悲鳴を上げた。ベルとベネットの口から笑いが零れた。


　意地になってそこで眠り込むギネスをちらりと見て、ベルはそろそろ黎れい明めいが辺りの霧を払いはじめた様子に目を向けた。


（この仲間はいい──）


　ふと、そんな思いが湧いた。


　こいつらに、自分はいったい何がしてやれるのか……荷台の上で心地好よく揺られながら、ベルはしきりと、そんなことを考えていた。





　三人を乗せた甲荷花スクイーザーは、ベネットの奏でる六弦琴の音色に導かれ、次第に明けゆく空とともに森を出た。そのまま黄レンガの道イエローブリツクロードに従って進んでゆくかに見えたが、ある地点からふらりと道を外れ、丘原に乗り入れると、そのままなだらかな斜面を下りていった。


　遠く前方に河が流れ、たゆたうような流れはそのまま湖沼地帯を形成し、奥深げな森といかにも耕地としては使い難にくい湿原が辺りに広がっている。


　下方東アンダーイーストと下方西アンダーウエストとを隔てる一帯であった。いわば〈内〉と〈外〉の境界地帯、〈正義トツプドツグ〉と〈悪アンダードツグ〉の分立地域である。途中どれほど迂う回かいすることになろうと、そこを通らねば、一見して城内民トツプドツグに属すると判る甲荷花スクイーザーを下方西へと入れるわけにはいかない。ましてや乗っているのは〈正義トツプドツグ〉の剣士たちである。王の許しもなくそんな場所に〈正義トツプドツグ〉たる者がいったい何の用があって赴くというのか、あるいは〈悪アンダードツグ〉の立場からしてみてもベルたち三人の行為は実に剣けん呑のんといえた。


　戦場でこそ互いに神なる秩序に従って顔を合わせど、こんなところで双方の剣士がかちあってしまえば、どのようなもんちゃくが起こるかしれない。特に、彼らの名は既に都市パークの内外にかかわらず非常な興味をもって民の口にのぼるようになってしまっている。どこでどのような者が、何を仕掛けてくるか、予想できないところがあった。


（面倒だなあ……）


　ベルなどはそういう話を聞かされて思う。そのまま都市パークの中央区キヤストラルを通って都市パークの西側に、すなわち〈外〉に出てしまえばいいのだ。実際、都市パークを東西に分断して走る河の岸辺では、剣士でない者たちは、みな、〈内〉も〈外〉もなく商売をしている。それに紛れてしまえば、たやすく西側へゆけるのではないか。


　だが、そう簡単にはいかない、というのがギネスの考えだった。河を渡る際に、橋でも船でも検閲が入るし、城の許しもなく中央区キヤストラルを横断して西側に出るには、何重もの街壁を乗り越える必要があった。そちらの方がよほど面倒なことになる。


　そう諭され、ベルはかつて〈唸る剣ルンデイング〉を初めて手にしたときの騒動などを思い出しながら、それほど強硬に主張するいわれもなかったので、あっさり頷いたのだった。それに、こうして亀の背に揺られてのんびりと景色を楽しむのも悪くなかった。ベルは時折、持ち合わせの朝食をつまんだりしながら、特にベネットを急がせるようなこともなく、実にゆったりと飽きもせず辺りの春めく風景にみとれた。


　そんなわけで、別段ベルに限らず、三人ともにそのような揉もめ事に戦せん々せん兢きよう々きようとする気性たちではなかったが、とはいえ、用心するにこしたことはなかったし、特に今このときに〈悪アンダードツグ〉とことを構えるのは得策ではなかった。そうした彼らの常ならぬ殊勝さが幸いしたか、途中、特に問題もなく、彼らは目的地へと辿とどり着いたのだった。


　時刻は、間もなく青から緑へ移る頃合であった。ベルとベネット、そしてギネスの三人は、甲荷花スクイーザーをとめて降りた。


「ここが、待ち合わせ場所か……」


　目の前に広がる大きな湖の様子を見ながらベルが呟く。尋ねるというよりも納得するような声だった。


　よほど湿潤な大地らしく、草を踏んだ足の下からじわりと水のしみだす気配があった。


　辺りは茂みに覆われ、都市パークの西側の道からも東側の道からもよく見通せぬ、いかにも境界的な地域である。そのくせこの中にいったん入ってしまえば、湖を通って、都市パークのどの辺りにでも出られるのが判る。湖に咲く水媒花さかなたちを栽培する漁民たちさえうまく言いくるめることが出来れば、ほとんど誰の目にもつかず都市パークの東西を行き来できるのだ。


　実際、ギネスは何度かそうして都市パークの〈内〉と〈外〉を行ったり来たりしているらしく、慣れた様子でそこらの灌かん木ぼくに座り込むと、ベネットに甲荷花スクイーザーを帰すよう告げたのだった。


「一つ奏でておけば、来た道を戻るように仕込んであるから……あと、持ち主への礼金を、御者台のところに入れておくのを忘れないようにしてくれ」


　まだ眠たげにギネスが言う。そしてそのまま、一つだけ残った右腕に顔を乗せると、うつらうつらとしはじめた。


「あいさ」


　ベネットが言われた通りにはからう。


　その二人を背後に、広大な湖を見詰めるベルは、ふと目を細めて早朝の空を見やった。


　予期せぬ追憶が、辺りの風景に導かれるようにして、ベルを襲っていた。


（あの種……）


　いつか斃たおした、〈八つ手ネグローニ〉のことだった。あのとき一つだけ手にし、沢に投げ込んだ、あの〈八つ手ネグローニ〉の種──潮の中でしか生かえれぬそれが、こんな異郷の湖みずの沢で、いつか生を芽生えさせることがあるのだろうか。そんな思いが、胸ににじむように起こった。


（あんなちっぽけな種子じゃあ、どうせもうとっくに水っ気にやられて死んでしまったろうな……。それとも、あれはまだ、生きて眠っていて、いつか自分が湖みずに適かなう身体になるときを待って……生まれようとしているのだろうか）


　そうした追憶が、そのすぐあとにあったはずの、師との別離につながった。もう何の感慨も湧かぬ、空っぽの記憶──それは芽生えてしまったあとの、種の殻のようなものだ。


　それまで自分を守り育ててくれていた何かがいつの間にか失われて、そのことを克服する過程として、ここまで来た、こんな遠いところまで来てしまった、そういう感覚の中に、ベルははじめて佇たたずんでいた。


　やがて──


　湖の上に、何かの影が見えた。


　朝あさ靄もやのまだ濃い湖の上を滑るように進み、それは徐々に三人のいる方へと近づき、船影をあらわにするとともに、それに乗る者の顔ぶれを明らかにしていったのだった。





「前代未聞ね」


　ミストが船の上から声をかけた。


　ベルたち三人が、ジンバックの死を風聞されて、弔問にここまで訪れたことを言っているのである。いかにも呆あきれたような、感心したような口ぶりだった。くるくると表情を変える素直な顔が、皮肉そうな感謝するような、なんともつかない微妙な表情になっている。


「かの名指揮者コンダクターにおいては、ずいぶんとご恩があるからね。僕はひそかにあの男ひとの最後の弟子を自負しているのさ」


　ギネスがまだぼんやりとした顔で、それでも口元は滑らかに、船に乗った。


　ふふん、とミストが微笑して、ギネスの寝る場所をつくるよう足長族フロツギーたちに命じた。


　ギネスが一つ二つ彼らに挨あい拶さつしながら、遠慮なく寝そべる様子に、ははあ、とベルは内心で頷うなずいた。ギネスが都市パークの内外を行ったり来たりしていたのは、一つにベネットが揶や揄ゆするように、このミストと逢あうためなのだろうが、もう一つは、ジンバックに会ってその技術を教示して貰もらうためでもあったのだ。


　ミストら一族が慕う老練の指揮者コンダクターに教えを請うため、〈正義トツプドツグ〉でありながらわざわざ〈外〉を訪れる者もいるのだ、という、足長族フロツギーたちの誇りも助けてか、ギネスに限らず、ベルやベネットに対しても、彼らはみな親切に船の上に乗せてくれたのだった。


　それは、カタコーム戦役に際して、ただ一度陣営パーテイを共にして戦った、ということ以上の親しみである。互いの矜きよう恃じと実力とを、暗黙のうちに理解しあうような、剣友といってもいい雰囲気だった。


〈正義トツプドツグ〉と〈悪アンダードツグ〉の、神なる秩序のもとでなす戦おこないに粛然と従う限り、そう滅多に互いへの収拾のつかぬほどの憎悪と悲痛は生まれえぬとはいえ、こうまで親密に笑みを交わせるものか。


　一同を乗せた船は、甲輿花ステムグラスの甲羅なきがらをもとに造られ、その舮オールともども非常に見事な刻印スペルが刻まれている。一族のうち何人かはこの船の上で生活することもあるという、なかなかに使いこなされ、愛着もあり、中には自分たちの家のように思っている者もいるだろう一つの財産たる船に、こうまですんなり上げてくれたことも、彼らの親密さのあらわれだった。


　あるいはこれこそギネスの才能なのではないか。


　船室でいびきをかいている万年中級の指揮者コンダクターの、それが異才たるゆえんだろうか。


〈唸る剣ルンデイング〉の重量のため船尾の方に座るよう言われたベルが、ぼんやりとそんなことを考えていると、ふいにミストがやってきて声をかけてきた。


「傷はどう？　もういいの？」


　先の、ベルが自ら参加を請うた、あの苦い戦闘のことだと知れた。


「まあ……ね。みっともないところを見せたな」


「その、みっともない戦いで、十人以上が剣を砕かれたわよ。中には身体ごと砕かれて、まだ戦闘に出られずにいるのもいるわ。化け物よ、まったく」


　最後の言葉に、ミスト自身がちょっとはっとしてベルを見た。


「別に悪い意味で言ったんじゃないのよ。本当に凄すごいと思ってるんだから。ね？」


　本気で、ベルの気を害したのではないかと心配しているような顔だった。


「ああ」


　とベルが笑って返す。


　茶化すでも謙けん遜そんするでもない、その鷹おう揚ような笑みに、ミストが感心したように見入った。


「カタコームで初めて会ったときも思ったけど……かっこいいわ、あなた」


　これにはさすがに噴き出してしまった。


「おいおい」


「本当よ。悔しいけどね。たくさん傷ついてきたでしょうに、どうしてそんな風なままでいられんだろう」


「そんな風って……どんな風なのかな」


「まあ、そんな風よ。静かで涼しげで。いいわね。私なんかもう滅め茶ちや苦茶よ。怒ってばっかり。余裕がないのね、きっと」


「ふうん」


　怒った顔のミストも、なかなか可愛いのではないかと思うが、口には出さなかった。


　つと湖と空の間に目をやったミストの横顔が、厳しく何かを見据えていた。黒く長い髪を頭の上で結い上げ、細い髪の束が一つ風になびいて髪の色とは対照的なまでに白い首筋に揺れている。成人し、かつ未婚であることを示す、彼女の種族の一般的な髪形だった。


　足長族フロツギー特有の、指先の緑や、目の縁の青、尖とがった耳先の赤など、原色に近い体色が、赤茶の肌模様とともに朝の陽光に輝くようだった。この若々しい足長族フロツギーの娘にとって、今回の訃ふ報ほうはただ悲嘆していればいいものではない。それ以上に、かなめを失った一族の新たな長として、様々な責さいを負わねばならないのだ。


　それは、ベルの孤独な戦いとはまた違った、厳しい現状であるに違いなかった。


　ミストの背負しようものが何なのかは知らない。無用にその重みを茶化すようなことは言えず、また、あれこれと考えてきた悔やみの言葉も口に出来ぬまま、ベルは結局、以前から思い続けてきたことが自然と口から零こぼれるに任せた。


「ねえ、いつかの……カタコームの戦いは、ティツィアーノを斬った時点で、終わったものと思ってたよ。あなたたちが戦い続けている間も、私は、何も知らないままでいた」


「もし知っていたら、あなたは戦った？」


　ミストの真っ直ぐな視線が、ふいにベルを射るように見据えた。


「それも、どっちの側で？」


「……私は、どちら側でもないんだ。私には、何が斬れて、何が斬れないか、実際にそれを斬るまで、判らない。だから、私はきっと、本当に斬るべき相手を斬るために、戦うだろうね。剣の唸りルンドとともに。どちらというわけでもなく」


　心情としては、カタコームを守るために戦いたいと思っている。だがそれを言っても、実際に戦闘が行われたときの状況に関していえば、ベルは〈正義トツプドツグ〉にくみする立場にある。


　どちらともつかぬベルの、それが精一杯の答えだった。


「それ、旅の呪いなんですってね」


　というのがミストの応答だった。特にベルの半端さを責めるような言い方ではない。むしろベルのその在り方に羨せん望ぼうを覚えるかのような口調である。


「知ってるのか」


「ギネスから聞いたわ。悪かったかしら。あいつ、けっこう何でも話すから……でもきっと肝心なところは、いつでもうまく伏せてるんだろうけど」


　ちょっと溜ため息するような言い様に、ベルは他のことが気になった。


「そんなによく会ってるんだ」


「ええ……──まあ」


「ふうん」


「だ……だって、あいつの方からよくジンバック様のところに来てたし、そのときにいつも私を通してたから──ちょっと、話をしたりして……」


「どんな話をするのさ」


「どんなって……色々」


「ねえ」


「なに」


「好きなの？」


　ミストは一瞬ぎくりとした表情を浮かべつつ、ふと、それが厳粛といっていいような顔になった。


「そうね。あいつが……〈悪アンダードツグ〉になるか、それとも私が〈正義トツプドツグ〉になるか、どちらかが同じ場所に立ったら、そういう風に思うわ。そのときはじめて、ああ私はあいつが好きなんだなあ、まったくどこに惚ほれちまったんだろうあんなやつにって、思うようになるの」


　まるでそんな日は決して来ないとでもいうように、ミストは言った。


「……ふうん」


「だから今はまだそういう風には考えないようにしてる。そうでないと、きっとあいつにすがりたくなるから……そんな自分になるのはごめんだし、あいつだって嫌がるから」


　相手が淡々とそう言い切るのに、ベルはなんだかえらく感心してしまった。


「やっぱり、女の子なんだなあ」


　ミストはちょっと憮ぶ然ぜんとしたような、くすぐったそうな顔で微笑した。


「あのさ……」


　今度はなんだ、と警戒するミストの耳元に口を寄せ、囁ささやくように問う。


「もう、したの」


「……なんですって」


「いや、ほら、だから、ギネスと……」


　ミストが手を振ってそれを遮った。


「あなた、なにかあったの？」


　逆に、まじまじと詰め寄られるようにして問われた。


「え……？　別に、そんな……大したことじゃないんだけどさ」


「もう一人のあの男……アドニスって言ったっけ？　さっきあなたたちが船に乗るときは訊きかなかったけど、どうして一緒にいないのよ。死んだってわけじゃないわよね。ギネスに言わせれば、あなた、その男と二人で旅に出ることまで約束したそうじゃないの」


「げえっ、そんなことまで知ってるのか。やだなあ、その通りだよ。でも、そのときは、そういう深い意味があって言ったわけじゃなくて……」


「どういう深い意味よ。いいわ、そんなこと。で、その男となにかあったの」


「こっちの質問に先に答えてくれると、ありがたいんだけど……」


　ベルは首を縮めて言った。


　その様子を怪訝けげんそうにうかがいながら、ミストはふと目を宙に走らせると、軽く何度か頷うなずきながら、再びベルに目を戻した。


「ふむ……」


　まあ、いいかというように呟つぶやく。


　ベルが不思議そうにそれを見ていると、ちょっと苦笑して、ゆっくりと大きく一回だけ頷いた。


「そう、しょっちゅうってわけじゃないわよ」


　へええ、と感心するベルに、釘くぎを刺すように言い添えた。


「えらいなあ」


「なにがえらいのか、一度じっくり聞いてみたいわね……。で、何があったの」


「襲われちゃってさ」


「例のその男……？」


　途端に真面目な顔になってうかがうミストに、ベルはぷっと噴き出した。


「なんだ、笑いごとなの。まあね、考えてみれば、あの男が腕っぷしであなたにかなうわけないものね。で、どうしたのよ」


「いやあ、あのとき……ここで抵抗したら、きっとその勢いで、私はこのままこの男を殺してしまうだろうなと思ってさ」


「──あなた……」


「他にも理由があるのか知らないけど、とにかく指一本動かせなくってさ。こいつはひどいことになったと思ってたら、そこに、私の客になってる、キティっていう例の長耳族ラビツテイアの兄弟で、まだ子供なんだけど、そいつがやって来て、その場をぶち壊しにしてくれたお陰で、なんとなく助かった」


　ミストが、どこかほっとしたように溜め息を吐いた。


「なんだか疲れた気分よ。ギネスにしろあなたにしろ、ひと騒がせな連中なんだから。それが、この前の戦いであなたの調子がおかしかった理由？　素直な子ね。それで、その男とは別れちゃったわけ？」


「別れたってのかどうか……くっついてたって気持ちがあったわけでもないし。とにかく、行方不明でさ、その男。もう一度会って話そうと思っても、どこにいるやら」


「忘れなさいよ、そんな馬鹿。なっさけない男。きっとあなたの前に姿を現したら叩たたっ斬られると思って隠れてるのよ」


　久し振りに聞くミストの快舌に、ベルはくすくす笑った。


「そうかもね。私も、見つけ次第、斬りつけるつもりだったし」


「じゃあ、今はあなた、ずいぶんと落ち着いてるんだ」


「うん……」


　ふと、ベルはベネディクティンのことを話そうとしてやめた。


「しばらくの間、ひどいざまだったけど、どうにかね」


　それだけを言ったのは、なんとなく独占欲にも似た感情が湧いたからだった。そのことを誰かに話してしまうことで、彼女に対する気持ちが薄れてしまうような気がしていた。


「だから、ちょっと聞いてみたかったんだ……」


　ベルは話を戻した。


「ああいう風に怖いのは初めてで……ミストはどうだったの」


「別に、あいつも私も初めての相手ってわけじゃないし。そのうちそんな心配をする必要のない相手が現れるわよ。安心なさいな。あなた、そういうところは本当に……なんというか、ギネスの言う通りね」


「なんだよ」


「怖いわ」


「私が？」


「ええ」


「どうして」


「握り手によって、強くも脆もろくもなる剣みたい。敏感に反応する純粋な鋼。あなたはいっとう切れ味の鋭い分、砕けたときの惨劇には目を覆うでしょうね」


「剣、ね……。それでいうなら、私という剣を、私以外のやつに握らせる気はないな」


「そうね。それがいいんでしょうね。どんなにそれが辛つらいことでも。それがあなたにとっては一番の幸せなような気がする。ごめん、なんだか……何も知らないくせにね。ただ、そんな気になっただけ。聞き流してやってちょうだい」


　そしてふと顔を上げて船の行く手を見やった。


「岸だわ」


　ミストは素早く立ち上がると、そこにいるはずの者を呼ぶように、反射的に舷げん室しつを振り返って声をかけ──


「ジ……」


　その声が、ふっと掠かすれて消えた。


　拳こぶしを握って、軽く自分の頭をこづく。苦い笑いが、気丈な唇から零こぼれた。


「癖が抜けなくてね」


　照れたように呟くミストがひどく寂しげに見えた。


　ジンバックを呼ぼうとして、口を噤つぐんだのだと知れた。そしてふと、そういえばミストの双子の兄であるクラウドの姿も見えないことに気づいた。前回の戦闘のときからして姿がない。参謀役の彼が、どうしていないのか。なんだか訊くのが怖いようだった。


「岸が見えたわよ、みんな用意して。甲俥花タンブラーはちゃんと来てるんでしょうね。漁民にちゃんと通り賃を渡してやるのを忘れないでよ。急がないで、ゆっくり流して。あとで彼らに文句を言われないようにね。船頭はどう？　予約しておいた船場に、どこかの馬鹿が間違えて船をとめてないか、気をつけてちょうだい。みんなご苦労さま。あと少しよ」


　元気に声を張り上げて船を歩き回り、ついでに船室でのびているギネスを叩き起こしたのだろう。呻うめくような声が聞こえてきた。


　ベルは船尾に座って、ふと浮かんだ微笑みの表情かおを、そのまま、やって来たベネットに向けた。


「あの姫君にありましては、相変わらず威勢のいいことで」


　どうして盲目の身でそこにいるベルのことが判るのか、ベネットは当然のように傍らに腰を下ろした。


「ずいぶんと仲良く話していたようだね」


　ちらりとベネットが言う。


「聞こえてたかい？」


　その超聴覚を用いればたやすいことである。だがベネットは首を振った。


「私のような者に大切なのは、一つに細かく聞くことだけれど、もう一つには細かく耳を閉ざすことでね。そうでなければ四六時中雑音に悩まされることになる。君たちが何かを話している気配はしたが、特に耳は開いていなかったよ」


「別に聞かれてもどうってことないんだけどさ」


「いやいや、そこを誤解されては困るよ。私だって特に必要がない限り、いちいちとりとめもない他人の会話を聞き続けても疲れるだけなんだ。他人のプライバシーがそれに関わるようであれば、なおさら疲れる。だからなるべくなら聞かないし、聞きたくない」


　ベネットが噓を言っていないことは、ベルには判る。だが他の多くの者にとってはなかなかに信じ難い言葉であろう。ベネットの能力を知る者で、ちょっと何か後ろめたいことを話したりしていれば、ベネットの姿を見ただけで疑心暗鬼にかられるに違いなかった。余計ないざこざに巻き込まれるには、十分な理由になる。持って生まれた能力に、抜きんでて磨きをかけたゆえに背負しよい込んだ、ベネットの新たな苦労であるといえた。


「大変だなあ、あんたも」


　そんなことを話していると、ミストが足早に戻って来た。


「忘れてたわ。あなたに言おうとしてたのよ。その剣、どうにかならないかしら。これから向かう先では割と〈内〉も〈外〉もごっちゃになってるんだけど、それでも剣士ってのはあんまりいないし……剣さえ持っていなければ、万が一のときに余計な揉もめ事がなくて済むんだけど……」


　ずいぶんと申し訳なさそうな顔だったが、それだけは、ベルにも従えなかった。


「それは……」


「布かなんかで隠そう。ついでにフード付きのマントか何かで顔も隠してしまおう。べルに合うやつがないかな？」


　といったのは、大きな欠伸あくびをしながらこちらにやって来たギネスである。


「私が使ってるやつでよければ、あるけど。でも、それだと、揉め事が起こった場合に対処のしようがないわ」


「あらら、それは困るなあ。君だけが頼りなんだから」


　のんびりとギネスが言う。まるで頼りにしているとは思えない口ぶりだった。


「特にベルは〈悪アンダードツグ〉の剣士たちからも、えらく注目されているらしいじゃないか。手合わせ願いたいやからも大勢いるだろう。そのためにせっかく弔問の日をずらしたのに」


　残念だなあ、とでも言いたげな様子で、また一つ欠伸した。


「そんなに頼られても、こっちこそ困るわよ。私だって……やってみるけど、保証はしないわ。したくても出来ないのよ。今の私たちじゃ……あなたにだって判ってるはずよ」


　悔しそうに言うミストに、ベルはちょっと胸が痛んだ。


「大丈夫だよ、ギネス。そこまでしてくれれば、あとは自分の面倒は自分で見れるさ」


　するとベネットがくすくす笑って言った。


「まあまあ、ベル。これが彼らの語らい方なんだから。真面目に取ると損をするよ」


「そうなの」


　とベルが目を丸くするのに、ミストががなった。


「あなたね、なんでもそういう風に取るのはよしなさいよ。ベルも本気にしないの」


「そうだよベネット、彼女を君が日頃からつきあっている女性たちと一緒にすると、ひどい目に遭うぞ」


「あなたも少しは真面目にやりなさいよっ」


「僕は真剣だよ。なにせこれからの一大事を考えると一杯やらずにはいられないくらいだ。ねえミスト、途中でどこか今から開いている酒楼パブはないかな」


「なんですって」


「そりゃ駄目だよギネス、こんな朝っぱらから、本当に酒毒にやられちゃうぞ」


「いやいや、ベル……君は少し冗談について学ぶべきかもしれないよ」


「いや、僕はいたって真面目に言ってるつもりなんだけどね」


「いやいや、君は冗談ごとを真面目にしてしまうから怖いんだ」


「いや、その逆もしかり。真面目にやればやるほど冗談みたいな脚本ほんだとよく編者たちの会合で言われるんだ。僕はいつでも真剣にやってるのに」


「いいかげんにしなさいっ」


　ミストの一喝に、ギネスとベネットの二人がへらへらしながら黙った。自然とそれにつられてベルも黙る。


「判ったわ、もう知らない。勝手にしなさいよ。どんな面倒ごとがあったって知らないからね」


「あ……ちょっとミスト……」


　そのまま船頭へ行ってしまうミストの背に、ベルが声をかけようとするが、それをギネスとベネットの二人が両脇からさっととめた。


「はじめから、ああ言ってくれてればいいのに。彼女らしくない」


　ぼそりと、ギネスが呟つぶやく。


　ベネットが頷うなずいて、それに言い添えた。


「親にも等しい者を亡くしたからだろうかね。あの方ならこれくらい出来たはずだ、という死者への思いのせいで、余計な重荷を背負ってしまうのかもしれない」


「でもまあ、彼女のことだからそのうちすぐに慣れてしまって、僕の支えなど要らなくなってしまうんじゃないかな」


「そうしたら、そのときは君も今以上に捨てられることを心配しなければいけないね」


「嫌なことを言うなあ」


「そういうものだよ、色恋は」


　二人の口調は相変わらず飄ひよう々ひようとしてつかみ所がない。


「あんたら……」


　言葉がつまった。


　こんな風に茫ぼう々ぼうとしていながら、住む場所も生活のしきたりも違う相手を支えるなどと言い切ってしまえる心根が、この二人にはあるのだ。そう思うと、ベルはただただ感心して、この知ったような知らぬような二人の顔を見比べるばかりであった。





　布に巻かれた〈唸る剣ルンデイング〉を背負い、目深にフードを被かぶって全身をすっぽりと厚い衣に覆ったベルの姿は、いかにも目立って見えた。ミストら一族の軽快な服装と比べても、また必要以上にこそこそと船着き場を移動するその様子が、ますますベルをひどく怪しげで得体の知れぬ者として印象づけた。擦れ違いざまに振り返る者も、一人や二人ではない。


「傑作だ。もし衛兵に誰何すいかされたら、こう言おう。私たちは決して、怪しいものじゃありません」


　ギネスがこの集団とその中心で守られるようにして進むベルとを見比べ、げらげら笑いながら無責任なことを言った。


「あなたがこうしろって言ったんじゃないの！　お願いだから真面目にやってよ！」


　ミストがうんざりしたようにギネスの耳元でがなる。だがミストが真剣な顔になればなるほど、ギネスはベネットと一緒になっておどけるばかりだ。ミストの一族はといえば、小走りに混雑した船着き場を進みながら、この状態に戸惑った様子もなく、むしろギネスに共感するような顔で、ときおりくすくすと忍び笑いを漏らしている。


　ベルはフードの奥で困り切っていた。なんとも滑こつ稽けいなざまで進む集団の中心で、自分がこうして世話されていながら、なんだか取り残されているような気分だった。


「暑い……」


　ぼそりと呟くが、誰も聞いていない。


　なによりこの措置は、ベルの自分の外見に対する引け目をいたく刺激しうるものだった。


　わざわざ隠さなければならない自分の姿というものを意識させられるのだ。それが、紙一重で不愉快にならないのは、あるいはギネスたちの遠慮会釈ない笑いのせいであったかもしれない。滑稽さというものはこういうところでベルを救うていのものだった。


　それにしてもこの取り残されたような感じはどうにかならないか。それが疎外感になりかけたとき、一行は広大な市場を通り抜け、無事に目的の場所へと辿たどり着いていた。


　両脇をごちゃごちゃした露店に埋めつくされた大道路で、大型の甲俥花タンブラーがのんびりと草を食はんでいる。その御者台に乗る足長族フロツギーの男がこちらに向かって手を振ると、ミストの顔があからさまにほっと緩んだ。


「さ、早く乗って」


　ミストが当然とばかりにベルを真っ先に甲俥花タンブラーに乗せる。その様子も、なんだかベルにはえらく滑稽に見えたが、何も言わなかった。早くこの衣服を脱ぎたい一念で黙って乗り込むと、一番奥の座席に剣を横たえるなり放り出すようにして帯タイを解いた。


「やってらんないよ、もう」


　傍らに座ったベネットに、こっそり洩もらした。


　それから、あらためて甲俥花タンブラーの中を見回す。驚いた。座席の形はきっちりと左右対称に矯きよう正せいされ、窓には必要に応じて穴が開いたり閉じたりする水硝子アクアリスタがはめこまれている。冷気と暖気をそれぞれ封じた水晶が備えられて冷暖房の用をなし、床には絨じゆう毯たんまで敷いてある。


　さっそく歩み始めたらしく風景が移動するのが窓に見えたが、ほとんど上下に揺れる感覚がない。よほど手間をかけて甲俥花タンブラーを育てなければ、こうはならない。


「凄すごいな」


　またぼそりとベネットに耳打ちする。


「彼ら一族の自慢の品だそうだよ」


　ベネットの応こたえはいたってあっさりしている。上級剣士としてはそれほど慣れぬものではないのだろうが、ベルにしてみれば、まさにミストら一族の繁栄の証あかしであった。


　そして今、その繁栄が、たった一人の長の死を境に、衰退を始めようとしている。そんな風にベルは感じていた。それは、厳しく風景を見据えるミストのおもてにもあらわれて、なんとなく光り輝くものの陰にある暗さを見るようだった。


　それとは対照的なまでにギネスはのんびりとして、ミストの隣で早速うつらうつらと居眠りを決めている。ミストら一族の繁栄などどこ吹く風といった様子だ。ベルはなんだかまたもや感心してしまった。この俥バスの豪華さとは逆に、あの態度がミストを和ませるものに見えて、どうしてミストがこの万年中級指揮者コンダクターに好意を寄せるのかちょっと判るような気がした。


　御者の奏でる鉄弦リラの音に導かれ、甲俥花タンブラーはやがて下方西アンダーウエストの街を下っていった。街を出るのだとベルには知れた。ふと、見覚えのある風景が目前に迫った。街並が、ベルがはじめて都市パークにやって来たときとは逆に通り過ぎてゆく。そして街に入ってすぐのところに建つある宿屋が、ベルの前で左から右へと消えていったとき、ベルは懐かしさにも似た過去なるものへの思いが胸中に湧くのを覚えた。


〈アマレット亭　新装クレセント〉


　そう告げる看板が、はっきりと読めた。


　それは間もなく視界から消え去り、ベルに苦笑ともつかぬ口元の笑みを残した。思えばそこでの乱闘こそベルが都市パークに入って剣を振るった最初であり、そして旅の呪いのかたちを身をもって知ったきっかけであったのだ。


（ハギス……そう、確かそういう名の主人だったっけ）


　自分が店を壊した詫わびとして置いていった財貨デナーリを、あの気さくな亭主はどうしただろうか。恐らくさっさと使ってしまったのではないか。とっておくには嫌な財貨デナーリだ。使ってくれていると、それだけでベルも救われる。


　そんな風に思ううち、甲俥花タンブラーは街を外れて黄レンガの道イエローブリツクロードをゆき、やがて道を外れると丘原に乗り入れ、どこともしれぬ方角へと走り続けた。


　いつしかベルもギネスに倣ってうつらうつらとまどろみに漂い、ふとベネットの声で目を覚ますと、いつの間にか俥バスは目的地に着いている。


　ベルはうーんとのびをして、追憶にも似た思いを胸中に残し、俥バスを降りた。


　剣に布を巻いただけで、ベル自身はもうフードを被かぶるつもりはない。その必要もないとミストも判断したか、誰も何も言わなかった。正直、ベルはほっとした。あんな道化た恰かつ好こうは二度とごめんだった。だがそれが、のちに災いを招くことになった。


　ベルたちが今いるのは、剣の苗工房スパーデフアームと呼ばれるところなのだという。別名を、剣の墓場スパーデトウーム。


　砕かれた剣を埋葬し、再び鋼の樹が生えるのを待つ。苗は慎重に育てられ、種目別に選えり分けられる。そこかしこに設けられた工房からは、ひっきりなしに鋼を鍛える独特の音が響き、柵さくがぐるりと周辺を囲んで、全体が一つの集洛むらのようになっていた。


　その集落フアームの番人に軽く挨あい拶さつしながら、ミストの先導でベルたちは剣の果樹園を進んだ。


　枝葉までもが鋼の樹は実際は純度もごっちゃで質が悪い。果実だけが鋼であるものを最良とする。その色とりどりの鋼の果実が、そこら中で実っている。間違いなくここは〈悪アンダードツグ〉にとっての重要拠点であった。質の良い剣を大量に作り出すこの地があってこそ、〈正義トツプドツグ〉に対して戦いを挑むことが出来るのだ。


　そんな重要な土地に〈正義〉に属するベルたちを通すことは実に剣けん呑のんなのではないのか。


　そうベネットにこっそり囁ささやくと、


「別段、我々は剣士と戦うのであって、剣作家と戦うのではないよ。ここを滅ぼせば確かに〈悪〉は打撃をこうむるだろうが、それは〈正義〉も同じことさ」


〈内〉なる剣作家の中にも、ここで栽培される鋼の果実を買う者は多いというのである。


　それがなくなれば、結果として〈正義〉の手に入る剣も打撃をこうむる。それに、そんなことをしても何の益もなかった。神の樹は、善かれ悪しかれ、剣士としての戦いにこそ財貨デナーリを支払うのだ。たとえ、まだ剣にもならぬこの鋼の果樹園を焼き払って〈悪〉に打撃を与えたところで、そのような神言がない限り、何の得もない。


（善かれ悪しかれ、神言の内か……）


　ベルは思う。道理でここの番人たちも必要以上に誰何しないわけだ。彼らはただ盗人ぬすつとに対して目を光らせているのであって、夢にも〈正義〉の剣士たちがここを攻めて来るとは思っていないのである。


「それは、どうかな……」


　ふと、ギネスが呟つぶやいた。やけにその口調が重い。見やれば、ついさきほどまでののんびりとしていた顔が、急に何ごとか深く思案するような厳しい表情を浮かべている。


「どういうこと」


　ベルがちょっと驚いて尋ねた。


　するとギネスはけろりとまた穏やかな顔に戻って、肩をすくめた。そのうちちゃんと話すこともあるだろうといった、いかにもつかみどころのない態度である。


（こりゃあ、ミストも不満だろうな）


　そんなことを思いながら、なおもギネスに問い質ただそうとしたそのとき、ふいにベネットが跳ねるようにその三枚耳ドライツエンをぴんと立たせ、周囲に気を払う素振りを見せた。


　どうしたのか──


　とは、訊きかなかった。ベネットに倣ってベルも何気なく辺りを見やり、〈唸る剣ルンデイング〉の感応力を背で感じとった。


「先回りされてるような感じがする」


　ぽつりとベルが呟く。


　ベネットが無言で頷うなずいた。


　ギネスはのんびりとして辺りを見回し、先導するミストら一族に声をかけるでもなく、そのまま気楽な様子で歩き続けた。


　ふと、ミストの足が止まった。つられて全員が立ち止まる。ふらりと、樹々の合間から人影が現れ、行く手を遮った。ほとんど同時に左右からも現れ、一人二人が、見る間に七人八人に膨れ上がった。全員が剣を帯び、慎重にベルたちを囲んでいる。とはいえ背後に回る者はいない。ギネスもそのことに気づいたのだろう、ちらりと来た道を見やった。


　ここで戻るのならよし、ということか。ベルはこの事態をそう剣呑と考えてはいない自分に気づいた。そうであるには、周囲に立ちはだかる者たちに殺意がなさすぎた。


「あんたたち、どういうつもり。そこをどきなさい」


　ミストが鋭く言った。そのときには相手の人数は軽く二十を超えている。園道にずらりと並ぶと、けっこうな迫力だった。と同時に、いかにもせまっ苦しい。これで同時に全員が剣を抜き放ったりしたらお互いを傷つけるだけだ。そう考えるとなおさら剣呑な気がしなくなる。


　すっと水角族ミノタウロスの男が先頭に出た。手に剣けん斧ぷを握っているが、刃は上を向いている。つまり攻撃の意志はないのだ。少なくとも今この場では。


「ラブラック＝ベルだな」


　男が確かめるように質した。ミストのことなど見てもいない。ミストがかっとなるのがベルにも見て取れた。手を剣に触れ、男の視線を遮るようにしてベルの前に立った。


「……私たちの顔に、泥を塗ろうっていうの」


　まなざし厳しく、男を睨にらんだ。


「この人たちはね、弔いに来てくれたのよ、私たちの長を。あんたたちと同じよ。つまり、どちらも私たちの客人よ。客人同士で馬鹿な真似をされちゃ私たちの顔が立たないわ」


　だが、男は、うろんそうにミストを見やっただけだった。


　男の両脇に、男と良く似た顔立ちの二人の水角族ミノタウロスが立った。おそらく兄弟なのだろう。先頭に立つのが長兄というわけだ。どうやらこの三人が集団の頭立った人物らしい。それがふと、ベルには見覚えがあるような気がした。


　そもそも自分を名指しにするくらいだから、どこかで出会っているのだろう。そう思い、


（ああ、そうか）


　ぽんと手を打ってベルは頷いた。こそこそとベネットに囁く。


「私が剣を砕いたやつらだ」


　ベルの養父母を救出する際に、あるいは諸もろ々もろの剣闘の場で、戦った者たちである。ふと思い当たって探してみると、いつかアマレット亭で倒した弓瞳族シープアイズの青年たちもいた。キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉を斬るのだのとわめいていたときとは格段に穏やかな顔である。特に、人数に頼んでベルに襲いかかろうとするような殺気立った気配もない。


「この全員をか……」


　さすがにベネットが感心した。わざわざ努めて思い出さねば気がゆかないほどの数の剣士を倒してきたベルに、賛嘆するとも呆あきれるともつかぬ顔である。


「多分ね」


　とベルは言った。


「私、どうしたらいいんだろう」


「さあ。取り敢えずこういう場は軍師どのに任せておくことにしているよ、私は」


　だが当のギネスは一向にこの事態に気がゆかない様子で、ぼんやりと欠伸あくびなぞしている。


　ミストが男と激しく睨み合っているのもほとんど見ていない。


「お主には、関係のないことだ。控えて貰もらおう」


　男がうるさそうに言った。


「なんですって！」


「我らは、立ち合いを所望する」


　ミストを無視して、ベルに向かって告げた。


　ベルはちょっと目を丸くした。立ち合いは、居合いとは違って、ごく一般的な剣の試合のことだ。殺し殺され合うというようなものではない。この〈剣の国シユベルトラント〉では日常のことといえた。果たして、男は言った。


「剣を砕かれた我らに、今一度、己おのが力量をはかる試しを得たい。ただそれだけだ。断じて怨うらみのない剣闘を約束する」


　だがベルが何かを言う前に、ミストが男の前に立った。


　今にも剣をすっぱ抜くかのような構えを見せ、


「足長族フロツギーのミストをなめてもらっては困るわ。下らない屁へ理り屈くつよ。そう言っておきながらこの人数は何なの？　これだけ集めれば勝てるってわけ？」


「それは違う。我らは純然として立ち合いを望むだけで、他はこれを助ける者ではない」


　ミストの構えに応じて、自然と、男の剣斧を握る手も、刃を下にした。明らかに剣撃の態勢に入っていた。


　何かが変だった。ベルは首をひねってミストの背を見詰めた。男の言うことはいたってまっとうだった。確かにこれだけの人数を連れて道を遮るのは危ういやり方ともいえたが、かといって取り囲んで一斉に襲いかかるというのでもない。立ち合いと言うからには実際に戦うのはその中の数人で、他はいわば剣楽の観覧者のようなものだ。それが次々と剣を手に取り、全員が戦う素振りを見せるのでない限り、ベルの応答次第では今すぐここで剣を振るうこともない。立ち合いなどいつでも出来るのだ。


　それでいてこのミストの剣幕と、敢えてミストをないがしろにしようとする男の態度が、この場をひどく危ういものにしていた。このままでは、その気もない者たちも否応なく剣を振るう羽目になるのではないか。


「ミストよ、お主の意地も時と場合によってはいらぬ怪我のもとだぞ」


　思案するベルの耳に、男の声が届いてきた。


「ジンバックどのはもはやこの世にはおらぬのだ」


　だから、もはやミストの出る幕などない。そういう言い方だった。


　まずい。ベルは危険を悟った。それを今このミストに言うべきではない。同時に、ようやくこの事態を理解した気がした。結局はミストの意地なのだ。ベネットが船の上でギネスに言ったことが思い出された。死んだあの者であれば、これが出来たはず……そういう思いが、今、意地となってミストを余計ないざこざに駆り立てているのではないか。


　きん。剣を抜き放つ硬い音に、はっとした。ミストの手に白銀の剣が握られ、苛か烈れつに育てられたその刃がEVRENの刻印スペルも鮮やかに風景を穿うがつ。勇気と臆病エヴレーンをあらわす刻印スペルが。だがそのミストの行為はもはや蛮勇に過ぎた。彼女の一族も、否応なくその両脇に立って剣に手をかけざるをえなくなっている。


　誰か止めなければ。そうベルが痛切に思ったときである。


「ああ、そういえば」


　いきなり、ギネスが大声を上げた。


　一同、ものの見事にぎょっとして振り向いた。いったい何を言い出すのかと思えば──


「僕も、ミストに指揮剣シユベルトを砕かれていたのだったよ」


　なんと、真面目な顔でそんなことを言った。


「おお、なんてことだ。剣士にとっての命を砕かれたとあっては、とても許せることではない」


　すかさず、ベネットが迎合した。


「この状況をかんがみれば、敵味方の区別は一目瞭りよう然ぜん。僕らが立つべき位置取りも自明」


「あいさ。ただちに助太刀に参ろう」


　言うやいなや、ギネスとベネットの二人はすたすたと〈悪〉の剣士たちの方へ歩いていってしまった。


「ちょ……ちょっと、ギネス!?」


　ミストが呆あつ気けに取られて叫ぶのも聞かぬ風で、二人が男たちに呼び掛けた。


「やあやあ、みなさん、僕らもあなたと共に戦いましょう」


「我々とて、〈正義〉にくみする以前に、剣に楽を見み出いだす者、あなたがたの心持ちは痛いほどに判ります」


「いや……我らは……」


　先頭の男が何か言いたげな様子を見せたが、ベネットが背の荷物を降ろし、やたらと丈の高い闘弓を取り出すと、その威風にぎょっとして言葉が出なくなってしまった。


「さて、そういえばベネット、あなたもベルに剣を砕かれたのでは？」


「おお、そう言えばその通りだ。これはますますもって剣けん呑のん」


　言うなり水晶の弾丸を射枠機バレルに装そう塡てんし、きりきりと水みず鋼がねの弦を引く素振りを見せる。いたって無造作で素早い。止める間もなかった。


「あんたたちっ！」


　ミストが爆発した。顔を真っ赤にして怒鳴り、水角族ミノタウロスの剣斧などもはや気にもせず、今にもギネスに斬りつけんばかりで叫んだ。


「なにやってんの。どういうつもりよ。あんたがそっちに行ったら、私はどうするのよ」


「君もこっちに来ればいいじゃないか。君だって、ベルにさんざん仲間を倒されてるんだろう？」


　というのが、ギネスのいたって無造作な返答だった。


「な……」


　ミストは啞あ然ぜんとして、ついにがっくりと肩を落としてしまった。あまりの馬鹿馬鹿しさに、怒りを通り越して呆れるようだった。


「なんだよ、私だけ悪者かよ」


　ぼそりとベルが呟つぶやく。それこそ真面目な顔である。ミストの一族の者が、憮ぶ然ぜんとするべルにくすくす笑った。


「さあ！」


　いきなり叫ぶギネスに剣士たちの手がびくっと震えた。反射的に剣を抜きそうになって慌てて止める。そこに畳み掛けるように更にギネスの怒声が響いた。


「これだけ大勢でかかれば、あのラブラック＝ベルに一矢報いることも可能だ！　カタコームを脅かしたかのティツィアーノを斬り、同じ中央区キヤストラルの四大剣士とうたわれたキールを斃たおした、あの剣砕きの少女に今こそ我らの意地を見せよう！」


　それを聞いて、さっと〈悪〉の剣士たちの顔色が青ざめた。


「キールを斬っただと……？」


「あの赤髪鬼をか」


「待ってくれ、あいつは戦いで相手を殺さないんじゃなかったのか」


「馬鹿。そんなことより俺たちなんだか危やばいぞ」


「ただ立ち合うだけって言うから俺は……」


　ざわつく剣士たちに向かって、ギネスがなおも叫びを上げた。


「剣士であるからには、いつかその剣をもって命を断たれることもあるだろう。だが、それを恐れていては剣に生きる者として立つ瀬がない！　ベネット！」


「あいさ、いかにも。この私が弓を射るのを合図きつかけとし、一丸となってあの者を倒す！」


「ま……待て、我らは何も……」


　水角族ミノタウロスの男が慌てて止めようとするのを、ギネスの異様な金切り声が遮った。


「やれえっ！　ただ一矢報いるために！　剣ごと体を真っ二つにされたあのキールに倣い、果敢に立ち向かうのだ！」


「……おいおい」


　ベルが呆あきれ返る。


　ギネスのやっていることは、ほとんどミストに対する皮肉だった。〈悪〉の剣士たちはそこまでベルを憎悪しているわけではない。剣士としては当然のことをしているまでなのだ。それをミストは剣呑として受け、自分の意地を通そうとした。一族の顔を必要以上に立てようとして、相手をないがしろにしたのはミストの方なのだ。


　見やると、ミストもそれを悟ったか、すねたような顔で、白目を剝むかんばかりに騒ぎ立てるギネスを見詰めている。そのミストの表情に、ふとベルは悔しさを覚えた。


　信頼する相手に、確かに支えられているという実感がなければ、今のミストのような顔は出来ない。それがなんとなく判った。


「ちぇ」


　自分はいつでもそういう意味では一人だ。それで悔しさを感じた。そんな自分に苦笑した。


　ベルは無造作に剣紐ストラツプを外した。じゃらっと鉄環が音を立てて垂れ、剣が背から離れる。その尖せん端たんが地面に突き刺さる前にベルの手が柄つかを握り、大きく弧を描いて〈唸る剣ルンデイング〉が振りかぶられた。ふわりと布が宙を流れ、掲げられた刃を滑り落ちていった。


　巨大な剣の威容に、〈悪〉の剣士たちも、またミストらさえもが慄りつ然ぜんとして見入った。


　ベルが無言のままにやりと笑った。獰どう猛もうな笑みである。こうなれば、自分も付き合ってやろう。なんだったら、実際に一人二人吹っ飛ばしてもよかった。その場にいる誰一人として斬れる気がしなかったし、剣を砕く気も起きなかった。


「ベル……！」


　ミストが慌てて止めようとするが、それをギネスの大音声が遮った。


「とうとう握ったぞ！　ベネット！　今だ！」


　ここぞとばかりに雄お叫たけびを上げ、それに応じてベネットの闘弓がきりきりと音を立てて引き絞られた。まさに緊張の高まる音にふさわしく、〈悪〉の剣士たちが中途半端な姿勢のまま硬直した。


「待て……」


　何人かがベネットを止めようとして、のろのろと手を伸ばす。


　ちーん。水晶の弾丸の放たれる音も高らかに、〈悪〉の剣士たちが問答無用で剣を抜かされ、もはや言葉にもならぬギネスの絶叫が轟とどろいた。


　わあああっ！


　一斉に〈悪〉の剣士たちが剣を抜いたが、奇跡のように誰も傷つかない。誰もが自分の身を守る構えで後ろに引いたからだ。ことごとく皆、ベルが自分に向かって飛び掛かってくるような錯覚を覚えていた。滅め茶ちや苦茶だった。まったくてんやわんやで互いにぶつかり合い、転んだかと思うと逃げ出そうとする者の足にしがみつき、腰砕けになってへたり込んだ者に、中途半端に前に出ようとした者がぶつかって倒れた。


　と──


　天に向かってゆるゆると放たれた水晶の弾丸が落ちてきて、ベルがそれをあっさりと手に受け止めた。


「な……な……？」


　何が起こったのかさっぱり判らないが、とにかく自分は無事らしいという顔で、剣士たちが身を起こしてゆく。


　その目の前に、ぬっとベルが立った。ぎょっとする剣士たちを見渡しながら、ひょいと弾丸をベネットに渡した。剣は既に背にきちんと収められている。


「良い剣だなあ」


　感嘆を隠さず言った。


　剣士たちの抜き放った剣や剣けん斧ぷは、みなどれも一見して優れた出来栄えだった。それぞれの鋼の特性を活いかしたつくりや、冴さえ渡るような鉄肌はもちろん、剣の気配がその握り手にぴたりと合っている。不相応に鋭かったり重々しかったりする様子がないのだ。


　いまだどれも若じやつ剣けんであるとはいえ、壮剣として育て上げられた見事な姿が、その握り手ともども目に浮かぶようだった。


「並の剣作家じゃこうはいかないな。育て甲斐がいがあるだろう」


「あ──ああ……。あんたに……剣を砕かれたお陰で、逆にこれを手に入れることが出来た。何がきっかけでより良いものが手に入るか、判らんな」


　水角族ミノタウロスの男が言った。まんざらでもなさそうな顔で手にした剣斧を撫なでた。


「ふうん。よかったよ、怨うらまれてるんじゃなくて。私もこの剣作家に感謝したいな。まっとうな立ち合いが出来そうでさ」


「では、我らと……」


「またあとでね。ミストには内緒」


　指を唇に立てるベルに、男たちが苦笑した。


　ベルも笑いながら、なおも剣を一つ一つ子細に見比べた。どうやらどれも同じ人物が作り上げたものらしく、刃のかたちに込められたどことない愛あい嬌きようが共通して感じられた。


　ふと、そこへ、男たちの後背から声をかける者があった。


「なんだよ、だらしないなあ」


　この一部始終をずっとそこから見ていたような口ぶりである。


　ベルは懐かしさを覚えて振り返り、声の主に笑いかけた。


「やあ、クラウド」


　そして、こちらへひょこひょことやって来るクラウドの姿に笑みが強こわ張ばった。右手に杖つえを持ち、それを突きながら、体全体を傾げるようにして歩いて来るのである。


「あんた……脚が……」


「ん？　ああ。まーね。くっついてるだけ、ましだわな」


　実にあっけらかんとして、クラウドはもはや戦いの場には赴けぬであろう右脚を杖の先で軽く叩たたいて見せた。ベネットもギネスも、またその場にいる誰もが、既にそのことを知っているようだった。ベルは申し訳なさそうに眉まゆをくもらせた。


「カタコームの戦いで……？」


　クラウドは頷うなずいた。


「ま、気にすんな。こっちの方が性に合ってるみたいだし」


　杖を握らぬ方の手を剣士たちの剣に向かって振ってみせた。その仕し種ぐさにベルは驚いた。


「こっちって……」


「こいつらの剣を鍛つくったの、俺なんだ。剣鉄スパーデの矯きよう正せいや、苗の栽培も、俺がやってる」


　目を丸くするベルに、クラウドは実に嬉うれしそうに笑って言った。


「えへへ。褒めてくれて、ありがとなあ」


「なに言ってるのよ」


　いつの間にかすぐ傍らにやって来たミストが、怒ったように顔をしかめた。それから冷淡な目で全員を見回すと、


「茶番は終わった？　なら、さっさと行くわよ。冗談じゃないわ、まったく」


　つっけんどんな調子で、すたすたと園道を歩いていった。


　その背を見やって、クラウドがぽつりとベルに呟つぶやきかける。


「意地張ってんだ、あいつ。俺がこんなんになったし、ジンバック様も死んだ。もう、これまで通りには、いかないんだよな」


　彼らのこれまでを知らないベルにも、なんだかずしんと胸にこたえる言葉だった。
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　園道を通り抜け、樹々が切れた。ベルは啞あ然ぜんとしてそこに現れた建物を見た。さながら神殿であった。切り立った断だん崖がいを穿うがつようにして、長方形の白亜の建造物が威容をさらしている。それはかつてカタコームでの戦いで最後の地理として用いた天望台に似て、そびえ立つ柱も閉ざされた扉も厳かで重々しく、砦とりでの様相とさえいえた。


　そのことを洩もらすと、ギネスが頷いた。


「その通りだよ、ベル。恐らく、なにもかもがね」


「どういうことさ」


「すぐに判るよ。中に入れば。僕は今、ようやく自分の考えが正しかったことを確かめているところなんだ」


　内心の思案に没頭するようなギネスの顔を不思議な目で見ながら、ベルはその神殿とも砦ともつかぬ建物に足を踏み入れた。


「城に似てる……」


　中に入った第一声がそれだった。


「ああ、確かに。どこが、とは言えないけれど……」


　目の見えぬはずのベネットでさえ、そう呟いていた。


　どこがどうとはいえぬ。全体の雰囲気として、柱の立ち方や床のつくりや窓のない広大な空間などが、確かにここに何かが宿され、厳重に守られているのだと告げてでもいるかのように思われるのだった。それは城の雰囲気そのものだった。


　一行は真っ直ぐ柱の間を進んだ。高い天井に大勢の足音が響くのを聞きながら、やがて最奥の扉に辿たどり着いた。あたかも〈玉座の間〉の扉だった。豪ごう奢しやで巨大な様相は無論のこと、一行の前で何かをぴたりと秘め閉ざし、立ちはだかるような様子さえ同じだった。


　その扉が開かれた。ベルの見知った、あの広大な広間が現れるのではないかと思われたが、予想に反してそこに現れたのは暗く沈むような闇である。


　恐ろしく深い。どこまでも潜り込んでゆくことで、やがて自分の五体さえ溶けていってしまうのではないか。そう思われるほどの底深さをたたえる暗がりに、一行は入り込んでいった。


　ミストが何ごとか命じ、何人かが壁際に動いた。


　と、見るや、にわかに闇が払われた。あれだけの濃密さを持つ闇が、なんとあっけなく消えることか。


　ベルはまたもや啞然と周囲の壁を見た。壁一面がぼんやりと白い光を浮かべ、光をあらわす刻印スペルが連綿としてつづられている。ところどころに刻印スペルを操作する石が穿たれ、その石の周辺を無数の蛍石ランプがベルには意味のよく判らぬ霊妙な刻印スペルを描いている。


「行くわよ」


　素っ気ないミストの呼び掛けとともに、四十人以上に膨れ上がった一行はぞろぞろと通路を進み、無数の階段を下っていった。


　ふと、ベルはそこかしこにある岐路に気づいた。自分たちの進む道以外、一切光がともっていないのである。突如として壁にぽっかり開いたような闇に、ベルは合点した。恐らくこの通路は迷路のようになっていて、この光が、闇を払うのと同時に道しるべとなっているのだ。先の入り口での刻印スペルの操作によっては、全く違う目的地に向かって進むことにもなるのだろう。そして今ベルたちが地下へ地下へと降りてゆく空間は、それほど広大で無数の枝道に分かれているのだった。


「カタコーム……」


　ベルが、今こそ確信して呟いた。


「そう。ここは隠された祀し士したちの砦の一つだ。コリンズと呼ばれる一族の城さ」


　ギネスがいやに重苦しい口調で応じる。


「ようやく、この時が来たんだ。ジンバックどのの訃ふ報ほうが来るのを、僕は待っていた。こうしてカタコームへと招かれ、コリンズ一族と会合するために」


「ギネス……？」


「そのために僕はこれまでカタコームに向けて幾度となく風聞を送ったんだ。どれ一つとして返答のないままに……ただこの日を待って。一大事といえば今日こそがそれだ」


　そしてそのままギネスの声はだんだんと小声になってゆき、ぶつぶつと呟く声も掠かすれ、自分自身の中に埋没してゆくように消えていった。


　ベルは眉をひそめてギネスを見やったが、ふとベネットがその肩を叩いてきた。


「軍師どのの悪い癖だ。付き合わない方がいいよ、ベル」


　さも困ったように言うベネットに、ベルは気にかかるものを感じながらも口をつぐんだ。


　黙々と歩くうち、ようやくミストが到着を告げ、一行は突如として開かれた広大な空間に出た。


　何もかもがベルの予期した通りだった。


　鳥の声がそこかしこで聞こえた。濡ぬれたように黒く艶つややかな羽をはばたかせ、死告鳥レイヴンが天井に開いた巨大な空洞に向けて飛び立ってゆく。辺りは一面、整然として生える死告鳥レイヴンの花園だ。


　それはかつてカタコームの戦いで見た光景であり、それが火炎の海の中に没する様子さえまざまざと脳裏に浮かび上がるようであった。ふと見やると、傍らのギネスの目がかっと見開かれ、そして深く沈思する者の顔になった。いったいどのような思いがギネスの胸中に湧き起こっているのか、ベルにははかり知れないものがあった。


　一行が、死者を苗にして樹々をなし花を咲かせるというそれらのいわば花樹園を通りゆくと、ふと大勢の者がたむろしている一角に来た。壮齢の者が多い。どうやら亡きジンバックの知人たちらしかった。


　ふと、ベルはそこに見知った顔を見つけた。


　その弓瞳族シープアイズの男もまたベルを見やった。ベルが不安をおもてにあらわすのとは裏腹に、見事な金髭ビアードの下でにっこり笑うと、気さくな様子で近づいてきた。


「ハギス……」


　ベルが呼んだ。男が嬉しそうな顔をした。


「覚えていてくれたかい。ありがとうよ、ラブラック。どうやらうちの若いのが、またあんたにつっかかっていったみたいだが、どうだ？　少しは強くなっていたか？」


　ベルは胸の詰まる思いで笑った。


「立ち合いを申し込まれたんだけど、それはあとにして貰もらったんだ。でも、良い剣を手に入れてた。すごく良い顔をしてた。強くなったんだと思う」


　それから、いかにもまだ幼さから抜け出たばかりの若齢者テイーンの様子で、ハギスを上目づかいに見た。


「いつかは……その、ごめん……」


「なあに、そいつは俺の台詞せりふだ。若い連中を止められなかった俺の貫かん禄ろくのなさってやつだ。悪かったな、ラブラック。あのあと、牢ろうに入れられたりしなかったか？　どうにもそいつが気にかかってな」


「入れられたけど……」


　ベルがなんだか申し訳ない気持ちで言うと、ハギスはやはり渋い顔をした。


「すまないなラブラック……あのとき俺にあんたを匿かくまってやれるだけの徳があれば……」


「いいんだよ、お陰で〈内〉に入れたし」


　ベルは慌てて言った。


「それに、牢からは自分で出たから。こいつで……」


　背に負った〈唸る剣ルンデイング〉の柄つかを、軽く握って見せる。ハギスはびっくりしたような顔になった。


「大したもんだ」


　さもおかしそうに笑った。


　その笑い声がふいにやんだ。誰かがベルの方にやって来て、ハギスが脇に退いて人物を迎えていた。


　えらく逞たくましい水角族ミノタウロスの男だ。だが大男にありがちな圧迫感がない。意識して隠しているというのでもなかった。その気になればいつでも圧倒的な迫力を出せるのだろう、寛容なる物静かさだった。


「あなたが、ラブラック＝ベルですか」


　ひっそりとした口調で、男が言った。


　ベルは頷うなずきながら、まじまじと男を見た。実に無遠慮なまなざしだが、それも無理からぬことといえた。


　男は水角族ミノタウロスにしては流麗といっていい姿態の持ち主で、むしろベネットなど水族マーメイドの体をそのまま逞しくしたような感じである。事実、男の頭には三枚耳ドライツエンが生え、かと思うと長くしなやかな手の平や脚は足長族フロツギーを思わせた。蛍族ロイテライテ特有の、手の甲や額にまるで宝石でも埋め込んだかのような角質があり、そのくせ金の髪の間からは、太く逞しい水角族ミノタウロスの角を生やしている。


　といってそれらが違和をなしているのではない。ぴたりと一つの身に収まり、調和の取れた均整なる姿なのである。異種族間の交配が繰り返された末の、新たな純血種とでもいうべき男の姿態に、ベルは見とれるばかりだった。


「私は、カーネル＝コリンズと申す者、こたびの葬儀の祀士を務めております」


「ああ……その、ご丁寧に、どうも。コリンズって言うと、カタコームの……」


「そうです。金牛宮トーラスを司まもる祀長として、あなた方を歓迎しますよ、ラブラック＝ベル」


「金牛宮トーラス……？」


「はい。カタコームの四大不動宮のうちの一つ、あなた方が今いるこの地を、そう呼びます。あなた方が戦い、そして守って下さったのもその一つ。獅子宮アイオーンと呼ばれる地……」


　カーネルは金の瞳ひとみに不思議な哀しみの色をたたえて言った。


「かの獅子宮アイオーンでの戦いにおいては、ちょうど経路リゾームが閉ざされている時期でのことで、我々コリンズの者たちも、ついに援軍を送ることが出来ませんでした」


「閉ざされていた……？」


「カタコームのほとんど全ての経路リゾームは、刻々とその形態を変え、道を閉ざしまた開くことを繰り返す、生きた洞どう窟くつなのです」


　これにはベルも驚いた。


「だから、コリンズの人たちは、あんなにも闇の中を進む力を持ってるんだ……」


「そうです。そして不動宮とは、その中でも特に固定され、動くことのない地のことを言います。それらは都市パークを取り囲むようにしてそれぞれこうして死告鳥レイヴンの花園をいだいておりますが……それらが互いに経路リゾームとして連絡されることの適かなわない特定の時期を持つのです。そしてまさしく先の戦いでのあのとき、ただ我らの血を引くあの足長族フロツギーの一族や、他の多くの剣士たちに呼び掛けるしか、我らにはすべがありませんでした。ラブラック＝ベルどの、その節については我々コリンズを代表し、厚く御礼申し上げます……」


　ベルはぶんぶん首を振って身を屈かがめるカーネルを止めた。


「いや……その、いいんだよ、私たちだって自分が生き残るために戦ったんだし……それに、そもそも私はあのとき〈正義トツプドツグ〉として……」


「いえ、あなた方はまさしく〈正義トツプドツグ〉と〈悪アンダードツグ〉の区別を超えて戦われた。我らの理想とする在り方で」


　ベルはなんとも困った面持ちでハギスを振り返った。こんな風に慇いん懃ぎんに礼を述べられたことなど未いまだかつてないことである。正直、くすぐったくってしょうがなかった。その心情を理解したようにハギスも苦笑したが、肩をすくめるだけでカーネルを遮るような真似はしなかった。どうやらそれだけコリンズ一族はハギスやミストたちにとって敬うべき一族らしい。


　そしてそのカーネル＝コリンズを脇から遮るようにして、ふいにギネスが現れて言った。


「いやあ、ベルの言う通り、僕たちはただ自分の身を守るために戦ったに過ぎませんよ」


　カーネルの目が、ギネスの隻腕を確かめるように見やった。


「あなたは……ギネスといいましたか。生前、ジンバックから色々とお話をうかがっていますよ」


「ええ、その通りの名です。最近は〈ほら吹きフアジーネーブル〉が名の頭につきますがね。どうも大言壮語が多いらしくて。それはともかく、お目にかかれて嬉うれしく思います、カーネル＝コリンズ。先の戦いでカタコームを焼き払った者として、是非一度お会いしたいと思っておりました」


　ギネスの最後の言葉に、ベルはぎょっとした。事実であることは確かだが、もっと他に言いようはないのか。まるで挑むかのような口調とは裏腹に、ギネスはのんびりとして、いかにもつかみ所がない。


「そのことについては、我らもまた了解していること……」


　カーネルが目を細めてギネスを見詰めた。怒りからではなく、穏やかにギネスの真意を見定めるかのような目だった。


「あなた方が責さいを負うことではありません。我らはあなた方に感謝こそすれ、憎むことは決してないでしょう」


「そう言っていただけるとありがたい限りですよ。城の編者たちの間では、全ての戦闘の脚本ほんが記録され、保管されていましてね。いずれまた再び神言によって〈正義〉の者たちがカタコームに戦いを挑むときは、僕の脚本ほんと戦いの記録が参考にされるでしょうな。いかにして効率良く死告鳥レイヴンの花園を焼き払うか……そのことが議論されると同時に、魔法楽者たちの間では、死者を兵士として用いる魔法が真剣に研究されるのではないですかね。それでも僕を憎まずにいてくれるのは、非常にありがたいことです。初めてこの花園を火炎の海に陥れた僕を……」


「ギネス……！」


　ベルがたまらず遮った。ギネスの言葉はあまりに挑発的に過ぎた。いったいその真意がどこにあるのか判らず、不安と苛いら立だちにかられてベルはギネスの肩をつかんだ。


　おや、という顔でギネスがベルを振り向く。そして、カーネルと、また様子がおかしいのではないかと眉まゆを寄せるハギスや他の面々を見回した。


「こいつはどうも、愚痴っぽいことを。失礼しました、カーネル＝コリンズ」


　愚痴だって？　ベルは叫びたい気持ちをようやくこらえた。ギネスが何を考えているのか判らなかったが、挑発の数々を愚痴と片付けるギネスの態度に、それがとてつもなく剣けん呑のんなものに思われてならなかった。


　そのベルの気を知った風もなく、ギネスはカーネルに向かってにこやかに笑いかけ、


「ところで、カーネル＝コリンズ。実は、僕はジンバックどのを通して、何度かあなたたち一族に向けて風聞しているのですが、届いておりますか？」


　また、何か含みのありそうなことを言った。


「届いています」


　カーネルは深く頷いた。そして静かにギネスを見詰めたまま、


「大変、面白く読ませていただきました」


　と、ただそれだけを応こたえた。他に何も言うべきことはない。そういう口ぶりだった。


　ギネスの目が微かすかに鋭いまなざしを帯び、すぐに消えた。どういたしまして、とでも言うようにのんびり御辞儀をすると、黙もだしてカーネルを見た。そのときにはもう、カーネルの視線は余所よそへ移っている。


「用意を」


　そう言って、従者たちを呼んだ。


「ではみなさん、弔いの儀礼を」


　カーネルの声に、そこかしこで歓談していた面々が口を閉ざし、粛々と従った。


　その中で、ギネスだけが取り残されるようにして佇たたずんでいる。


「ギネス……？」


　穏やかな素振りでいるくせに、カーネルの背を見据えたままじっと動こうとせぬギネスを、ベルが不安げにのぞきこんだ。


「脈あり……」


　ギネスはにやりと笑ってそう呟つぶやいた。ベルのことなど見えてもいない。


　啞あ然ぜんとするベルの傍らに、ふとベネットが立った。


「この男がこうなったときは、出来るだけ離れていた方がいいよ、ベル。そうでないと、どんなとばっちりを受けるか、知れたものじゃないからね」


　ベルを安心させるようにおどけた調子で肩をすくめると、ひどく真面目な顔で、そう言った。





　不思議なことに、一見してそれがジンバックの墓標であることが分かった。


　正確には、碑いしぶみに幹を巻きつけて伸びる樹が、ベルにジンバックの埋葬されている場所を告げ知らせていたのである。樹が一つとして同じ姿で育たぬことはいたって当然のことであるが、特に死告鳥レイヴンを咲かせるその樹は、死者の人格的存在を媒まかせて成長し、どこがどうとはいえぬが、確かにその姿に、故人の印象をたたえているのだった。


　百戦錬磨のつわものでありながら、常に愛あい嬌きようをもって敵味方問わず接し、率いる者としての責さいを無造作に背負ってしまえる度量を感じさせる、小柄でひょうきんな名指揮者コンダクターの気配の名残を、その樹は確かに持っていた。


（本当に、死んだんだ……）


　その樹を目前にして、ベルはまるでジンバックその人を目の当たりにするようで、逆に確かな現実としての死が、ずしんと胸の奥に響いた。


（まったく、大した鬼っ子だぜ、あんたは）


　そう言って笑う声が樹の陰から聞こえるようだった。カタコームでの戦いで曲くせ者もの揃いの混成楽隊を見事に率いた姿がありありと思い出された。一度目は敵として戦い、二度目は共闘の場で、三度目はこうして生者と死者として相まみえた者の、遠く響く幻の声だった。


　今までは奇妙に現実感のない訃ふ報ほうであっただけに、いったん悲しみを自覚すると強烈に胸を抉えぐった。鼻の奥をつんと熱いものが刺した。どうしてこの世はこんなにも不如意なる出会いに満ちているのか。そういう感慨が、熱を帯びて胸中に湧いた。


　周囲の者も、それぞれ死者への思いを嚙かみ締めるようにひっそりと沈黙して死告鳥レイヴンの樹のもとに佇んでいる。


　それらの沈思する者たちを代表するように、カーネル＝コリンズが樹の前に立ち、唄うたうように弔いの文句を詠み上げてゆく。







今こ宵よい、また死の風聞について問うときが来た


我らの同胞ともがらがまた一人、この聖地に眠るとき







　詠唱とともに、カーネルに命じられて幼い従者たちが手に手に桶おけを持ち、樹に水をかけ灰を撒まいてゆく。若いコリンズの者たちが儀礼用の刃のない剣を掲げて佇み、カーネルの言葉とともに剣尖きつさきが蒼あおく光の線を描いて振るわれ、安らぎや畏い敬けい、別れや祝福をあらわす印スペルが次々と宙に灯ともっては燐りん光こうとともに散っていった。







聖星の輝きアースシヤインに浴して問う


この地に誇りし死の鳥花の、


己この覇なきがらを根に穿はいて咲くときを……


我らは問う。既に誰もが決しえて、


もはや誰もが定めえぬ、


我らの生と死を、慎んで問う。







　ミストの挑むようなまなざしが、ひたとジンバックの墓碑を見据えている。悲しみを押し殺し、どうすれば真に死者の後を継ぐことができるのか、挑戦するように胸中に問うているような顔だった。ギネスがちらりとミストの厳しく影のさす横顔を見た。無言でミストの固く握った拳こぶしに手を添えた。ミストはそちらを見ずに、ふっと溜ため息吐いて目を閉じた。悲しみがそのおもてを覆い、子供が泣き叫ぼうとするかのように天を仰いだ。そしてその分だけミストの顔から僅わずかに影が消えた。ギネスの隻腕の手が愛いとしむようにミストの手を撫なで、そして離れていった。







我らは貴き戦士つわものをここに祀まつる


我らの同胞ともがらの死を悼み、


その戦おこないを謹んで語るべく


今こそ供えよ一ひと振ふりの剣を、


久しき怨おん執しゆうを断って奉まつれ


かの戦おこないに克かつえり同胞ともがらの、


この我もまた末裔すえなるゆえに……


かの戦おこないに終ついえり同胞ともがらの、


この我もまた末裔すえなるゆえに……







　カーネルの詠む弔いの文句がいんいんとこだまして消え、やがて彼の従者が黙々としてその場に集う者たちを誘導し、列を作らせた。先頭の方から剣を持つ者はそれを抜いて手に取り、剣を持たぬ者には従者たちが儀礼用の剣を手渡す。そして全ての剣に、従者たちが壺つぼから燐光に輝く水を汲くんでかけ、中には己の天職として剣を持たぬ生業なりわいの者もいて、そういった者たちには直接その手に青白く仄ほのかな輝きをやどす水をかけたのだった。


　先頭の者が、墓碑の前で剣を振るった。剣尖から燐光が流れ、それは弔いの印スペルとなって宙に灯り、その光の粒子を樹の葉にふり零こぼすようにして消えた。それから一礼して墓碑の前から立ち去ると、次の者が同様に死者への弔問を宙に描いた。


　剣を持つ者は己の剣で、持たぬ者は儀礼用の剣で、そしてそれさえ持とうとせぬ者は己の指で、順々にジンバックへの弔いの印スペルを描いていった。青白い燐の光が霧雨のように降り注ぎ、ベルが〈唸る剣ルンデイング〉を振るってひときわ雄大に印スペルを描いたときには、黒い鳥花を咲かす樹の葉が青く光に濡ぬれるようだった。


　そうして印スペルを描いて死者への最後の別れを告げた者たちは再び墓碑の周囲に佇み、全ての者がその仕儀を終えるのを待った。


　列の最後に墓碑を前にしたのは、ギネスであった。その隻腕の手が、青い燐に光っている。どうやら剣を手に取らぬ者としてジンバックの前に立つことを望んだようだった。


　ふと、ベルはギネスの様子がおかしいのに気づいた。


　墓碑の前に立ったまま、その手を上げようともしない。ただ黙然としてジンバックの樹を見詰めている。


　そのおもては穏やかに死を悼むように見えて、しかしそのまなざしはひどく暗あん澹たんとした熱を帯びているようで、ベルはちょっとぞっとした。


「どうされましたかな」


　カーネルが穏やかにギネスの傍らに立った。ぴくりとも動かぬギネスの顔をうかがい、印スペルを描くよう促す。


「皮肉なものです。そうでしょう、御老」


　突然、ギネスが呟くように言った。カーネルに目を向けることなく、ひたと樹碑を見据え、語りかけた。


「僕らは、自分たちが生き残るため、敵を滅ぼすために、カタコームの花園を焼き払ったんだ。こうしてあなたがここに弔われたことで、その罪過が赦ゆるされるとでも言うんですかねえ、御老。それともこの地は城と同じく、己の罪過さえ、そうと自ら認めさせてくれないんですかね。あなたは既にそこで樹になって花を咲かせているというのに、僕は相変わらず煉れん獄ごくの現実を生きている。ずるいですよ。何もかも僕に任せてしまうなんて。本当にずるい……」


　ギネスの口調は奇妙にしんと澄んで、そこに佇たたずむ者たちを不思議とそれほど困惑させるものではなかった。儀礼を中断させるかのようなギネスの振る舞いを、しかしカーネルは黙して認めるようであった。ギネスはそのカーネルにいぜんとして気を払うことなく、粛々として墓碑に語りかけてゆく。


「僕はもともとただの凡庸な脚本書きリブレツトだったんだ。それなのにあなたは僕があのカタコームであなたの傍らにいたことをたてに、本来あなたのような方がなすべきだったことを僕にさせている。僕にこんな道化たことまでさせて、これからの本当の民の在り方というものを問わせようとしているんだ」


　まるで墓碑の中のジンバックに、たった今じかに命じられたかのような言い方だった。


　それはすなわち、ギネスがジンバックの遺志を己の意志として受け継いでいることを意味した。そしてそれを、今ここでこの場にいる者たち全てに、伝えようとしている──


　ベルが持ち前の直感でそうと悟ったとき、にわかにギネスの口調が変わった。


「あなたは言った。指揮者コンダクターは光を灯す者だと。蛍族ロイテライテであるあなたらしい言い方だ。そして指揮者コンダクターは、味方の進むべき道を照らすと同時に、敵にも光を当てなければいけない。それが最も大事なことなのだとあなたは言った。味方を明るみに出すことで、敵を闇に隠し入れることは、戦いを楽の意志から遠ざけてしまう。同時に、敵の姿を照らしながら味方を闇に隠し入れることもまた、取り返しのつかぬ憎悪と殺害をもたらす。闇に隠れる敵への恐れと不理解は、やがて憎悪となって闘争を楽の意志から遠ざけるだろうから、だから……指揮者コンダクターは、光を灯すのだ。等しく戦いの場を照らし、楽の意志にもとづいて全てを明るみに出すために。そしてカタコームは全てを闇に隠し入れることを平穏とする」


　最後の言葉に、しかしカーネルはぴくりとも反応しなかった。見事なまでの穏やかさで、ギネスを見詰め続けている。


「カタコームは全てを闇に包む。恐らくは何らかの秘事を隠し抱いているがゆえに」


　ギネスが、そこではじめて、カーネルを向いた。


「ティツィアーノという剣士が狂乱の末にカタコームに惨劇をもたらした。しかしただそれだけのことなのか？　どうしてティツィアーノはカタコームにやって来たのか。どうして神言はあらかじめカタコームにおける戦いを予定調和したか。それは、ここに神の法テーマに反する何かがあるからだ。今現在はっきりとしていることが二つある。城がカタコームを目の敵にし、そのためカタコームがこうして入り口を厳重に守り、かつ無数にあると言われる入り口のほとんどを明かさぬ理由は、二つ。死告鳥からすの花と、〈正義トツプドツグ〉と〈悪アンダードツグ〉の区別を否定するかのようなその在り方だ」


　カーネルは何も応こたえない。ただ、ギネスを遮ることもなく、静かに目をギネスのおもてにあてている。


「本来、全ての民の死は、城の地下にある、〈根の国〉と呼ばれる場所で奉られることになっている。僕もそのことを指揮者コンダクターになって初めて知った。本来、民に死者を扱う権利はない。死ねば〈玉座の間〉の青衣クロニクルの神官団がしかるべき処置のもと葬る。そして神の樹の根の一部となり……それは、ジンバック様と僕が話し合った結論によれば、神が聖灰をもたらす際の供犠いけにえとなることを意味するのではないか。もしそうだとしたら、なおさら死告鳥からすの花の存在は許されない。それは神から死を統べることを奪い、都市パークの秩序を揺るがせるものだからだ。だが……そもそもこの死告鳥からすの花はなんなのだ？　風聞することもなく、ただ死者を苗に、その人格的存在ペルソナリテをやどす鳥花などこの国のどこにも咲いてはいない。この花はいったいどこから来た？　そしてどうしてここカタコームでしか咲かない？　ジンバック様と僕は何度か死告鳥からすの花を栽培してみた。しかしカタコームの地でそれを咲かせない限り、死者の遺志を風聞することなどなく、普通の平凡な風聞の鳥でしかないことが判った。当然のようにしてあるこの死告鳥からすの花を最初にもたらしたのは何者なのか。そしてカタコームの信条である〈正義〉も〈悪〉もなく、ただ〈外〉であるという姿勢を最初に示した者は？」


「それを、今ここで明かすことに、何の意味があるというのですか？」


　カーネルが、初めて応えた。それまでただ黙って言葉を終えるのを待っていた様子であったのが、半ばギネスを遮るようにしてうっそりと問うていた。だがそれは逆にギネスの言葉がカーネルたちコリンズ一族の核心をついていることを意味した。


　それが、彼らをただ見守るだけのベルにも判った。あるいはベルの鋭敏さゆえに、誰よりもこの事態をとてつもなく深い意味合いをもつものとして聞いていた。


　ふと、ベネットが、ベルの傍らで溜め息を吐いた。


「君が彼らの会話に興味を抱いているのが判るよ……目が見えない分、なおさらね」


　まるでベルがギネスとカーネルの会話に興味を抱くことを望まぬような態度で、ひどく困惑した顔を見せている。


　どうして──


　そう訊きく間もなく、ギネスが再び語り出していた。


「ただ今ここで答えを求めるために、僕はこうして呼び掛けているのではないのです、カーネル＝コリンズ」


「呼び掛ける……？」


「そう。僕は問い掛けているというよりも、ここにいる者たち全てに呼び掛けているんだ。カタコームは実に多くの希望を抱いている地だ。これからの新たな民の在り方を示している、唯一といっていい場所なんだ。あの戦役で共に戦ってくれた旅の長耳族ラビツテイアがいつか僕に教えてくれた言葉がある。世界の変動を意味する、パラダイス・シフトという言葉を。カタコームこそ、〈剣の国〉のパラダイス・シフトを司つかさどる場所だ。それを守り通し、新たな秩序のかたちを具現させる礎となることに、僕は脚本者リブレツトとして──また指揮者コンダクターとしての生命を懸けたい。それでなくては、僕は自分の罪過を赦すことは出来ない。そして罪過に報いるという以上に、それを自分の生の希望としたいんだ」


「だから、あなたは、我々に秘事を明かし、カタコームの平穏を捨て、闘争の光に照らせと言うのですか……？」


「そうでなければ、闇の中に葬られるだけだ。誰もそうと知らぬまま……都市パークの民の関知しないところで、神はいつか必ずカタコームを滅ぼす。そのことを一番よく判っているのはあなた方のはずだ。僕らの知らぬあなた方の秘事は、それだけのものであるはずだ。あなたがたは闇の中で無意味に滅亡することをお望みか。またここにいる者たちも、それを望んでいるのか。〈正義トツプドツグ〉も〈悪アンダードツグ〉も死を祀まつることを許されず、ただ神の樹の供犠とされるだけの死を、己の生の終しゆう焉えんとして位置づけるというのか。もはや神の樹は、我々の死を所有するだけの理由ことわりを失いはじめている。民のほとんどが神の声を直接に聞けないことがその証拠だ。それがパラダイス・シフトなんだ」


　ギネスの言葉は淡々として澄み渡り、呼び掛けるというにはあまりに穏やかで語り掛けるようであった。だがその実、言葉は熱するように聞く耳を打ち、その内心に確実なる波紋を起こそうとしているように聞こえた。


　まるで、〈オン・ザ・ロック亭〉で吟遊詩人トウルバドールが唄うたう歌のようだとベルは思った。かの女の、何も生み出さぬがゆえに聞く者の心に直接響くようなあの歌声に。


「カーネル＝コリンズ、僕は……」


　さっとカーネルが手を上げてギネスを遮った。


「あなたの、カタコームに寄せる心は我らの誇りと言えるもの、ありがたく受け取らせていただきます。あなたは呼び掛けと言った。それに応えるにはしばしの時を要するもの。私の一存ではなんともお応えすることは出来ない」


「では……」


「カタコームの要を成す四つの不動宮全てに呼び掛けなければなりますまい。あなたが今いるここ、金牛宮トーラスは、私がしかと耳にしました。あとは、あなたが戦った獅子宮アイオーンでは亡きトム＝コリンズに代わり若くして祀し長ちようを務めるサンディ＝コリンズに。また、残り二つの不動宮である天蠍宮スコルピオと宝瓶宮サダルメリクにも。それらのコリンズたちを一堂に集めた上で、あなたの呼び掛けと具体的な策を聞いてのち、はじめて我らも討議に入れるでしょう」


「では、あなたが残りのコリンズたちを集めてくれると言うのですか」


　カーネルはふとかぶりを振った。


「条件があります」


　そう言って、その手を従者の一人に向けてかざした。その従者が長大な剣を差し出すと、柄つかを手に取り、鞘さやを従者の手に残して抜き放った。


「あれは……」


　とベルが驚きをあらわに呟つぶやいた。


「どうしたんだ」


　目の見えぬベネットに、ベルは囁ささやくようにして告げた。


「ガフの……王国の剣エモクルウーにそっくりだ。今、気がついた。そういえば、トム＝コリンズが振るってた剣も、あんな気配がして……」


　ギネスもまた、それに気づいているようだった。はっとした、あるいはまた予期していた通りのものが今ようやく現れたとでもいうような、緊張した顔でカーネルの剣を見詰めている。


　──ECNES


　そういう刻印スペルが、淡紅インペリアルトパーズの刃も美しく映える剣身に刻まれている。


「この金牛宮トーラスの宝剣──生と死への両方に対する感応エキネスをあらわす刻印スペルを持つ剣です」


「それは、まさか……」


　ギネスの言葉を、カーネルは穏やかな笑みで押し止とどめた。それを口にする権利は、これから手に入れるのだとでもいうかのような、ギネスに対する挑戦にも似た笑みである。


　カーネルが言った。


「先の獅子宮アイオーンでの戦いで、あなた方が去ったあと〈正義〉の者たちが再び攻め入り、その宮を象徴する宝剣を、トム＝コリンズの手から奪ってゆきました。それを取り戻し、我らの手に返すこと……それを条件として、私はあなたが呼び掛けを行えるよう取りはからいましょう」


　カーネルは手にした剣をまた別の従者に差し出すようにして向けると、その尖せん端たんに燐りんの水をかけさせた。


　そして、青白い光の印スペルを、宙に描いてみせる。


　──TIXE


　そういう印スペルが、ギネスの頭上に浮かび上がっていた。


「これが、獅子宮アイオーンに伝わる刻印スペルであり、カタコームと王国の城エモクルウーとが、対をなしうる理由ことわりであるのです。脱出テイグゼを意味するこの刻印スペルが刻まれた宝剣を手に入れなさい、希望せる若き指揮者コンダクターギネス。そうしてあなたは初めて、カタコームに未いまだかつてない運命の岐路を示す者として、迎え入れられるでしょう」


　ギネスのおもてが、目に見えて緊張を解いていった。


「ああ、カーネル＝コリンズ。必ず……必ず……」


　そしてむせび泣くような顔でジンバックの墓標を振り返ると、初めてそこで弔いの印スペルを描いていた。


　それは正しく師に別離を告げる者の姿だった。





　夜のとばりも降りて星々の明かりとともに聖星の輝きアースシヤインが大地を照らす。


　ぶん。〈唸る剣ルンデイング〉が空を裂いて振るわれた。同時に、挑む者の顔で、水角族ミノタウロスの男が剣けん斧ぷを振るった。


　高らかな音。周囲で見守る他の剣士たちから、どよめきが起こる。なによりベルと剣を交わした男が驚いていた。自分にも、こんな剣楽の音色を響かせることが出来るのか。そういう、歓喜と興奮の表情かおで、更にベルと剣を撃ち合う。それは純粋なる立ち合いであり、敗北の恨みも、〈正義〉と〈悪〉の区別もない、楽の意志に満ちた剣撃の応酬であった。


　ジンバックの弔問を終えて、下方西アンダーウエストの街に戻った一行は、〈アマレット亭〉に全員で寄り、そこには当然のように宴席が設けられていた。


　共に食事を摂り、語らい、ギネスはいつの間にかミストとともに姿を消し、ベネットがなんと〈悪〉の女性たちとなにやら楽しげに席を共にしており、そしてベルは約束の立ち合いを、〈アマレット亭〉のすぐ表に出て行うこととなった。


　亭主のハギスも観覧に加わり、表通りはベルとそれに向き合う剣士を中心にして、人だかりの出来るありさまであった。初めてこの街にやって来たときとは違い、今ではベルも、珍しい者ラブラツクを刻まれた決闘許可証ドツグタツグを、〈唸る剣ルンデイング〉の柄元にしっかりと鎖で留めている。存分な立ち合いであり、一人が剣を引くと、我も我もと次なる挑戦者が出るありさまで、ベルはその全てと剣を交わしていた。


「なんて体力だ。疲れってものを知らねえのか」


　ハギスが腕組みして、呆あきれたように呟くほどに、ベルは喜色満面として〈悪〉の剣士たちと剣を交わしている。


「いやあ、腕っぷしは関係ないよ。ほとんど剣に感応してるだけだな、あれ。ひと晩中でも振るってるよ、きっと」


　クラウドがのんびりと言った。


　ベルと立ち合いを終えた者の剣に、羊水をたっぷりと染み込ませた布を巻きつけている。鋼の樹にとっての様々な養分を溶かし込んだ羊水を剣が吸うことで、鋼の疲労を癒いやすのである。と同時に、激しく戦えば戦うほどにそれが剣の記憶となって更に剣それ自体を成長させるための処置だった。ひと晩そうして羊水につけておき、次の朝に垢あかを拭ぬぐうようにして鋼の肌を研ぎ磨いてやるのである。


　それを何百回、何千回と繰り返すことで、剣は苛か烈れつに成長し、握り手の感応を高めさせてゆくのだ。


　普通はそこまで剣士の面倒を見ることはない。剣作家として歩み始めたばかりのクラウドの、自分の鍛つくり上げた剣に対する思い入れが、そこまでさせているのかもしれなかった。


　そして念入りにその作業をこなしながら、クラウドは感心しまた嬉うれしそうに、自分以外の誰かによって、自分の鍛った剣が振るわれ、ベルの〈唸る剣ルンデイング〉と剣撃を交わすのを聞いていた。


　その、立ち合いの音を、遠くから響くものとして、耳をそばだてて聞く者がいた。


〈アマレット亭〉の二階にある宿室の一室であった。ベルもベネットも、今夜はその部屋のどれかに泊まることになっている。ギネスとミストがいたのは角部屋で、ちょうど表通りとは裏手に位置していた。それだけ離れていてさえ、


「良い音……羨うらやましいくらい。私も剣を持って出て行きたくなるわ」


　ミストは、どこか切としてそう囁いていた。


「そうしたいのなら、行けばいいよ」


　呟くようにギネスが言った。


　ミストはしなやかに裸身を絡ませると、ギネスの頭に顔を寄せた。まだ若々しさばかりが目につく巻き角に、そっと唇くちづける。


「もう少しこのままでいるわ。もう少し……鎮まるまで」


　ギネスが横たわったまま、応じるようにして左腕をミストの肩に寄せた。肘ひじのすぐ下から先を断たれた腕だった。ギネスの目が自然と細くなる。


「こういうときに、実に惜しいものを失ったと思うよ」


「なに……？」


「腕。君を抱ける」


　くすりとミストが笑った。


「残った方の手は、その剣を握るだけでもういっぱいってわけ」


　ギネスは目を閉じた。ミストの言葉を、肯定するでも否定するでもない顔で、ただ右手に握った剣を軽く振るった。


　ひゅん。そう意識して振るったわけでもないのに、鋭く空を裂く音が響く。と同時に、部屋の片隅に置かれたミストの剣が、微かすかな振動を帯びて唸うなりにも似た音を立てた。


　ギネスの目が、感嘆のまなざしとともに開かれた。そのまなざしを当てる相手をもはや持たぬままに、宙を見詰めた。


　──ERALF


　そういう刻印スペルを刻まれた、指揮剣だった。


「凄すごい鍛えられ方だよ。剣士たちの剣に、直接、意志を伝えるなんて。これを握っている限り、どんな楽隊だって率いることが可能なような気がしてくる。本当にこれを握るのが僕でいいのか、という気もね」


「いいのよ。私も迷ったけど。それがジンバック様の遺志だったから」


　ギネスは柄つかを軽く握ったまま、拇おや指ゆびを刃の腹に走らせた。そこに刻まれた灯明エラルフを意味する刻印スペルが、あらゆる教えの象徴としてギネスの指に確かな感触を返してくる。指揮者コンダクターは灯ともす者だ。味方ばかりではなく、また敵ばかりでもなく。戦いを明るみのもとに引き出すのがその最大の役目なのだと。


「本当は……あなたが〈悪アンダードツグ〉になることがあったら、そのときに、ジンバック様の剣を渡そうと思っていたわ。だけれども、あなたは私の気がつかないところで、どこかに行ってしまおうとしてるみたいだったから……今日、渡したの。悔しいけどね。捨ててしまおうか、とも思った」


「ミスト、僕は……」


「嫌になるわ」


　ミストは笑った。


「すがれる相手も、待ち望み続けることも、一族を率いてゆくという誇りも、全て捨ててしまいたい。本当に一人になって──どこかへ行ってしまいたい……あのベルのように。そうすれば……そんな、勇気と臆病エヴレーンの間で迷ってる」


　笑いながら、涙を溜ためた目で、眉まゆを寄せた。


「君の一族が、異種族であるジンバック様を長として迎えたのは……」


「お互いに、失うことに耐えられなかったのよ。ある戦いで、私たちは長である両親を失って、同じときに、ジンバック様は率いるべき家族を失ったの。それがたまたま出会って、寄り添うように支えあって……でも、それも、もうお終しまい」


　大きく息を吐いた。ギネスの首に絡めた腕に力をこめる。そして呟つぶやくように、言った。


「家族ごっこはもうお終しまい。失うことから逃げ続けてきたけど……もう、そうは言ってられない。私は一族の長としての役目を果たすわ。剣士たちを率いて、彼らの家族も養う」


「ミスト、君は一人じゃない……」


「そう？　まあ、いずれはそうではなくなるわ。私、結婚するつもりよ。同じ種族の男と。もうこんな思いはたくさん」


「ミスト──」


「あなたはどうするつもり？　まさか私といつまでも一緒にいたいなんて言わないでしょうね」


「ああ……君に、一緒に戦ってくれと頼みたい」


「馬鹿」


　悲しげに笑った。


「本当に、馬鹿じゃないの。私は、戦いと、群の安全と発展とを考えてる。そして求めてる。あなたの求めているものとは違うわ。群をはぐれた弓瞳族シープアイズ──あなたは、自分の群が懐かしくはないの？　ハギスたちだって、都市パークに来てからもああして群をつくってるっていうのに」


「いや。自分の群を捨てて都市パークに来たことを後悔はしていない。ベルたちと出会い、それが確信に変わった。そして僕はジンバックどのの教えを受け──見つけた。自分が一名ある者として名乗りを上げる場所を。そのために──」


「私は待たないわ」


「勝算はある」


「あなた一人を待ち続けるなんて……」


「城の剣士たちの多くは、自分の死というものに疑問を持っている。また上級の農楽者や建楽者たちの間にも、実はカタコームに弔われることを望んでいる者は多い。賛同者は僕が予想していたよりも遥はるかに多かった。それになにより……」


「馬鹿」


　ミストが突き放すように言った。そのくせ顔をうずめるようにしてギネスの胸に押しつける。あるいはこれが最後だとでもいうように。それを、ギネスの剣を握った右腕がそっと抱き込んだ。


「パラダイス・シフトだ」


　ギネスの腕に力がこもった。


「旅の長耳族ラビツテイアが、不思議な酒場で教えてくれたことなんだ。世界の変動のことを。その昔は、異種族同士で子供が出来るということは考えられなかった。それは神の法テーマに反することだとされていたし、実際、不可能だったんだ。それが今ではごく当然のこととされている。城の主族のように血統を重んじるのは別としてね。また、旅の者ノマドや、飢餓同盟タルトタタンといった存在が現れたのも、世界の変化のあらわれなんだ。それになにより、僕が最も驚いたのは、魔法の誕生についてだ」


　ミストがギネスの腕の中で溜め息した。


「……こっちの気はお構いなしなの」


　呆あきれて呟く顔に、悲しみともつかぬ微笑が浮かんでいる。


　ギネスはそれさえ聞かずに続けた。


「いいかい、魔法という言葉をよく考えてみるんだ。魔の法アンチテーマさ。神の法テーマと対を成す力の理由ことわりが、魔法なんだ。その昔は、全ての民が神の声を聞き、その望むときに、神の力を手にしていたんだ。今のように、わざわざ魔法を学ぶこともなく、火を熾おこし、明りを灯し、農作物を育て、建物を建てていた。それが、だんだんと特定の種族の者にしか神の声が聞こえなくなり、神の力は遠ざかった。そこで神の力に代わるものとして徐々にかたちづくられたのが魔法なんだ。それが使われ始めた当初は、魔法を行う者は厳重に罰された時代もあったそうだよ。今の時代じゃ考えられないことさ。そもそも、この時代ピリオドという言葉自体、パラダイス・シフトのことをあの長耳族ラビツテイアから教えられるまで、僕は知らなかった」


「そしてあなたは、その、時代ってやつに殉ずる気でいるわけよ。私たちを巻き込んで」


「ミスト、君だって同じ時代に生きている。河の流れの中にいる水媒花さかなの群のように」


「ふふ……今日を泳ぐのに精一杯のお魚ね。そしてそれは私にとってとても大事なことよ。そんな、起こるのか起こらないのか判らないものを頼りに生きてゆく気はないの。残念だけど、私の中では、とても起こりそうもないわ、そのパラダイス・シフトってやつは」


「違う。起こそうとして起こせるものでもないんだ。ある大きな世界の枠組みがあって、その中で僕たちは生きていて、そしてその枠組みが変じてゆくこと……」


「ねえ」


　ミストが遮った。その声がにわかに気丈さを失ってすすり泣くようだった。ギネスはぴたりと口を閉ざした。すまなそうにミストの背を撫なでる。


　囁ささやくような声でミストが言った。


「あなた、本当に、〈悪アンダードツグ〉になる気はないの？」


「……君も、〈正義トツプドツグ〉になるつもりはないんだろう？」


「あなたが、本気でそれを願っていないからよ」


　声が泣いていた。


「僕は……いいかい、ミスト。僕らにとっての、〈悪アンダードツグ〉も〈正義トツプドツグ〉もない、ただ〈外〉であるような在り方を、つくり上げるんだ。そのために僕は……」


「神が許しはしないわ、そんなこと。大勢の剣士に攻め込まれて……あなたは、私にも私の群ごと一緒に神に逆らえというの？　それでこの国で生きてゆけるとでも？」


「カタコームにはそれだけの希望がある。今は闇に閉ざされていることでようやく平穏を保っているだけだけれど、それがパラダイス・シフトにのっとっていれば必ず最後には勝つ。その確信が僕にはある」


「あなた……まさか、この国の王にでもなろうってつもり？」


「まさか。僕はただ、この国の行く末を……僕自身の在り方を求めているだけで、そして、その、君を……」


「なによ」


「君と本当に結ばれるために、そのための在り処かを求めて……」


「馬鹿」


　何度となく繰り返したその言葉を、ミストはひたむきに呟いた。


「まったく、どうしようもなく馬鹿よ。先にそれを言えばいいじゃない。どうしてそんなに沢山の言い訳が必要なの？　私には判らない」


「ミスト……」


　ギネスの顔に苦笑が浮かんだ。


「私は待たない。あなた一人を待っていられるほど、私は一いち途ずでも自由でもないの」


　突き放すようなミストの素振りに従って、ギネスはミストが身を離すのに任せた。


　互いの顔がそこでようやく見えた。ミストの泣き濡ぬれたおもてが、呆れたような笑うような表情をたたえている。


「巻き込みなさいよ。あなたの脚本ほんに。私を、私の群ごと。もしあなたにそれが出来るのならば、足長族フロツギーのミストはそれを拒まないわ」


　ミストが睨にらんだ。その目が切なさに揺れ、ふと照れたように眉をひそめた。それからこみ上げてくるものを抑え込むように唇を嚙かむと、実に豊かな表情かおを持つ彼女らしく、しまいには喜びの顔で泣いていた。


「もし戦いの場で死ぬとしたら、あなたの脚本ほんの中で死にたい」


「ああ」


　互いに額を寄せ合った。


「死んだわ」


「うん」


「ジンバック様が、私の中で、ようやく息を引き取ったの。今までは……」


　そう言って、ミストは自分の胸元に手を当てた。


「ここに、何かが突き刺さっていたみたいで」


　その手に、ぽろぽろと涙が零こぼれた。


　ギネスが肌を寄せた。その腕に再びミストのしなやかな裸身を抱き締め、しゃくり上げるミストを、隻腕の身に精一杯いだいた。


「君は、一人じゃない」


　聖星の淡い輝きが、二人を濡らすように照らしている。





「ああ、楽しかった」


〈唸る剣ルンデイング〉を手に、ベルはどっかとベンチに腰を下ろした。さすがに汗だくだった。


「まったく、大したものだ。私の耳も堪能したよ。また、腕を上げたね」


　そう言ってベネットが湿らせた手て拭ぬぐいを差し出す。それを受け取りながら、ベルは大道で続けられている剣士たちの立ち合いを見詰めた。


「女の人たちは？」


　目は剣士たちに向けられたまま、訊きいた。


「すぐに戻ると言ってあるよ。少し、君と話がしたくてね。色っぽい語らいばかりではさすがに疲れてしまう」


「ふうん。あんたが意外にえらく助平だってことは知ってるけどね」


「おやおや、心外だね。私は純粋に心の触れ合いを求めているだけだというのに」


　ベネットのぬけぬけとした言いように、ベルは笑いながら頷うなずいた。


「話って、ギネスのこと？」


「相変わらず鋭い」


「ちぇ、私にはひとことも言ってくれなかったのに。ベネットは全部知ってたんだろ？」


「まあ、大体はね。あの軍師どのの話は真面目半分で聞くのがちょうど良いものでね」


「あんたはどうなのさ」


「どう、とは？」


「私に、あの話を聞かせたくなかったんじゃないのか？」


「……これは、参ったな。君のその鋭さには、ときどき怖くなるよ。その通りさ」


「それは、私が旅に出るから？　だから……話さなかったの？」


「そうだよ、ベル」


　ベネットのいらえはひどく優しい。


「私は……旅に出る者としていつでも振る舞ってるけど、でもだからといって、孤独でありたいわけじゃないんだ。つい、そうなってしまいがちなのは、私も悪くって……」


「判っているよ。君は優しいからね」


「……おいおい、まさか私を口説こうってんじゃないだろうね」


　ベネットはただ笑って肩をすくめた。目を閉じているせいもあるのだろうが、妙にとらえどころがない。ベルは苦笑した。


「よしといた方がいいって」


「そうかな？　まあ、それはともかく、私は君を巻き込みたくなかった。本心からね」


「でも、私はまだ、旅に出たわけじゃないんだ。きっと旅に出るための大事な何かを、これから最後に手に入れるんだと思う。そして、ギネスやあんたのその話は、私に……何かを教えてくれているような気がした。たとえば──そう、月することモーナークについてとか」


「月することモーナーク……？」


「旅の〈鍵かぎ〉に刻まれていた刻印スペルなんだ。意味は言葉通りだよ。月瞳族キヤツツアイズの瞳ひとみや、月歯族マウテイーの歯や、時計石オクロツクの色みたいに、常に変化してゆきながら回帰する……そんな意味。私にもまだ難しいけれど、でもなんとなくそれが、自分が今ここにいるってことや、旅立とうとしているってことに関わってるのは、判る。それと同じようなことを、ギネスの話に感じたんだ」


「君は……」


　珍しくベネットがためらう素振りを見せた。


　ベルは無言で相手を見詰め、その手を軽く叩たたいて先を促した。


「その……恩返しのつもりなのかと思ってね」


「恩返し……？」


　問い返しながら、ベルは首を振った。相手がそれを見ていないことが判っていても、だからといって敢えて会話の仕し種ぐさを省く気はしなかった。


「多分、それもあると思う。特にあなたに対しては。でも、それ以上にこれは……私が、この国っていう、生まれ育った場所への、何かなんだと思う。郷愁と、言っていいんじゃないかな」


「郷愁……？」


「ギネスもベネットも、この国が好きだろ？　国というか、自分が生きてることや、生きてる場所がさ」


　ベネットはちょっと驚いたような顔をしてから、思案するように頷いた。


「まあ、ね。他に国を知らないということもあるしね」


「それはきっと比べられるようなもんでもないんじゃないかな。そう思うんだよ、私。国がどうってわけじゃなくて。もっと自分が生きてるってことを。私にもまだここで何か出来ることがあるんじゃないかって思う。この、今、自分がいる、ここで。影響っていうのかな。憎んでそれをぶち壊すんじゃなくってさ。ギネスの話を聞いてて、なんだったら私が、あの神の樹をぶった斬ってやってもいいかとも思ったんだけど……」


「おやおや、これはまた剣けん呑のんなことを」


　本気でひやりとしたようにベネットが言った。


「うかつなことを言っちゃあいけないよ。ただでさえあの軍師どのにはひやひやさせられているんだから」


「ごめんよ。でもそれでもいいと思ったんだ。私の剣は、実際に何が斬れて何が斬れないか、斬ってみるまで判らないんだから。その私の呪いを、直接、神の樹に問うてみても、それが仲間のためにもなるんなら、別にいいかなって」


「私たちは別にあの城を滅ぼしたいわけじゃないんだよ」


　重々承知させるようにベネットが言う。


「判ってるよ。ただ、それだけのことでさえ、私はしてもいいと思ってる。そのために、いっそう自分の呪いが重くなっても。で、ベネット、具体的にはあんたたちは何をするんだい？」


「軍師どのの考えでは、近いうちに、カタコーム中立化の嘆願を王に訴えるようだね。どうせ結果は目に見えているよ。城の語り部たちがそんなことを許すはずはない。ただ、それをテコに、あの軍師どのは色々と考えているみたいだけど」


「ふうん。その嘆願にさ、私も加えてよ」


「ベル……」


「私から、ガフに直接話をすれば、渡りをつけやすいんじゃない？」


「それはそうだけど……私は、どうも君をこれに巻き込むことに抵抗を覚えているようでね……ギネスは、それはそれは喜ぶだろうけど」


「パラダイス・シフト」


　その言葉を唱えるようにベルは呟つぶやいた。


「私も興味ある。それが私自身にえらく関係があるものなんだって直感がするんだ。いつかこの国全体が月モーナークすることを迎えるのだろうか……そんな興味が。ごめんね、ベネット。そしてありがとう」


　ベルはひょいと席を立つと、傍らに座るベネットの頰に唇くちづけた。〈唸る剣ルンデイング〉にそうするように、あるいはいつかアドニスにもそうしたように。感謝と親愛を込めて。


　ベネットは一瞬なにをされたのか判らないような顔になった。かと思うとにわかにびくっと顔を反らし、その拍子に後ろに倒れそうになった。


「じゃ、私はもう一っ振り、立ち合って来るよ」


　うろたえたようにベネットが身を起こしたときには、既にベルはそう言ってテラスを駆け下りていった後だ。


　ベネットの口元に苦笑が浮かんだ。


「やれやれ……この私が、振り回されっぱなしだ」


　さっそく剣士たちに迎えられてベルが剣を振るう音を聞きながら、ベネットはゆっくりと立ち上がった。店の中に戻ろうとして、その足をふと止めた。


「パラダイス・シフトか。その剣呑な言葉をもたらした当人は姿も見せない……かね」


　大道を振り返り、呟いた。


　ジンバックの死の風聞は、キティ＝〈賢者ザ・オール〉のもとにも届いているはずである。


　それなのに今日ここに姿を見せないということは、あるいはもう旅に出たのかもしれなかった。ベルなどは、そうでなければ絶対に来るはずだと、道すがら言っていたものだ。


「謎めいた旅の長耳族ラビツテイアどの……思えば不思議な縁ですな。せめてもう一度、我らの行く果てにあるものを、あなたのその智恵に問うてみたかったものを」


　風に言葉を媒まかせるようにして呟きながら、ベネットは自分を待つ女性たちのための笑顔を浮かべて店の中に入っていったのだった。
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　夜空は聖星アースをいただいて淡うす藍あいの輝きに満ち、深い闇をはらみつつ樹々が濡ぬれるようにそのほのかな明るみを枝と葉に受けている。


　せせらぎの音を風が受け、青く光る河の流れの水の匂いにひたる中、


「やれやれ、遅刻だというのに」


　ぱちりと懐中時計の蓋ふたを閉める音が、言葉のあとに続いた。


　と同時に、白く長い耳をぴんと立て、大きく後ろに跳んでいる。ほとんど動作をせぬ、ある地点からある地点へとふいに消えては現れるかのような動きである。


　ひゅっ、と鋭く音を立て、一瞬前に跳びすさった空間を、刃が薙なぎ払った。空気を焦がさんばかりの勢いで、更に刺突を繰り出す。剣尖きつさきがまさかと思うところにまで伸びた。


「む……」


　キティ＝〈賢者ザ・オール〉のすぐ目の前で、かっと火花が散った。


　その身を取り巻く演算の一部が光の屑くずとなって宙に舞い、からくも剣尖を逃れたキティのあとを、損壊した演算が、尾を引くようにして光の粒子を零こぼした。


「なんと……我が式を、砕くか……」


　赤い瞳が、闇を見据えた。


　相手の全てを見み出いだし、飲み尽くすかのような深しん淵えんをはらんだ瞳が、闇に立つ者の姿を克明に映し出した。


「なんとまあ……あの御仁も、とんでもない狼を送って寄越しなさったものだ」


　呆あきれたように言った。そのおもてには、いつもの泰然とした余裕がない。


「しかも、大層な牙きばまで与えられて……」


　ちらりと相手の剣を見た。その額に、ふつふつと汗が浮いている。


「一つ、尋ねてよろしいかな、アドニス」


　キティの呼び掛けに応じるようにして、相手が闇の中から姿を現した。


　赤い頭巾バンダナが聖星の輝きアースシヤインを受けて、さながら血に濡れるようだった。そのおもては冷たい殺意に冴さえ渡り、すっかり全身を聖星の輝きのもとにさらすと、凍りついたような、ひどく澄み切った目を、キティにあてていた。


　哀切にも似た光を溜ためた目で、無言のまま、剣尖をキティに向ける。その手を、硬い革の手袋が覆っていた。


「私に刃を向ける理由ことわりは、いかに？」


　キティの、おどけたような問いに、


「刃に訊きけ。その身でな……」


　淡々とした答えが返ってきた。口調の底に、どことない皮肉の響きがある。


　キティがわざとらしく溜め息した。赤い瞳は、しかし一瞬たりとアドニスから離れていない。


「我が〈硬貨の国デナーリラント〉では、あなたのような方のことを、修羅シユーラと呼びます」


「ほう」


　アドニスが、唇を薄く笑みの形に吊つり上げた。


「不思議な──良い響きだ」


　そう応こたえながらも、足はじりじりと少しずつキティに向かって迫っている。


「戦いの中に、己の理由ことわりの全てを見出そうとする者のことですよ。この国で似たような呼び方は狂剣士ベルサーク……あるいは〈魔ニドホツグ〉……だが、あなたは己の哀れを知っている。だから、私は敢えてあなたを修羅シユーラと呼びましょう。哀しくも偉大なる戦士の呼ばれ名です」


　キティの愛あい嬌きようたっぷりの口ぶりや仕し種ぐさに、いつものような余裕がない。だがあくまで相手の苛か烈れつな殺意を受け流すように、言葉の合間にひょうきんな笑みさえ浮かべてみせる。


　アドニスがその全てを一緒くたにして断ち切るように、にわかに地を蹴けり剣を振るった。


　同時に、キティが素早く演算を展開し、無数の燐りん光こうにも似たそれらが炎熱を発している。


　凄せい絶ぜつな剣撃の音が夜の河辺に響き渡った。


　なんと、炎の帯ひれがキティの側面に舞い、アドニスの剣撃を受け止めていた。


「ぬ……」


「質量を持つ炎……どんどん重くなりますよ」


　言うが早いか、キティが両手の指を精妙に動かし、指それ自体で印スペルを描くように、目まぐるしく演算を操った。


　炎が見る間に白熱の輝きを増し、鍔つば競ぜり合うようにアドニスの剣がぎりぎりと火花を散らして震えた。灼しやく熱ねつとともにとてつもない重さが剣にのしかかり、それを支える腕が押し返され、アドニスの膝ひざが徐々にくじけてゆく。


　かといって、どういう仕組みか、炎が剣身に絡んで引き抜くことさえ出来ない。じりじりとアドニスの髪の先が焦げ、徐々に炎熱の範囲がアドニスに向かってせり出してゆく。


　間近にお互いの相そう貌ぼうを瞳ひとみに映す距離で、しかしアドニスの方がにやりと笑みを浮かべた。


　素早く剣を握る手法を変え、刃を返す。


「おお……」


　キティが感嘆にも似た声を上げた。


　──NOWHERE


　恐るべき刻印スペルが、キティの眼前に現れていた。


　剣が震えた。哭ないた。凄すさまじい感応が剣に満ち、見る間にアドニスの手袋が腐敗し尽くされていった。


　ぼろぼろの布切れと化した手袋の破片が舞い落ちて焦熱に火をともし、妖よう美びとさえいえる白く艶つややかな手が現れる。と同時に剣が鋼鉄のその身をぶるぶると蠕ぜん動どうさせ、形状を歪ゆがませるとともに無数の錆さびの色を浮かべていった。


　刃が演算を食らった。そうとしかいいようがなかった。剣を搦からめ捕る炎が見る間に緑と紫のまだらの色に満ち、とてつもない腐臭が噴き上げた。


　キティの目がかっと見開かれ、その赤い瞳が、次々と互いの符号を分解してゆく因子ナンバーの群を映し出した。演算がアドニスの剣を中心に溶け崩れ、灼熱が演算の屑くずとともに宙に霧散してゆく。


　キティがいまや必死の形相で演算を修復し、それが無駄と知るや、にわかに操作を変えた。右手はそのまま炎を展開させ、


「ぬん！」


　左手が素早く別の演算を描き出すと、それを炎にぶつけるようにして放った。


　爆発した。猛烈な水蒸気がキティとアドニスの間に溢あふれ、真っ白い濃霧のようなそれがキティの姿を隠した。


　ふっとアドニスの剣にのしかかる炎の重さが消えた。同時に、猛烈な冷気が襲いかかった。一瞬で汗が凍るほどの空圧の凝縮であった。


「こざかしいっ！」


　空圧を、アドニスが丸ごと叩たたき斬った。冷気が拡散し、かと思うと各個で更に凝縮した。


「かたちなき結晶……」


　声を追って、濃霧の中、アドニスが剣を振るった。


　かつん。やけに乾いた音を立てて刃が弾はじかれる。


「斬れますかな」


　濃霧が晴れ、声がしたのとは反対の位置に、離れようとするキティの姿が見えた。


　続け様に身を返し、剣撃を送る。だがそこに見えない壁があるかのように、キティに届く寸前で剣が弾き返された。


　四方を見えない何かで囲まれていることにアドニスが気づいた。まるで透明なガラスの箱に入れられたようなものだった。息苦しさが襲った。猛烈な圧迫感があり、とともにその見えない壁が、徐々にアドニスに向かってせり出して来る。


「ちぃ！」


　剣を振るう間隔が極端に狭くなった。四方から目に見えぬ壁が迫り、そのままアドニスを押し潰つぶすかに見えた。


　──ＮＮＮＯＯＯＷＷＷＨＨＨ……！


　剣が猛然と嘆きの声を上げた。


　ぐねぐねと刃を伸ばし、その剣尖きつさきが文字通り牙を剝むくかのようにささくれた。アドニスが執しつ拗ように壁に向かって剣を振るう。同じ場所に立て続けに刺突を繰り出すうちに、僅わずかにそこに亀裂が走るような音がした。


　更に突き出す。


　空気が砕けた。


　硫黄の臭いにも似た腐臭とともに、空圧の結晶とでもいうべきそれが僅かに砕かれ、そこになおも剣を突き出す。


　剣が止まった。空圧の壁に挟まったのだ。みしみしと剣が軋きしむ。


「逃がさぬ！」


　キティが叫ぶ。凄まじい形相で手の印スペルを繰り、演算を展開させて空圧を内側へと結晶させた。アドニスの剣がみしりとたわみ、尖せん端たんの部分が砕けた。


　くうっ……


　アドニスが顔をしかめる。剣の痛みが、感応となって直接その身に伝わったのだ。


　砕かれた剣の尖が壁の外に落ちた。苦痛に顔をしかめながら、アドニスが唇を吊り上げる。叫んだ。両手で剣の柄つかを握り締め、ありったけの感応をあらわした。


「おお……！」


　キティが驚きよう愕がくした。


　砕かれた剣尖が、真っ直ぐに宙を飛んでキティを襲った。


　避ける間がない。どん。重く湿った音とともに、キティの右手の甲を、剣の破片が貫いた。


　演算が粉々になり、光の粒となって霧散するとともに、アドニスが圧迫から逃れ、大きく息をついた。


　見る間に腐敗をあらわす刃の破片を、キティが急いで引き抜く。芝草に鮮血が滴った。びっしりと汗の浮かんだ顔で、アドニスを見据えた。


「次の手品はなんだ」


　アドニスもまた凄惨な形相でキティを睨にらむ。


「ごろうじろ」


　それでも愛嬌を失わぬ口ぶりで、キティが呟つぶやく。


　刹せつ那な、キティの身を風が巻いた。


　アドニスが駆ける。そのアドニスに向かって、砕けた剣尖がひとりでに飛んできた。


「なにっ!?」


　アドニスが感応をもって放ったほどの勢いはない。片手の指先で、素早くそれを摘つまんで止めている。だが己の剣をどのようにして飛ばしたのか。見やると、赤く演算が浮かんでいる。キティの血であった。アドニスがそうと認識した瞬間だった。かちり。等符号イコールが音を立てて血の演算を完成させた。


　急いでそれを捨てた。同時に反対の方向に跳んでいる。目はキティを追った。キティはその身を風に媒まかせて、後方へと信じられぬ距離を跳んだところだった。そしてアドニスの投げ捨てた剣の破片から、猛烈な白光が放たれた。


「陰なき光……」


　キティが宙で呟くのをアドニスは耳にした。


「そして、響かぬ風」


　キティが着地した。


　だがどこへか。


　アドニスは目を疑った。耳もだ。辺りは真っ白い光に満ちている。色というものがほとんど失われていた。陰影もない。ただ鮮やかな輪郭だけがある。そしてキティの呟きを確かに聞いたはずなのに、どこからなのか判らない。


　距離感が全くなくなっていた。今、キティを目にしているはずなのに、それがどれほど離れているのか判らない。駆けつけても、いったいどれほど進んだのか判断がつかないのだ。まるでいきなり平面の世界に放り込まれたかのようだった。


「く……！」


　アドニスは目を閉じて立ち止まった。


　ふと気づくと、脚に水の感覚があった。その水が、膝の辺りで流れている。どうやらいつの間にか、河に入り込んでいるようだった。


「あなたの狙いは、私の持つこの試者の灰だ。そうでしょう……？」


　キティのひょうきんな声が、微かすかに聞こえた。だがその方向さえ判らない。


「だが、残念ながら、修羅シユーラは悲しき因業カルマの報いを受けるものと相場が決まっておりましてね。私が、その報い手となりましょう」


　アドニスがはっとして閉ざしていた瞼まぶたを開いた。刺突の姿勢のまま、剣に耳を当てた。


　腐敗の色相を浮かべる剣肌の一部が恐るべき深しん淵えんをはらむかのような漆黒の色に染まった。右手で柄を握り、左手を剣身に添えながら、ゆっくりと身を回した。目は剣の漆黒にあて、耳はぴたりと剣につけている。


　刃がなおも伸び、剣尖が水流に触れた。水の音が聞こえた。剣がそれを確かな距離感とともに伝えてきている。そしてその水に足を乗せる者の姿を、剣がその漆黒に映し出した。


　なんとキティはその演算をもって、流水の上に佇たたずんでいる。演算もまた、河の水が聖星の姿を映すように、水に流されることなくキティの身を支え、防御の光を浮かべている。


　キティが手をかざした。


　右手を鮮血に染めながら複雑な演算を展開し終え、息も荒くそれを放った。


「無限の密度を持つ輝き！」


　叫んだ。にわかに水の音が轟とどろいた。それでいて、河の水はぴたりと波を失い、鏡のごとく平らになった。


　その平らなはずの水面みなもに移る光が、急速に渦を巻いている。そしてその渦の中心へと、引き裂かれるようにしてアドニスの身体が引き寄せられていった。


「ち……！」


　剣を河底に突き立て、身を支えるが、途端に泥土がめくれ上がって剣が抜けた。


　それはいかにも不思議な光景だった。別段、何かに引き込まれているようには見えぬのに、確かにアドニスの身体が水面を走る光の渦とともにその中心へと飲み込まれてゆくのである。


　ふと気づくと、膝ひざから下の感覚がなかった。光に満ちた水面の下にあるはずの身体が、別の次元へと斬り飛ばされたかのような、それでいてちゃんと水の上に身体を立たせているのである。足を引き抜こうとしても引き抜けない。そのまま、ほとんど平行に水面を滑るようにして、渦の中心へと弧を描いて引っ張られる。


　徐々に身体が光に沈んでゆき、渦の中心では球体をなす光の固まりが浮かんでいた。


「ぬあっ！」


　引き抜こうとしても引き抜けぬ剣を、アドニスが無理やりもぎとった。剣が自らその身をよじり、錆さび果てた弦の束であるその本性をいっときあらわし、ぶちぶちと音を立てて引き千切られた。


　抜けた。アドニスが蒼そう白はくになって歯を嚙かんだ。剣の痛みに身を震わせながら、剣肌の漆黒に目を当て、キティの姿を見出した。


　剣に目を当てたまま、それを構えた。


　片手で剣の柄を逆さに握り、もう一方の手を剣身に添えた。まるで槍やりを投げるかのような構えのまま、とてつもない感応が目に見えて剣に込められた。


　凄まじいまでの咆ほう哮こうを上げながら、錆び果てた弦が再び一つに溶け合い、鋭く研ぎ澄まされた剣尖と化してゆく。


「なんと……！」


　キティが叫んだ。


　瞬間、アドニスが剣を投げ放っていた。恐るべき勢いでキティに向かって一直線に飛んだ。


　キティの身を幾重もの演算が瞬時に取り巻き、それらの全てが一瞬で破壊された。何もかもが粉々に分解され、光の屑くずとなって散り、刃はキティの胸元を真っ直ぐ貫いた。


　歯を食いしばった口元から、またたく間に鮮血がしたたった。キティの身を貫いた剣は自らの意志で更に傷を抉えぐり、肋ろつ骨こつを砕いて肺はい腑ふをずたずたに裂いた。


　血の泡を吐きながらもキティは光の球体を見据え、そこにもうほとんど身体を飲み込まれたアドニスを見た。


　ふいに、世界が色彩を取り戻した。陰影があり、距離感があった。またキティの足元にある演算がぼろぼろと形を崩し、ぴたりと止められていた水面が徐々に波立っていった。


　かっと見開かれた赤い瞳ひとみが、殺意に満ちたアドニスの碧へき眼がんと向き合い、


「まだだ……」


　懐から、己の血に塗まみれた懐中時計を取り出した。


　だが、その蓋ふたが開かない。キティが最後の力を振り絞って手に力を込めるが、まるで時計は己の意志を持って閉ざすかのように固くその指を拒んでいる。


「おのれ……」


　無念の固まりのような声とともに、ぐらりとその身が傾かしいだ。


　とともに、剣がキティの体ごと赤いチョッキを腐敗させた。左胸の辺りから下が、ぶつぶつと繊維をほころばせ、あっけなく水面に落ちた。そのときにはもう、水面はもとの河の水に戻っている。


　ぱっと演算が宙に散った。その光の屑と水飛沫しぶきとを上げてキティが河に落ちた。


　一瞬遅れて、アドニスの身体を飲み込もうとする光の球体が消えた。


　いきなり身体の自由を取り戻し、アドニスもまたもんどりうつようにして水流にのまれた。


　必死になって泳いだ。再び浮かび上がってきたのは、アドニスだけだった。


　目が再び闇に慣れるのを待ってから、ゆっくりと岸に這はい上がった。さすがに息が荒い。ずぶ濡ぬれになった身をぶるっと震わせ、滴を散らせた。


「戻って来い〈錆びた爪ラステイネール〉……俺の剣よ……」


　さながら恋情を示すかのように手をかざした。


　水流の一角が飛沫を上げた。ひゅん。鋭く空を切り、その手に、剣が戻って来た。


　アドニスは、しっかりとそれを受け止めると、剣の尖せん端たんがぎざぎざに割れ、獣の牙きばのようなそこに、剣が何かをくわえているのを見た。


　猟犬が獲物を口にくわえて戻って来るのに似て、アドニスがそれを手にすると、牙が自然と開いてそれを放した。ぐねぐねとした異様な剣の姿が、元の流麗な姿に戻ってゆく。


　アドニスの目が、ちらりと、河を向いた。キティが浮かび上がって来る気配は、ない。


　やがて、ぼろぼろになったチョッキの破片を探るうち、ポケットを見つけると、そこに収められていた小瓶を取り出した。


　聖星の明りにすかしてみると、微細な灰がきらきらと光っている。


「ふん……」


　ずぶ濡れになりながら、アドニスは薄く唇を吊つり上げた。





　キティの亡なき骸がらを捜すようにして、河岸の土手を濡れたまま歩くと、ふいに人影がこちらを向いて佇んでいるのに気づいた。


「シアン……」


　アドニスが、ふと目を細めて、相手を呼んだ。


「首尾は？」


「これを」


　どこか誇らしげに、手にした小瓶をかかげて見せる。


「上出来だ」


　シアンが褒めた。アドニスが皮肉そうな、照れたような、なんともつかぬ顔になった。


「思ったよりも、苦戦した」


「ふん……旅の長耳族ラビツテイア相手にそこまで無傷ならば大したものだ。ところで、やつは時計を開いたか？」


「時計……？　いや、そんな様子は見えなかったが……？」


「そうか」


　そう呟つぶやいたシアンは、自分の内にある考えを見定めるかのようだった。そんなときは、何を考えているのかと問うても、ただはぐらかされるだけなのをアドニスは知っている。


　だから敢えて何も訊きかなかったし、シアンが再びいつもの渋い笑みを見せてこちらを向いたときには、そのことについてはもう何も考える必要はなかった。


「その死に至る灰を限界まで浴びて、神と同化しながら己の人格的存在を保っている者が、城にいる」


　そこで、シアンの笑みがまた別の色に染まった。


「そいつの限界を超える量を、浴びせてやれ」


　哀しみとも怒りともつかぬ、そのどちらをもあわせ持ったような笑みだった。


　アドニスは、思わず言わぬでもよいことを訊いた。


「あんたの実の兄を？」


「そうだ」


　間髪容いれぬいらえが返ってきた。


　アドニスは黙った。それから、ぽつりと、呟くようにして洩もらした。


「あんたみたいなやつが、旅の者ノマドになるんだな」


「ふん……」


　シアンの目が、ふとアドニスから外れた。そのまなざしが夜になお絢けん爛らんとしてそびえる城へと向けられるのを、アドニスもまた追ってそれを見詰めた。神の絶対なる箱庭を。


「うまく神の盲点をつくんだな。神の王女も次代の兄王も、お前の懐疑の毒を食らうまで甘言で包み込んでしまえ」


　アドニスが頷うなずき、ちらりとシアンの横顔を見やるが、シアンは幻の煙を吐きながら何かを懐かしむようなひどく遠い目をしている。そのおもては遥はるか彼方を見定めようとする者に特有の、ひどく孤独で、他者の手の届かぬ様子に満ちていた。


「行け」


　シアンが短く告げた。


　アドニスは再び頷いた。


　それでもしばらくシアンの傍らに立ち続けたが、やがてふっと自じ嘲ちようの笑みを浮かべると、


「待ってるよ。あんたが俺に殺されに来るのを」


　そう言ってすれ違った。シアンがその言葉にどんな反応を示したのかは判らない。恐らく悠然として笑っただろう。その程度の言葉で動揺するような男ではない。だが少なくとも、その視線を自分に向けさせることには、成功したはずだった。


　その背にシアンのまなざしを負うようにして、アドニスは神の箱庭へ黙々と足を運び続けた。
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「神の樹を斬る、か……」


　ギネスが、いたって何気ない風で呟いた。


　中位東ミドルイーストの街にいた。


　土手の上でギネスとベネットが座り、少し斜面を下りた所でベルが肩に剣を抱いて座っている。揃ってぼんやりと演習場を眺めていた。


　しごく平穏な雰囲気だった。傍はた目めにはとてもギネスの口にするような剣けん呑のんな会話をしているようには見えない。


「おいおい……」


　ベネットが、ぎくりと首をすくめる。


「そんな風に君が言うと、ぞっとする。本気かい？」


「考えられないことではないよ。少なくともね。でもその必要はないな。今のところは」


「勘弁して欲しいよ、まったく……ねえベル、君だってまさか本気で考えているわけではないのだろう」


「神の樹を斬るって？」


　ベルが笑って、膝ひざを並べる二人を振り返った。そうして見ると、いかにも凸でこ凹ぼこなギネスとベネットの姿に、また別の笑みが生まれる。


「しっ」


　とベネットが少しだけおどけた様子で口に指を当てた。


「声が大きいよ、ベル」


「あなたの耳には、針を落とす音だって稲妻に如しくさ」


　ギネスが茶々を入れると、ベネットはにやりと笑みを浮かべて肩をすくめた。ギネスの一言一句に怖おじけるような素振りを見せておいて、その実は楽しんでいるような顔だった。


「それはともかく、僕からも訊いておきたいな。もし神の樹の存在が君に立ちはだかったら、どうするんだい？　その〈唸る剣ルンデイング〉をいつものように振るうのかな」


　まるでそうしてくれると助かるとでもいうようなギネスの謂いいに、


「まあね」


　無造作に答えた。演習場に戻した目が、自然に、すうっと細められる。


「私の呪いのかたちが、その終しまいを決めるさ。斬れるか斬れないかは、私にも判らない」


「おやおや……これはこれで、僕とはまた違った目もく論ろ見みだね。興味深いよ、実に」


　とことん真面目なんだか冗談なんだか判らない〈ほら吹きフアジーネーブル〉＝ギネスは、ふと真面目な顔つきで、演習場で修練に励む剣士たちを見やり、言った。


「ともかくも、これで、面子メンツが揃ったわけだ。完全に、というわけじゃないが……」


「あの男のことかい」


　ベネットが三枚耳ドライツエンをきょろきょろさせながら囁ささやいた。だがベルのおもては静かに風景に向けられ、びくとも動揺を示さない。どこかほっとした顔で、ベネットが更に質ただす。


「今、あの男がどこにいるのか、心当たりは？」


「ないね。──いや、あるかな。見当だけはね」


　ちらりと、空気さえ動かさぬ静かさでベルがギネスを振り返る。


「でも今はまだ何も言えない。ということは、彼抜きで話を進めるしかないわけだ。実際、何かと痛いのだけれどね。我々が戦った、カタコーム不動宮の一つ、獅子宮アイオーンの正統なる後継者なんだよ、アドニスは。コリンズ一族は代々、末子継承がならわしだから」


「逆にそのアドニスがいないから、あなたが自由に振る舞えるところもあるんじゃないの、ギネス？　アドニスを説得するのは、骨が折れるよ」


　ベルがいたずらっぽく笑んで言った。


「これはまた鋭い」


　特に動じた様子もなく、ギネスが胸を張って応こたえる。


　その仕し種ぐさがどこかキティ＝〈賢者ザ・オール〉を彷ほう彿ふつとさせ、ベルは、面子か、と口の中で呟いた。キティ＝〈賢者ザ・オール〉もまた、あのカタコームでの戦いを共に経験した剣友ではないのか。ベルが頼めば、必ずキティは協力してくれる。そんな気がしていた。


　だが、かの賢さとき旅の長耳族ラビツテイアの姿は既にない。その助けを当てにすることは、もう二度と出来ないだろう。ベルもキティが旅に出てしまっているのだろうことを、いくばくかの寂しさとともに己に納得させていた。


「ともかく、なるべく勝算の多い内にことを運んでおきたい。嘆願の届け出に直接赴くのは、この三人だ。いいかな？　手配はベルに頼んでかの筆頭剣士どのに渡りをつけて貰もらうとして……その際の衣装は、どうだい？」


「繕っといたよ」


　と、ベルが含み笑いを零こぼしながら応える。


「自分に出来るところだけね。あとは例の衣装師デザイナーに頼んどいた。明日には終わるんじゃないかな。ふふん……そういうところが、あんたらの面白いところだよ。カタコーム戦役のときの衣装で、わざわざ城を訪ねるなんてさ」


「諧謔ユーモアというやつでね。なかなか使い勝手の良い方法さ。本来、神がカタコームを滅ぼすべくつくり出した兵士の衣が、逆にカタコームを守る側の戦闘衣装グラスウエアになってしまうんだ。そうして、神に問うのさ。カタコームを滅ぼそうとする理由ことわりをね。同時に、民に問うんだ。とっくの昔に、神言を聞くことが出来なくなった種族である我々が、城の主族に従っている理由ことわりを。そんなものさ。戦略のイマージュってやつは」


　ギネスはそう言って、さも意地悪そうににたりと笑ってみせた。





　日頃から多くの参拝者が集まり、その働きが天てん秤びんにかけられるのを待つ〈玉座の間〉は、時が赤へと移り変わるとともに固く扉が閉ざされ、森閑として静まり返った。


　広間にいるのは、神の樹に身をやどす王の巨大な双そう眸ぼうと、観覧席の間を音もなく動く青い衣の神官どもだけである。神官どもは青い影のように舞台の袖そでへと消えゆき、やがて王もまた神の樹の内へとたち戻ろうとした。


　そのときであった。


　かつん。誰かが青玉サフイユの花道を踏む音がにわかに広間に響き渡った。


　ふわりと青い衣がひるがえり、舞台のどことも知れぬ空間に消えようとしていた神官どもが一斉に広間を振り返った。


　更に広間のそこかしこから無数の青い仮面がかちかちと奇妙に耳に障る音を立てながら現れた。奇妙に切迫した緊張があった。虚うつろなる仮面のまなざしを一身に浴びながら、アドニスはにやっと笑みを浮かべると、やけに芝居掛かった調子で王に向かい合った。


「王よ、神の内なる遺影の世界に戻るのをいっとき待たれよ。今しばらくこの現存世界にて居残り、我と交わされたい」


　そう言い放つアドニスの足元から、精巧な刻印スペルを刻まれたバンブーの牙きばがふっと消えた。


　王の双眸が、静かなまなざしで問うた。


「異空間の胎タイに、ずっと身を潜めておったのか？　なんのために？」


　アドニスは応えない。いまだそのおもてに皮肉っぽい笑みを浮かべたまま、無言で花道を降りた。


　四方から青い衣の神官どもが音もなく迫るが、それに応じる様子もない。神官どももアドニスが何かしでかさない限りその剣を抜き放つことはないようだった。だがその数は見る間に数十数百と増え、青い大海の波のごとく取り囲まれる圧迫感は非常なものがあった。


　しかしそれでもなおアドニスに動じた風はない。やがて舞台にのぼると、周囲をびっしりと神官どもに取り囲まれながら、王の双そう貌ぼうを見上げた。


　王が、腹の底に響くような斉唱を放った。


「懲りもせず、再びこの国に懐疑を問いに来たか？　クェスティオン＝アドニス」


　さながら無数の神官どもが合わせて唱えたかのようだった。四方八方からの重圧があった。びりびりと胸の奥を打つようなその圧迫に、アドニスがふとうんざりしたような表情かおを浮かべた。


「次代の弟王フアタールとなるために、残していた責務を果たしに来ただけだ」


　そう言って、懐から小瓶を取り出した。


　王の双眸に向かってかかげ、そこに収められた、さらさらと光る灰の粒をあらわにする。


「死に至る灰……」


「そう。俺が以前、聖灰と引き替えに、剣を砕かれた剣士のもとにもたらしたはずだったものだ。それがどういう行き違いか、旅の長耳族ラビツテイアの手に渡ったのを、こうして取り戻して来た。民の死を司つかさどる弟王となるべき最後の責務として、また、弟王となるべき最初の働きとして、これをあるべきところに返す」


　ふいに──


　王の双眸がまた別のまなざしをもってアドニスを見据えたとき、


「試者の灰とは、死を死ぬことで神の飢えを負うことなのだと、教えられたよ」


　そう言い放ちざま、かかげていた小瓶を落とした。


　それはひどくゆっくりと落ちていった。アドニスの足元で粉々に砕けるかと思いや、音もなく消えた。どこへ消えたというのか。ふと、アドニスの足元にわだかまる影がその暗がりを急に濃く浮かべ、じわりと、水が高きから低きに流れるごとく、舞台の床に染み込むようにして延びた。


「教えられた……」


　呟つぶやく王の双貌へと、アドニスの影が流水のように迫った。周囲にひしめく神官どもに、それに注意を払う素振りを見せる者はいない。彼らの足元を、アドニスの影がするすると音もなく延びてゆく。


「そうか……とうとう、そなたも……」


　王が、にわかに驚きの表情を浮かべ、秩序と混こん沌とんの双方の目に理解の光を溜ためた。


「この国の理由ことわりを問うべく、彼の者の申し子となったか……だが、そなたを先に見み出いだしたのは、闇なる者どものはず……」


「王においては、民なることども全てを察しておられる様子、か……」


　ふとまたアドニスが慇いん懃ぎんな調子で手をかざすと、何の予測も相手に与えぬ無造作な動作で、宙からひとふりの剣を引き抜いていた。


　ざわり。青い衣の神官どもが身み動じろぎするが、ついに敵意なるものがアドニスの身にあらわれることはなかった。


　アドニスは静かに己の手中にした剣を王の双眸に向けた。一礼を示し、刻印スペルを刻まれた方の刃の腹を構えてみせた。


　──NOWHERE


「その身を、闇に棄すてたか」


「捧ささげたのさ。この国ごと」


「そなたは……そなたの知らぬところで、そなたの由縁たる地の解放に働く同胞ともがらをも、闇に捧げるか。そなたの恋焦がれし理由ことわりの少女をも……」


「カタコームのことか？　ベルのことか？　それで俺を説得しようと？　もう遅い。何もかもがな。世界は全てが手遅れになってから俺に和解の手を差し伸べ、俺は全てを永えい劫ごう回帰の闇に供犠いけにえとして捧げるのだ。それこそ民の死を司る弟王フアタールの真の法テーマではないのか。王よ、神なる支配の器は、裏を返せば、真に神格的存在となることが出来なかった機械仕掛けの神デウス・エキス・マキナの、慟どう哭こくをあらわすための滅びの装置だ。そうだろう。俺は全てを教えられたんだ。あの男ひとに、そしてこの城で誰に知られることもなく神と壮絶な戦いを生き抜いたあの女ひとに」


　唱えるように言い放つアドニスの顔が、ふいに赤く線を走らせた。線に沿って、ふつふつと血の玉が浮かび、したたった。まるで顔中を血の涙に濡ぬらすように、凄せい惨さんな光を目に溜めながら、アドニスは正当なる礼を尽くすかのように王に向かって剣を構え続けた。


　王の双眸が、今度こそ驚愕をあらわにした。


「そなた……その貌かおに、何を刻み入れた。その身に……そなたはこの世界に対する復ふく讐しゆうの印スペルを負ったというのか」


「これが、神の盲点だ。滅ぼうにも滅べぬ者のはらむ闇だ。復讐など、生なま温ぬるい」


　アドニスが嘲あざ笑わらった。皮肉そうに顔を歪ゆがめ、あるいは苦痛に耐えるかのように眉み間けんに皺しわを寄せ、その頰を涙のように血が流れるとともに、顔面に嘆きの刻印スペルが浮かび上がった。


「王よ、前代の弟王フアタールから、風聞がある。あんたの最も待ち望んでいた、最悪の言葉だ。偉大なる兄王フオルチユネよ……あんたがその身を神の樹に遺棄したとき既にこの国は滅びへの道を辿たどっていた。そして今、その亡なき骸がらを苗に、新たな花が咲く──あんたはその苗床だそうだ。今更何の文句もあるまい。無論、そこに咲く花は、俺とあの女ひととがもたらす永劫回帰の闇だ」


「懐疑者よ……」


　王が言った。荘厳なる声の響きに、果てぬ悲哀の調子があった。


「そなたからシアンに伝えよ。我が弟王フアタールの罪を罪とみとめてやれなかったことこそ、我が責さいだと」


　そしてまさしくその瞬間、アドニスの影は、王と神の樹とがともにつくり出す影を刺突するかのように走っていた。


　影と影とが重なり合う暗がりで、何かが音を立てて砕けた。微細な光が僅わずかに影に舞い、さらさらとして輝く灰が王の身に吸い上げられるようにして影に消えた。


「……伝えよう、あんたの最後の言葉を」


　アドニスが剣を下ろし、バンブーを呼んでその牙の内に収めた。そして、今まで剣を握っていた、妖あやしくぬめるような素肌の手の平を顔に当て、右から左へと拭ぬぐうようにして払うと、その顔を赤々と濡らしていた血の刻印スペルさえあとかたもなく消えたのだった。


　無造作にきびすを返す。


　青い衣の神官どもが引いた。


「ふん……」


　その神官どもを嘲笑いながら、最後に王の双貌に一いち瞥べつをくれ、呟くように言った。


「理由ことわりが問われる……だが、その前に、俺の懐疑が、神の形けい骸がいを切り刻む」


　王の双貌が、徐々に驚きよう愕がくとも苦痛ともつかぬ表情に染まってゆく。


　それを確かめるように見据えると、アドニスが王に背を向けた。


「見せて貰もらおう……神なる飢えを」


　舞台を降りた。


　花道にひしめいていた神官どもが、何かに押し飛ばされるようにして、さっとアドニスの前から退ひいた。


　そのまま〈玉座の間〉を出てゆこうとするアドニスの背後で、王の双貌がかっと目を見開いた。


　狂乱の叫びがごうごうと王の巨大な双つの口から放たれ、とともに、神の樹を覆うようにして、分厚い緞どん帳ちようが、幾重にも幾重にも垂れ下がってゆく。やがて王の姿も、その苦く悶もんの声も、青く澄み渡るかのような緞帳がみなもろともに隠してゆくと、青い衣の神官どももまた今度こそ音もなく広間を去り、舞台の袖そでのいずことも知れぬ空間へ、青い凪なぎの海の様子で消えていったのだった。


　全てが覆い隠され、消え去った。


　あとには、広間の扉が閉ざされる重々しい音が、アドニスの立ち去ったあとに尾を引くようにして響き渡るばかりであった。





　ベルの宿舎に、キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉が唐突に現れたのは、時刻も赤を帯びる頃合であった。


「お前、いったい、どうしたんだよ」


　その姿を部屋に見るなり、ベルはすっ頓とん狂きような声を上げた。


　まるで水溜まりに落ち込んだように全身が泥に汚れ、ずたずたに裂けた衣服からぽたぽたと水がしたたっている。黒い布地でよく判らないが、どうやら胸が真っ赤に染まっているようだった。明らかに血である。


　加えてひどいのは右手の甲だった。刃で深く切られたような傷が走っていて、そこからも水が血を混じらせて垂れていた。


　そろそろ、こちらの、話し相手にならぬ方のキティが、相変わらずベルの食事を求めてやってくるのではないかと準備をしておいたのだが、これにはさすがに面食らった。


　とはいえ、このキティが傷だらけになってベルの部屋を訪れたのはこれが初めてではない。


　この、何を考えているのか皆目見当もつかない人形のような子供は、感情というもののすとんと欠けた顔で、たびたびこうして傷を負って帰ってくるのだった。


　それは、恐らく、このキティの瞳ひとみのせいであろうとベルは思っている。何の解釈も何の同情も示さぬこの瞳に姿を映された者は、等しくごまかしのきかぬ自分自身を見せつけられるのだ。


　自分からも隠し秘めている心の陰なるものがさらけ出され、このように他者に見て貰いたいという願望を、おおよそ粉々にされる。このキティの赤い瞳の中に、今まで全く見知らなかった、怪物のような自分自身が現れるのだ。その恐怖は、容易に暴力につながる。


　それこそ、このキティ自身に課された呪いなのだろうと、ベルは判断していた。また、多くの智恵をもって語るキティ＝〈賢者ザ・オール〉も、それを肯定するようなことをベルに告げていた。世界を敵に回しながら、このキティはまさしく愚者のまなざしをもって、全てを、それが見詰める者自身に見定めさせてしまうのだと。


「お前も大変だなぁ」


　ある意味では慣れっこになっており、当初はキティを傷つけた者を怒りの目で探し回ったことも一度や二度ではなかったが、それがキティにとっての旅の呪いであることを察すると、いちいちそれに手だしすべきではないような気がしてくる。


　なによりどこの誰がやったのか、問い質ただそうにもこのキティは一向に返答をしないのである。実際のその光景に立ってキティが暴力を振るわれるのを目にしない限り、ベルに出来ることは少なかった。


　その少ない行為の中でもまっとうなこととして、まずベルはキティの衣服を脱がそうとした。このままでは部屋中を泥だらけにされることを考えても必要なことだった。それから、その身を洗ってやり、傷の治療を施してやる。今回の傷は一見してひどかった。


　だが、泥まみれの衣服も気にせぬ様子でさっさと食卓につくと、このキティ、いきなり常ならぬ様子で用意された食事に手をつけ始めた。


　相変わらず食べ物と食器と食卓の区別もつかぬような顔で食い漁あさる様子に、ベルはなんとなく呆あきれてしまった。


「食い物は逃げやしないよ。取り敢えず、服を……」


　と、その衣服に手を触れるなり、ベルの目が丸くなった。


　徐々にその裂けた部分が修復されてゆく。


　そればかりではない。したたるようだった水も乾き、泥がぱらぱらと剝はがれ落ちてゆくにつれ、その下からは新品同様の布地が現れる有様であった。


　なんと、食らうごとに、傷さえ癒いやされてゆく。


「お前……」


　ふと、キティがベルを振り向いた。


　たまたま振り向いた先にベルがいた、とでもいうような無心の赤い瞳に、ベルの姿が克明に映し出されるが、それもさして気にせず、ベルは肩をすくめて言った。


「便利な奴だ」


　他に言葉が思い当たらなかった。


　キティは何の興味もなさそうにまた食卓に向かった。


　もう大抵のことではどちらのキティに関しても驚かなくなっていたとはいえ、さすがにちょっと驚きながら、ベルもまた食卓についた。


「ま……いいか。沢山食いな。ベネットが──ベネディクティンが持って来てくれたのが、まだだいぶ残ってるから。ふふん、うまいか？　これでも上達したんだぜ」


　ベルの言い分に耳を貸すけぶりも見せず、文字通り無心の様子で、キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉はひたすら食べ続けている。
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「カタコーム中立化の嘆願か……」


　ガフが、いつもの注意深い様子で呟つぶやいた。


　傍らのベルは何気ない風で蝶花はなを眺めながら、ちらとガフの表情をうかがった。


　この逞たくましくも聡さとい剣士は、最低限必要な言葉でしか語らない。筆頭剣士としての責さいを全身に負ったガフが、どのような思案をめぐらせているのか、ベルにははかり知れないものがあった。といって無用に探りを入れ、うまく話を誘導しようとする気もベルにはない。


　ただこの兄弟子に出来ることと出来ないこととを弁わきまえた上で、自分の頼みをきいてくれることを信じるだけだった。


　やがて、澄明なガフの目が、ベルを向いた。


「俺に出来ることは、型通り、王への嘆願を許し、案内してやることだけだ」


　にこりとベルが笑んだ。それで十分だった。筆頭剣士の介添えがあるだけで、ずいぶんとことの運びが違ってくる。


　だがガフはいかにもすまなそうな顔で、詫わびるように言った。


「届け出が王に認められてのち、城の語り部たちや代表剣士団、指揮者コンダクターたちの会合などで、どのように審議されるかは判らん。そこまで協力することは、俺には許されていない」


「それで、いいんだと思うよ」


「……せっかく、お前がこうして、俺を頼りにしてくれているというのにな」


「なんだ、そんなこと。あんたらしくないな。十分だよ。大助かりさ」


　ベルがそう言って笑った途端、目の前の蝶花がひとつ、ぱちりと羽を咲ひらいて枝を離れた。


　飛び立つ様子を見せつつ宙に羽ばたくが、ちょっと勢いを失ったかと思うと、慌ててしがみつくようにしてベルの肩口にとまった。その羽が、深い黒みと青みの間になずみながら陽を受け、徐々に淡い模様を色づかせてゆく。


　その蝶花の様子に触れて、ベルの目がまた別の微笑に細められた。


　二人、庭園にいた。中央区キヤストラルでも特に城の内部に設けられた、色とりどりの花の咲き乱れる絢けん爛らんとした庭であった。


　城の主族の繁栄を見せつけるかのように美しさ溢あふれるそこで、ベルはむしろ肩にとまった虫の小さな命の重みの方に気がいった。可か憐れんで脆もろい命が死と隣り合わせのような様子を見せながら、懸命に羽を伸ばそうとしている。それだけのことが、自分の肩に確かな重みを感じさせた。


　ジンバックの弔問に訪れた体験が、そんな感慨を、このような虫一匹に対して抱かせるのかもしれない。そうベルは思う。


「だが……ベルよ」


「ん？」


「お前は、どういう心積もりなのだ」


「私……？」


　肩を揺らさぬよう、ゆっくりと、ガフの思案げな顔を振り返った。


「私がなんだって？」


「お前が、何を思ってそれに関わっているのかが、気になってな。その嘆願は、恐らくひどく混迷な審議を引き起こすだろう。そして、それを、お前の剣友たちは望んでいるのではないのか……。俺には何やら危ういように思われてならない。最悪の場合、神の法テーマに逆らう者として、禁止民パラドツグスの呼ばれ名を負うことになるやもしれん……」


「禁止民パラドツグス……？」


　すぐさまベルの中の導き手ガイダンスが説明を始めるが、同時にガフがそれがなんなのかを説いた。


「民としての、また剣士としてのあらゆる権利を剝はく奪だつされ、神が許すまでの間、延々と牢ろうに入れ続けられることになるのだ」


「ふうん」


　と返し、肩をすくめかけて、慌てて止めた。蝶花が転がり落ちそうになって、さらに懸命にしがみついてくる。ベルは口の端に笑みを溜ため、言った。


「ま……そのときは、そのときさ。ギネスのやつ、牢に入れられた場合のことも考えてるよ、きっと。それに私は、牢なんて慣れっこだし。それで旅に出るっていう目的が変わるわけでもないよ」


「なんとも手て強ごわいな……」


　ガフがなかば苦笑して言った。


「お前を虜囚のはずかしめに遭わせることは、俺には堪え難いのだがな……。同じ師を持つ者として、それだけは避けたい」


「弟子にも色々あっていいじゃないか。あんたは王になるんだろう。私は旅に出る。それに、牢なんてそう大したもんじゃないよ。あちこちの集落むらで裁さいを行ってるのに比べたら、特に何の罰を与えられるものでもなし、ね」


「ふむ。その楽観オプトが、いたずらにお前を災いに引き込まぬでもない」


「大丈夫さ」


　ふいに、蝶花が飛んだ。


　それまでしがみついていたベルのことなどそ知らぬ風で、羽の色彩も鮮やかに可憐にはばたき、樹々の間へと消えていった。それを追うようにして、また一羽、また一羽と蝶ちようの花が咲き乱れ、ベルの目の前を舞うようにして飛んでゆく。


　その無数の生きた宝石のごとき蝶花の乱舞を眺めながら、ベルは呟くように言った。


「大丈夫。私は私のこの意志の由縁を知ってる。それは旅に出るってことだ。その決意は決して揺らがない。この嘆願は、私が旅に出るために果たしておかなきゃならないことの一つなんだ。そんな気がするんだよ。だから、軽い気持ちで危ない話に乗って、それでとんでもない目に遭う、なんてことにはならないよ」


「そうか……。ならば、もはや何も言うまい。存分に、お前たちの試みをなせばいいだろう」


　ベルはそのおもてを感謝の色に染めてガフを見た。


「ありがとう、ガフ。それに、これ以上あんたを頼りにすれば、あんたを苦しめることになるだろうから。同じ師を持つ者として、それはちょっと、堪え難いってなもんでね」


　ガフは、ちょっと寂しげに頷うなずいた。





「ところでベル……」


　と、ちょうど、ガフがなにやら神妙な口ぶりで言い掛けたときである。


「シャンディ、そこにいらっしゃるの？　傷が癒えたからといって、すぐに動いては駄目ですわよ……」


　そういう声が、庭園の向こうからかけられていた。


　途端にガフがぎくりとして身をすくめた。ベルの意地の悪いまなざしが覗のぞき込む。


　咳せき払ばらいが起こった。ガフはすぐにまた若き王者の威厳あるたたずまいに戻った。


「あんたのことを、あんな風に呼べるやつが、他にいるかね」


　にやにや笑って更にからかうと、


「現代の王の、たった一人の愛まな娘むすめとあってはな。礼を糾ただすことも出来ん」


　憮ぶ然ぜんとした顔で、声の主が聞いたら傷つきそうなことを言った。


「おいおい……シェリーには言うなよな、そういう冷たいこと」


　すると今度はガフの方がにやりと笑んだ。


「なに、想い合えばこそだ。お前が案じてくれるのは嬉うれしいがな」


「あ、そう」


　ぬけぬけとした言い様に、逆にベルの方が憮然とした。


　そうこうするうちに声の主たる城の歌姫が花々の間から姿を現した。その立ち居振る舞いの可憐なこと、咲き乱れる蝶花に如しく風情である。つくづく可愛げの固まりみたいな女ひとだと感心していると、シェリーが驚いたように少し離れたところで立ちすくんだ。


「やあ、シェリー」


　呆ぼう然ぜんとして佇たたずみ、彼女の癖であるところの両手で頰を押さえた恰かつ好こうで目を大きく見開いたシェリーに、ベルが明るく手を振った。


「しばらくぶりだね。元気そうじゃないか。安心したよ」


「ええ、ベル……あなたも、相変わらずね……」


　そう言って、少しずつベルに近づいた。


　歩を進めるごとになんとみるみる目に涙が溜まってゆく。ベルの目の前に立ったときには、ついに泣き出してしまっていた。


「シェリー……？」


「ごめんなさい。ごめんなさいベル、私はあなたにとても残酷なことを……」


　泣きじゃくりながら、かろうじてそれだけを言うと、もうあとは言葉にならなかった。


　実にガフとの仲睦むつまじい様子をからかう隙もない。慌ててシェリーをあやしながらも、一向に理解がゆかない。ついに困惑し切ってガフに目を向けると、


「先の、お前が果たした、剣闘のことで、な」


　短く答えた。それでようやく得心した。


「キールと闘ったことか」


　とはいえ、シェリーはただその役目を果たし、神言を伝えただけなのだ。何も、ベルとの親しみをもって、その闘いの責さいまで負うことはない。


　ところがシェリーにしてみればそうもゆかない。生まれて初めて城外で得た輩ともがらを、あろうことか自ら死地に追いやったのだ。ベルの勝利は、シェリーにとってはそれこそ奇跡だった。そんな危うい目に遭わせてどうして輩と言えるのか。シェリーはひたすらにべルに憎まれることを恐れ、ベルという存在を失うことに怯おびえていた。


「気にするなよ、シェリー」


　さすがに照れた。それこそ生まれてこのかた、こんな風にして誰かに泣きつかれたのは初めてである。


「でも、ベル……私を恨んでいるのではないのですか」


「キールも、私も、剣士だ」


　断言した。それしかシェリーを安心させてやる言葉を見つけられなかった。


　ベルは正確には剣士ではない。


　ただ〈唸る剣ルンデイング〉を背負い、何かと剣闘を手段たつきにしてきただけで、この国の剣士としての義務や誇りとは本来無縁なはずだった。逆に、剣を背負いながらも、剣士として国の秩序に収まり切らぬところにこそ、ベルの由縁があった。だが、その本心を押しやってでも、今はシェリーを慰めたい気持ちが勝った。


「あれは、誇りある剣闘だった」


　ガフもその辺を理解している顔で、ベルを見やって言った。


「正直、羨せん望ぼうさえ覚える」


　それは本心からであったろうか。


　ガフにしてみればキールは長年の剣友である。胸中には複雑なものがあるはずだが、ガフもガフで、そこを押してベルに協調していた。


「そうだよ、シェリー。私はキールとの剣闘を誇りに思ってる。だから、私があなたを恨むようなことはこれっぽっちもないよ。あなたには、その……感謝してるんだ」


「ああ……ベル、ああ……」


　ベルがシェリーの頰を拭ぬぐってやると、シェリーはおずおずとその手を取った。


「私は卑ひ怯きようです……」


　どきりとした。


　ベルは、シェリーが自分の内心を理解しているのを悟った。城の筆頭歌士として鷹おう揚ように育ったシェリーは、その実、ひどく他者の心に敏感だった。


「あなたにそう言わせておいて、私は……」


「シェリー……いいんだよ」


「私は決して、あなたに本当に謝ることが出来ない……許して下さい、ベル……」


「いいんだよ。そう言ってくれるだけで。十分だよ。ありがとう、シェリー」


　ふと、ガフが樹々の間に目を向けた。といってただ目をそらし、遠くを見詰めただけだ。どこかやり切れぬ辛苦の色がそのおもてににじんでいるようだった。


　ベルは、城の筆頭主族たるこの二人の痛みを、そっと見定めた。


　シェリーが本当にベルに対してそのことを謝罪しようものなら、神言を受けた本人がその神言を否定してしまいかねなかった。だからこそシェリーはベルに恨まれることに怯えていたのだ。ガフもシェリーも、そうして、多くの輩ともがらになりえただろう相手を失い、また自然と互いに遠ざかっていったのだ。


　その神言さえもたらされなかったら……そういうやり切れぬ思いを抱く者たちにとって、神言を肯定しつくすことで都市パークの法テーマを支えているガフやシェリーは、憎悪の対象となるならまだしも、憎むことさえ禁じられた者たちの積み重なる恨みを引き受け、多くの者たちにとって納得のゆく生き様を見せねばならない。


　神という楽の意志を司つかさどるものの最も近きにありながら、どこまでも己を殺して生きねばならない者たちの、孤独の由縁だった。


（全ては我が責さい、か……）


　以前に何度か聞いた王の言葉が、耳の奥で哀しい響きを伴ってよみがえっていた。


「なあ、シェリー。あなたと親しみあえることを、私は本当に嬉しく思うよ。たとえ、全てが悲しい終しまいになったとしても……あなたを信じられる。キールとのことだって……」


　ふと、そこで思い当たることがあった。


　それこそ極上の感激で抱きつくシェリーの背をそっと撫なでてやりながら、ベルは注意深く思案した。


「そういえばさ……」


　ベルは唇を甜なめた。シェリーを宥なだめるついでに、という風を装って言った。


「キールの遺体、どうしたの。出来れば、弔わせて欲しいんだけど」


「習わしに従い、青衣クロニクルの神官団の手によって葬られた……。弔いは原則として、剣士たちの集落フアームに遺体を運び、巡らせたときにしか、許されていないのだ」


　ガフがやや訝いぶかしげな顔で答える。ベルは更に、出来るだけ何気ない様子で問うた。


「葬られた場所って、確か……〈根の国〉っていったっけ？」


　ぴくりと、シェリーが反応した。涙に濡ぬれた目で、不安そうにベルを見詰める。


「……お前、どうしてそのことを？」


　ガフもまた、僅わずかに警戒するような素振りを見せた。


「ギネスから、聞いたんだけどさ。そこに行っちゃ駄目かな」


「あの隻腕の指揮者コンダクターか。うむ……いや……そこに立ち入ることは、特定の主族の者にしか許されていないのだ……」


「そっか。じゃ、あんたは、そこでキールを弔ってやれたの、ガフ？」


「ああ」


「シェリーは？」


「いえ……私は、そこに入ったことがないの。まだ、許されていないから……」


「俺も、そう何度も入って良い場所ではなくてな。ベル……？」


「いや、いいんだ。ちょっとね、改めて弔ってやれたらなって思っただけ。旅に出る前にね。駄目なら別にいいんだ。剣楽で、立ち合いの一つもキールに捧ささげれば、それで済むんだから。あなたたちに迷惑をかけるつもりはないよ」


　開けっ広げにベルが言うと、なんとなしにガフもシェリーも安心したような顔になった。


「すまんな」


「いいって」


　にこりと笑いながらも、ベルはふいに胸中に湧いたものに戸惑っていた。


（死、か……）


　それさえ独占しようとすることは、それこそ民の生なるもの全てを支配することにならないか。まるで死そのものさえ葬り去り、民の目から届かなくさせるやり方に、なんともいえぬ反発が湧いた。


　ギネスがカタコームを守ろうとする思いが、これまでになく現実味を帯びてベルの心に届いたのは実にこのときだった。それまでは曖あい昧まいだったものが、にわかに輪郭を明らかにした感じだった。


（キールは私と闘って死んだ。でもその由縁を、私はまだ知らない。どうしてキールがあんな風になってまで私と闘ったのか。どうして死んだあとに何も残らないような死に方しか許されなかったのか……）


　それに、と心が叫んだ。


（それに、もし、自分が死んだとしたら……私も、ジンバックのように弔われたい……）


　そうした思いが、ずしりと腹の底にこたえた。


　だがどれもこの二人に示してはならないことだった。決して。少なくとも今はまだ。


「本当に、いいんだよ。私も、大して本気なわけじゃないから」


　念を押すように言って、ベルは平然と笑った。


　そうしてしまえる自分を、誰の影響だろうと、内心で首を傾げる別の自分がいた。





　しばらくの歓談ののち、色々と務めも多い二人のこととてそう時間が豊富にあるわけでもないので、ベルは時刻が色を移すのも待たずに別れを告げた。


　するとガフが、さりげない様子でこんなことを言った。


「庭園の出口まで送ってゆこう」


　ぷっとベルは噴き出した。


「おいおい」


　送り迎えされることで喜ぶようなベルではないことをガフも知っているはずである。


　だが、にわかに理解がいった。


「……そうか。じゃ、またね、シェリー。少し、ガフを借りるよ」


　からかうように言って、微笑みで見送るシェリーを背に、ガフとともに庭園を下ることにした。


「シェリーには、聞かれたくないこと？」


　ベルが、足を運びながらぽつりと問う。


「不安がるからな」


「誰かに剣闘でもふっかけられたのかい」


「鋭いな」


「シェリーが一番不安になることだからね」


「恐れ入る」


　ぬけぬけとガフが言った。この男には、ギネスやキティ＝〈賢者ザ・オール〉とはまた違った悠々とした様子があった。ベルの方が肩をすくめて本題を促す始末だった。


「剣闘になることは避けたいのだ」


「誰と？」


「その前に……一つ、気になる話があって、お前の耳に入れておきたい」


「なんだい」


「アドニスが、先日、城に現れたそうだ」


　思わずはっとしてガフを振り向いた。


「……誰か、見たやつがいるのか？」


「うむ。〈玉座の間〉から出て来たところを、何人かの侍女が見たそうだ。恐らくは、密ひそかに王に謁見していたのだろう」


　自然と鼻に皺しわの寄るような感じがした。いやな感じだった。だがその正体を知らぬまま、肝心なことをガフに問うた。


「どうして、それを私に言うのさ」


「あの者から聞いていないのか？」


　首を傾げた。


「俺は、あの者と、ひと振りの剣を巡って対立している」


「剣……？」


「例のカタコームを統べる一族に、代々伝わるという宝剣だ。コリンズと呼ばれる者たちの、その長たる者が持つべき剣らしい」


　愕がく然ぜんとした。だが強いてそれを押し隠し、何気ない風でガフの言に耳を傾けた。


　ガフは言った。


「その剣を、俺はトム＝コリンズという男と戦って手にいれている。俺がトム＝コリンズを斃たおしたことはお前も知っての通りだが、何よりその剣を奪うことこそ、神言が俺に与えた使命だったのだ。その真意は俺にははかり知れぬものがあるが……ともかく俺はその剣を手に入れ、出来るならばトム＝コリンズの末子たるアドニスにそれを渡そうと考えた」


「じゃあ、早く渡せばいいじゃない」


　ベルは胸が騒ぐのをこらえた。


「そのつもりだ。だが、条件がある。あの者が、これまで手に入れてきた剣を、全て手放すこと、それが──」


「なんだって!?」


　思わず叫んだ。


「あいつが、そんな条件をのむはずないじゃないか！」


　ちらりとガフがベルを見た。どうしてそう言えるのかと問うような目だ。それは、アドニスの剣盗人たることの理由を問うている目であり、ベルがそれを知っているのではないかというまなざしだった。


　ベルはどきりとした。もしガフにそれを問われたら、自分が答えていいものか。


　迷いがおもてに現れ、それをガフが理解したか、ベルを一いち瞥べつしながら、ついに何も問いたださなかった。ただ、別のことを言った。それがガフの目的だった。


「その条件をのまぬ限り、あの者はこの先、この城でやってゆくことが出来ん」


「でも……」


「弟王フアタールとして、俺と背を合わせてこの国を支えてゆくことなど、到底……」


「王!?」


「そうだ。あの者がこのまま剣士としての地位を上り詰めれば、いずれは正式に主族として城に迎えられ、弟王フアタールとしてこの国に貢献することになろう。そうならざるをえんのだ」


　そう告げるガフの口調にはどこか苛いら立だちの響きさえ感じられるようだった。


「あいつが、王ねえ……」


　対照的に、のんびりとしてベルが呟つぶやく。


「じゃあ、あんたが兄王フオルチユネってわけだ。で、あいつが……あんたの、弟分ねえ」


「それは、ただ習わしとしてそう呼んでいるだけのことだ。特に実の兄弟だ義理のそれだと立場を改める必要はない。ただ、そのような、剣士として、また民の一人として、国にとっての最重要なる地位に立つ者が、他者の剣を奪い、財貨デナーリ稼ぎにのみいそしむなど、許されることではない」


「そっか……そういうことか」


　気き魄はくに満ちて語るガフの傍らで、ベルもまたベルで別の思案に沈んだ。いつかのアドニスが虚空に投げ去るようにしてベルに告げた言葉の数々の意味──


「だから、早急に、この件について解決せねば……」


「それで私に、あいつを説得しろって？」


「あの者が生き延びるためだ。つい先の安息日に、八名の死者が出た。全て、剣に関しあの者に怨うらみを持つ剣士たちだ」


「アドニスが、殺やったって言うのか……」


　ふと、幻の血の臭いが鼻をついた。いつか嗅かいだ臭い。そう、旅の〈鍵かぎ〉を奏でるために〈玉座の間〉を訪れたアドニスの身にまとわりついていたあの血の臭いだ。


「このままでは、あの者は、〈正義トツプドツグ〉の剣士団の大半を敵に回すことにもなりかねん」


「判ったよ」


　言ってから、ベルはふうっと溜ため息した。


「あの馬鹿に……私から言ってみるよ」


「頼む。俺も、無用な争いを城に持ち込ませるわけにはゆかん」


「うーん。でも、ちょっと……あいつとは、色々、あってね。そうそう仲が良いってわけじゃないんだ、今は……」


「ベル……？」


　ふっとガフの表情がかげった。


　ベルは口元にいたずらっぽい笑みを溜めて、軽く手を振った。


「いやいや、あんたが心配するほどのことじゃないさ。たわいないことだよ。ただ──判ったよ、どうにか、私の方から、あいつをつかまえる機会を探して、話してみるよ」


「そうしてくれると、俺も助かる。あの者は、俺にまで剣闘を仕向けかねん」


「だろうね。ところでさ……その、宝剣だっけ？　なんか特徴を教えてくれないかな。私があいつから話すときに、何も知らないのもなんだから」


　ガフは足を止めた。


　ついで、ベルも足を止めてガフを見守った。


　きん。音を立てて、静かにガフが自分の剣を抜いた。


　──EMOCLEW


　王国エモクルウーを意味する旧ふるき刻印スペルが、瑞みず々みずしい淡紅インペリアルトパーズの刃に鮮やかに刻み込まれている。


「剣肌は、これとごく似ている。俺も、一見したときは驚いたほどだ」


　そう言ってから、その剣尖きつさきを地面に軽く突き立て、ゆっくりと、なにごとかを土の上に描きはじめた。


「……このような刻印スペルが、剣の腹に刻まれていた」


　ガフが口元に手を当てながら、記憶を確かめるように言った。


　──TIXE


　地面には、そう記されている。


　間違いない。ベルは危うく叫びそうになった。その刻印スペルこそ、ギネスがカタコームで出された条件そのもの──コリンズ一族に伝わる剣の名に等しかった。


　これほどたやすくその所在が明らかになるとは……ベルはその相手がガフであることをなんとなく考えあぐねながらも、内心の焦慮をしいて押さえ、素っ気なく頷うなずいてみせた。


「判ったよ。覚えとくさ。私も、あいつとはもう一度、会ってちゃんと話しておくべきだと思ってたから、ちょうどよかったよ」


　興奮をなだめるように一つ吐息すると、決して噓ではない言葉で、ガフに告げていた。


「あいつは、誰かと出会うことを、自分の傷にしてしまうようなやつだから……しかも、傷を傷として絶対に認めようとしないような馬鹿だから──一度、ちゃんと伝えてやりたいんだ。痛みってやつを。なんだったら、あんたに代わって、私があいつと居合ってもいい。今の私なら、それが出来ると思うから」





14




　紅色カメリアの生地も鮮やかに映えて、負傷の跡をそのまま模様として修繕し、血のりにいたっては金ら銀らの刺し繡しゆう糸で縁取るという、悪趣味にいたる一歩すれすれのような戦闘衣装グラスウエアに身を包んだベルたち三人は、いかにも威風堂々として城に上っていった。


　城に仕える建楽者や気象楽者たちがそれぞれの楽器を手に行き交い、侍従侍女たちが忙せわしげに動き回る中、多くの者たちが三人を振り返っては囁ささやき合った。


　かつてのカタコーム戦役では先陣楽隊をつとめ、惨さん澹たんたる負け戦にも生き残り、壮絶な戦いを勝ち抜いて見事ティツィアーノを討ち取った彼らの新聞デイールはいまだ城では記憶に新しい。それが何やら意味深長な嘆願を王に届け出るという新たな風聞も出回っており、その噂の人物を一目見んとする者たちがそこら中の柱の陰から遠慮のないまなざしを送るという有様であった。


「いつかこの恰かつ好こうで亀の上に乗ったときを思い出すな」


　ベルが衆人の環視を逆に眺め返して呟いた。


「あの甲輿花ステムグラスの上で、私たちは初めてお互いに出会ったのだったね」


　ベネットが懐かしむように言い添える。


「昔日の思い出は、僕にはいささか苦いものがあるよ。なにせあの戦いを経験するまで、僕は自分の心を殺すことにばかり腐心していたようなものだからね。まったく、変われば変わるものだよ」


　ギネスが相変わらず惚とぼけた様子でしみじみと言った。ベネットが相あい槌づちを打って頷きつつも、二人の立ち居振る舞いは冗談半分に見え、とうてい過去を懐かしむ風ではない。むしろ昔日の自分たちを惜しむ気持ちなど、これっぽっちもなさそうな顔だった。


「へへへ」


　と、ふいに、ベルがにやけた。


「私も変わったんだぜ。判る？」


　ギネスとベネットが、首を傾げてベルを見た。


「ふふん、判んないかな。見た目でさ」


　ベルが、ちょっと馬鹿にしたように人差し指を立てる。


「はて、どういうことだろう」


　ギネスがいったん傾げた首を、右から左へと更に傾げた。


　ベネットもそれに倣う。


　ベルは言った。


「背が伸びた」


　実に嬉うれしげな笑みが自然と言葉のあとを追って浮かんだ。


「ほう」


「それはそれは」


　ギネスとベネットが揃って祝福の拍手を送るまねをした。その茶化すような仕し種ぐさに、ちょっとむっとしてベルが念を押した。


「この衣装を繕って貰もらったときに、衣装師デザイナーが言ってたんだ。本当だよ」


　そして更に得意げになって身を反らす。


「あと、胸も少し大きくなった」


「ほほう」


「なんともなんとも」


　今度こそ本当に拍手が来た。隻腕のギネスなど膝ひざを叩たたいて囃はやし立てている。ベルはなんとなく渋い顔になった。


「馬ァ鹿」


　両腕で身を隠すようにして、べえっと舌を出す。


　特に、目で見ず耳で観るベネットの三枚耳ドライツエンがじっとこちらに向けられると、この衣装を着て甲輿花ステムグラスに乗ったときの群衆の視線を思い出してやたらと気恥ずかしくなる。なまじ目で見るよりも、ベネットの耳の方がよほど正確にラインを読んでしまうのだ。


「馬ァ鹿、ベネット」


　呆あきれて繰り返す。他に言葉もなかった。ベネットが肩をすくめて耳を離した。


「いやいや、失礼」


　そう言いつつも、なにやら意味ありげにギネスに向かって頷いてみせる。


「ほう」


　と、ギネスが感心したような目をベネットに返した。


　ベルはげんなりして二人が茶化すのを無視した。すたすたと先に進むベルを、二人が反省したような顔で慌てて追った。


　やがて広間の前まで来ると、廊下の向こうからベルを呼ぶ声がした。


　見やると、筆頭歌士たるシェリーが慎ましげにこちらへ向かって歩を進めている。


「やあ、シェリー」


　気さくに手を振った。シェリーのあとにつき従う紫の衣の神官たちも、もうベルのそのような振る舞いについてとやかく言うつもりはないようだった。みな女性であり、髪飾りのように頭の上に紫の仮面をはね上げている。その顔ぶれにはベルの出いで立たちを好奇というよりも憧しよう憬けいのまなざしで見る目も多く、それらの視線を代表するように、
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　とシェリーがベルたち三人をしてそう評した。頰を染めんばかりの感嘆の顔である。


　ベルがにっこり笑って応じた。


「あなたも綺き麗れいだ。それ、歌士団の衣装だろう。とてもよく似合ってるよ」


　そんな風にして早速語らい始める二人を、更にギネスが評して傍らのベネットに囁いた。


「勇ましい剣士と、たおやかな歌士。実に絵になる二人だよ。まるで新聞屋デイーラーが売ってる、よくある剣士物語みたいだ。これで実際ベルが男だったらさぞ……」


「それは困るな」


　唐突に、重々しい声が遮った。ベネットではない。むしろ声をかけられるまでほとんど気配を読めなかったベネットの方が仰天していた。なんという静穏さか。それでいていったんその気配を読むと圧倒されそうなほどの迫力があった。


「ガフどの……！」


　ギネスがぎょっとして、その突然現れた筆頭剣士のしなやかな巨きよ軀くを見上げた。


　黄牙アイボリーの衣の神官団が離れたところでぞろりとつき従っているところを見ると、ガフが敢えて距離を取らせて下がらせているようだった。いったい何のためか。


　ガフが言った。


「ふむ。確かに絵になる二人だな。仲睦むつまじい姉妹のようでもあるし、恋人同士のようでもある。もしベルが男であれば、この俺と、城の歌姫を奪い合うというのも良い新聞デイールの種になるのではないかな」


　ぬけぬけと言うガフのおもてはいたって悠然とし、ギネスとは別の意味で何を考えているのか判らない。おそらく自分で言った下らない冗談に内心で大笑いしているのではないか。そう思わせるような笑みを浮かべながら、同意を求めるというわけでもなくギネスに目をやった。


「なるほど。その場合、我々はあなたの弟弟子であるベルを庇かばって罪に落とされなければなりませんな。それが剣士物語の定番というもの」


　ギネスが飄ひよう々ひようとして返すと、ガフはふっと嬉しそうに微笑した。


「ベルの、良き剣友というわけか」


　からかうようでいて、何かを質ただすかのような口ぶりである。


「ええ。戦いの場で、背を預けることの出来る数少ない相手です。互いに」


　と更に返したのはベネットであった。どうやらガフの気配を事前に読めなかったことでよほど刺激されたらしい。この男にしては珍しく挑むような口調だった。


「そうか」


　ガフが頷うなずいた。結局、神官団を下がらせて直截にギネスとベネットの二人に声をかけた理由がそれだった。ガフにとって大切な妹弟子であるベルを、二人が嘆願の為に利用したのではないか──そんな疑心がありつつも、あからさまにそう問うてはベルの面目がない。


　だから、何気ない会話の中でそれを探ろうとしたのだが、すぐさまそのガフの内心を察したギネスとベネットの鋭敏で確固とした態度は、


「噂通り、くせがあるがなかなかに見事な心構えだ」


　そうガフに言わせるだけのものがあった。


「どうやら、余計な世話を焼いたな。すまぬことをした」


〈正義トツプドツグ〉の剣士団を率いる筆頭剣士にしてはずいぶんと直截に詫わびた。却かえってその方がギネスとベネットの二人を恐縮させたほどである。あるいはそれをはかってわざと詫びたのかもしれない。そう思わせるほどに、つくづく悠々とした立ち居振る舞いだった。


「やあ、ガフ。今日はどうもありがとう」


　ベルのからっとした呼び声に、ガフが何食わぬ顔で振り向く。


「なんの。それにしても、ずいぶんとまた、ばさらな出で立ちだな」


　目元をほころばせて言った。


「だが、良く似合う。羨うらやましく思うぞ。俺ももう少し若ければ、とな」


「おいおい。何を言ってんのさ」


「まったくですな。筆頭剣士どのが何を気弱なことを。なんでしたらお一つ進呈して差し上げたい。我々とお揃いの色で」


　ギネスの調子の良い言葉に、ガフが苦笑した。


「そう苛いじめんでくれ」


「あら、でしたら私も欲しくてよ。ねえ、指揮者コンダクターギネス。是非、お願いしますわ」


「シェリー、それは……どうかと思うのだが……」


　ガフがいかにも渋い顔になる。ふと笑いが零こぼれた。誰からともない穏やかに打ち解け合う談笑の雰囲気が、彼らの間にかたちづくられているようだった。


　考えてみれば、この面子メンツが一堂に会するのは初めてのことである。こんなことでもなければ、全員で顔を合わせることはまずなかった。ベルは今更のようにつくづくとこれらの顔ぶれを見渡した。そこに、何か対立すべき事柄があるようには思われなかった。あるのは歓談の雰囲気だけだ。争いの気配を生み出そうとする者などここにいるはずもなかった。


「時が満ちたようだな」


　ガフが、広間の扉を見やって言った。扉の一面にはめこまれた無数の時計石オクロツクが鮮やかに黄の刻マチネをあらわしてゆく。と見るや、Lin Linと一斉に涼やかな音を立てた。


　一同が無言の了解のもと扉へと歩み寄ると、黄牙アイボリーの衣の神官団が両側から滑るようにその〈玉座の間〉への入り口に手をかけた。


　重々しくも澄んだ響きを伴いながら、ゆっくりと扉が左右に開かれてゆく。


　そうしてガフを先頭に立て、ベルたちは揚々と〈玉座の間〉へ入っていったのだった。


　観覧者は一人としていなかった。


　ただの嘆願の届け出をわざわざ観覧する者がいるはずもない。どれだけ特殊な嘆願であろうと、実際に審議に入れば、審議の内容ともどもそのうち自然と耳に入ることであるからして、多くの者の興味は湧けども嘆願の様子を実際に見ようとする物好きもいなかった。


　その代わりとでもいうように、ベルたちの周囲を、珍しくも三種の神官たちがそれぞれの色合いも鮮やかに集っていた。


〈玉座の間〉の青衣の神官団をはじめ、〈剣闘の間〉に従事し実際に伴奏者ピアニスツスとして戦いにも赴く黄衣の神官団、そして〈舞踏の間〉を主宰する紫衣の神官団が、ガフとシェリーに従って整然とついてきていたのである。


「良い感じだ。いずれ城中が僕らに反応するようになるぞ」


　絢けん爛らんたる神官団を見回し、ギネスがぼそぼそと小声でベネットに囁ささやく。


「また、そんな剣けん呑のんなことを」


　ベネットが呆れたようにたしなめるが、その実、ギネスとともに飄々とした笑みを浮かべている。


　二人の後ろを歩くベルも、すっかり見慣れた〈玉座の間〉の青玉サフイユの輝きの中を、神官団の黄と紫の衣が鮮やかに通り過ぎてゆくのを新鮮な気持ちで眺めていた。なんといっても特に剣闘を行うわけでもなければ試練を受けるわけでもない。いたって気楽なものだった。


　花道を下り、そのまま全員が広大な舞台に上ると、ガフが脇に立つようにしてギネスを促した。


　ギネスが頷いた。


　一歩前に出て、分厚い緞どん帳ちようで何重にも覆い隠された神の樹の在あり処かを見据えた。


　しんと静まり返る広間に、悠々として張り上げるギネスの声がこだました。


「剣士団員・中級・指揮者コンダクターギネス！　今日ここに剣士団筆頭剣士ガフどのの許しを得てこの広間に上り、慎んで嘆願を奏上しに参りました。ローハイド王よ、いざそのお姿を！」


　だが──


　返ってきたのは、呆あつ気けないほどの沈黙であった。


　ギネスが眉まゆをひそめた。一向に何の反応もない。


　どうやら王自身が指示せね限り青衣の神官団も緞帳を開くことはかなわないと見えて、舞台の袖そでのあたりでゆらゆらと衣の裾を揺らすばかりである。


「王よ！」


　再び、嘆願の届け出を宣言し、神の樹にやどる王の名を呼んだ。


　しかし緞帳には何ら変化がない。ついにガフがギネスに代わって王を呼んだ。


「ローハイド王よ！　どうかここにいる者の声を、民の声を聞き届けられたい！」


　それでも──


　王は現れず、緞帳が動き出す様子もなかった。


　ギネスが間の抜けた顔で首を傾げ、困惑するガフと目を合わせた。


　そのときであった。


　声が聞こえた。


　最初にそれに気づいたのはベネットだ。三枚耳ドライツエンがぴくんと跳ねた。その顔にさっと緊張が走る。ついで、その場に立つ剣士たちが真っ先に異様な気配を察した。


　分厚い緞帳の幕の向こう側に何か圧倒的な気配を持つものがわだかまるようにしてうねり、それがやがてベネットのような超聴覚を持たぬ者たちにも、具体的な声として認識出来るほどに確固とした気配をかたちづくってゆく。


　それは苦しげな呻うめき声であった。


　かと思うとけたたましい笑い声が遠く響き、さめざめとすすり泣く声が怒りの叫びとともに微かすかに届いてくる。


　みな啞あ然ぜんとして互いに目を合わせるしかなす術すべのない中、ベネットが戦せん慄りつの顔で言った。


「いったいあの幕の向こうに……何百人いるのだ？」


　ずしり。にわかに舞台が振動した。と見るや、緞帳の青い幕が波打つように揺れた。


　何か巨大なものが幕の向こうからこちらへと押し寄せて来るような気配が、その場に立つ者たちを呪じゆ縛ばくした。むしろ幕がその正体を遮って目の当たりにすることが出来ないゆえに、困惑と、身の痺しびれるような得体の知れない恐怖があった。


　ずしり。振動が徐々に大きく、間隔を狭めてゆく。


　ひっ……


　ふいに、シェリーが、身をくずした。鋭い悲鳴がそのあとにつづいた。それが、全員の呪縛を解いた。


「シェリー!?」


　ガフが叫んだ。だがシェリーは応こたえない。目は悲痛なまなざしを虚空にあて、先んじて幕の向こうにあるものを見るように、みるみるその顔を恐怖に染めてゆく。


　ずしり。


　ガフとベルが両脇から急いでその身を支え、紫の神官団がすぐさま駆け寄る。


　シェリーは頭を抱えて幕を凝視し続けた。かちかちとその歯が鳴っている。明らかに異常な様子であるが、ガフには何やら予期するものがあるらしく、舞台が不気味な振動を続ける中、ひたとなにごとかを待つようにしてシェリーを見詰めている。


　ベルはにわかに合点した。


「神言……」


　ガフが、目をシェリーにあてたまま、頷うなずいた。


　ずしり。いまやその場に立つ全員が、波打つ幕とシェリーとを交互に見比べ、実際には数瞬の間であっただろう時間が恐ろしくゆっくりと流れた。


「……神なる巫覡みことして……伝えます」


　恐怖に顔を青ざめさせながら、シェリーは決して逃れられぬくびきに従い、震える声音でそれを告げ始めた。


「この城に……民を危うくせんとする……〈魔ニドホツグ〉なる者が……」


「なに!?」


　ガフが叫ぶ。一同が顔を引きつらせて、反射的にさっと幕のそばから離れた。危険があるとすればそこが最もそうあるべき場所だった。


　だが王に謁見するべく幕のすぐ手前に佇たたずんでいたギネスには聞こえなかった。シェリーの声があまりにか細かったせいである。ギネスが眉をひそめた。


「なんだって……？」


「その者は神なる内に棲すまいながら、己の魔性をあらわに今、全てのくびきを砕き……」


　シェリーのつむぎ出す神なる言葉に、ベルがはっとして背の剣に手を伸ばし、


「まさか、〈魔ニドホツグ〉って……」


　剣の柄つかに手を触れながら、ためらうようにその視線が宙を泳いだ。


「なあ、いったい……」


　ギネスが怪訝けげんそうに振り向き、波打つ幕に背を向けた。


　ずしり。ひときわ大きく揺れた。


「まずい！」


　ガフが身を跳ね起こす。


「その者の名は──」


　シェリーのおもてが、悲痛に満ちた。


「逃げろーっ！　ギネス！」


　ベネットが常ならぬ叫びを上げた。同時に、衣装の背に留められた弓柄を引き抜くと一挙動で組み立て、水みず鋼がねの弦を引くとともに目もとまらぬ早さで水晶の弾丸を装そう塡てんしている。


　きりっ。弦が引き絞られる音を、同じ瞬間、とてつもない破壊音がかき消していた。


　何かが幕の向こうで爆発した。幾重にも垂れ下がった分厚い緞帳が一瞬でずたずたに引き裂かれ、青く澄み渡るような布の破片が舞い散るとともに、巨大なものが一気に幕をつき破って躍り出ていた。


　ちーん。ベネットがそれに向かって弓を放った。だが、何の効果もなかった。


「うわあーっ！」


　ギネスの叫び声が、一瞬で吹き飛んだ。舞台が軋きしんだ。もうもうとした粉ふん塵じんが立ち込める中、それが現れていた。


「ギネス……！」


　ベルが、そして、その場にいる者全てが、絶句した。見上げた。どこまで目を上に持っていっても、その姿が途切れない。それは眼前を埋める鋼鉄の肉塊だった。


　異形のひとことに尽きた。肉とも鋼ともつかぬものが無数の刻印スペルの輝きを灯ともしていた。ぐねぐねとうねり、ところどころが鼓動に膨れ上がって、奇妙に金属質な光沢を持ち、粘液をしたたらせている。


「王……なのか……？」


　さすがのベルが愕がく然ぜんとして言った。


　鋼鉄の肉塊は、無数の相そう貌ぼうを全身に浮かび上がらせ、それぞれが笑い、嘆き、怒り狂いまたすすり泣いていた。おびただしい顔の群が巨大な鋼鉄の肉の固まりにびっしりと生え、更にそれらの多くの顔がより集まって、なんと王の双貌のモザイク絵をかたちづくっているのだった。あたかも王の双貌が幾つにも分裂し、一つ一つの感情や精神の動きがめちゃくちゃに独立して、一斉に叫喚を上げているようだった。


　鋼鉄の臓腑はらわたとでもいうべきそれが、ぶるぶると震え、うねった。叫んだ。一斉に、無数の顔どもが、天を向いて咆ほう哮こうを上げた。





　ほ・ぎ・ゃ・あ・あ・あ・あ……！





　喜怒哀楽の全て、恐怖も苦悩も、悲痛も快楽も、全てがそこにこもったかのような雄お叫たけびであった。


　びりびりと広間全体を震しん撼かんさせて叫ぶ顔どもが、声を上げながら、その口から手にも似たものを吐き出した。ずるずると金属質な粘液をしたたらせた手が何かを求めるように宙を泳ぎ、かと思うと、足にも似たもの、あるいは翼や角や鱗うろこの固まりがそれぞれの口からてんでばらばらに生え出いずるとともに、巨大な蛭ひるを思わせる肉の固まりがずるずると舞台を這はって、ベルたち一同を横断するかたちで神なる樹より出ていこうとする。


「ベネット！」


「ベル、ギネスが！　ギネスがあれに食われたーっ！」


　そう叫ぶベネットの姿が、鋼鉄の臓腑の向こうに隠れた。ベルでさえにわかに跳び越えることの出来ぬ巨体が、叫喚を上げて目の前をゆっくりと這いずってゆく。


「くそっ……！」


　ベルが剣の柄を握りながらたたらを踏み、


「待て、ベル！」


　ガフの手が伸びてベルを止め、誰もかれもがなすすべもなくその怪物の動きを見守るしかない中、ただシェリーだけが、口をつぐむことも許されぬまま、それを告げていた。


「か……神なる声において宣命します。魔に狂いし王を、〈射手座サジタリユス〉をもって斃たおせ……あの者は、決して止まらな……い」


「どういうことさ！」


　ベルが、苛いら立だちに任せてガフに向かって怒鳴る。


「歌の名だ！　建楽とは逆に、あらゆる建物を破壊するためだけの歌だ！」


　ガフのいらえとともに、シェリーが身を震わせて言った。


「歌い手の名はシェリー……神なる歌士にして姉王なる者……」


　ふらりと身を倒すシェリーを、ベルよりも先に、再びガフが支えた。


　同時に、ベルとガフの両方が、別々の方向に跳んでいた。


　一瞬前まで彼らのいた空間に、巨大な鋼鉄の肉塊が降ってきて逃げ遅れた青い神官を粉々に叩たたき砕いた。


「ガフ！　シェリー！」


　ベルが更に跳ぼうとした途端、紫の神官たちが、がくがくと震えながらその足にすがった。


　そこへ更にまた別の、もはやそれがどのような形状なのかも定かではない生きた鋼の塊が、無数の顔の叫喚とともに振り下ろされた。


「ちいっ！」


　ベルの手が反射的に〈唸る剣ルンデイング〉を握った。猛烈な勢いでそれを振るっていた。


　がつん。肉も骨も鋼も一緒くたにして断ち切る音とともに、切り飛ばされた一端が地響きを立てて転がった。錆さび臭い粘液が辺り一面に散らばった。


「立て！　逃げろ！」


　ベルの怒鳴り声で、紫の神官たちが恐怖に泣きわめきながら舞台を駆け下りた。


「姫様が……！」


　だが何人かがシェリーのもとへ走り寄ろうとするのを、


「私がなんとかする！」


　叱しつ咤たして止め、とにかく急いで下がらせた。


　そうする間にもまるで巨大な森の大木があちらこちらから倒れ込んでくるのにも似て、振り上げられた鉄の肉塊が叩き込まれるのを剣で弾はじき、また素早くかわし、跳んだ。


「シェリー！」


　どうにか二人の姿が見えたときだった。


　──小さき者よ……！


「な……」


　すぐ傍らの肉塊から、よく見知った顔が一面に浮かび上がっていた。


「ローハイド王……？」


　油断なく剣を構えながら、背に冷たい汗がしたたる気持ちで、それに呼び掛ける。


　だが返答はせぬものの、それは正しく王の双貌であった。


　横倒れになった柱のごとき巨大な臓腑がぐねぐねとうごめきながら、中心に王の秩序なる上の相貌を生やし、その周囲に無数の混こん沌とんなる下の相貌が目や口や鼻をでたらめな場所にかたちづくって、燐りんのように光る錆び臭い液体をふり零こぼしながら、ベルを呼んでいた。


「我を……絶て……」


　王が、言った。


「我をこの広間より出してはならぬ……我のこの姿を民に見せては……。我を絶て……」


　ごぼごぼと液体を吐きながら、王が苦く悶もんの表情でベルに懇願した。


　ふとそれがまた別の苦悶の色に染まった。かと思うと、なんと王の顔を貫いて内側から何本ものかぎ爪が生えた。それらが王の顔に突き立った。ずたずたに引き裂いた。


　──あああ・おおお・ううう……


　王が更にベルになにごとかを告げようとするのを、あたかも王の別の心の部分がかたちをもって止めようとするかのように、あちらこちらから鋭いかぎ爪を生やした腕や牙きばの群が生え出で、王の顔面を内から外から粘土細工のように裂いてゆく。


「あ……あ……」


　ベルは常ならず慄ふるえた。あまりに異様だった。あまりに残酷で醜悪ででたらめだった。


　胃がむかむかした。酸っぱいものが喉のど元までせり上がってくる。手で口元を押さえ、もう一方の手で剣を握り、剣尖きつさきをそちらに向けながらもどうすることも出来ず、ただ王の良く見知った顔が挽ひき肉のようにされてゆくのを涙の浮かぶ目で見詰めた。


「我を……絶て……」


　八つ裂きにされた舌が血ち溜だまりの中でのたうった。


「……伝えよ……シアンに……」


　ベルの目から涙が零れた。堪え難かった。シアンという名に聞き覚えがあるようなないような気がしたが、もはやそんなことはどうでもよかった。


「全ては……我が、責さい……」


　それを最後に、王の相貌が文字通り肉塊と化してばらばらになった。代わってそこから別の顔の群が現れていた。にやりと悪意の固まりのような笑みを浮かべ、あるいは憎悪のしたたるまなざしでベルを見やり、けたけたと痴しれた笑いをふり零す。


　──ああっ！


　ベルが叫んだ。手がぎりぎりと柄つかを握り締め、剣が恐るべき唸うなりを上げた。猛たけるように剣を振るった。


　爆発した。目の前にある鋼の臓腑が一瞬で粉々に吹き飛び、返す刃でそこら中から生え出る腕やら足やらをめった切りにする。またたく間に辺りは赤錆さびの浮かぶ金属質な粘液に満ち、血ともなんともつかぬものが溢あふれて沼地と化した。


「ベル！」


　ガフの声で我に返った。いつの間にかシェリーも側にいる。


「神官団、抜剣せよ！」


　ガフの命令一下、すぐさま黄の神官団が剣に手をかけながら三人を囲み、守った。


「ガフ様……剣が……！」


　神官の一人が叫ぶ。その剣に施された鍵錠チエーンは固く閉ざされ、ガフの言命にもかかわらず一向に解かれようとしない。


　その間にも四方八方から肉塊が降り注ぎ、神官団はただその身を盾とするしかすべがなかった。一人が早くも横殴りにふっとばされた。叫喚せる顔どもが、こちらを向いた。動いた。巨大な蛭が、じりじりとにじり寄ってくる感じだった。


「シェリー！」


　ガフが怒鳴った。明らかに何かを促そうとする声だった。ベルはシェリーを振り返った。


「いや……」


　シェリーが悲痛と恐怖に怯おびえてかぶりを振った。


　その手が無意識にか、ベルの衣装の裾すそを握っていた。


「歌を！　早く！」


　ガフの叫びもむなしく、シェリーは怯え切っていた。唄うたうどころかはっきりと喋しやべることも出来ない様子である。ただこの事態に恐怖しているのではない。もっとそれ以上の、精神的な畏おそれであった。


「お父様……お父様……いやです……お父様……」


「シェリーっ！　お父上を、これ以上苦しめぬためにも！」


「いや……！」


　僅わずかに受け応こたえる間も、異様な叫喚と破壊の音が広間に響き渡り、なにもかもが無惨な様相を呈してゆく。


　シェリーがぶるぶる震えながらベルの裾を握り、膝ひざを折って泣いた。


「いや……！　そうしてしまったら……私は……もう二度と唄えない……」


「ガフ！」


　ベルが叫んだ。


　すすり泣くシェリーから、まなざし鋭くガフに目を移し、


「私がやる！」


　その裾を握るシェリーの手に手を添えながら、もう一方の手で〈唸る剣ルンデイング〉にありったけの感応を込めた。


　怒りとも悲しみともつかぬ気持ちが腹の底で燃え狂うようだった。いったい、何がどうしてこうなったのか。まるで判らなかった。ただ今目の前にある悲痛と、王の自分を絶てという言葉だけが、明確にベルのなすべきことざまを示していた。


「ならん、神言に背くことになる！」


　ガフが猛烈な反発をみせて怒鳴り返した。直後、鋼の肉塊がガフの身に叩き込まれた。ぎざぎざの牙と爪に引き裂かれながら、ガフはなお神官団とともにシェリーを守った。


「王が私に言ったんだ、私に！　絶てと！」


「……どの顔だ！　王のどの顔がそれを言った！」


　ベルはシェリーの手を力強く握り返すと、もぎとるようにしてその手を離した。はっとして哀切の表情に満ちるシェリーに背を向け、両手で剣を構えた。


「……私の良く知ってる、王の顔さ」


　そう言いざま、身を盾にするガフの脇を走り抜けた。


「いかん！　誰かベルを止めろ！」


　またたく間にベルの前で黄の衣の神官団が壁をなした。


「邪魔だ！」


　跳んだ。神官の一人の肩を蹴けって更に勢いをつけ、大きく宙に躍り出た。目の前を青黒い鋼の肉塊が巨大な手や脚を林のごとく生やしている。


　足の下では無数の顔面が叫喚を上げ、ぞろりとそれらの目が宙のベルを向いた。四方から鞭むちのような腕が信じられない長さで伸びて来ると、一斉にベルをとらえようとかぎ爪を開いた。


　その手の平に、ぱっくりと開いた口が見えた。口こう腔こうが内側からざわざわとうごめく牙を生やし、拇おや指ゆびの付け根の辺りに眼球が生えて、宙に跳んだベルに追いすがる。


　とん、と、ベルがすぐ足元に迫った手の甲を蹴って素早く方向を変えた。


　剣を振るう勢いで弧を描くように宙を舞い、迫り来る腕の群を片っ端から切り飛ばしてゆく。


　更に相手の身体を蹴って跳び、剣を振るい、鳥花のごとく宙を舞った。なんと一度として舞台に降り立たず、この怪物の全身を渡り跳びながらその命を絶つべき急所を探してゆく。


（くそ……）


　ベルは宙を跳びながら舌打ちした。


　あまりの異形に、導き手ガイダンスさえ示しあぐねて一向にらちがあかない。そもそもどこがどの身体の部分なのかさっぱり判然としないのだ。


　王の巨大な双そう貌ぼうをかたちづくっていた無数の顔の群ももはやばらばらになってめちゃくちゃに叫喚を上げ、蛭ひるのようであった胴体も、今では四方八方に粘菌のように形の定まらぬ様子で伸びている。


（仕方ないか……）


　ベルはぞっとしながらも、剣の感応をこの怪物に向かって開いた。


　目で探すのをやめ、ただ剣に伝わる相手の感応を頼りに、その最も痛手となる部分を探してゆく。


「う……」


　途端に吐き気がこみあげた。


　なんという思念のるつぼか。狂乱というのにこれほどふさわしいものもない。たった一人であった者の人格的存在が、でたらめな形状に乱れる体格的存在に、ばらばらに引き裂かれていた。


　更にそれぞれの顔が独立した意志のようなものを持ちながら、ときに自分自身であったはずのものを食らうようにして成長を繰り返してゆく。多くの記憶の断片が全く違う感情と入り交じりあいながら、どろどろに溶けた情念がそれらをつき動かし、でたらめな認識の中にも各個の反応をもってそこらにあるもの全てを破壊し食らおうとしている。


　あまりのおぞましさに目に涙を浮かべながら、その異様な感応の様子を探った。


　にわかに剣の唸りが増した。ついに核心となるべき何かに触れた。その刃は白銀の輝きに満ち、怪物の異形に対するかのごとく鋭利で優雅な形状に伸びてゆく。


　と──


　すぐ下で、ベネットの弓を構える姿が見えた。


　弦を引き絞りながら、ぴくりとも動かず、ただその三枚耳ドライツエンをぴんと緊張させてあちらこちらへと向けている。すぐそばに肉塊が振り下ろされ、舞台の床石が砕けるほどの衝撃が襲っても僅かに身を避けるだけである。砕けた石の破片がそのおもてを痛烈に打った。つっと額を一筋の血が流れた。それでもなお見事なまでに不動の姿勢を崩さない。しんと耳を澄ませている。ふいに血相を変えてどこかを振り向いた。


「ベル！　ギネスがまだ生きている！」


　ベネットが叫ぶ。宙にいるベルの存在に、とっくに気づいている声だった。


　宙で怪物の手を斬り払いながら、ベルは内心で舌を巻いた。これだけ騒然と破壊が繰り広げられる中で、ベネットは微かすかなギネスの鼓動の音を聞き取ったのだ。


　にわかに水晶の弾丸を放った。


　ゆるく弧を描きながら、弾丸それ自体が意思を持つかのように、怪物のある一点に吸い込まれるようにして飛んでいった。


　どん。怪物の一部が爆発した。同時に、砕けた水晶が結界の媒質をまき散らし、その辺りに真っ白い煙が立ったかと思うと、そこだけ異様に美しく氷の結晶を生やしていた。


　ベルがはっとした。


　弾丸が撃ち込まれた瞬間、ベルの剣にも、それまでとは全く違う感応が示されていたからだ。


　ベルは見た。怪物の、尾のような部分が、神の樹へと伸びている。その、尾の付け根のようなところに、水晶の弾丸が撃ち込まれていたのだ。


（そこか……）


　刹せつ那な、猛烈なる感応が剣に満ちた。


　剣はいまや白銀に輝く光の固まりだった。


　ベルが、怪物の上に降り立った。


　足の下で、顔の群が異様な感触を返す。


　迅はしった。猛然と振るった。剣を振るう勢いのままに驀ばく進しんした。ベルの通り抜けたあとが、目に見えて根こそぎ吹き飛ばされるほどの苛か烈れつさであった。


　そこら中から手やら脚やら判らぬものが迫り狂った。さながら亡者の群が、怨えん嗟さをもって生者を捉とらえんとするのにも似て、おぞましく醜悪でありながらどこか悲痛さを感じさせた。その手足を木っ端微み塵じんに斬り砕いてゆきながら、目標の場所まで一直線に駆け抜けた。


　見えた。


　宙で見た氷の柱を、それと確かめる。


　かっと目を見開き、叫びを上げて剣を振り上げた。めまぐるしく手法を変え、右手で柄つかを逆手に握った。左手を順手にして柄頭を押さえた。


〈唸る剣ルンデイング〉がひときわ高く唸うなりを上げた。


　ベルの足の下で怪物の顔面の一つが、めきっ、と音を立てて陥没した。


　跳んでいた。迫り狂う腕どもが、一瞬前までベルのいた空間に殺到した。


　剣尖きつさきを真っ直ぐ下に向け、ありったけの感応を込めて怪物の尾に剣を叩たたき込んだ。絶叫が轟とどろいた。怪物の顔の群がそれまでとは違った恐慌の雄お叫たけびを上げた。


　突然、ベルの周囲が暗転した。


（しまった、深く感じ入り過ぎたか……!?）


　身体のあちこちに何かが絡みつく感覚があり、どうやら怪物の腕がベルの身を捉えているらしかった。


　だが戦闘衣装の鎧よろいは容易なことで貫けるものではない。そこまで認識して、ふいにそれさえ消えた。ただ剣を握り、ずぶずぶとそれを押し込みながら、剣の爆発的な力を解放させることだけがベルの感覚出来る全てとなった。


　そのとき──


　誰かが、呼んだ。


「どうして……」


　哀しみに満ちた、子供の声が、そうベルに問うていた。


　ベルがはっとして顔を上げた。


　四方を暗闇に包まれ、頭上では怪物の思念がごうごうと幻の音を轟かせてうねり狂うさなか、それは確かに目の前に佇たたずんでいた。


「お前は……」


　自分の良く知っている、しかしこれほどはっきりとそれを認識したことのない容貌。


　黒い髪と瞳ひとみ。のっぺりとした顔。何の種族的特徴も持たぬ、無貌の子供が、剣を握り膝ひざを折って怪物を穿うがつベルのすぐ目の前に現れていた。


「私……？」


　しかし、それが自分自身ではないことは、よく判っている。


　なぜなら、それは、いまだベルの幼い時分、しゃがみ込んだベルの高さにも見たぬ背丈しか持たぬ、幼女のベルだったからだ。


　その、幼ちいさいベルが、言った。


「どうして、目覚めてしまったの……」


　いんいんと、幼女の声が暗闇に響き渡る。


「な……？」


「目など、覚まさなければ良かったのに……永遠にあの石の中で……」


「なんだと……」


　ふいに──


　幼いベルが、小さな手を伸ばし、ベルの頭を抱えるようにして触れた。


　ベルは、呆ぼう然ぜんとして相手のなすがままに相手の目を見詰めた。悲嘆と、そして、果てしない憎悪にその黒い瞳を濡ぬらしながら、幼いベルが、ベルと、真っ向から目を合わせた。


「あなたが存在したせいで、私たちは……」


　そこで、突然、幼いベルの声が、裏返った。


「……機能停止プログラム、ヲ、生存者ノ、確認ニ従、イ、……スル──延命、ノ、処置、ヲ、体格……強化シ、長期ノ冷凍睡眠ニ耐エルヨウ──プラント維持プログラム、ニ、優先サセ、テ……」


「う……あ……」


　ベルの目が常ならぬ恐怖の色に染まった。何がなんだか判らなかった。今この幼いベルが放つ声は、今までに聞いたことのない、乾燥し生命的ななにものも感じさせぬものだった。それでいてこの声をどこかで聞いたことがある。そういう確信があった。そう──失われた遠い何かを思い出させるその声こそが、ベルを真に恐怖に陥れるものであったのだ。


　幼いベルが続けた。


「……コレ、ヨリ、全テーマパーク、ノ管……理機……ニ、有機プラントヲ、施、シ、機能維持システム、ヲ、無限期間ニ設定、スル、コレ、ヨリ、全テーマパーク、ノ遊戯……設ハ、生存者、ノ、意志ヲ確認スル、マデ、無限、ニ、機能停止プログラム、ヲ、延、期、コレ、ヨリ、全テーマパーク、ノ施設ハ、生存可能ナ、環境ノ、創造ヲ開始……」


　ぐるりと、幼いベルの目がひっくり返った。白目を剝むき出しにしたまま、何かにとりつかれたかのように、奇妙に甲高い乾いた声を放ち続ける。


「……コレ、ヨリ、全テーマパーク、ノ……」


「や……めろ……」


「……生命存在ヲ、解放、シ、進化的環、境ノ、創造ニ用イ、ル、管理機構ハ、コレ、ヨリ、有機プラント、ヲ全テ、ニ、施シ……」


　もうそれ以上は堪えられなかった。


　叫んだ。無我夢中だった。〈唸る剣ルンデイング〉にひっしとすがるようにして、剣の意志の助けを借りて自分の精神世界を脅かすこの得体の知れない仇きゆう敵てきを振り払った。


　剣が閃せん光こうを放った。目の前の幼いベルが、くるりと瞳を元に戻し、


「……我ラ、ノ、存在理由ヲ、コノ、人物ニ、設定シ、有機プラントヲ……」


　それを最後に、闇が払われた。


　辺りが再び現実の世界観を取り戻し、幼いベルの姿もその声も消えると、


　──うわあーっ……！


　なんと、自分の放つ絶叫が、突然のように耳を打っていた。


　だがそうと判りながらも、叫びを上げる自分を止められない。


　愕がく然ぜんとして剣を引き抜き、全身に絡みついている怪物の腕を憎悪のまなざしで吹き飛ばしながら、ベルは息も絶えんばかりに叫び続けた。


　そして──


「理由ことわりの少女……」


　囁ささやくような声が、傍らで聞こえた。


　刹那、ベルの剣が、白銀の輝きと壮絶なる唸りに満ちて振るわれた。


　もはや何を斬ろうとしているのかも、定かではない。


　ただ、忘我とさえ言っていいほどの壮絶さで剣を振るっていた。


　手て応ごたえがあった。


　すっぱりと大気が断ち切られ、一瞬遅れて、剣の太刀筋に沿って、空気が流れ込んだ。


「あなたが……目覚めたせいで……」


　ベルの目の前で、幼いベルが、ふっつりと縦に二つに割れた。


「どうして……」


　という言葉を最後に、幼いベルが消えた。


　その途端だった。ベルの足下が鳴動した。


　ぐらりと足場全体が傾き、ふと目を離した瞬間、幼いベルの姿はもうどこにも見えず、ベルはそのまま怪物が横倒れになるのに任せて舞台の床に転がり落ちた。


　したたかに背を打った。しばらく動けなかった。痛みのせいではない。眩暈めまいがした。


「ベル……！」


　ベネットがすぐさま駆け寄ってきた。


「私……私が……あそこに……」


「ベル……？」


「いや……いったい……どうなってんだ……」


　ぼんやりとした顔のまま、怪物を振り返った。そして更に愕然とした。


「私がやったのか……」


　立ちつくすベルの目の前で、怪物の巨体が、みるみるうちに枯れてゆく。


　怪物のおびただしい顔どもも、もはや声を上げることもなく、また、生えいでた手足もすっかり力を失ったように垂れ下がってぴくりとも動かぬまま朽ち果てていくのだ。


　神の樹へと延びていた尾も、ぶつぶつと音を立ててとぎれ、乾き切った枯葉のごとく散り、しまいには粉々になってしまった。


　明らかに、それは死んでいた。


　だが、いったい、どこをどう斬ったら、こうなったというのか。


「いったい……私は、何を斬ったんだ……」


「ベル……？」


「私は……」


　胸が恐ろしく騒いでいた。だが、いったい何だったというのか。あの幻の由縁を導き手ガイダンスに問うてみても、一向に答えは返ってこなかった。そしてそれを当然と思う別の自分がいた。導き手ガイダンスは、この世界に属することについてのみベルに伝え教えるのだから。この世界。


「いったい、何を斬ったんだ……」


　繰り返し呟つぶやくが、かえってそうすることで自分の中にあるはずの答えが急速に遠のいてゆくようだった。


「ギネス！」


　ベネットが大慌てで駆けていった。


　ついベルもそれにつられて走りだしている。走りながら頭を振って、拭ぬぐい切れぬ疑念と、焦燥にも似た気持ちを、強いて振り払った。


「おい、大丈夫か……ギネス……息はしているか……」


　ベネットに抱えられたまま、まるでギネスはのんびりと眠りこけるかのように穏やかな息を繰り返している。ふとそのギネスの眉み間けんに深くしわが寄った。何かとてつもない恐慌に陥るかのように、にわかにじたばたともがき、ついで、がくりと力を失った。


「ギネス!?　おい、しっかりしろ。早く治癒を……」


「大丈夫だ」


　ベルが言った。自分でも全く意識せずに零こぼした言葉だった。


「夢を、見ているだけだから」


「……夢？」


　ベネットが、ギネスをかかえたまま、怪訝けげんそうにベルを振り返る。


「うん……神の樹が見ている夢を……私があの石の中で見てたように……」


　自分はいったい何を言ってるのか。頭痛がした。こめかみに手を当て、ふらふらとベネットから背を向けた。これ以上何かを誰かと話していると、どんどん自分がおかしくなりそうだった。


　疲れた顔でその場を離れ、にわかにさんざめく人々の声からも遠ざかって、破壊の跡も生々しい広間を見渡した。怪物のあの巨大な姿はもはや見る影もなく、破壊された〈玉座の間〉のそこかしこに、青黒くしなびた残ざん骸がいが残されるばかりだ。


　ふと、ベルはすぐ足元に誰かが倒れ伏しているのを見た。


「うわっ！」


　びっくりした。


　男が、いた。


　老齢にさしかかったばかりの、まだ壮齢と言ってもいい、月瞳族キヤツツアイズの男だ。


　こんな男、今までこの広間にいたか。


　神官かとも思ったが、何よりその男は何も着ていないのである。全裸の姿で、横倒れに倒れているのだ。どこかで見覚えのあるような、ないような顔だった。


「ちょっと……」


　男の裸になんとなくどぎまぎしながら、手を伸ばす。


　はっとして、その手が止まった。


　男は、死んでいた。


　そこへ、背後からガフがやって来ると、厳しい調子でベルに詰問しようとしかけて、ふいに口をつぐんだ。


　ベルと視線を合わせ、ついで、まじまじとその男の亡なき骸がらを見詰める。


「なんと……」


　明らかな、驚嘆の声を上げた。


　不安げな顔で二人に近寄るシェリーもまた、男の姿を見掛けるや、急に足を早めてベルの傍らに立ち、息を詰めた。


「こんなことが……」


　ゆっくりと、胸の内にある思いを解放するかのように、シェリーが呟く。


「お父様……」


「なんだって!?」


　ベルが目を丸くする。


　すっとガフが男に歩み寄り、その黄牙アイボリーのマントを、男の遺い骸がいにかけてやった。


「ローハイド王だ」


　そして、シェリーを肯定するように、言った。


「まさか、神の樹に捧ささげたその身を、こうして取り戻すとは……」


　信じ難いものを見るように、男の亡骸を見詰め、再びベルに目をあてた。


「お前がやったのか」


「え？　いや……私は、ただ……斬って……そう、あの怪物は、斬ることが出来たんだ。それで……」


　自分でも判然としない言葉が、とりとめもなく零れた。


　ガフの怪訝そうな目にも、なんと応えて良いのかさっぱり判らない。


　ただ──


「ああ……私の知ってるお父様が、最期にこうしてここに……ありがとう、ベル……ありがとう……」


　シェリーだけが、そこにあるものを確かな現実としてそう解釈するばかりであった。


　なんとなくどさくさ紛れに感謝をされているようで、いやに面映ゆい気分だった。


「私は別に……」


　ベルが、かぶりを振った。そのときであった。


「存在を止揚したのさ」


　誰もが聞き覚えのある声が、にわかにその場にかけられていた。ガフが振り向いた。ついでシェリーが声の主を見た。だが、ベルだけが、ぴたりと背を向けたままだった。


　声が、つづけた。


「さすがだ……〈魔〉の形骸を斬ることなく、存在そのものを止揚せしめたか。それがお前の呪いの定めるところ、呪いが祝福と変じるところというわけだ」


　感嘆の中にも、どこか皮肉そうな響きがある、独特の声音。


　急に動どう悸きがした。ベルは、そろそろと息を吐き、声の主に、ゆっくりと目をあてた。


　いったい、いつ、どこから現れたのか。


　赤い頭巾バンダナを被かぶった、白銀の月瞳族キヤツツアイズの男──


「アドニス……」


　その男が、そこにいた。そのことを受け入れようとするように、静かな吐息に込めて、ベルがその名を呟いた。


　にやりと、アドニスが笑んだ。


　奇妙に自じ嘲ちようめいた笑み。その目が、何かしらの皮肉と、そして切なさに細められている。


「もっとも、ここであの程度の〈魔〉に斃たおれるようであれば、理由ことわりを司つかさどる者としては期待外れというものだがな」


「なんだと……？　お主、いったい何が言いたいのだ？」


　ガフが眉まゆを寄せた。誰もが、アドニスの存在に困惑しているようだった。


　アドニスが、啞あ然ぜんとする一同を見渡し、言った。


「神言は、まだ、終わってはいない」


　ぱちりと、指を鳴らした。


　その途端だった。まるでそれを合図きつかけとしたかのように、シェリーが身を強こわ張ばらせた。


「シェリー!?」


　ベルが驚いてシェリーを見た。


「か……神なる秩序において……せ、宣命します……」


　がくがくと顎あごを強張らせ、冷たい汗を首筋にしたたらせながら、シェリーは絶望のまなざしで天を仰いだ。


「神言の意に反し……暴虐の剣を振るいし者を……禁止民パラドツグスとみなし……牢ろう囚しゆうせよ……」


　悲痛のまなざしが、おののきに涙を零してベルを見た。


「神なる秩序を乱す嘆願書を作成した者もまた同様に……以下の三名を……ああ、ベル……ああ……！」


　がくりと気を失った。


　倒れ込む華きや奢しやな身を、ガフの剛健な腕が軽々と支える。いったいどのような緊張がシェリーを襲ったのか、気を失っていてさえ頰は引きつり、青ざめきっている。


「明らかだ……」


　ガフが重苦しく呟く。神の言を伝えきらぬシェリーではあったが、その言葉が具体的に誰を虜囚として捕らえるよう命じたか、誰の目にも明白であることを言っているのだった。


「そんな……ちょっと待って……」


　ベルの言葉を、ちりん、と鈴の音にも似た、幾つもの音が遮った。


　黄の神官団の剣の鍵錠チエーンが外される音だった。ついで、辺りが一斉に抜剣の響きに満ちた。


「おい、ガフ……！」


　ベルの叫びにも、ガフは振り向こうとしない。


「すぐに、どうにかする。今は耐えろ、ベル……」


　ただそう返した。まるで懇願でもするかのようだった。シェリーを腕に抱いてベルに背を向け、その後背を、黄牙アイボリーの神官団が覆い隠すようにして立ちはだかった。


「やれやれ……」


　ベルから離れたところで、ベネットがギネスを肩にかつぎながら、四方を神官の剣に取り囲まれて、諦あきらめたような溜ため息をこぼした。


「こうなることも……脚本ほんの内かい」


　ぽつりと、意識のないギネスに向かって、呟つぶやく。


　その呆あきれたような顔が、ふいにはっとしてベルを向いた。


「ふざけるな！」


　ベルが吠ほえた。途端に神官の剣が周囲から突き込まれて動きを封じられた。だがベルの鋭いまなざしに、その戦いぶりを見せられたこともあり、僅わずかに剣尖きつさきの列が乱れた。


「よせ、ここはおとなしくするんだ……ベル！」


「私に、剣を向けるな！」


　ベルが動いた。次の瞬間、神官団の何人かが宙を舞った。まさしく閃せん光こうのような剣撃であった。完全に至近距離から剣尖の陣列を構えていたというのに、実際にベルが動き出せば紙細工の檻おりに等しかった。


　慌てて剣を突き込んでくるが、ベルの方が圧倒的に迅はやい。またたく間に陣列が崩れ、一陣の剣風と化してベルが走り抜けた。


「ガフ！」


　追いすがりながら叫ぶ。


　だがガフは応こたえない。振り向きもしない。シェリーを両腕に抱えたまま、静かに背を向けて、そのままその場を立ち去ろうとさえしていた。


「私を見ろ！　ガフ！」


〈唸る剣ルンデイング〉を振るった。たとえようもない苛いら立だちと無念さがベルを衝つき動かしていた。


　ガフにもそれはどうしようもないことは判っている。だがせめてこちらを見るべきではないのか。自分が命じて捕らえさせようとした者を最後まで見届けないのか。王が死んだ。こんな騒ぎが起こってしまった。なぜか。王を殺すべき者が、その愛まな娘むすめであるシェリーだったのはどうしてか。何もかもわけが判らないまま、牢に放り込まれてたまるものか。それらの憤ふん懣まんがベルを走らせ、剣を振るわせ──そしてそれ以上にベルの内部で騒ぎ出すものがあった。


　王を斬ったとき──


（いったい……自分は何を斬った？）


　結局はその疑問がベル自身にもわけが判らぬほどの焦燥と不安を感じさせ、それがこのような感情の流れ、このような事態の流れによって、ガフに向かって剣を振るわせることとなったのだった。


　一瞬の間が、なんともゆっくりと過ぎ去っていった。


　ガフは微動だにしない。敢えてベルの剣撃をその身をもって受け切る気でいるとしか思えなかった。だがベルはもはや剣を止めることは出来ない。刃がガフの体に届く寸前、


（斬れるのか……？）


　ちらりとそんな疑問が脳裏をよぎり、そして高らかな剣撃の音が、その疑問を消した。


　なにかが、ベルの猛攻を真っ向からしのいでいた。


「アドニス……」


　驚きの声を上げたのは、ガフである。


　ガフの背後を守るようにして、アドニスがいた。ベルの見たこともないような流麗な片刃の剣を構え、〈唸る剣ルンデイング〉の剣撃をしのいでいた。


　きりきりと音を立てて〈唸る剣ルンデイング〉の刃をその撓しなう剣身に受け、剣撃の衝撃を見事に殺していた。その剣は決して〈唸る剣ルンデイング〉を避けてはいない。真っ向から、というのが最も当てはまるほどに、それはベルとベルの剣とを求めるようにして構えられているのだった。


　互いの刃を触れ合わせながら、ベルが、思わず驚きに目を瞠みはった。


「その剣……」


　刻印スペルがどこにも見当たらない剣だった。流麗であり素晴らしい出来栄えであることは判るが、なにかが異様だった。どこがどうというのでもない。しいて言えば、それがいまだ瑞みず々みずしい幼剣の段階であるようでいて、しかしとっくに朽ち果ててでもいるかのような老剣の雰囲気に満ちているのである。


　アドニスの唇が、すうっと吊つり上がった。


「〈錆びた爪ラステイネール〉……」


　酷薄な笑みが、そう言った。その剣の名だと知れた。ぞくりと冷たいものが背を走った。ベルはわけもなく肌が粟あわ立つのを覚えた。


「ガフ、神言は具体的に戦いをなす者を指定してはいない」


　ガフと背を合わせるかたちで、アドニスが囁ささやいた。


「アドニス、お主……」


　ためらうようなガフに、


「俺に言命しろ」


　アドニスは、ベルの厳しく強張るおもてを見据えながら、無造作に言った。


「この城の主族として！　早く！」


　ぎん。剣が互いを弾はじいた。同時に、ベルが大きく後ろに跳んでいる。信じ難い気持ちで、ガフとアドニスを見やった。


　ガフはアドニスの真意をはかるようにその横顔を見詰め、ついに決した。


「アドニス……お前に、ベルを任せる」


「仕つかまつる、兄王どの」


「ガフ！　アドニス！」


　ベルがわめいた。


　だがもはやガフはアドニスからさえ離れようとしている。


　周囲から神官どもが輪をつくってじりじりと迫り、ベルは歯を嚙かみ鳴らして目の前に立ちはだかるアドニスを見据えた。


「ベル……」


　アドニスの顔から、ふと笑みが消えた。


「俺を、斬れるか」


　ぶん。返答の代わりに、大きく〈唸る剣ルンデイング〉が空を裂いた。


「どけよ」


　アドニスはゆっくりと手法を変えて刃を返し、尖せん鋭えいなる刺突の姿勢になった。一瞬後にはその剣尖が自分の胸元にまで迫っているかもしれない。そう思わせるだけのしなやかなる緊張がアドニスの全身に満ちた。


　ベルは心の底でそれに感嘆していた。なんという剣気か。これまで姿を現さなかったのは、ひたすらに剣の修練に励んでいたからではないか。それも死に物狂いの苛か烈れつさで。そう思わせるものがその構えにあった。


　これまでのアドニスとは何もかもが違った。それでいて別人のようになったというのでもない。ただ、恐ろしく精錬された感があった。かつては身を切るようだった殺意も、そうたやすく表に現れぬ分、何倍にも凝縮されて冷気すらその身に漂わせている。


「お前……私たちが今、何のためにここにいるのか、判ってるのか」


　ベルが言った。戦いを押し止とどめようとする言ではなかった。ただそれだけは確かめておきたい。そういう口ぶりだった。


「カタコームか……。王が、間際にそんなことを口走っていたな」


　というのが、アドニスの冷淡な返答であった。


　知っていたのか。ならば、もう……。そういう言葉を、ベルはにわかに飲み込んだ。何か得体の知れないものを、アドニスの押し隠すような素振りに感じ取っていた。


　するとアドニスが、その押し隠したものを少しだけ開くように、薄く笑いを零こぼした。


「手遅れだ。何もかもがな。俺が、そうしてやった」


「お前……」


　呻うめいた。かろうじて、剣尖を乱さずにいられた。


「お前が、やったのか……」


　直感とはっきりとした確信が、ベルの胸中を鋭く切り裂いた。


「まさか、この……これを……この騒ぎを……」


　冷ややかな笑みが、アドニスの返答を示す全てだった。


「この馬鹿野郎っ！」


　ついに烈火のごとき怒りに満ちた。剣が猛然と唸うなりを上げ、引き絞られた弓のように、なお増して鋭利な緊張に身をゆだねた。いつもであればもうとっくに剣を振るっている。


　そうしなかったのは、単に相手の力量がそれを許さなかっただけだった。


「……あの妙な幻も、お前の仕業か！」


　そんなことはもうどうでもよかった。ただ相手との間合いをはかるために問うた。


「幻……？　ふん……神と魔の狭間に、何かを見たか……お前にしか見果てぬものを、理由ことわりの少女よ」


　刹せつ那なの間に、互いのこれまでの全てが凝縮されたような気がした。出会いのときを経て互いへの共感を見み出いだし、共に死地を生き延びてついに乗り越えようのない壁を互いの間に築いてしまった。互いを引き寄せ合った幾つもの瞬間の記憶が、両者の間でるつぼとなって煮え滾たぎり、破裂した。


　動いた。ほとんど同時に迅はしった。またたく間に戟げき尺しやくの間に入り、何もかもが引き寄せられるようにして互いの剣が振るわれた。


　轟とどろくような高らかな音とともに、かっと剣撃の衝撃が火花となって散った。


　おお……。周囲を取り囲む神官団が驚嘆を零し、ついでにわかに後退した。二人は止まらない。凄すさまじいまでの剣撃の応酬を繰り返しながら、二人が踊るように動いた。そちらへ手をかざすだけで指を切り飛ばされるのではないか。そう思わせるほどの猛烈な剣風を巻いて二人が舞台を移動した。


「ちいっ！」


「せっ！」


　ひときわ苛烈に剣撃を交わすと、その勢いで互いに離れた。舞台の縁を蹴けり、ほぼ同時に舞台から降りる。横ざまにそのまま走ると、観覧席の背もたれを蹴って走り、目はお互いを見据えたまま、二人、花道に降りた。剣を振るった。


　ぎん。青玉サフイユの花道が、剣撃の火花に照り輝く。互いに相手を脇から追うようにして円を描くと、更に打ち込んだ。一撃、二撃、三撃、どちらも退ひかずどちらも挫くじけず、並大抵の剣であればとっくに砕け散っているほどの凄せい絶ぜつなる剣撃がかすめ、周囲の観覧席がずたずたに切り裂かれてゆく。


（強い……！）


　ベルが瞠どう目もくした。互いの剣撃が、ベルにかつてないほどの感応を及ぼすことでもそれが判る。これほどの剣力をいったいどのようにしてこの短期間で手に入れたのか。


　いつか、自分の口から放たれた言葉が、思い出された。


（力不足だ、アドニス！）


　その応答として、アドニスは今この剣撃を振るっている。


　では、自分は──


（俺が、斬れるか……）


　あの夜に問われた答えを、自分は返せるのか。


「……終しまいは、剣が決めるさ」


　ぼそりと呟つぶやいた。決意があった。高らかな剣撃の音がそれをかき消した。ベルは僅わずかに剣尖きつさきを引き戻し、その一瞬の間に込められるだけの、ありったけの感応を込めた。


　刹那、〈唸る剣ルンデイング〉が激烈な力の塊と化した。アドニスのおもてが目に見えて引き締まった。かっと目を見開いて歯を食いしばっている。手にした剣を僅かに引いて身構える。その様子に、ふとベルはそのアドニスの手が素肌を見せていることに気づいた。あの硬い革の手袋はなく、裸の掌てのひらがしなやかに剣を操っている。


　ベルが唇を吊り上げた。何かを乗り越えた気がした。笑んだ。猛たけるようだった。烈火のごとき昂たかぶりが一瞬の内に剣撃に込められて放たれた。アドニスも苛烈な表情を浮かべ、剣尖を走らせる。互いに、凄惨といってもいいほどに、純然たる意志による笑みだった。


　互いの身が、透過し合うようにして擦れ違った。


　花道を踏みしめて振り返ったとき、剣撃の音がまだ高らかに鳴り響いていた。


　澄み渡るような音響。そして何かが宙を舞っている。アドニスの剣が、水もたまらぬ鮮やかさで断たれ、半ばから切り砕かれて飛んでいた。


　きりきりと剣尖が舞い落ち、観覧席の一つに突き刺さった。と同時に、アドニスが、がくりと膝ひざをつく。


（斬った…？）


　ベルが大きく息をついて、うずくまるアドニスの背を凝視した。


　異変が起こったのはそのときである。


　切り砕いたはずの剣の尖端が、突然また新たな感応に満ちた。かと思うと次の瞬間には突き刺さった観覧席から飛び跳ね、ベルに向かって宙を飛んできている。


　とはいえ戦いの気構えを解いたわけではない。ベルも即座にそれに対応した。たった今、ありったけの感応を込めた〈唸る剣ルンデイング〉を振るって、今度こそ木っ端微み塵じんにそれを砕いた。


「う……っ!?」


　異様な感触が返ってきた。


　ベルは愕がく然ぜんとして〈唸る剣ルンデイング〉を見詰めた。流麗な形状は鈍重さに隠れ、刃が全く鋭さを失って丸く収まってしまっていた。白銀に輝いていたはずの剣肌は老いたユリ科の鋼の色を見せ、そこに溢あふれんばかりに満ちていたはずの何もかもが、力を失っていた。


（まさか……）


　胸中にひやりとするものを感じながら、瞠目してアドニスを見た。


　アドニスがゆっくりと立ち上がり、ベルを振り向く。


　その左腕が、だらりと垂れ下がり、右手だけで剣を握っていた。剣撃の衝撃に耐え切れず、骨がぐずぐずに砕けていた。その様子が、衣服の上からでもはっきりと判る。砕かれた剣自体の傷みが感応となって流れ込んだのも合わせて、気も狂わんばかりの苦痛がアドニスの内部で荒れ狂っているはずであった。


　だが、それでもなお、アドニスが蒼そう白はくの顔で口の端に酷薄な笑みを溜めている。


（そんな……）


　ベルは信じ難い気持ちで、アドニスの剣を凝視した。


　切り砕いたはずの刃が、噓のように元に戻っていた。


　ぼそりと、アドニスが呟いた。


「永遠に枯れ続ける剣……」


　鬼気迫る目で、ベルを見た。


「已然形ポスト・フエストウムの刃を滅ぼせる剣など、この世に存在しない」


　ぞくり。ベルの全身が鳥肌立った。ほとんど本能的な恐怖が腹の底から込み上げて来る。


　今こそはっきりと悟っていた。


（食われた……！）


　そうとしか言い様がなかった。強烈無比なる〈唸る剣ルンデイング〉の力を、どうやってか、あの剣が、切り砕かれながらも、食らったのだ。


　ふいに、


　ぎぃ……


　と、何かが鳴いた。


　ぢぃ……


　ぢぃ……


　そういう、いやに硬質で癇かんに障る、無数の虫の呻き声のような音が、アドニスの剣から放たれているのだ。


　──ＥＥＥ……


　アドニスの剣に共鳴するかのように、〈唸る剣ルンデイング〉が、鋭く唸うなりを帯びた。その形状がひとりでに鋭く優雅に引き締まり、剣肌が白銀の色に染まってゆく。


「〈唸る剣ルンデイング〉……？　そんな……その剣……」


　ベルの戦せん慄りつを嘲あざ笑わらうかのように、アドニスの剣がその姿を歪わい形けいさせていった。


「アドニス、お前……」


　言葉にならなかった。何かあまりに自明過ぎてかえって判然とせぬものが喉のど元の辺りでつかえている。


　代わりに、アドニスが、砕けた左腕をだらりとぶら下げるようにして歩み寄り、言った。


「同じ鍛つくり手による二つの剣が、共振しているのだ……。お前のその未然形アンテ・フエストウムの刃に、俺の刃が惹ひかれているのが判るぞ……。まるで果てぬ愛憎のるつぼのような感応だ……」


　声が掠かすれるようにして消え、次の瞬間、腕一本砕かれた者とは思えぬほどの迅速さでアドニスが動いた。


　右腕だけで剣を振るった。ベルは何故かそれを避けて遠く後ろに跳んだ。ほとんど恐怖に駆られていた。


「くそっ……！」


　氷塊をのんだようにすくみあがる胸中を叱しつ咤たし、歯嚙みして剣を構えた。ここで更に退いては一気にアドニスが駆け込んでくるのが目に見えていた。青玉サフイユの花道を今まで以上の力を込めて踏みしめる。


〈唸る剣ルンデイング〉の超重量に、感応せる力が加わって、宝玉の床が軋きしみを上げた。振りかぶった。跳んだ。真っ直ぐ剣を振るった。


　かあん。やけに乾いた音が響いた。刃と刃が絡み合い、切り結んだ。膠こう着ちやくした。ぞっとベルの背を冷たいものが走った。アドニスの剣がぐねぐねと歪ゆがみ、腐敗の色もあらわに錆さびを浮き上がらせた。剣尖はかぎ爪のようにささくれ立ち、刃筋はいまや剣というよりも、幾つもの首斬り鎌を束ねて歪めた、螺ら旋せんの形状であった。


「それがお前の呪いの本性か！　ようやく手に適かなう剣を見つけたようじゃないか！」


　ベルがしいて猛った。恐怖があった。何か得体のしれないものを、アドニスがまだまだ隠し持っているような直感があった。


「同時に、祝福のかたちでもある……」


　アドニスが冷ややかに応こたえた。右手だけで振るっていたはずが、その左手も、ぐねぐねと歪みながら伸びる柄つかにかかっている。一瞬の内に治癒を施したかと思ったが、違う。


　錆さびた針金のようなものが、柄元から無数に伸びて、左腕全体に絡みついているのだ。砕かれた腕を更に苛さいなむようにきりきりと食い込み、肉を裂いて血を滴らせながらも、剣自体が手を離すことを許さぬかのように柄に縛りつけていた。


　ベルの口の中で苦いものが湧いた。こんなおぞましい剣が、〈唸る剣ルンデイング〉の兄弟だって？


　──だが、それは正しかった。


　剣撃を交わし合うごとに、似て非なる鋼の意志が互いを食らい合うようにして入り交じっていた。それはあたかも双子に似ていた。腹違いの双子。ありえない対の存在。あまりにかけ離れていながら、それゆえにむしろ最も強烈に存在が惹かれ合うかのように。


　ふいに──


　この異形の剣に、全く別の感応が混じった。


　あるいはそれはベルに由縁する根本的な何かが、激しく切り結ぶ二人によって強引に引き起こされたものであったのだろうか。


　ベルはまたもやあの幻影が目の前に現れたのを悟った。


（う……あ……）


　アドニスの振るう刃に、その顔が映し出されていた。まるでベルの剣撃をそこで待つかのように、幼いベルの顔が、訴えるような哀しみの目を向けていた。かと思うと、それがぐるりとひっくり返って白目を剝むいた。奇妙に現実感に欠けていながら、確かにそこに見ることの出来る、異様な幻であった。


「こざかしいんだよ！」


　ベルはそれをアドニスの手管として吐き捨てた。大振りに剣を振るって敢えて隙を見せておいて、相手の剣を誘う。予想通りそれに乗ってこないのをいいことに、ベルはさっと身を退ひいた。


「む……？」


　しかしアドニスもまた、ふいにそれに気づいたように剣を引いた。


　幼いベルが、徐々に実体を伴うかのように陰影を濃く浮かべながら現れていた。向こう側の風景が透けて見えるようだった稀き薄はくさがにわかに肉と骨の重みを伴って、ベルとアドニスの両者の対たい峙じする狭はざ間まに、降り立つようにして立ち現れていたのだった。


「どうして……」


　いまやアドニスにも聞こえるだろう声で、幼いベルが、はっきりとそう呟つぶやいた。


「そうか……」


　アドニスが、にやりと唇を吊つり上げて言った。


「それが、お前の呪いのかたちというわけか……」


　想像を絶する苦痛がその身を襲っているだろうに、アドニスは砕けた左腕だけで剣を振るうなどというまねまで見せてベルに応えを促した。


「私の呪いだって？」


　鼻に皺しわを寄せた。胸の奥が冷たいものを飲んだようにまた恐怖に脅かされようとしていた。それに耐えてベルはアドニスを睨にらみ据えた。


「わけが判らないよ。お前の手管じゃあなさそうだけど……」


　にわかに、


（何を、斬った──）


　怪物と化した王を斬ったときの恐怖が思い出され、


「一つだけはっきりしてるのは、私は、こいつが、死ぬほど嫌いだってことさ」


　敢えて、しいて、ベルは、猛りの色に全身を染め上げた。


　幼いベルが、ぐるりとまた眼球を戻し、半眼の目をベルに向けた。


「……それこそ、ぶった斬ってやりたいくらいだよっ。お前ごとっ！」


　言うが早いか、ベルは今度こそ猛烈なる勢いでアドニスに向かって跳びかかった。迅速などというものではない。踏みしめた宝玉の床に亀裂が走り、粉々に砕けた。さきほどとは違って、十分に感応を込めるだけの間合いと時間があった。このまま剣を投げ放たねば相手の身体ごとベルの両腕が木っ端微み塵じんに消し飛びかねなかった。それほどの力の塊が〈唸る剣ルンデイング〉に満ちて振るわれた。


　ＥＥＥＥＥＲＲＲＲＲＥＥＥＥＥ……！


　広間全体が震しん撼かんして剣の唸りに満ちた。アドニスもまた滑るように動いている。


「俺を──俺の存在を、止揚することが出来るか、ベル！」


　雄お叫たけびのようなアドニスの声が聞こえ、その意味をベルがみとめることのないままに、互いの剣が真っ向から苛か烈れつなる一撃を奏で上げていた。


　幼いベルの姿が、二人の剣撃の狭間で塵ちりのように吹き飛んだ。剣撃の圧力で周囲が抉えぐれ返った。ばらばらと何やら判らぬ破片が降り注いだ。ベルは粉々に砕けた幼いベルの血肉がそこら中に飛び散ったような錯覚を覚えた。


　粉ふん塵じんがもうもうと立ち込め、ベルは大きく脇へと跳んだ。


　着地した途端、膝ひざががくがく震えているのに気づいた。全身がとてつもない疲労に震えている。どっと汗が湧いた。息が荒い。ふとその身を見やると、なまじの鎧よろいよりもはるかに頑丈なはずの戦闘衣装がずたずたに裂けて紅色カメリアの生地がところどころ赤黒く染まっている。アドニスと交わした剣撃に、そうとみとめる間もなく負傷したのだろう。致命的な傷はないとはいえ、決して浅い傷ではなかった。


　油断なく〈唸る剣ルンデイング〉を構えながら、アドニスの姿を捜す。


　──いた。粉塵の向こうに、それとはっきり判る人影が見えた。


　剣を握る手に、更に力を込める。──ふと、左手に何の感覚もないと思ったら、水鋼で出来た手甲が砕け、小指と中指があらぬ方向を向いて曲がっている。剣撃の衝撃を流し切れなかったのだ。


　舌打ちしながら、額からゆっくりと垂れてくる血を、感覚のないその左手で拭ぬぐった。


　ゆらりと人影が動いた。いたって緩慢な動作だ。ベルは全身の疲労に耐えて剣尖きつさきを構えた。


　──と、


　ベルは剣の尖端を探している自分の目に気づいた。


　がつんと、わけも判らず脳裏をぶん殴られたような衝撃が走った。


「あ……？」


　老いたユリ科の鋼のくすみもみすぼらしく、〈唸る剣ルンデイング〉の剣身が深く亀裂を走らせていた。剣尖などもはや影もかたちもない。尖せん端たんから刃長の四分の一ほどが粉々に砕けて、欠損の姿も無惨に、早くも枯剣の様相を呈している。


「あ……あ……」


　愕がく然ぜんとした。粉塵の向こうで、声がした。


「期待通りだ……」


　血の臭いが強く鼻を刺した。ふいに、アドニスが粉塵から姿を現した。全身を切り刻まれたような姿だった。


　ベルが弾はじかれたように退いた。


　アドニスの透徹した目が、負傷にまみれながらも冷静にそのベルの様子を見据えた。ついで、尖端を砕かれた〈唸る剣ルンデイング〉を見た。呟くように言った。


「剣の形けい骸がいを乗り越えることこそ、剣の鍛つくり手が……我々握り手に託した未来……」


　言葉が掠かすれるようにして消え、代わりに、ペっと血を吐いた。


　ぢぃ……と剣が哭ないた。


　ベルの〈唸る剣ルンデイング〉に劣らず、剣尖から柄にかけて、激しく損壊の亀裂を走らせている。


　だが、にわかにその剣がするすると腐った弦の姿にほどけると、アドニスの身から零こぼれる血を啜すするようにしてその肉体に絡まり、なおその刃を歪みに成長させた。今やそれは、何重もの螺旋を描いて伸びる、ささくれた月の形象スパイラルであった。死への回帰を刃の象しように込め、アドニスが、唇を真っ赤に染め上げて言った。


「俺を止揚することも出来ずに……神を止揚することが出来るものか……」


　その右腕がきりきりと肉を裂いて剣の柄に縛りつけられている。もはや両腕ともに砕けきっているのだ。それでもなお、剣は自らを振るうことを握り手に求めるように剣尖を構えさせ、ベルに差し伸べるようにして剣を向けさせていた。


「あ……」


　満身創そう痍いで剣を構えるアドニスの姿に、ベルはにわかに鼓動が騒ぐのを感じた。猛たけりではない。恐怖でさえない。何かが止められぬままに進行し、決定的な喪失を導くことへの予感の震えであった。


「死ぬぞ……」


　ベルが言った。誰が？　別の自分が脳裏で囁ささやいた。──それとも、何が？


　剣だ。斬るために。振るう──


（死……）


　ぞくり！


　衝撃が走った。全身がわななくほどのはっきりとした予感がベルを貫いた。頭が痺しびれて思考にならない。どうにかしなければ。もし失えば。絶望して死ぬ。いつかそんなことを考えたことがあったっけ……いつ……。アドニスがにじり寄るようにして歩を進めた。止められない。剣が唸うなりを帯びた。もうこれ以上は駄目だ。今度こそ本当に砕ける。壊れてしまう。私が、壊れてしまう──


「理由ことわりの少女よ!!」


　アドニスが喉のども裂けんばかりに雄叫びを上げた。


　その剣が、慟どう哭こくの声を上げた。


　周囲を取り囲む神官どもも、また広間の扉に立って苦渋に満ちて見守るガフも、思わずぞっとおぞけをふるった。それほどの剣の感応であった。


「逃げろ、ベル！」


　叫んだ。誰か。ベネットだ。そちらを見ずとも声で判った。なんという切迫した叫びか。


　だがどこへ逃げろというのか。この男の前から退けというのか。


　そのときだった。アドニスの顔に滴したたるものがあった。血だ。だが傷ではない。


「な……」


　びくっとベルが震えた。アドニスの顔面に、傷とはまた別のものを目にしたせいだった。反射的に剣を構えていた。砕けた指が痺れとも痛みともつかぬ感覚を返した。


　ベルは、相手の相貌かおを、信じ難い気持ちで凝視した。


　ふつふつと血玉をつくり、アドニスの顔面に浮かび上がる嘆きの刻印スペルを目の当たりにして、今こそベルは全てを理解した。


　アドニスが、どこへ姿を消していたのか。


　どこで、そのような剣と力とを手に入れたのか。


　かつて〈唸る剣ルンデイング〉を作り上げてのち、その鍛つくり手が去っていったという──


　この世のどこにも楽を見み出いだせなくなった、影法師たちの群。


　飢餓同盟タルトタタン。


　その名が、灼しやく熱ねつを帯びてベルの脳裏に浮かび上がった。


　アドニスは笑っている。


（旅に……）


　動け。頭のどこかで、別のベルが叫んだ。


（一緒に、旅に出ようと……）


　早く。剣を。


「アドニス!!」


　これは純粋なる怒りだろうか。


　いつどのように剣に感応を込めたのかも判らなかった。得体の知れない衝動があった。朽ち果てようとしていた〈唸る剣ルンデイング〉がいっときまた白銀に輝き、その損壊などあるべくもないとでもいうように苛烈に刃をあらわした。


　叫んだ。二人、ともに動いた。互いに手を差し伸べ合うのにも似て斬り結んだ。一瞬だった。互いの息吹を感じ取れるほどの間近さで、ベルとアドニスの目が合った。


　剣撃があった。その響きとともに、自分たちの血肉さえもが、一瞬で互いに擦り抜けあった気がした。


　何か決定的な感情の流れが音もなく交感し、そして消えた。


　あとには何も残らず、ただ遠く広がる影響の音だけが響き渡り、二人、背を向け合った。


　踏みしめた花道が、ベルの足の下で粉々に砕けた。青玉サフイユの破片が、微細な輝きに舞った。


　はらはらと、その輝きに混じって、白銀の輝きが飛び散ってゆく。美しい亡なき骸がらが宙を舞うさまが、ベルを果てしない悲痛に落とし込んだ。


　力が抜けた。ゆっくりと腰が沈んだ。がらん。剣が床を打って虚うつろな音を立てた。膝ひざをついた。そのまますとんと脱力した。もう起き上がれるとは思わなかった。


　緩慢に過ぎゆく時の中で、負傷に満ちた男が遠く背後に佇たたずんでなにごとかを囁き、ゆっくりとゆっくりと黄牙アイボリーの衣の神官どもが剣尖を向けてベルを取り囲んだ。


　ベルの目がのろのろと己の手を見た。剣の鍔つば元を見た。そして、ぽっかり砕け散った〈唸る剣ルンデイング〉を見た。


　剣のか細い唸りが、しんと静まる空気に溶けるようにして、消えてゆく。


　その唸りの残響を追うように、ベルの顔が天を仰いだ。喘あえいだ。息がうまくできない。きりきりと歯を嚙かんだ。これこそが敗北なのだと悟ったとき、目の前が真っ白になり、いまだかつて経験したことのない叫喚がその口から荒すさぶように迸ほとばしっていた。





　それから半刻も待たずに、ベルたち三人は牢ろう囚しゆうの者となった。
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「この剣に懸けてみなに問う！　主なる役を決する意志を！」


　損壊激しい〈玉座の間〉にて──


　多くの観覧者が集う中、筆頭剣士たるシャンディ＝ガフの叫びが鋭くこだました。


　観覧者の大半は剣士である。その他は一見して上級者ハイ・クラスと判る諸もろ々もろの楽者たち、あるいは語り部たちだった。みな破壊の痕こん跡せきをよけるようにして舞台にのぞみ、真しん摯しにこの儀式に参列している。


　舞台の上ではガフが陣頭に立って観衆を見渡し、その背後には百を超す黄牙アイボリーの衣の神官団が、厳然とした仮面のまなざしで立ち並んでいた。


　ガフはどこか形式がかった素振りでひととおり観衆を見渡すと、自分の動作を観衆にはっきりと確認させるように、ゆっくりとその剣を抜き放っていった。


　きん──と澄んだ抜剣の音アンコルクが静寂を裂き、


「王たらんと雌雄を決する者はいるか！」


　ガフの叫びに応じて、わあっ……と怒ど濤とうのような歓呼の声が起こった。


　その歓声に押されるようにして、剣士たちが一斉に立ち上がった。緊迫した顔で剣に手をかけた。またたく間だった。舞台に立つガフに向けて、にわかに数百もの剣が騒然として抜き放たれていた。


　とはいえ剣尖きつさきを構える者はいない。淡紅インペリアルトパーズに輝く王国の剣を掲げたガフに対し、全ての剣士たちが剣尖を下に、または己の腹や胸元に向け、柄つかを差し出すようにして舞台にのぞんでいた。


　しん、とまた広間が静まり返り──


　ガフは、それらの剣の群をまたざっと見渡した。


（……なんとも、呆あつ気けない）


　胸中に、その思いが湧いた。


　全ては習慣ならわしだった。王者は既に神の予定調和によって選び出されているのであり、それに異議を示す必要のある者など、この場にいるはずもなかった。


　そして、ここで王者の力量を民に示すべく、何人かの剣士が舞台にのぼって剣を交えるのもまた、通例だった。中央区キヤストラルの四大剣士とは、もともとそのための呼ばれ名であり、王たる者の証明としての剣闘に赴く、選ばれた者たちを指していた。


　だが、四大剣士のうち二人は既に死んでいる。またアドニスは負傷激しくこの場にはいない。最後の一人は他ならぬガフそのひとであるから、この王たる者の承認は異例といっていいほど速やかに行われていた。


（これを空しいとはいうまい……キール、ティツィアーノ……お前たちとここで剣を交えることこそ、我らの誉れとなるはずであったものを……）


　それでもなお、ガフは剣士たちの中から新たな四大剣士たらんとする者を探した。


　剣の群は、依然として一様に、服従の証あかしを立てている。


（仕方あるまい……）


　ガフは剣を掲げたまま、ゆっくりと玉座の後ろへ回った。歩みは自然と遅かった。自分と剣を交わすべく声を上げる者を待ち、やがて玉座の後ろに立つと同時にそれを諦あきらめた。


「王たる者とその剣は、ここに決した！」


　玉座越しにそう宣言するや、観覧席で剣を捧ささげる剣士たちが一斉に剣を収めた。次々と鳴り響くその鞘に収める音ケースバイケースが、ふたたび歓呼の声をみちびいてゆく。


　広間を揺るがすかのような歓声に応こたえ──


「古き王は死んだ！」


　ガフの剣が、空を焦がさんばかりにして振るわれた。一刀両断とはこのことだった。感応に満ちた苛か烈れつな剣撃が、絢けん爛らんたる玉座を見事に両断し粉々に吹き飛ばした。


（王は、死んだ……）


　刹せつ那な、ガフは胸中でその言葉を繰り返し呟つぶやいた。


（あるいは、こうして殺されたのだ）


　ゆっくりと剣を戻した。無論、刃こぼれひとつない。その堅固にして鮮烈なる刃をふりかざし、王者の威厳に満ちて叫んでいた。


「我こそは主なり！　ここに我が新たなる玉座を用意せよ！　我もまた神の予定調和に従い、いつかこの神の樹にやどる者となろう！」


　いまや観覧者たちは手に手におのおのの楽器を掲げて打ち鳴らし、楽器を持たぬ者はいっそう強く声を上げて足を踏み鳴らし、あたかも広間に集う者たちが一個の鳴動する楽器と化すかのようであった。


　その、さなか──


　熱狂とさえいえる歓声のまっただ中にあって、民を照覧するガフは、けわしい王者のおもてに茫ぼう漠ばくとしたまなざしをたたえていた。


　全ては通例であり、何一つとして変わりえぬ。


（これが、城だ。これが、秩序だ……ベルよ──）


　自然と、その思いが、今や遠く隔たった妹弟子への言葉として胸中に呟かれていた。


（この儀式ののち、王の死があらためて民に伝えられることになる。城の語り部たちが統率する、直下の新聞屋デイーラーを通じて……。いかなる死が王を襲ったか──詳細はないに等しい。ただ〈魔ニドホツグ〉なる者が現れ、破壊をもたらした際に王が斃たおれた。そしてその者もまた無事に斃された旨が……城から一方的に伝聞テルヒアされるだけだ。誰もが、この広間の破壊の真相を知らぬまま、勝手な噂に興じるだろう）


（真相は神の御み枝えに預けられ、民はそれを知り得ない。城の〈剣と天秤ジヤステイス〉が、国の秤動バランスを保ち続ける限り、何をあえて疑うことがあるというのか……王一いつ己この死は、賑にぎやかな風聞の中に、霞かすむようにして埋もれてゆくばかりだ……）


（ベルよ……お前の勇敢なる行為もまた、何事もなく闇に葬り去られることになるだろう──俺が、そして秩序なすこの城が、そうするのだ）


　歓呼の声はいまだやまず、ガフは着々と儀式を進めながらも、もはや幾重もの思いが連なってとめどなく心中に湧き出すのをこらえきれずにいた。


（お前に、見せたかった。決して共感されることがないと判っていても──今日、俺がここに立つ本当の意味を、お前にだけは、伝えておきたかった……）


　それは苦く悶もんの呟きに似て、牢囚の妹弟子に呼びかけるようにガフの胸中を満たした。


（ベルよ……秩序とは、演技のことだ。演技とは、神から与えられた役割を演ずることをいうのだ。俺は、王という役割を、己の全存在を懸けて演じよう。この楽園世界の全ての者が、そうして神なる配役に従うのだ。お前もまた、その在り方から逃れることは出来ん。自由なる配役を己に与えることなど、許されることではないのだ）


　ガフはまなざしを閉じた。闇の中で更に剣を掲げて己が身に降り注がれる声の重圧を甘んじて受け止めた。陶酔にも似た、沈痛な思いが全身に溢あふれ返っていた。


（秩序なす舞台は、神なる配役とその演技の業わざが予定調和されてこそ成り立つ……そしてそこで我々は常に、民を支配するという役を、神に配役せねばならん。そうしてこそ神は真に我らを統べ、我らは民として神を奉まつることで予定調和なす楽の意志に満ちた世界を約束されるのだ。その秤動はからいが崩れるとき──楽の意志は見失われ、神は我々を配役するすべを忘れ、絶対なる秩序のかたちが暴力となって民を襲う……）


　そうして、ゆっくりと、己の在あり処かを確かめる者の顔で、瞼まぶたを開いていった。


　舞台の裾すそでは、シェリーが歌士団と紫衣の神官団を率いて立ち、この儀式を見守っている。そのおもては哀しみの無表情さにおおわれ、祝福の姿勢は苦悩と心痛の様子と表裏をなして、静かにガフを見詰めていた。


（シェリー……）


　いつかガフを、神と民の狭はざ間まにある者として、神の樹に送り込むべく神言を伝えるのはシェリーの役である。それは神への供犠いけにえとして、民なる王者を捧げる行為だといえた。


　そしてそのとき、ガフは死ぬのだ。新しい存在となって神の樹にあって生まれ変わり、玉座はそのとき真にガフの墓標となってこの広間に冷ややかに鎮座する。王は死を死ぬ者として、全ての民に、神に対する在り方を示す者であるのだ。


（ベルよ──王とは奴隷だ。神に対し、最も奴隷である者のことをいうのだ。孤独で特権を意識する者──そのような奴隷の思想が、王たる者の唯一の在り方なのだ。秩序の源たる奴隷として……俺は王を生きる）


　ガフはしいて視界からシェリーを外し、観衆を向いた。


　まなざしのすぐ下では、断たれた玉座が粉々になって装飾をまき散らし、嵌はめ込まれていた時計石オクロツクたちが乾いた黄砂サンド・イエローを示しながら、Lin Linと寂しげな音を立てている。


（この世で最も危うきは、真に正しきと主張するこの秩序なのだ。そして俺はこれを守らねばならぬ……。この秩序が暴力となって民を侵さぬためにも、誰かがそれを守らねばならんのだ……！）


　ガフは歯を食いしばり、猛たけるような笑みを見せて観衆に向かってなおも剣を掲げた。


（ベルよ──お前のような者に改心を求め、一いつ己この剣士としてこの秩序に従うことを、どうして俺が強要出来るだろうか。だがそうせぬ限り、お前は永遠に牢ろう囚しゆうの身だ。せめていっとき……旅への〈鍵かぎ〉を奏でるまではこの秩序に従え。お前に対する神の配役は、既に決まっているのだ。この俺とともに、また、なによりシェリーの傍らに、もう一人の王女として立て……！）


（神なる〈剣と天秤ジヤステイス〉──それが、全ての象徴だ。神に逆らい、己のみに通用するような独断なる〈剣と天秤〉の存在を、決して認めることは出来んのだ。ベルよ──俺に、お前を斬らせるな……！）


　そうして──


　最後に大観衆を見渡し、ガフは、儀式の終結を果たすべく神の樹を振り返った。


　そのときである。


　ガフは突然、己の体内を得体の知れない猛烈な衝撃が走るのを覚えた。


　その正体の知れぬまま、自然と、足が、神の樹に向かって引き寄せられるようにして進んでゆく。


（なんだ……!?）


　誰も、それに気づいていない。最後の仕儀を待ち、新たな王となったガフの挙動を期待に満ちて見守っている。ガフはかっと目を見開いて神の樹を凝視した。


　ある大いなる意志が、様々な思いを全て吹き飛ばしてゆくのを感じた。


　ふいに、その足が止まった。


　眼前にそびえる巨大な樹に向かって、まなざしが畏い怖ふの色を帯びた。


「神なる巫覡みことして……」


　その口が、半ば己の意志、半ば全く別のものの意志という不可思議なる状態で囁ささやいた。


「言を……伝える……新生せる王の仕儀として……見つけ出せ……」


　何をか!?　ガフが声にならぬ声で叫んだ。


「旅の〈鍵〉を……」


　観衆の声にかき消され、それはかろうじてガフそのひとにのみ伝えられていた。


（この俺が、神言を……だが、これは……）


　なんというか細く、惨めなまでに小さな囁きか。ガフは己の口こう腔こうがなおも神言を放つのを感じながら、シェリーを見やった。そして愕がく然ぜんとした。シェリーはいたって穏やかな顔でいる。この神言が届いている様子は微み塵じんも見えなかった。


　それこそ衝撃であった。シェリーにも届いておらぬ神言。それは、ガフが王たらんとする者としてただ一人受け取ったことを意味した。そしてそのとき、


「破壊せよ……」


　はっきりと、ガフは己の放つ神の言葉を聞いた。


「〈鍵〉は、黒の時刻、黒の方位にある……それを見み出いだせる者は、唯一、玉座を持てる、兄王のみ……それを、破壊しうる者もまた、同じく……」


（黒の時刻、黒の方位だと……？　いったいなんなのだそれは。そんな時刻や方位など……だが──これは……しかし、なんということか……ベルよ──）


　幾重もの思念がガフの胸中でぶつかり合い、雷光のごとく火花を散らしつつも、その衝撃なる思いを貫くようにして、


「破壊せよ……〈鍵〉を……」


　か細き囁きが、確かにそう告げていた。


　のろのろと神の樹から離れた。ほとんど無意識に観衆を振り返っていた。誰一人として、すぐ側に立ち並ぶ黄衣の神官たちでさえ、ガフのその様子をいぶかしむ者はいなかった。


　茫漠とした感覚に突き落とされながらも──


　ガフは、儀式をつつがなく終えさせた。





２




　じりじりと音を立てて燃えるのは、火の刻印スペルを刻まれた蠟ろう燭そくの炎だ。時が至るまで決して消えぬとされる、牢獄の扉の脇に設けられた蠟燭だった。


　その焦げつく音が、厳重に封印された鋼鉄の扉の覗のぞき窓の隙間から微かすかに聞こえてくる。


　ベルはベッドの上でうずくまり、激しく損壊した〈唸る剣ルンデイング〉を抱き締めたままかたくなに顔を膝ひざの間に伏せ、今やその炎の音を心の疼とう痛つうとして聞くばかりであった。


　牢とはいつでもそういうものだった。ベルが自分の意志でどこかへ赴こうとするつど、ベルを傷あやめるものとして、また同時に負傷に嘆くベルを守るように閉ざしめるものとして、牢囚の時は訪れていた。


　初めて〈唸る剣ルンデイング〉を手にしたときは迎えを待ち続け、二度目は自らその扉を破った末に剣士としての資格を手に入れている。そして三度目のこのとき──


　ベルはひたすらに闇を漂った。


　己の中に茫ぼう漠ばくと広がる、心の負傷の闇に、どこまでも落ち込んでゆく。


　そのベルを治癒し、衣服や食事を用意し、また部屋をまるで宿舎の一室のように調えたのは、なんと紫の衣の神官たちであった。


　覗き窓は今は外側から閉められているが、それ以前に、内側から美しい紫の布で塞ふさがれていた。神官の一人が自らの衣を裂き、牢囚たるベルを獄吏の目に触れさせるのを防いだのである。神官の衣であるがゆえに、獄吏もまたそれを取り外すことが出来なかった。


　そればかりか公務のさなかにも頻繁に姿を見せ、なにかとベルの身の回りを世話し、あたかもベルが王族の同胞ともがらであるかのような扱いを見せていたのだった。


　彼女たち──紫衣の神官はみな女性であったのだが、城にあって〈剣と天秤の間パブリツクオブジヤステイス〉の一つである〈舞踏の間〉を主宰する特権者たる彼女たちが、そうまでしてベルを庇かばったのは、他ならぬ〈玉座の間〉での一件が理由である。


　それは、シェリーが父である王を斃たおすことから救ってくれたベルに対する感謝の念であり、決して神に逆らえぬ彼女たちと、また彼女たちが服従する城の歌姫の心痛を和らげるための、せめてもの心づくしといえた。


〈玉座の間〉でベルの勇敢な姿を見た彼女らは、同じ神官団の中で自分たちの立場がどれだけ悪くなろうと、またこの牢囚の塔ミスキヤストルの獄吏があわを食って、勝手に牢を豪ごう奢しやな宿場の一室に変えようとする彼女たちを止めようと怒鳴り散らすのもしりぞけ、ベルだけではなく同じく牢囚の身となったギネスやベネットに対しても同様に世話していた。


　毎食ごとに彼女らの手ずから作った食事を届け、衣服を洗濯し、紅色カメリアの戦闘衣装グラスウエアは綺き麗れいに洗われて、これまた獄吏を無視して勝手に運び入れた机の上にたたまれて置いてあった。


　まるで、いつでもこの部屋を出ることが可能なような、逆にいえばいつまでもここで安息していられるような状況なのである。


　だが──


　その心づくしも、今のベルには一切、届きえぬ。


　あまりに多くの負傷に痛むがゆえに、また、これまで常に自分とともにあった〈唸る剣ルンデイング〉が激しく破壊されたため、もう扉を自ら砕いて出て行くことさえ封じられ、ただただ自らの内側へ、その闇の淵ふちへと沈み込んでゆくばかりだった。


　いったいどれほどの時が過ぎたのか──


　ふいに、その静かな闇に、一石が投じられていた。


　ベルがはっと目を開いた。


　鍵の開く音に、自分が反応したのだ。そう気づくのに、しばらくかかった。


　その目が、内心の闇から移り、ゆっくりと現実の世界を向いた。


　ぎい……と軋きしんだ音を立てて扉が押し開かれ、一人の男がそこに立っていた。


　ベルの手が、堅く膝を抱いた。


　無表情とさえいえる目で、男を見た。あまりに多くの感情の色が交じり合うため、にわかには表情をうかがうことの出来ぬ漆黒のまなざしであった。


「アドニス……」


　呟つぶやきは鋭く、重い。


　アドニスは扉を開け放ったまま、じっとベルを見つめた。しなやかな風ふう貌ぼうに、凝縮された冷気を抱くかのような、ベルの知らぬ顔がそこにあった。深紅の頭巾バンダナが表情を押し隠し、青年の顔でありながら、そこに壮齢の者の皺しわさえ見てとれそうだった。


「剣の形けい骸がいを抱き締めて放そうとしない。その姿が、全てを物語っている」


　説くでもなく諭すでもない、うっそりとしたアドニスの呟きが、牢にこだました。


「だから俺などに敗れたんだ。力の発揮を封じ、見定めようとする目から隠すのが牢ろうであるならば、牢獄とはお前自身だ、ベル」


　ベルは、目を細めた。


　横手の窓から、ベルとアドニスの間へと、暖かな陽射しが降り注いでいた。だがその淡い光のせいで、かえってアドニスの姿が影に隠れるようだった。その両腕に巻かれた包帯がそこだけ異様に白く浮かび上がり、不吉なものとしてベルに近づいてこようとしていた。


「だから、何だ」


　ベルが剣けん呑のんに言った。首筋がちりちりと逆立っていた。


「何しに来たんだ、お前」


　アドニスが無言のままベルに向かって歩み寄った。


　にわかにベルの背を冷たいものが走った。ぞっと総毛立った。不吉な影法師の姿をまとってアドニスが近づいてきた。包帯を巻かれた手がそこだけ白く、何の感情も持ち合わせていない様子で触れてきた。


　突然、アドニスが、弾はじかれたように後ろに跳んだ。


　同時に、猛烈な唸うなりの咆ほう哮こうが響き渡った。びりびりと家具が震え、この狭い部屋など一瞬で吹き飛びそうなほどの力がベルの手の内に満ちていた。


　ベルは床に立った。


「私に触るな！」


　それまで亡なき骸がらの様子を見せていた〈唸る剣ルンデイング〉がいまや欠損した姿にもかかわらず白銀の輝きに満ち、一瞬で鋭く優美な刃のかたちをあらわすとアドニスの動きをぴたりと制した。


「私も〈唸る剣ルンデイング〉も、まだ死んじゃいない！」


「……いずれ完全に朽ち果てる。時間の問題だ」


　猛然と叫ぶベルに、うっそりとアドニスが返した。


　ベルのまなざしが怒りに満ちてアドニスを見据えた。唸りは更に高く響き渡り、にもかかわらずアドニスの酷薄な呟きがはっきりとベルの耳じ朶だを打った。


「力を形骸より解き放て」


　すっと慎重に膝を折り、懐から何かを取り出すと、感情も温もりも感じられぬ包帯だらけの手が、何かを床に置いた。


「これが……俺の、弟王フアタールとしての最初の仕事になるだろう」


　そう言って、更に一歩下がった。


　ベルは唸りに満ちる剣を握り締めながら、そこに置かれた小瓶と図面のようなものと、アドニスの残酷な無表情さとを見比べた。思わず泣きそうになった。歯を食いしばってそれに耐えた。怒りが哀しみと同じだけの激しさで湧き起こった。


「何の真似だ、アドニス！　こんなものを持ってきゃァがって！」


　アドニスは無言を返答として、扉に手をかけた。


　いつでもそうだ。ベルは叫びたくなった。いつでもこの男は肝心なことを一番に食らい込んで隠し通してしまう。それがどれだけベルを傷つけるかも知らずに。


「この、馬鹿……」


　悔しさの中でただそれだけを零こぼした。


　それ以上近づいて来ないアドニスに、剣の唸りが、だんだんと低く収まってゆく。


　ふと、アドニスが呟くように言った。


「お前を、待っている……」


　はっとした。自分の知っているアドニスの声を聞いた気がした。だがベルが何かを言おうとしたときには、既に扉はふたたび閉ざされていた。


　獄吏が鍵をかける音が、沈痛にベルの耳朶を打った。


　そのまま、アドニスの足音が遠ざかった。剣もまたすっかり唸りを収めていった。ベルはのろのろと床に置かれた小瓶と、その下に敷かれた図面とを見やった。


　小瓶の中で、透明な灰の粒子が、淡い光にきらめいている。


　炎の焦げつく音が、じりじりとベルのもとに届いていた。
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　ガフは黄の神官団を引き連れ、足早に城を巡り歩いていた。


「まだ、見つからんのか」


　向こうからやって来た別の黄の神官たちに、ガフが常ならぬ焦慮をあらわにして言った。


　先ほどから、ひっきりなしに城の中を──特に、三つの広間からなる〈剣と天秤の間パブリツクオブジヤステイス〉を、この〈剣闘の間〉を主宰する者たちに、くまなく探索させていた。


「剣楽の任についている者以外の、全ての黄衣のヒストリー神官団をこの任務に当てよ」


「はっ！」


「なんとしても王の葬儀が始まるまでに見つけ出すのだ」


「はっ……！」


　短く答え、ただちに六方へ神官たちが動き出す。二、三人の側近がガフに付き従ったが、とうとう彼らに対してもガフは手分けを命じていた。


「黒い時刻、黒い方位……」


　厳しい顔で呟きながら、ガフ自身は〈玉座の間〉へ向かった。そこには既に数十からの神官たちを送り込んでいる。最も可能性のある場所だった。


「城に住まう我らが、こうまで見つけられぬとは……」


　修復のため、開け放たれた広間の入り口をくぐり、ガフは歯を嚙かんで呟いた。


「……だが、必ず見つけてみせる」


　神言は、王だけがそれを見つけ出せると確かに言っていた。あたかもそれを見つけ出すことが、ガフにとって王になるための最後の試練だとでもいうように。


（しかし──見つけたあとは……？）


　つと舞台へと続く青玉サフイユの花道に立って、復旧にざわめく広間を見渡しながら、ガフはまたもや茫ぼう漠ばくとした思いに包まれるのを感じた。


（それを、俺は砕くのか……？　なんのために……？）


　なによりそれは、自分の妹弟子であるベルの悲願を、自らの手で破壊することだ。


　そんな真似が自分に出来るとも思えなかった。


　だが、神言が告げることを否定しては、己が王になることをも否定してしまう。


（今はとにかく、〈鍵かぎ〉を見つけ出すことだ……全てはそこからだ）


　自分にも判然とせぬ、このつかみどころのない茫漠たる思いゆえに、ガフは側近の神官団にさえ、その言命が神言によるものであることを伝えていなかった。


（だがしかし……もう一度、俺は聞くことが出来るのか……？　神の言葉を……？）


　混迷に惑うガフの目に、ふと舞台の上で歌士団を率いて唄うたうシェリーの姿が映っていた。


　そこではじめてガフは自分が歌を聞いていることに気づいた。まるでそれがこの広間に来た目的であるかのように、〈天秤座リーブラエ〉と呼ばれる建設の歌に聞き入った。王の狂乱の際に神が命じた、〈射手座サジタリユス〉と呼ばれる、破壊のためだけの歌と対をなす、事物の記憶に働きかけ、まるで生命を与えるかのように癒いやす歌であった。


　その歌に合わせて、多くの建楽者たちや工楽者たちが忙せわしげに復旧に当たっている。


　心地好よい歌楽がガフの周囲に満ちた。途端に、ひどく胸が痛んだ。


　シェリーが心を閉ざして唄っているのが判った。その歌は、ベルがシェリーに代わって戦った痕こん跡せきを覆い隠す作業といえた。ベルの存在を否定するような歌を唄うシェリーは無表情の哀しみに閉ざされ、それでいてそこに楽の意志を見み出いだすしかない苦悩のほどが、歌士団を率いて唄うその声にひっそりと忍ばれてガフの胸中に波紋を起こすようだった。


（俺は砕くのか……？　〈鍵〉を見つけ出し……）


　ガフの胸中が、また苦く悶もんの呟つぶやきに満ちた。


（ベルよ──）


　そのガフの背に、ふと、声がかけられた。


「筆頭剣士どのには、相変わらず多忙な様子だな」


　慇いん懃ぎんなのだか乱暴なのだか判らぬ口ぶりだった。以前に比べだいぶ落ち着きが増したが、無用に相手を嘲あざける様子がなくなった代わりに、なんともいえぬ冷ややかさがあった。


「もう動けるのか」


　ガフが振り返ってアドニスに問うた。


「まだ、五分だ」


　包帯を巻かれた腕を僅わずかに上げて見せる。その簡潔な返答も、いたって冷淡だった。


　まるで、シェリーにしろこのアドニスにしろ、そうやって閉へい塞そくされた心の在り方こそが、神の配役を演ずることだと言わんばかりに、心を冷たく閉ざしてゆくようだ──そう思い、ガフは、なんともやり切れぬ気持ちで相手を説得にかかろうとする自分を、しいて抑えた。


　ここでの説得は強要としてしか受け取られない。なにより、相手は甘んじてその説得を受け入れるだろう。神の配役を、己の全存在を懸けて演ずるというそのことを。そうして、取り返しのつかぬ冷淡さを、自分の中に引き入れてしまうのだ。


（俺の世代には、ありえぬことだったのだがな……）


　ガフは、キールのことなどを頭の隅で思い出しながら、言った。


「ベルのことを、全てお主に任せてしまった。お主には辛つらい役だったろうが……」


「気にするな。もし誰かがベルを斃たおさねばならないとしたら、その剣を振るうのは俺だ」


「相変わらずだな」


　アドニスの唇が微かすかに吊つり上がった。


「カタコームを攻めたときと同じさ。誰かが俺の親族を斬らねばならないのなら、そうすべきは俺だ。あんたと俺は、その点に限って、同類ってわけだ」


「……ふむ」


「俺に、同類呼ばわりは、不愉快だろうがな」


「ある意味ではな。剣士として、お主を認めるわけにはゆかぬ点が一つだけある」


「判っているさ」


　アドニスははぐらかすように薄く笑ってみせ、広間を見渡して言った。


「ところで、どうして〈剣闘の間〉にいるはずの黄衣のヒストリー神官団があんなに大勢ここにいる？　歌士団を率いる紫衣メモリアルの神官団ならともかく……何かあったのか？」


「まだ何も言えぬ。はっきりしたことは、判っておらぬのだ」


　きっぱりとガフは言った。


「気を揉もませるな」


　そうしてまた皮肉っぽい微笑を浮かべると、ガフの虚を衝つくようにして切り出した。


「なあ、ガフ。王の葬儀に、例のカタコームの宝剣を、持ってきてくれないか」


「……ほう」


　ガフの笑みが、不敵なけわしさを帯びた。


「そのための条件を、よもや忘れてはおるまいな」


「無論だ。もしそこに剣を持ってきてくれるのなら、俺は弟王として宣言してもいい」


「宣言だと……？」


「そうだ。いずれ、そうしなければならないんだろう？」


「お主、そこで剣を返すつもりか？　これまで奪ってきた全ての剣を？」


「ありうる話だ。あんた次第でな。そしてそこが、俺がこの国に対し、最後の懐疑を問う機会になるだろう」


「懐疑を問うだと？　そんなことを、俺が許せると思っているのか？」


　ガフの目が鋭さを帯びた。アドニスはにっと唇を吊り上げた。


「あんたが秩序を重んじるのは、それに対して危機感を抱いているからだ」


「…………」


「俺が弟王として、その危機を、俺の懐疑に引き受けてやる。秩序の陰の部分をな。あんたは安心して光輝く部分で栄光にひたっていればいい。そう言ってるんだよ」


「不ふ遜そんなやつめ」


　ふいに、ガフが笑んだ。アドニスの態度を初めて咎とがめていた。同時に初めてアドニスに対して信頼にも似た気持ちを抱いていた。その気持ちの根本が、互いにベルを裏切ったという罪悪感の共有にあることに、ガフは気づいていない。


　アドニスはそのガフの様子を鋭く見つめながら、ふとしおらしげな声を出した。


「なあ、ガフ……俺には、直接、神言を聞くことが出来ない」


「うむ……」


「それでも、俺は弟王になれるのか？　いつか神言を聞けるようになるのか？」


「神に対し、その配役を心の内に引き入れることだ」


　ガフが厳かに言った。まるで自分自身に言い聞かせるかのような口ぶりだった。


「そうすることで、お前は真に城の主族となろう」


　アドニスは頷うなずいた。常ならぬ素直さである。ガフに対して軽く一礼して見せさえした。


「あんたが、葬儀に剣を持ってきてくれると信じている」


　そう言ってガフから離れた。


　──ふと、シェリーの歌がやんでいた。歌士団全員が休息に入ると、にわかに静寂が広がり、アドニスの立ち去る足音が高く響いた。


「アドニス」


　ガフが呼んだ。かつん、と靴が青玉サフイユの花道を蹴けって、その足が止まった。


「お主に、一つ、訊きいておきたいことがある」


「ああ……」


「なぜ、自ら剣を育てようとせんのだ」


「今まで俺は、俺という呪いをもてあましていた」


　というのが、アドニスの澱よどみない答えであった。


「もう、これからは、そうはならん」


　ガフが頷くのを見て、また背を向けた。そのまま花道を下り、建楽者たちの間を縫うようにして、舞台へ近づいていった。





　背後を確かめたとき、ガフの姿は既になかった。


「案外、卑小なものだな、王というものも……」


　ぼそっと呟き、アドニスはそのまま花道を下り続け、やがて休息を取りに舞台の袖そでから広間を立ち去ろうとする歌士団とぶつかった。


「シェリー姫」


　シェリーが、はっと足を止めてアドニスを見た。


「連日の復旧工歌にさぞお疲れでしょうな。民の一人として御礼申し上げる」


　慇懃なようでいて不遜きわまりない言動に、側に控えていた紫衣の神官がきっとなった。


「いいのです。下がりなさい」


　その神官を、シェリーが止めた。穏やかな声音に、いかにも有無をいわさぬ響きがある。


　これまでのシェリーにはない言動といえた。アドニスが、ほう、というような顔になった。神官は気掛かりそうな目をシェリーに向けたまま、黙って引き下がった。


「次の務めまでにまだ時があります。ゆっくりお話出来る場所に行きましょう」


　シェリーがにこりともせず言った。


　歌士団を予定通りいったん解散させるや、シェリーは神官たちを一人残らず下がらせた。


　それから、アドニスとともに広間のある神殿から出て、そのまま庭園に向かった。


　庭園はいまや夏へ向けて爛らん漫まんと蝶花はなを咲かせている。その一羽が、アドニスの側で舞った。アドニスがつと手を差し伸べた。包帯だらけの指に、蝶ちようがとまるのを見つめた。


「お前は、腐らないのか……」


　微笑とともに、思わず零こぼれた呟きだった。


「なんとおっしゃいましたの？」


　シェリーがきょとんとして訊いた。アドニスは苦笑した。指を振って蝶を追い払い、


「独り言だ。後悔することが多いから、つい口に出る」


　と、正直に言った。


「城の主族となる身に、後悔は許されておりません」


「ガフから聞いたのか？」


　シェリーが頷いた。アドニスが弟王フアタールとしてこの城に入ることを言っているのだった。


「あなたは、ベルと戦ったことを後悔しているのですか」


「それもガフから聞いたか？……そうだ、とも言えるし、そうでないとも言える」


「何故、あなたはベルと戦ったのですか」


　シェリーが言った。なんと、そのまなざしがアドニスをはっきりと非難している。


　意外な成り行きに、アドニスが思わず頭巾バンダナの下で眉まゆを寄せた。


「剣士だからだ」


「でも、どうしてあなたが率先してベルを牢ろうに入れる必要があるのですか」


「あの場で、俺が、ベルたちを逃がしておけばよかったとでも言うのか？」


「……でも」


「そうして国中を逃げ回らせるのか？　ベルは旅に出ようとしているんだ。旅の〈鍵かぎ〉は城にある。いずれまた城に戻らねばならん。遅かれ早かれ牢に叩たたき込まれている。それに、もし誰かがベルを牢に入れねばならんのなら、そうするのは俺だ。あいつと戦う役を、他の誰かに譲る気はない」


「あなたがた剣士の考え方は、私には理解出来ません。どうしてあなたとベルとが争う必要があるのですか」


　アドニスがぽかんとした顔になった。一拍の間があった。そのすぐ後で、突然ぷっーと噴き出した。


　このあまりの反応にシェリーが目を丸くしていると、


「は、はは……あなたは、俺に似ているな」


　笑い声を上げながら、なんと、そんなことを言った。


　今度はシェリーが啞あ然ぜんとする番だった。当然のごとく、こちらは怒り出した。


「ごまかさないで下さい！　あなたはベルの気持ちを考えたことはあるのですか。そうやっていつでもひとを馬鹿にしたような態度で！　ベルが可哀相です！」


　もうたまらなかった。アドニスは腹を抱えて笑い出した。シェリーが怒りに震えるのを見て更に笑いが止まらなくなると、しまいにはずり落ちてきた赤い頭巾を自分の顔からひったくって子供のように存分に笑い声を上げた。


「はは……あー、苦しい」


「あ……あなたは、どういうつもりなんですか！　どうして笑うのです！」


「ちょっと待ってくれ、腹が痛い」


「な……！」


　怒り心頭に発した様子で、もはや言葉もないとばかりにシェリーが睨にらんだ。


「まったく……はは、こんなに笑ったのはいつ以来だ？　もうずいぶんとないぞ」


　頭巾を握った手で顔を覆い、まだ笑いに肩を震わせる様子は、ともするとすすり泣くかのようにも見える。


　それが突然、本当に声を上げて泣きはじめていた。


「……泣くことが嫌いなあんたの前で、実に悪いが……ははは、どうにも止まらん。まったくなんてことを言うんだ。はは……ははは、見苦しいところを見せて悪い、とは言わんよ。俺はこういう男やつなんだ……ははははは」


　そう言って膝ひざを折り、笑いながら泣くアドニスに、シェリーはいったい何が起こったのかと混乱する顔で、おろおろしながらもともかくは手を伸ばし、アドニスの背を撫なでる様子を見せた。


　その手を、すっと、アドニスの手が、静かに横に払った。途端に、シェリーの手がびくっと弾はじかれたようになって引き戻された。アドニスの手を覆う包帯が、真っ赤に染まっていたせいである。あまりに強く拳こぶしを握り締めたため、ところどころで傷が開き、いまにも血が指先からしたたらんばかりになっていた。


「アドニス……。あなたは……ベルと戦ったことを後悔しているのですか」


「後悔して泣けるのならば、まだ気が楽だ」


　アドニスは頭巾で顔を拭ぬぐいながら、にやりと笑んで見せた。


「また、後悔が許されていない場所で、自分の感情を神や法テーマといったものにすっかり預けてしまって、そのことで泣くのも悪くない。だが、残念ながらこれはそのどちらでもないな。絶望が深ければ深いほど、笑うことも泣くこともそう大差がなくなってくるんだ」


「あなたの言うことは……判るようで判りません。あなたが私と何を話したいのか、私にはさっぱり判りません。勝手に笑って、勝手に泣いて、私にとっては何もかも無意味です。これ以上話すことがないのであれば、私は失礼させていただきますわ」


　先ほどのように怒りをあらわにしないまでも、シェリーは十分に憮ぶ然ぜんとして、それなりに相手を詰なじろうとつとめた。


　アドニスはかぶりを振って苦笑した。涙をすっかり拭うと、あらためて頭巾を被かぶる気も起きぬようで、案外に長い髪を伊達だてっぽく垂らしたまま、こちらを白い目で見るシェリーに向かって大きく息をついた。


「あなたは、神に対する疑惑を、俺とベルのことにすり替えて、俺にぶつけているんだ」


　そのひとことで、シェリーのおもてがさっと青ざめた。


「私が、神を疑っているとでもいうのですか」


「そうだ」


「な……」


「俺と似ていると言ったのは、その疑い方だ。あなたも俺も、結局は疑いながらも疑うものとして神を受け入れている。俺たちの懐疑は決して秩序を仇きゆうするものじゃない。いずれ、どんな懐疑も、自分が秩序から見放されないための、懐疑するということでかろうじて世界と自分がまだちゃんと関わりを持っているということを確認するためだけの、孤独で惨めな呼び掛けに過ぎなくなってゆく」


「も……もし、あなたがそうであったとしても、私があなたと同じだと言われる理由はありません」


「本当にそうかな？」


「何を……」


「では、どうして、あなたばかりが神言を口にさせられるんだ？」


「それが、あなたにいったい何の関係があるというの!?」


「俺は、あなたの伝えた神言に従ってベルと戦った」


「ですが……」


「もしかすると、この城で神言を伝えられるのは、あなただけなのではないのか？」


「わ、私は……」


「もしそうならば、城の主族が聞いて呆あきれる。どいつもこいつも、実は多くの城外民アンダードツグと同じで、神の声など聞こえやしないということになるな」


「そうではありません！」


　シェリーがたまらず叫んだ。


「神が私に命言の務めを与えるのは、それが秩序の調和に適しているからです！」


「だが何故、あなた一人なんだ。ガフは？　いったいガフは、神の声を聞いたことがあるのか？」


「お黙りなさい！　私はもうこれ以上、あなたと話していたくはありません！」


　そう言ってさっと背を向けるシェリーの腕を、ふいにアドニスがつかんで引き止めた。


　包帯から血が滲にじみ出す手にぞっとしながらも、シェリーは気丈にアドニスを睨にらんだ。


「放して。ひとを呼びますよ」


「血に濡ぬれた手だ。自分だけの血ではない。これまで多くの剣士たちの血に濡れてきた。さぞ気味が悪いだろう。そしてもう一つの、俺のこの手にまつわる秘密を知れば、二度と指一本俺に触れさせようとはしないだろうな」


「…………」


「だが、このような手を持つ俺だからこそ出来ることがある。シェリー、俺にあなたの懐疑を聞かせて欲しい……」


「あなたが何を言っているのか判りません……」


「判るさ。あなた自身が、この国などいっそ滅んでしまえばいいと思っているほどの懐疑だ。それを、この俺の手に渡すんだ」


「なんということを……！」


　シェリーが抗あらがって身をよじるが、アドニスがしっかりと握ってその腕を放そうとしない。


　きっとアドニスを睨む目に、涙が浮かんでいた。


「あなたの目的はいったい何なのですか！　そうまでして私を辱めたいの！」


「懐疑することを諦あきらめてはいけない」


「……放して！」


「懐疑は決して秩序を仇しえない。俺たちのような者の懐疑などたやすく飲み尽くされ、いつでも俺たちに最もふさわしい舞台が俺たちの意思とは関係なく用意される。だがそれでも、俺たちは懐疑を止めてはいけない。俺たちはもはやガフやキールのように、神言を自分自身の意志として受け入れることは出来ん。そうするにはあまりに神と俺たちの意思が離れ過ぎているのだ。そしてその溝を解消出来るほど、俺たちは何かを確信しているわけでもない」


　たたみかけるような言葉の数々が、シェリーを目に見えて追いつめていった。


「だからといって、私に、どうしろと言うの……！」


　金切り声のような叫びが、すぐにすすり泣きになった。


　アドニスが、ゆっくりと囁ささやいた。


「秩序の陰なる部分を、弟王として俺が引き受けよう。全ての民なる懐疑をこの手に集め、俺の全存在を懸けて神に懐疑を問おう。俺たちにとっての神が真に神であるために」


　シェリーが顔を伏せ、しゃくり上げながら、言った。


「手を、放して下さい」


「悪かった」


　淡く跡を残し、シェリーの腕からアドニスの手が離れた。


「あなたは……自分が犠牲になろうというのですか」


「俺の由縁がそこにあるだけだ。どう受け取って貰もらっても構わない」


「それは、あなたがベルと戦ったことと、同じことなのですか……」


「そうだ」


「私は……」


　腕についた血を拭ぬぐうともなく撫でた。ほとんど無意識の動作だった。


「神が民を愛していることに、疑いを抱いています」


　まるで自分自身に向かって呟つぶやくようだった。


　そのおもては畏い怖ふとも憎悪ともつかぬ色に染まりながら、なおたおやかに尽きた。


「この国の神は、決して民を愛さないのではないかと……。予定調和をなすことで民の幸福が得られるのは、神が民を愛しているゆえだと信じています。ですが……私には、べルとベルの大事なひとたちを、囚とらわれの者としたことに、何の愛も感じないのです。そればかりか、これまでの全てにおいて……それは……」


「つまり──あなたが城でただ一人神言を聞く者であることは、別段、あなたが神に最も愛されていることを意味しない。そう疑っているのだろう」


　シェリーが頷うなずいた。涙がぽろぽろ零こぼれた。


「ガフには決して言えない。そればかりか、国の王女としては決して口にしてはならないことだ。……辛つらいな」


　また頷いた。か細く悲鳴にも似た声を何度も洩もらした。


「俺が問う。あなたのその懐疑を引き受けて、全ての懐疑を神に直接問うてやる」


「でも……どうやって……」


「王の葬儀だ。それ以外に機会はない。葬儀において〈根の国〉に入り、王を弔ってのち、更に神の深部へと近づく。そのためにはシェリー姫、あなたのその力が必要だ」


「私の……？」


「そうだ。どうか、俺に、神に懐疑を問うことを認めて欲しい。弟王として、また一人の民として、筆頭歌士たるあなたにお願いしたい」


　アドニスの鮮やかな碧あおの瞳ひとみが、辛苦の色に満ちてシェリーに懇願していた。


「俺に、自分の由縁を知る機会を与えて欲しい……」


　その苦く悶もんの声に──シェリーの手が、無意識にまた腕を撫なでていた。アドニスの血の懇願の跡が、そこにあった。


「はい……」


　そうして、みたび頷き返していた。





４




（〈黒〉を観よ──）


　昏くらい底にいんいんとこだまする声があった。


　ギネスは金と銀とが入り交じる砂地に立ち、おういおういと闇に染まる天に向かって叫び続けた。


　まるで深い井戸に落ち込んでしまったようだった。井戸は涸かれ、きらきら輝く砂地の周囲で、僅わずかに残った水が波を立てている。そのさざ波が、更なる深しん淵えんにギネスを引き込もうと囁きかけているようだった。


　ギネスは、夢中になって、暗い天に風聞の鳥ウイデイールを探した。声がまた響き渡った。


（〈黒〉はいかなる方位、いかなる時刻にもあてはまらぬ色だ。逆に、あらゆる方位、あらゆる時刻の還かえりつく色とも言うべきものでもある。〈白〉があらゆる色の背後にあって常に存在しながら決して目に見えぬ、いわば形而上メタフイジカルの色であるのに対をなして、〈黒〉はあらゆる色の回帰を司つかさどる──……）


　ギネスの手が、何かに触れた。砂の中から、鳥の亡なき骸がらを探り出していた。


　その隻腕がもどかしげに砂を払う。柔らかに肉は冷え、鳥は砂地に根を下ろすことも出来ぬまま哀しげにその目を白く濁らせている。羽にはびっしりと細かな風聞が記されてあったが、どれもギネスには読むことさえ出来ないでいた。


　砂をかくギネスの手が、ふと止まった。


「ああ、これは〈風聞の亡骸ヒズマスターズヴオイス〉だ……」


　呆ぼう然ぜんとした声が零れた。不思議な響きの言葉が、そんな言葉は知らないと叫ぶ自分の心を離れて口ずさまれていた。


「僕には多すぎる。つかみ切れない。この腕では……」


　ふいに、鳥がその瞳を青く輝かせ、悲嘆にくれるギネスを見た。


　巨大な翼が淡い黄金きんと白銀ぎんとに染まってふわりと広がり、昏い天へ向かってはばたいた。


　待ってくれ、と叫ぶギネスの周囲で、砂の中から次々と無数の巨大な鳥たちが現れた。みな金や銀やの砂をふり零して翼を広げ、隻腕を振り回してもがくギネスに無心のまなざしを送りながら飛び上がってゆき、どれ一つとしてギネスにはつかまえることが出来ない。


　そしてまた、声ともつかぬ声が響く。


（〈黒〉は、あらゆる回帰の果てにあって、終しゆう焉えんと始まりとを同じくして告げる、沈黙なす色である。ただ王者のみがその秘儀を知り、黒の方位、黒の時刻を見定める──）


「どうして僕なんだ。どうしてこの僕でなければならないんだ！」


　叫ぶギネスの右手が、ふと何かをつかんだ。


（神の盲点たる〈黒〉──）


「僕は……」


　手に、鳥の首の暖かな感触が広がった。思わず力一杯握っていた。その瞬間、鳥の首が、手の中で音を立てて砕けた。


（〈鍵かぎ〉を見み出いだすのだ。神がその盲点たるゆえに破壊を意図する前に──）


「たったこれだけの知恵を頼りに生きてゆけというのですか……！」


　だらりと垂れた鳥の頭。その瞳が青から得体の知れぬ色に染まってゆく。


（新たなる王よ）


「違う……！」


　鳥の羽が、ふいに燃え上がるように咲き誇った。


　深淵を思わせる無数の知恵の記しるしがにわかに本当の炎となってギネスを包み込み、灼しやく熱ねつの感覚とともに何かがギネスの中へやって来ようとしていた。


「どうして……」


（王なる秘儀よ）


「どうして僕なんか……ローハイド王！」





　絶叫が耳の奥でこだまするようだった。


　だが実際にはひとこととして声を発してはいない。頭の奥で、痺れるような疼うずきを覚えながら、ギネスは、ぼんやりと眠たげな目で周囲を見回した。


「あれ……？」


　いつの間にか着替えさせられている衣服に触れ、机の上に紅色カメリアの戦闘衣装グラスウエアを見つけた。


　見知らぬ部屋の見知らぬベッドでひとしきり首を傾げていたが、


「なんだ、牢ろうか」


　ぽんと膝ひざを叩たたくと、つまらなさそうに呟いた。


　大きくのびをして、およそ牢とは見えぬ部屋に眉まゆを寄せながら、ふと思い出したように窓に目を当てた。


　ちん、と澄んだ音が、そのまなざしに応こたえるように鳴った。


　ギネスは扉に注意を払いながら手を伸ばし、


「なるほど。どうりで牢らしくないわけだ」


　紫の布切れがその覗のぞき窓を遮っているのを見て、すぐに事態を理解したようだった。


　手が窓から放り込まれたものをつかんだ。その感触に、なにやら既視感デジヤヴユがあった。夢だろうか。夢中で手探りをしたすえに、何かを摑つかんだような気がしたが──それがなんであるかは判らなかった。


　代わりに、現実にそこにあるものに目を当てた。


　小さな水晶球であった。球とはいえその形は勾曲イヤホン型をしている。長い髪を何本も結わえて紐ひもをつくり、この牢囚の塔ミスキヤストルのどこか別の部屋からこの部屋に投げ込まれたものだ。髪は水に濡ぬれて、自在に水を操る結界術の名残を見せている。


　ギネスは、結びつけられた髪ごと、水晶を右の耳の孔あなにはめ込むようにして入れた。


　ごりごりと歯を軋きしらせて音を立てる。歯と顎あごの響きが水晶に伝わり、


（なんて音だ……）


　にわかに耳の孔に入れた水晶が喋しやべった。ベネットの声である。ギネスがにたりと笑った。


「やあ。だいたい打ち合わせ通りのようだね」


（そうさ。やれやれ──やっとお目覚めかい？）


「うん。どれくらい眠っていたものかな。体の節々が痛いくらいだ。それに腹も減った。紫衣のメモリアル神官団のつくる料理は旨うまいのかい」


（……君はまったく目め敏ざといったらありゃしない。状況説明は不要かね）


　呆あきれ返ったようなベネットの声に、ギネスは笑ってまた歯を鳴らしてみせた。


（やめてくれ、鳥肌が立つ）


「連絡は所定通りかな」


（ほぼね。しかし、今、剣士たちを集めるのはなんとも危ういのではないかね）


「いざとなれば、ミストたちと連絡をつけて助けて貰もらうさ。この街から出てしまえば、こっちのものだ」


（強引なのだか、周到なのだか……）


　溜ため息のようないらえ。


　ギネスはふとまた何かを思い出したような気がした。


（どうしたんだ）


「いや」


　無意識に手が、断たれた左腕の傷きず痕あとに伸びていた。


「妙な夢だったなと……」


　ふと、なにかがその手に触れた。ギネスの目が丸くなった。そろりとその手を離す。なんだか得体の知れない感覚が背後の方からひたひたとやってくるようだった。


　ギネスの目が、そろそろと自分の左腕を見た。


　ゆっくりと、ゆっくりと──


　だらりと垂れ下がった袖そでの中で、何かが動いていた。もぞもぞと肘ひじ先でうごめいているもの──それが、にわかに確かな方向を得て伸びていった。


　ひゅっ、とギネスの喉のどが鳴った。大きく目を見開き、縛りつけられたようになって服の下で起こっている異変を見つめた。


　それは、ギネスの見守る前でまたたく間に袖先まで埋まっていった。


　袖口が、何かによって内側から開かれようとしている。


　指が見えた。


　ギネスの指だ。


　それ自体は何の変哲もないものである。ただ、失われて久しいそれが、ゆっくりと袖口を押し開き、独自の意思を持つかのようにして、ギネスの目の前に現れていた。


「そんな……」


　ギネスの掌てのひらが、完全に姿を現した。


　どこか懐かしいような、手の皺しわ──


　その一つが、ふいに、ぱっくりと横に裂けた。


　痛みはない。血も出ない。ただ痺しびれるような感覚が肘先にあった。


　まるで花実が咲き出すように。


　傷口がひとりでに押し開かれ、中から真っ白い球体がせり上がってきた。


　くるりとその球体が動いた。


　ぞっと全身の体毛が逆立った。


　琥こ珀はく色の瞳めが、掌の中で、探り当てたようにじっとギネスを見つめた。


（どうした、ギネス？）


　ベネットの声で、はっと我に返った。


　弾はじかれたように顔が跳ね上がり、


「いや……」


　慌てて目を戻すと、左腕はいつもの空白の様子を、だらりと垂れ下がった袖口に見せている。手も、そこに生えた巨大な眼球も、あとかたもない。


「おかしい……」


（なにがだい）


「僕は知っている」


（うん……？）


「今のが、いったい何なのか、どうしてそれが現れたのか……けれども僕の方でまだ用意が出来ていないんだ。それは、決して待ってはくれないというのに」


（いったい、なにを言ってるんだ、君は）


「判らない」


（……ギネス？）


「おかしい」


　手を額に当てた。疲れたように眉み間けんを揉もんだ。瞼まぶたの上から目を軽く押し、再び開くと、指の隙間から、また左手が袖口に現れているのが見えた。


　背を冷たいものが滑り落ちてゆくような感覚に、ギネスはしいて耐えた。


　突如として現れたその左手には、今度は目ではなく唇が開かれ、厳かな微笑みをたたえると、それは声なき声でギネスに語りかけようとしていた。


　ふと、


「僕の欠損に宿ったな……」


　ギネスの口から、呆ぼう然ぜんと、恨むとも非難するともつかぬ声が零こぼれた。


「この僕になんの断りもなく」


　左手がなにごとかを呟つぶやいた。それは声としては聞こえず、ギネスの頭の中にイメージとして直接響き渡った。


「なんということを……僕は……僕は……」


　恐怖と怒りがそのおもてに満ちた。ぶるぶると震えるその身が、内から宥なだめられるかのように、やがてがっくりと肩を落とした。


「判っています……僕は王になりたいわけじゃない。だからあなたは僕を選んだんだ。そう……城外の者として……」


（なんだって……？）


　ベネットの困惑した声が耳元で響く。


（なにをいきなり畏かしこまってるんだ君は。なんだか気味が悪いぞ、ギネス）


　しかしその言葉も、今やギネスには一片として届いていない。


　ギネスは言った。


「いえ……僕は、この牢ろう囚しゆうの状況を、そうは見ていません」


　左手が、ギネスの意図をただすように口を閉ざした。


「牢もまた神の盲点に他ならない。暴力を予定調和し、復ふく讐しゆうを封じるこの場所は、民を殺しては存在が成り立たない神の苦肉の砦とりでなんだ。僕らは今、この都市パークにあってなきものとして扱われている。僕らがこの状態に対し何らかの意思を示さない限り」


（ギネス、何をいちいち君は……）


　すると左手がなにごとか懸念を述べる素振りで、また唇を動かした。


「僕がここに来たのは、唯一神にも封じることの出来ない力を行使するためだ。ある思想的存在を成り立たせる力──それは自らを牢囚の状況に追い込むことで逆に発揮されるのではないでしょうか。思想とは、想像の力フアンタスムスから生まれるのですから」


（は……？）


「そして僕の思想はここでようやくある結論に達しようとしている。それは僕に共鳴する多くの剣士たちやその他の楽者たちに向けて自然と風聞されてゆくことになる」


（ギネス……？　連絡は既に行き渡っていると言ったはずだぞ……？）


「こう想像してみるんだ。つまり、僕らは今、かつてないほどに神の存在をもてあましているのだと。なぜならそれは、僕たちが、神を存在する物として所有しようとしたからに他ならない。神を所有するとは、神の視点まなざしで語り、神の立場で行うということに他ならない。僕らが今すべきことは、神を存在の軛くびきから解放することだ。僕らにとって偶然としてしか見えない絶対的な運命を見守らせる、超存在へと還かえすことだ。そしてそこで真に想像の力が僕らに必要とされる。神というものを超存在として扱うために。そうしていつか僕らは、神を所有する権利を、一切放棄するときを迎えるのだ！」


（怒鳴らなくても聞こえている。そこに誰かいるのか、ギネス）


「そんな思想は王たる者の持つべきものではない。しかし誰かが王と対を成してそれをうたわねばならないのではないか。機械仕掛けの歯車の中に僕らは神を見てしまった。恐らくはこの神という思想自体、伝説の聖星時代から伝えられる最大の魔法の刻印スペルなのだ。しかし僕らはその魔法を使いこなすにはあまりに人格的存在が未熟だった。そのために神という魔法を歯車の中に封じ込めてしまったんだ。そうして神は都市パークの法テーマの支配者として、反復リフレインと変化ヴアリエーシヨンの呪じゆ縛ばくに閉ざされた。神も民も原型オリジナルであることを失い、〈偶然〉と出会うことを忘れた。〈手段と方法〉が固定され……そして……ああ、そうですその言葉……月することモーナークが、封じられてしまったんだ。それこそ僕らのこの世界の原初を意味するものだというのに。僕らの世界が始まったその最初の〈鍵かぎ〉だというのに……」


（ギネス！　私の声が聞こえているか）


「ああ、聞こえているとも」


（……そこに、誰かいるのか？　もしやガフか？）


「違うよベネット。ここには、僕以外、誰もいない。あるとすればそれは〈現存〉の名残が知識者ガイダンスとして存在するのみなんだ。今僕はその偉大なる存在のかけらを手に入れた……そして更に苦しい決断を迫られている……」


（おいおい君が……）


「全ては、自らを牢囚に追い込むか……あるいは、追放者として秩序を離れなければ手に入れられないんだ……。そう、かの弟王フアタールが苦く悶もんの思想の末に、見事、旅の〈鍵〉を奏でたあの瞬間のように……」


（おい、今君が正気を失ったら私はどうなるんだ。しっかりしろ、ギネス）


「僕は大丈夫だ。おおかたが僕の予想通りに動こうとしている。……いや、それともこれは、あなたの思想なのですか。僕にはもう区別がつかない」


　左手は、それでいいのだと言わんばかりに厳かな微笑みを浮かべている。


「ええ。確かに。あの男についても。十分に予想を立てられます。そしてあの男が動き出すときこそが僕らにとっての契機──」


（何を言ってる。あの男とは誰だ!?）


「このままゆけば確実にそうなるでしょう。その証拠に、あの男が城に現れてから、ぴたりと声がやんでいる。忌まわしきもう一つの追放者の声が。僕らは今やその存在さえ、期待をもって信用すべきなんだ」





　ベネットは耳の一つから水晶のかけらを取り外した。


「私が期待をもって信用するのは、君が一刻も早く正気に戻ることだけだよ、ギネス」


　諦あきらめたように、手にした水晶に向かって呟きかける。


「予定通りまた変化があれば、私の方から君につなぐ。それまで私はせいぜい耳を休めておくとするよ」


　そう伝えるだけ伝えると、溜ため息しながら水晶を放った。自分の髪を何重にも結わえた紐ひもにぶら下がり、水晶は窓のすぐ下で澄んだ音を立てた。


　ふと両の瞼を閉ざしたその秀麗なおもてが眉まゆを寄せた。


　ぴくんと、その三枚耳ドライツエンが立って辺りをうかがう。


　どんな細かな音も聞き逃さぬその耳が、かえって誰の耳にも聞こえる音を──声を、聞き逃していたことに、それがやんでからはじめて気づいていた。


「飢餓同盟タルトタタンの声が、やんだ……？」


　それから慌てて耳を下げると、ぶるっと身を震わせた。


「……まったく、〈ほら吹きフアジーネーブル〉＝ギネスめ。私を脅してどうする気だ」


　あまりぞっとしない顔で肩をすくめ、呆あきれたようにベッドの上で横になった。


　牢囚の状況にあってはそう大した衣服も用意出来ないとはいえ、脚を組んで両手を頭の下で握り合わせ、実に悠々然と寝そべるところはなかなかに絵になる姿といえた。


　もはや光を失った目を微かすかに瞼の間から覗のぞかせ、ギネスに断った通り、耳を頭の脇に畳んだまま、なにごとか憂える様子でいたかと思うと、ついと片方の手を懐に入れた。


「ベル……」


　手に、もう一つ用意した、勾曲イヤホン型の水晶球を取り出して、呟く。


「君は……これを、受け取らない。君は、もう誰の助けも借りずに、そこから抜け出そうとするだろう……もう一人の私の犠牲は、君を強く、そして更に孤独にした……」


　憂えるそのおもてに密ひそやかなる思いが満ちて、ベネットは水晶をそちらも見ずに床へ放り捨てた。きん、と澄んだ音を立てて砕けた。水を封じていた極小の結界が解放され、澄んだ水が乾いた床に散った。


「ここが、岐路になるな。君と私たちとの……」


　ゆっくりと耳を立てた。


　後ろめたさが僅わずかに眉根にあらわれ、押し込められるようにして消えた。


「失礼させて貰もらうよ」


　ベネットの左右の耳が開かれた。





　ベルの動向を、ベネットは既に察知していた。すなわち、アドニスがベルの牢を訪れ、なにがしかをもたらして去っていったということを。


　そして今、ベルはもたらされたものを手に、嘆きをのんで〈唸る剣ルンデイング〉にそれを施しているさなかであった。


　ばちっ！　なにかが激しく弾はじかれる音がした。とんとんと手にした小瓶を叩たたき、そこに収められた灰を損壊した剣にふり零こぼしてゆく。ときおり手が止まり、思案する素振りを見せるのは、用意された図面通りにその灰を撒まこうとしているからだ。


　そしてまた、ばちっという音。


「馬鹿野郎……」


　ベルの押し殺した声が、聞く者の胸を抉えぐるようにして届いてくる。


「だって、しょうがないじゃないか。こうするしかないじゃないか」


　小瓶を握った手に涙が落ちた。


「お前が助かるかもしれないんだ。死んじゃうぞ。そのまま死んじゃうぞ」


　ばちっ！


「大丈夫だよ。私はキールみたいになりやしないよ。お前さえ生きていれば、私は……大丈夫だよ。一緒に……。一緒に、なあ……」


　剣は今や白銀に輝いて流麗な刃をあらわし、損壊する姿も痛々しいまま、ふり撒かれる灰を最後の抵抗といわんばかりに弾き返していた。


「ちくしょう！　〈唸る剣ルンデイング〉!!」


　焦燥の叫びに、剣の猛烈なる唸りが応こたえて放たれた。


　──ＥＥＥＲＲＲＥＥＥ……！


　びりびりと震える部屋の振動に込めて、剣の誇り高い意志が、階層を隔たったベネットの牢にまで届くようだった。


「なんという……」


　ベネットは耳をぴんと立てて身を起こし、自らの両腕を抱いた。感動に鳥肌立っていた。それほどの剣の意志であった。ベネットは緊張の面持ちでなおも耳をベルの牢に向けて開き続けた。


　もはや言葉にならぬ悲痛な叫びがあった。ベルの手が小瓶を振りかざした。一瞬のあと、それを思い切り刃の腹に叩きつけていた。ガラスが粉々に砕け散る音。ついでもうもうと立つ灰の細かな擦過音。


　──EREHWONエレフオーン


　その刻印スペルが灰にまみれた刹せつ那な、にわかにそれら全ての音を貫き、炎の立つようにガラスも灰も吹き飛んでいた。


　まるで爆風だった。ベルの手に握られていないにもかかわらず凄すさまじいほどの感応が剣から解き放たれ、それでいてベルの身はかすり傷一つ負う様子もなかった。剣は最後までベルを守護するためにあった。


　ベルが両手で身を庇かばった姿勢から、だらりと手を下げた。のろのろと剣に身を寄せると、すがりつくように膝ひざを折った。


　ガラスも灰も、粉々というのも生易しいほどの微み塵じんと化し、猛烈な剣の圧力によって床一面に張りついている。ベルの指が空しく床を搔かき、気づけば図面などとうの昔に微塵の紙片と化してともに床の染みとなっている。


　ベルは疲れきった顔で剣を見詰めた。


（我に、正統なる地位を──）


　確固とした声にも似て、剣の意志がひしひしと伝わってきた。


（与えよ我に。そなたの中に。正統なる地位を──！）


　かつて初めて出会ったときのように。


　──世界を穿孔せよデユルヒ・ブレツヒエン


　その思想をベルに伝えたときのようにそれは確かな鋼の意志を──この、剣というかたちを得た鋼の生命たる思念を、恋情の告白に似て熱烈にベルに呼び掛けているのだった。


「馬鹿野郎ォ……」


　刃が損壊激しくも白銀の輝きに満ちて唸うなりを帯び、ベルを呼んでいる。


　そのベルの脳裏に、導き手ガイダンスが囁きかけるが、これはベネットにも聞こえない。


「だからって、どうしろって言うんだよォ！」


　ベルが泣きに泣いて剣を抱き締める様子だけが、ベネットの胸を打ってその耳に届くばかりであった。


　ベネットの端麗な唇が、安あん堵どと憂いの溜め息を混ぜて、ほっと笑いを零した。


「私の存在など、剣に如しかずか……。願わくは、君の剣になりたかったよ……ベル」


　ギネスがその場にいたら身悶えんばかりの気き障ざったらしい台詞をのうのうと吐きつつ、ひっそりと耳を閉じた。
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　陽はガフの焦慮も空しく暮れていった。


「とうとう見つからなかったか……」


〈玉座の間〉の舞台に立ってガフが呟つぶやいた。やるせない諦てい念ねんを、かろうじて威厳がおもてにあらわさずにいる。そういう顔だった。


「夜を徹して探索を続けますか」


　周囲に控える黄衣のヒストリー神官団の一人がそう進言するが、


「いや……」


　重々しく首を横に振った。


「この〈剣と天秤の間パブリツクオブジヤステイス〉の夜を──特に、〈玉座の間〉に訪れる夜の静寂を乱すことは、まかりならん」


「では──」


「退さがれ。今は、葬儀に備えよ」


「はっ！」


「俺はもうしばらく、ここに一人で残る」


「はっ……！」


　そうして、黄衣の神官団が気掛かりな様子もしいて抑え、〈玉座の間〉を去り、ガフの後方遠くで扉の閉ざされる音が重々しくも響き渡った。


　ガフは神の樹を仰いだ。


「葬儀までにはなんとしても見つけ出し、神に問いたかったが……」


　青く、深しん淵えんにも似た静寂が広間に満ち、ガフの呟きをひっそりと飲み込んでいった。


　しん、と暗い空間が静まりゆき──


　ガフが粛々と神の樹の前に佇たたずみ続けているうち、ふと、広間のそこかしこで気配ともいえぬ微かすかな動きが起こり始めていた。


　動きは音を伴ってガフの背後に満ち、かちゃかちゃと無機質な何かが触れ合い、柔らかな衣の翻り擦り合う様子が、徐々に現実のものとなって現れ出していった。


　ガフは、ゆっくりと舞台から観覧席を振り返った。ふわりと何かが揺れている。


　無数の青い衣──僅かな警戒と、多分に畏い怖ふをもって、ガフはそこに出現した虚うつろなる青衣クロニクルの神官団にまなざしを当てた。


「歴々の王たちよ……そして、神の心象風景に棲すまう英霊たちよ、慎みを破り、こうして直接に声をかけることを許されよ」


　ガフの釈明にも、神官どもは頓とん着じやくした様子もなくただゆらゆらと衣を漂わせ、青く冷ややかな仮面を舞台に向けるばかりである。だが、ガフは自分が彼等を招き寄せたことを確信する顔で、畏怖はすれどもいたずらに恐怖することなく、若き王者の威厳をもってこの世と神の世との狭はざ間まに佇む者たちに問い掛けていった。


「英霊たちよ……どうか、我に知る辺べを与えよ。我が疑念は拭ぬぐい難く……もはやあなたがたに直接問うほかはないのだ」


　ガフの手が、腰に吊つるされた剣に伸びた。


　剣は左右に二つ吊るされており、その一方を鞘さやごと引き抜いた。


「この剣はいかなる由縁をもって我が手にあるのか」


　そう言いざま抜き放った剣は、淡紅インペリアルトパーズの輝きも鮮やかに、青玉サフイユの広間の光景を鮮やかに裂くようであった。一見すれば、それを誰もがガフの手にする唯一無二の剣楽器、王国の剣エモクルウーであるとみなしただろう。だがよくよく見ればそれはガフの剣よりも一回りほど小さく細身だった。またガフの剣が諸もろ刃はであるのに対してそれは片刃であり、形状は水族マーメイドの得手である〈撓う剣レーピア〉に酷似している。


　そしてなにより、その刃の腹に刻まれている刻印スペルが違った。


　──TIXE


　そういう、ガフにも意味のよく知れぬ古き神代の言葉なのである。


「なにゆえ神は、我にこの剣をカタコームより奪うことを言命したのか。この剣にはいったいどういう意味があるのか。我はこの剣を、城の弟王たる男に渡そうとしている。そうすることが、その男に対してつきつけた我が条件の誠意となるからだ。しかしこれをあの男に渡していいのか。カタコームの末裔すえである男に」


　ガフが声高に問う。神官どもはひとこととして返答しない。またなにかを指し示すようなこともしない。ただ冷ややかに仮面を向けている。ガフの問いはいんいんと広間にこだまするばかりだ。それでもなお押して訊きいた。


「そしてまた、〈鍵かぎ〉とは何なのだ。いったいそれはどこにあるのか。くまなくこの城を探索してみたが、一向に見つからぬ。見つけ出せぬ。これはどういう意味なのか……」


　そのときであった。


「判らんのも無理はない」


　突然──


　神官の一人が、そう声を放っていた。


　いや、違う。


　ガフは見た。男が、青い法衣だけを無造作に羽織り、あたかも淡い闇に立つ神官たちに擬ならうがごとく、観覧席の一つに腰かけている。


　ふうっと息吐くのが声のあとに聞こえていた。紫煙が空気に流れてふっつりと消えた。


　男が、パイプを手に持ち、幻の煙をくゆらせながら立ち上がった。


「シアン……」


　ガフが呼んだ。そういう名の男であった。かつて弟王フアタールの座にありながら、旅の〈鍵〉を奏で、この世の理由ことわりを求めて旅立っていった、師たる男。


　シアンは、そのまま花道に出ると、ガフに向けて静かにまなざしを交わした。


「久しいな、ガフ」


「師マイスターよ……」


　そうガフが応こたえた。深く感慨に満ちて、ひたと男を見詰めている。


「あまり、驚いた顔ではないな」


「カタコームでの戦いの際に……」


　声が震えた。


「何者かが、ベルを守るよう、旅の長耳族ラビツテイアに依頼された方がおられると──そんな真似が出来るのは、あなただけだと確信しておりました……あなたは、生きておられた……」


「ここに立つ亡霊どもと、そう大差はないがな」


　相変わらずゆらめくように立ち群れる神官たちを見回し、呑のん気きな顔で言った。


「ただ、まあ、自由だがな。実に、これほどまでに自らの由縁を知ったことはかつてないことだ」


「あなたは──」


「俺がこの城で犯した罪をそれとみとめられ、いつか王たる者の剣にかかることを望んだこともあった。次代の兄王が、振り下ろす刃に。だが今はそのことからさえ自由だ」


「弟のことですか？　なんということを。俺があなたを恨んでいると言うのですか！」


　シアンのおもてに渋い微笑が浮かんだ。かつてシアンが次代の弟王をその手で殺したことを言っているのだった。それは教示者エノーラとして、決して犯してはならない罪だった。


「お前の心持ちは判っている。そして……だからこそだ」


「相変わらずの言いよう……」


　そう言って、ガフは僅わずかに笑った。慕う相手を前にして手の届かぬことを知る笑みといえた。そうした笑みをさえシアンはさらりと受け入れておいて、憎らしいほどに泰然としている。ガフは手にした剣を静かに鞘に収め、再び腰に吊るした。


「とうとう、神言を聞いたか」


　シアンが言った。恐ろしく核心に触れることを、実に何気ない風で。そのシアンの飄ひよう然ぜんとした様子に、ガフは無言で頷うなずいた。


「ならば、成すべきことは自おのずと明らかだ。なにもこんな亡霊どもの群に身をさらす必要はない」


「いいえ、師よ……俺には何も明らかではない」


　シアンは優しく笑った。


「何を言ってる。お前はこの城で、ようやく王としての自由を手に入れたじゃァないか」


「王としての自由ですと……？」


　ガフは面食らったようにその言葉を繰り返した。


「そうだ。それにお前、そんな剣よりも自分の剣はどうした。ふん。なんだ、ちゃんと佩はいているじゃないか。何を迷う必要がある」


「シ、シアン……あなたはもはや城に囚とらわれていないから、そのようなことを平然と口に出来るのだ。俺の立場を判っていながら、わざとそのようなことを……」


　思わず、ガフにしてはずいぶんと情けないことを言った。いつの間にか相手を名で呼んでいることにも気づいていない。


　シアンはいたずらげに青い衣を翻してみせながら、言った。


「王とは、神と民との間にある、秤動バランスそのものだ。神言に盲従することばかりが王の務めではなかろう。それにしてもお前が神の樹にやどるところは、どうしても想像出来んな。なかなかに美男子とも言えなくもないなァ、お前。もったいない。シェリーが泣くなァ。どうだ、この国で初めて、神の樹にやどらずして王になってみるか」


「シアン！　俺に、神に対して最も奴隷である者が、民に対して王たりうると教えたのは、あなたではないか！」


「だが実際に王になってまで、俺の教示に囚われている必要もあるまい」


　ガフは愕がく然ぜんとした。


「……まさか、あなたはそれを言うために、俺の前に現れたのですか」


「そうだ」


　シアンのいらえはいたって無造作だった。ガフは思わず呻うめいた。この男はすがりついてくる者を、慈愛をもちながら平気で突き放す。恐ろしく冷厳でいながら、同時に温かく寛大だった。いつでもこの男は誰かを裏切り続けている。


「今このときになって、あなたという支えを俺から奪うのか！」


　ガフが吠ほえた。やるせなかった。まるでシアンに教示を請うていた頃の青年時代に戻ったようだった。


「迷いの元だ」


　素っ気ないシアンのいらえ。


「それにお前、正直なところを言ってみろ。その神言にどうしてそこまでこだわる」


「俺は……」


「ああ」


「俺は、これまで一度として神言を聞いたことがなかった！」


　ついにガフは叫んでいた。悲痛。そういってよかった。今にも我が首根を自ら絞め上げんばかりの灼しやく熱ねつのような嘆きと、そして歓喜とを吐いた。


「神の気配さえまともに感じたことはなかったのだ！　シアン、俺もあなたのように神に触れたかった。それがどのような辛苦であろうと、それがなくては、俺は俺でなくなってしまう。俺はいったいなんのためにこの城の主族として生まれ育ったのだ！」


「哀しいな」


　シアンの呟つぶやきが、ガフの叫びに混じって静かに広間にこだました。


「幸福の王子フオルチユネとして生まれ育った者の、唯一にして致命的な不幸……か」


　だがガフの耳にシアンの呟きは届かず、悲痛と歓喜にまかせて叫ばれる言葉に、シアンが応えることもなかった。


「だが今は違う！　俺はようやく本当に俺になれる！　俺は真に王になる資格を手に入れたのだ！　これで、この神言で、ようやく……俺は！　そのために剣を振るい、そのためにあらゆる辛苦に耐えてきた！　シアン、俺の師よ……！　今一度俺に教示を！　〈鍵〉とは何なのですか、それはいったいどうすれば見つけられるのですか！」


　絶叫が、いんいんと広間にこだまし、霧散した。


　気がつけば青い衣の神官たちも一人また一人と消えてゆき──いつしか広間には、ガフとシアンの、遠く隔たった者同士が、互いにのぞみ合うばかりであった。


「ガフよ、俺は最後までお前に教示者エノーラとしてしか接してやれなかった」


　シアンが言った。ひそやかに別れを告げるように。ガフもそれを悟った。どうすることも出来ず、歯を嚙かんで黙った。


「申し子よ。お前を、今こそ俺の教示の軛くびきから解き放とう」


「シアン……やめてくれ……」


「お前を呪じゆ縛ばくするその因果な鎖は、やがて俺に代わる者の剣が断ち切るだろう。そのことを覚えておけ」


　そのシアンのまなざしがガフを外れ、遠く遥かに仰ぐように、神の樹を見上げた。


「いまや多くの民が神の声を聞かずに、また都市パークに住まうことなく暮らしている。そのことをよく考えてみるのだな。お前の民を。……お前は、王だ」


　お前は王だ。その言葉がガフの胸中を深々と抉えぐった。はっきりと断ち切っていた。何を切ったというのか。問うでもなく、答えが胸中の痛みそのものとなって、ガフに痛烈に知らしめていた。ガフは独りの王だった。


「シアン……なぜだ。どうして今になって……」


　シアンが、ふとまたガフのおもてに、その目を当てた。


「亡霊が、懐かしみにかられて、現れただけだ」


　微笑とも悲哀ともつかぬ父なる表情かおがそのおもてに浮かび──


「さらばだ、ガフ」


　その瞬間、ふっつりとその姿が消えていた。


　あたかも実際にそれが亡霊の仕業ででもあったかのように、ガフがなすすべもなく立ちすくむ目の前で、ただ青い衣だけがゆらめくように宙に舞い、やがて音もなく青玉サフイユの花道に落ちて広がった。


「我こそ、王……」


　ガフが沈痛にひとりごちた。それしか言えなかった。





６




　時刻は赤から紫へと移りゆき、庭園は木の葉も蝶花はなも判然とせぬ淡い闇に染まろうとしていた。


　シアンは己の身をその影にひたすように、絢けん爛らんたる城に背を向けている。歩むほどに光は遠く背後に去り、かといってそのままどれほど進もうとも、ついには闇に身を沈ませるまでには至らない。そういう歩みであった。別段そのことを嘆くようでもない。むしろ楽しむさまさえ見せて、幻の煙をくゆらせながら薄明の中を進んだ。


　ふと、その悠々然とした身の周りで、一陣の風が巻いた。


　葉が揺れる音とともに、房をなす蝶花の一部がもぎとられるようにして宙に舞った。


　シアンが、ぴたりと足を止めた。


　きわめて落ち着いた動作でパイプを懐に入れ、そのまま手を腰の剣に添える。


　そのまなざしが闇に降りた者の気配を追い、やがて、渋い笑みが目元に浮かんだ。


　いつのまにかそこに、一人の人形めいた少年が、ぼんやりたたずんでいた。


　赤いチョッキを着込んだミルク色の体毛が鮮やかに闇に浮かび、長い耳をだらりと頭の後ろに垂らして、焦点のはっきりせぬおぼろな赤い瞳ひとみをシアンに向けるともなく向けている。その底のない空無そのものであるかのような瞳は、シアンを向いていながら何を見ているようでもなかった。それは見つめ返すほどに清澄さを増してゆくようで、ともするとそこに克明に映し出される自分の姿が、次の瞬間、何か禍まが々まがしいものに変じるのではないかという、奇妙に切迫した不安が、どこからともなくやってくる。そういう不可思議なるまなざしを真っ向から浴びせられながら、シアンが呆あきれたように呟いた。


「やれやれ、逃げ遅れたか」


　いたずらを咎とがめられたような顔だった。


　そのくせ、反省するようなけぶりは全くない。


　実に恬てん然ぜんとした態度で、この突然現れたキティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉と向かい合っている。


　ふいに──


　キティの耳がゆっくりと持ち上がっていった。


　それに合わせて、徐々にそのおもてがはっきりとした意思を表してゆく。


「……その昔、あなたは私に言われた。小鳥を鳴かせることなく、鳥とり籠かごに入れよ、と」


　キティが言った。半ば茫ぼう漠ばくとして、半ば理性を込めて、辺りが闇に染まりゆくほどに、その身が全く別の者の姿をあらわそうとしていた。


「それしか、我が国の争いを、鎮めるすべはないのだと」


　その赤い瞳が、今、はっきりとシアンを見た。


「しかし、それは同時に、世界の支配という新たな野望を長耳族ラビツテイアに与えてしまった。あなたが解いた謎々エニグマは、いつか世界を混こん沌とんの渦中に落とし込む……。あなたは、いつでもそうだ。常に望まずと望むとにかかわらず、災厄の火種を振り撒まいて回る」


「そうした宿命に嘆くことは、〈人〉なる者の特権といっていいものだ、王子どの」


　かっとキティの目が見開かれた。


　黄昏たそがれが過ぎ、頭上にゆるゆると聖星が昇って淡い輝きが降り注がれるとともに──


　キティ＝〈賢者ザ・オール〉は、見つめる相手の全てを解析という刃で切り刻むかのような冷徹なるまなざしをもって、痛烈に叫んだ。


「笑止！　その傍若無人な行いのお陰で、こちらは死ぬほどの目に遭ったわ！」


「目には目を、か。それが、王子どのの理由ことわりか？　ならば俺に言うべきことはないぞ」


　シアンが笑った。相手の激しい怒りを、他ならぬキティにかえりみさせるような口ぶりだった。たまらなかった。


「こ……この……」


　キティのおもてに引きつった笑みが浮かび、かと思うと、早速その両手に演算の微細な燐りん光こうが浮かび上がっていた。


「あなたはついに、己の意思で災厄をもたらし始めた！　小鳥を仇きゆうする蛇たることを受け入れたのだ！」


　叫ぶと同時に、勢いよく前方に向かって右の掌てを突き出した。途端に空気が裂けた。凄すさまじいまでの空圧の刃が、幾重にも弧を描いて宙を走る。木々が枝を吹き飛ばされ、眠りにひたっていた蝶花の群がぱっと飛び立った。


　ふわりとシアンが動いた。きわめて滑らかな動作で剣を抜き放つや、刃が青燐ラピスラズリの輝きに満ちて振るわれた。目に見えぬ空圧そのものを刃に受け、あるいはかわし、僅わずかに歩を引いて剣尖きつさきを構えたかと思うと、いきなりキティに向かって跳んでいた。


「ちいっ！」


　キティの周囲を風が巻いた。刹せつ那な、無数の不可視なる刃を正確にくぐり抜けたシアンが、真っ向からキティに突き込んできた。激しく火花が散った。〈式フオーミユラ〉が演算を展開し、障壁をかたちづくるが、シアンの剣がまたたく間にそれを粉砕した。演算が微細な燐光となって散り、次の瞬間にはキティもまた真横にすっ跳んでいる。僅かの差でシアンの刃が宙を裂き、更に追いすがろうと地を蹴けるが、


「とっ……」


　そのすぐ目の前を蝶ちようの群が飛び交うのを見て、素早くその身を止めた。ぱっと一方の手を宙に振り、その指先が、蝶の群から正確にその一羽をつまみ取っていた。


「器用なものだ」


　感心したように、蝶の羽に展開された演算を見やって言った。等符号イコールが浮かび上がり、回転して演算を完成させる寸前、その手が蝶ごとそれを握りつぶした。


　粉々になった蝶の翅し粉ふんが、微細な光の屑くずと化した演算とともにその手から零こぼれ落ちる。


　シアンが言った。


「また、上達したな」


「……剣を振るいますか、教示者エノーラとして」


「俺の呪いのかたちが、そうさせるのでな」


「いかにもあなたは教示者エノーラだ。この期に及んで、私に新しく得た力を試させようとしているのだから」


　シアンが、おや、というような顔になった。


「なんだ、判ってるじゃないか」


　のうのうとして言うさまに、キティが常ならぬ生真面目さで、きっと怒りを目に溜ためた。


「……私を司つかさどる〈見定めの目〉は、とうとうあなたを危機とみなした。私の行使する力に、新たな段落を設けたのだ。今こそ私は、真に時計を開く権利を与えられた！　あなたによって！　そしてその権利は秘儀なるゆえに永続的に私が所持する！　なにもかもがあなたの思惑通りで、私はなんとも腹立たしい限り！」


　今にも地団太を踏まんばかりの勢いで吠ほえた。


「能書きが多くなったのは、旅の呪いのせいか？」


　シアンが呆あきれたように言った。剣を握らぬ方の手で、くすぐったそうに耳を搔かいている。


「まあ、いいから、来い」


　右手だけで、無造作に剣尖を構えてみせた。


　きわめて無造作なその振る舞いが、圧倒的な迫力をもってキティの前に立ちはだかった。ともするとそのまま引き込まれそうになるのをかろうじて堪こらえ、


「あなたを私のこの手で抹殺させようというのか！　あなたはいつでもそのような義務を教え子に課す。それが裏切りの瞬間となることを知っていながら！」


　キティにしては珍しいことに、自分を鼓舞するような口ぶりで、なお叫んだ。


「ならば応こたえましょう！　私にもその権利がある。私もまた、〈硬貨の国〉において、あなたの教え子だったのだから！」


　ふっ、と──


　シアンの目が、細められた。


　相手の言葉に反応したのではない。キティの手が、懐から、金の懐中時計を取り出すのへ、鋭い光を目に溜めていた。


　ひやりとキティのおもてがこわばった。かちりと音を立てて、時計の蓋ふたが開いた。ちっちっちっ……。繊細な歯車が手の中で時を刻み、キティが唇を嚙かんでその時計盤を掲げた。


「この神なる不愉快な力をもって、私はあなたに最後の試練を求めよう。そしてあなたの切なる望み、教え子によって殺されるという願望を、私が果たしてみせようぞ！」


　刹那、キティの周囲を、これまでにない勢いで演算が走った。


　キティを中心に地面に円陣が組まれた。ほとんど全身を無数の因子の淡い輝きに取り巻かせるや、複雑をきわめる演算がまたたくまに展開されていった。それは、手に捧ささげ持つ時計へと成長し、芽を伸ばす草木に似て、ついには時計を起点として天に向けて突端を延ばすと、猛烈な存在感を持った何かがほころぶようにして現れてゆく。


「ほう……まるで花のようだ」


　シアンが、言った。空手であった左手を、静かに剣の柄つかに添えた。その全身がしなやかな緊張に満ち、キティの身に渦巻くものをひたと見据えた。


「演算の花が風聞する先は、神々の存います太古の天空か……」


　低く呟つぶやく声音の底に、大いなるものの降臨を待つ緊張の響きがあった。


　キティの手の中で、何かが花を咲かせていた。時計は激しく二つの針を回転させ、演算はいまや翼を広げる鳥に似て大きく宙に展開し、それは更なる何かを待ち受けていた。


「おお！〈太陽の翼〉よ！　私はここにいるぞ！　私の手には、そなたの輝ける血の受け皿が掲げられている。太古のときより天空を巡り続け、太陽の光熱を司る神よ、今ここに、その神なる火の雫しずくを落とせ！」


　キティが詠うたうように叫んだ。その目は、天に向けて捧げられた時計とそれを種子にして咲く演算の花を見据えている。二つの時計の針がかちりと音を立てて並んだ。等符号イコールが成立し、赤い瞳ひとみに激しい憂いと怒りとを込め、ゆっくりとシアンを見据えた。


「神によって飛び放たれた、宛名のない風聞の鳥が、今、私に応えた……」


　キティの囁ささやくような声が、にわかに激しく轟とどろく音にかき消された。


　同時に、シアンの身が大きく後方へ跳んでいる。


「むっ……」


　身をたわませるようにして着地しながら、自分が跳んだことに驚いていた。ほとんど無意識に、本能の行為に近しく勝手に体が動いたのだ。それほどの力が、立て続けにキティの身にもたらされようとしていた。激しく火花を散らし、複雑な演算が軋きしむようにその力を受け入れようとするさまは、まさしく降臨と呼ぶにふさわしい光景だった。


「さすがは……長耳族ラビツテイアだ」


　感嘆が零れ、それに、キティがまなざし鋭く反応した。


「お陰で、私の国はこのような力の所有を巡って、日々、不毛な争いが繰り広げられている！」


　かっと光が走った。さながら稲妻だった。時計目掛けて凄まじい力が躍り込み、演算がびっしりとその身を覆っていながら、キティの体毛が弾はじかれたように総毛立った。


「理由ことわりの少女だけなのだ！」


　恐るべき力の負荷に目を剝むきながら、キティが歯を食いしばって叫びを上げた。


「私の国から……そして世界の全ての国から、不毛なる争いと停滞とを拭ぬぐい去るには、あの原初への回帰を司る小鳥が必要なのだ。私はベルに全ての神の滅びを望む！　全ての神の力を永遠に失わしめ、〈硬貨の国〉の争いを、根底から鎮めさせることを望む！」


　突然──


　キティの周囲で猛烈な圧迫を及ぼしていたものが、消えた。


　がくりとキティが身をくずした。演算がばらばらになって燐光の塵ちりと舞い、ぱたりと時計の蓋がひとりでに閉ざされるや、キティは地に膝をついてうなだれた。


　ふっと辺りが静寂に包まれ、蝶花はなのひそやかな羽音に交じり、ちっちっちっ……と時計の針が規則正しく音を立てる。


「……ゆきますぞ」


　うなだれたまま、キティが言った。


　シアンがかっと目を見開いた。全身の筋骨が躍動をみせ、しかしどこへも跳びすさるすべを見み出いだせなかった。一瞬だった。全く目に見えない、あまりに異質な気配が、シアンのすぐ目の前に満ちた。ひどく無機質で圧倒的な力そのものが、怒ど濤とうのように押し寄せて来たのだ。なんという迅速さか。シアンの口から言葉にならぬ叫びがほとばしった。その剣が、目の前の空間を両断していた。


　爆発が起こった。


「お・おっ！」


　シアンの刃がそれを深々と切り裂くや、目に見えぬ血がほとばしっていた。血は剣にふりかかるや閃せん光こうとなって姿をあらわし、またたく間に灼しやく熱ねつの火花を散らせた。シアンの体毛が一斉に逆立ち、剣を握る両手が一瞬で焼かれると、全ての指の爪の隙間から激しく鮮血がしたたった。


　そのほんの僅わずかな間にも、シアンの刃に裂かれたそれは迅速に空間を固定し、演算を自ら展開するや、まるで獣が獲物を足の下に押さえつけるようにシアンの身を地面に叩たたきつけていた。


「かあ……っ！」


　地面に這はいつくばりながら、シアンが常ならぬ切迫感で苦く悶もんの呻うめきを上げた。


　その手はかろうじて剣の柄にかかっているが、ほとんど握ることも出来ぬほどの負傷に満ちている。


「いかがか」


　キティが、ゆらりと身を起こした。その時計の蓋がいつの間にかまた開かれている。目に見えぬ力がそこから続々と放たれ、厳しくシアンを押さえつけていた。ちっちっちっ……と時を刻む音とともに、シアンの苦悶も増してゆくようだった。


「これこそ太古なる神々の遺産──この〈電力エレクトール〉によって、あなたはその演算の箱の中で身動き出来ぬまま、内側から灼やき尽くされ、粉々に吹き飛びましょう」


　悲痛を怒りに押し込め、冷厳として、地に這うシアンの前に立った。


　にわかにシアンの身が跳ね起きた。焼かれた手でなお剣を握り、キティに向かって猛然と剣尖きつさきを走らせた。


　ぎん。キティのすぐ目の前で、刃が鈍い音を立てて止まった。目に見えぬ壁がそこにあっていかなる攻撃をも防ぎ、徐々にそれは六方から狭まってゆき、剣尖を構える姿勢のままシアンをじりじりと後方へ押し戻していった。


「神なる力を破れますかな。理由ことわりの少女に全てを託したあなたに……」


　キティが言った。冷ややかなまなざしを当てながらも、その実、必死にシアンのおもてから目を逸らしていたのが、


「同じことだ」


　という呟きに、はっとしてシアンの目を見た。どきりとした。シアンの不敵な笑みが、これほどの優勢にもかかわらずキティの背に冷たいものを走らせていた。


「今、なんと言われた……？」


「同じことだと言ったのだ。王子どのが、神々を滅ぼすことを念じていながら、こうして他ならぬ神の力を行使するのと、俺が理由ことわりを危機にさらすのと」


　きりきり、と何かが音を立てていた。


　見やると、シアンの剣が、激しくまた空しく、キティに向けて突き出されている。


　手の爪が一つまた一つと捲めくれ上がり、血を噴き零こぼした。そればかりか、体毛が逆立って焦げつき、目の縁や口元から焦熱の苦痛が血煙となって湧き、皮膚から血玉が浮くと、それが弾け跳んで蒸発した。


「それにしても、内腑はらわたを灼くとは、こういう苦しみか……」


　唇や舌が内側から泡立ち、ぷっつりと破れて濁った血を噴いた。


　その唇が、笑みのかたちに吊つり上げられる。


　くすりと、笑って、言った。


「なにやら、初めて味わう気がせんよ」


　そしてなお、剣尖を激しく突き入れた。


　キティのおもてが恐怖の色に染まった。


　同時に、その全身に演算が浮かび上がっている。まるで入れ墨だった。ただそこだけ演算が浮かんでいない両耳をぴんと立て、


「こ、この剣を砕け！　〈電力エレクトール〉の炎よ！」


　右手に時計を捧げ持ち、もう一方の手でめまぐるしく演算を展開した。必死の形相で、剣を突き出すシアンを押しやろうとする──が、


「無駄だ」


　血の泡を噴き零しながら、シアンが囁くように言った。


「神との戦いを宿命づけられた一人の女が、宛名のない風聞として、鍛つくった剣だ……」


「あ、あなたというひとは……どうしてそうまで……裏切り続けるのですか」


　きしり。ガラスをすり合わせるような音が、キティとシアンの間で微かすかに響いた。きしり、きしりと、シアンが剣尖に力を込めるたびに、その音がキティの時計の音に抗するように広がり、とともに目に見えぬ壁に、おぼろとした亀裂の燐りん光こうが走ってゆく。


「簡単なことだ」


　シアンが、灼けつく声で言った。


「神も民も理由ことわりも……一度、根底から否定しつくされねば、真の止揚は迎えられん」


　きしり。


　キティの全身の演算が、悲鳴を上げるように激しく光り輝いた。


「ならば！　私は我が愛なでし娘こを、理由ことわりの少女を、肯定しつくすためにこの力を振るう！」


　二人の間が激しい閃光に満ちた。何かが粉々に砕ける音──そして、演算のこまかな光片が舞い散る中、おびただしい血煙が噴き上がった。


　一直線に剣尖が迅る──と同時に、苛か烈れつな力の固まりがそこに爆発した。


　ざあっと風が巻いた。


　蝶花の群が逃げ出すように宙に舞った。


　やがて獰どう猛もうな白熱の輝きが薄れてゆくにつれ、一羽一羽めいめいに再びとまれる枝を探し当て、ひっそりとした夜の静けさに眠っていった。


　そのうちの何羽かが、一面焼け焦げた芝草に戸惑うように飛び回っていたが、それらもまたやがて静寂を破る者のもういないことを悟ったようにそこから離れると、木々の間、聖星の照らす淡い闇に、それぞれ散っていったのだった。
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　聖星の淡うす藍あいの光に照らされて──


　アドニスは、つと窓の外に目を向けた。


　青く闇のにじむ窓辺で、くすんだカーテンが一陣の風に柔らかくひるがえった。死告鳥レイヴンの黒い花弁が風に舞う、彼本来の宿舎にいた。


（静かだ……）


　真ん中から真っ二つになって吹き飛んだベッドの、窓際にはね飛ばされた方に腰掛け、片膝ひざを抱いて夜の窓辺にひそやかなおもてを向けている。常日頃からその表情を覆い隠している赤い頭巾バンダナは今は外され、左手首に巻かれており、その負傷した両腕は半ばほどけた包帯の下でいまだ癒いやし切れぬ傷痕に生々しい痛苦の様子をたたえている。


（こんな夜は、いつでも自分が死んでしまったように感じる……）


　深く沈むように、アドニスはまるで安らう者の顔でそう思った。


　その寄る辺ない姿にひと振りの剣を膝に抱きながら──


　アドニスはふと、待ち望んでいた相手がすぐそばに現れたことを悟った。


「ドランブイ……」


　窓から差し込む聖星照アースシヤインがアドニスの影を長く引いている。


　その影から、艶つややかなおもてを淡い闇にひたした女が現れた。しなやかな両手が差し伸べられ、甘い香りとともにアドニスを背後からそっと抱いていた。


「感じたんだ、剣が……」


　片膝を抱いた姿勢のまま、アドニスが言った。


「この剣を通じて、あんたの鍛つくったシアンの剣が、振るわれているのを。相手は……判らない」


　その耳元で、ドランブイが微かに頷うなずいた。冷ややかな声音にも、どこかはっとするほどの艶つやめきをたたえて、囁ささやいた。


「長耳族ラビツテイアよ……いつかあなたとともに戦った」


「まさか。あいつは俺が殺したはずだ」


「旅の呪い」


　というのが、ドランブイの答えであった。


「かの者は、己を二者に分断された……。一者は昼に生きて愚者なるまなざしをたたえ、他者は夜に生きて賢者なるまなざしをたたえる……。賢者はいかなる苦痛を得ても死を得ることはかなわず、また愚者はいかなる苦痛も、与えたものに自おのずと返してしまう……」


　アドニスが苦笑した。キティに対してと同時に、そのことを告げなかったシアンや、今あらためてそれを教えるドランブイに対して、どこか悔しむ顔を見せた。


「今度は、ちゃんと両方とも殺すさ」


「そのときは、あなたも死ぬわ」


「なに……？」


「愚者を傷つける者は、そのまなざしによって自ずから同じだけ傷を負う……かの者を殺すとき、殺害した者もまた同じだけの苦痛によって殺害されるわ」


「……長耳族ラビツテイアらしい、祟たたりというわけか。なんだって、そんな真似までして……」


「私たちと同じよ……神の滅びを、望んで」


　ドランブイの囁きが、甘美としてアドニスの耳をくすぐった。


「しかし……かの者は、決して自らそれを行えない。そのための力も、ない……」


「だから、ベルに託すのか。どいつもこいつも」


「私たちは、必ずしもそうではないわ」


「判ってるさ」


　アドニスがうつむいた。ドランブイの滑らかな指先がその首筋を優しく撫なでた。


「でも、少なくとも、〈唸る剣ルンデイング〉は、神が俺に試みさせた死に至る灰に打ち勝った。俺の〈錆びた爪ラステイネール〉が、それを教えてくれているよ。あんたが、最後にあの城に残していった剣が、ようやく勝利したんだ」


「最初の勝利──それは、最後の勝利に通じていなければならないわ」


「ああ……俺は、あいつと居合うだろう。……それが、あいつに触れる、最後の機会だ」


「泣いているの？」


　アドニスはいっそう影にそのおもてを隠すように身を屈かがめた。ドランブイの闇なる腕の中に潜り込みながら、小さく首を振った。


「泣ける気がしない。苦しいだけで」


　ドランブイの身が水族マーメイドの滑らかさでアドニスを抱いている。アドニスは芯しんからそれに酔った。夜の静寂が、安らぎに酔うアドニスに、ひどく静かな虚無を感じさせた。


「死がやってくる。俺の深いところで、何かが死んだような感覚が……襲う」


　胸中の思いそのままに、それを口にした。


「どうしてそれを犯したのか……自分の罪を、ようやく理解出来たときの気持ちに似ているんだ。自分の動機モチーフを。そのときの罪と、そしてもう二度とそれに触れることが出来ないことを。でもきっと……そんなところに、大事なことは何一つないのかもしれない」


　そのとき、ふと、剣の震えを感じた。


「ああ……シアンは大丈夫だ」


　感嘆するように呟つぶやき、首こうべをめぐらせてドランブイに頰寄せた。


　甘い女の香りに混じって、血の匂いがした。


　ドランブイの下腹の辺りで、藍あい色の薄絹がうっすらと血に染まってゆく。かつて神との戦いにおいてその身に刻み入れた無数の刻印スペルの一つが、剣振るう力に感応しているのだ。


　アドニスには、それがシアンの剣に刻み込んだ刻印スペルと同じものなのだと知れた。


「ドランブイ……」


「心配ないわ。神に関わる力が、あの剣に対して行使されたのよ。私が鍛つくった剣に……でもその力は、決して、私の剣を砕かない……」


　その冷淡な物言いにもどこか恍こう惚こつとした響きを含んで、ドランブイは、衣の上から、血を零す刻印スペルを愛いとしみに満ちて撫でている。


　アドニスが、その女の頰に唇くちづけるように、囁いた。


「なあ、ドランブイ。あなたに贈るよ。俺がシアンを斃たおし、その亡なき骸がらを、あなたに……あなたたち二人は、永遠に一緒だ……」
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　いまだ修復が万全ではない〈玉座の間〉ではあったが、その花道だけは青い宝石の輝きも麗々として復旧がゆき渡っていた。見事な意匠を施された青玉サフイユの透き通るような床は、風聞を告げて舞う鳥たちが彫り込められ、あるいは様々な剣を実らせる樹々が王国の紋章とともに細密画のごとく描かれている。


　その花道を、棺ひつぎに収められたローハイド王の遺体が運ばれていった。


　時刻は赤も明るい。


　棺は、ほぼ半日をかけて都市パークの主要な地区を巡り、その赤の時刻に至る頃、ようやく城を抱く中央区キヤストラルに戻され、この広間へと帰ってきたのだった。


　広間の象徴色は青である。


　朝をあらわし、東へと通ずる、王たる者の住まう色であった。


　座席も床も、様々な彩度の青さがたゆたうその広間にあって、ひときわ青く輝く花道に運ばれてゆく棺もまた、青い。


　滑らかな青さをたたえる衣に包まれたローハイド王の遺体は、青玉サフイユが冷ややかに光る棺に半ば透けて見え、その白い体毛さえ清々として青く見えている。


　死者の存在そのものが広間の青さに満ちて溶け、ふっつりと消えてゆくかのように、棺は密ひそやかに運び入れられた。


　観覧者はいない。実質的な儀式は、玉座を断ったときに既に済んでいる。


　あたかも存在しない者を葬るかのように、ローハイド王の遺体は、ひっそりと運ばれるのだった。実際、王の葬儀の通例としては、棺の中が空であることの方が多かった。


　王は神の樹に身を捧ささげてのち真に王となり、その死とともに、肉体が完全に神の樹に飲み込まれ、ただ僅わずかにその体の破片が、飲み込まれずに舞台に放り出される。その破片を拾い集め、棺に収めて、都市を巡り、王の死を民に伝える。


　それが、通例だった。


　異例でさえある、完全なる遺体をたたえて、棺はひっそりと厳かに花道を下っていった。


　棺を担ぐのは、黄牙アイボリーの衣と仮面とに身を包んだ、〈剣闘の間〉を司る黄衣ヒストリーの神官団である。その左右を、〈舞踏の間〉を司つかさどる紫衣メモリアルの神官団たちが、仮面を髪飾りのように頭に上げて連れ添っている。仮面を外しているのは、歌を唄うたうためであり、歌は遺体を慰めるため──つまりは、腐敗を防ぐためのものだった。


　ガフとシェリーが、それぞれの神官団を率いて列の先頭に立ち、そのあとを、さまざまな上級階級ハイ・クラスの代表者が参列して、花道を降りていった。


　緑の衣をまとっているのは、建楽者や農楽者たちである。


　藍色の衣は、気象楽者たち。


　真っ白い衣は、城の歴史や施政をもっぱらとする、語り部たちだった。


　また、上級剣士や、上級歌士たちが、二つの神官団のあとに参列していた。


　先陣をガフが歩み、右翼にシェリー、そして左翼には、最高階級トツプヒエラルキアにまでのぼりつめたアドニスが粛々とつき従って花道を辿たどり──


　やがて一行は、いっとき玉座を失った、空白なる舞台にのぼったのだった。


　舞台は、どの広間のものも、実は神の樹の一部だった。神の樹の根の上部を平らに削り、円形に育てたものが、いわば祭壇の場たる、城の舞台なのである。


　城の主族にとっては、その舞台に乗ってからが、真に秘儀であった。


（ようやく、来たか……）


　アドニスが、口には出さず呟いた。ほぼ半日、この一行に従って都市パークを巡り歩いたアドニスの、素直な感想だった。


　舞台のほうぼうで、楽者たちが所定の位置で足を止めた。


　つづいて、剣士たちや歌士たちが、神の樹を扇形に囲むように整列して止まっている。


　最後に語り部たちが足を止め、残る一行は、ガフとシェリー、神官たちと最高階級トツプヒエラルキアにあるアドニスのみとなった。


（どこへ行こうというのだ？）


　また、口の中でそっと呟く。


　すると、ガフが手を掲げ、それが合図きつかけとなって、神の樹のすぐ根元に、残る全員が立ち止まった。


　シェリーだけがそのまま歩を進め、ガフの更に前に立った。ちらりと二人の目が合い、すぐに離れた。互いに交わすまなざしは、もはや公人として以上に、冷淡とさえいってよかった。


　そのシェリーが、すうっと呼吸いきをついた。


　呼び掛けとも歌声ともつかぬ魔法の歌楽が唄われ、いんいんとして広間に響き渡ってゆく。アドニスは素直にその声に聞き惚ほれた。紫衣メモリアルの神官団が依然として歌いつづける中、その声はひときわ高く通り越え、父たる王の死を悲しむ者の思いが、この形式がかった儀式にあって、唯一、まともに感情をもったもののように聞こえていた。


　と──


　その歌に感応して、なんと、彼らの目の前に断だん崖がいのようにそびえる神の樹の幹が、徐々にその無数の鋼の身を、ほどき始めたのであった。


（なんという……まるで、扉だ──）


　アドニスは心の中で感嘆の声を上げた。


（理由ことわりはただ神の影を穿うがつのみとは、このことか）


　同時に、そっと、己の内心がおもてにあらわれぬよう、その謀事に思いはせていた。


（俺の懐疑もまた──この舞台の上で、神の影を穿つにとどまっていた。だがもはやそうはいかん。こうして俺を内ない腑ふにのんだことを恨むがいい……）


　地鳴りにも似た音とともに──


　ぽっかりと巨大な空洞うろが樹の根元に開かれていた。


　ガフが再び手を掲げ、無言で合図した。他の者たちを舞台に待たせたまま、一行は開かれた扉へと入った。


　アドニスはそこに、巨大な階段が暗い地底へ向けて延びているのを見た。ガフが先頭に立って階段を下り、そのあとをシェリーが、そして神官団が従った。アドニスはガフの傍らを歩むかたちになり、残りの者たちは、階段を下ってゆく一行の無事を祈るかのような真しん摯しな顔でたたずむばかりであった。


　アドニスは、暗い深しん淵えんを見やった。このまま二度と戻れないのではないかとさえ思われるほどの深みを抱いた空洞だった。


（それでもいい……）


　もう既にして、永えい劫ごうの闇に触れた身だった。今更、闇を恐れる心など持っていない。


（もはや背後に用はない）


　アドニスは暗がりに隠れて、薄く笑みを浮かべた。


（神のはらわたに食いついた、俺は一匹の虫だ。神の身に闇を繁殖させるための、苗床の虫だ……）


　やがて、周囲の暗さに目が慣れてきた。ぼんやりとした闇に、アドニスはそれを見た。


「むう……」


　思わず呻うめいた。


　目の前を、四、五人が並んで歩けるほどの階段が、螺ら旋せんを描いて、下へ下へと降りている。


　左手に壁があり、右手には恐るべき空洞がぽっかりと落ち込んでいた。


　そしてその空洞を四方八方に延びる、巨大な鋼の根──


「ここは……」


「〈鋼の内腑〉と呼ばれる、神の御み根もとだ」


　ガフが押し殺した声で言った。儀式を司る者の顔が、また別の表情を帯びている。


　畏い怖ふ──そして圧迫に耐える者の顔だった。


　その顔を、アドニスやまた他の多くの者たちと同じく、周囲に向けた。


　一面の鋼の根だった。無数の刻印スペルの明滅をたたえているお陰で、辺りはぼんやりと青ざめた明るみの中にある。まるで深海の静けさと──そして圧迫だった。


　鋼の根は、狂乱に落ちた王の姿にも似ており、まさしく内腑というにふさわしい、遥はるかに古く巨大な鋼のかたまりが、臓腑はらわたさながらに伸びていた。無限に増殖する刻印スペルが臓腑の脈動そのままに明滅し、その光景は見る者をひたすらに圧倒した。


　鋼の中には、およそ何を意味するのか判らぬ機械じみた姿もあり、アドニスは思わず呆ぼう然ぜんとしてそれらを見渡した。


「いったい、なんという鋼なのだ、これは」


　口にしつつ、なにやら身震いがしてきた。


「もはやその原初は判らぬ……」


　というのがガフのひっそりとした返答だった。


「これらの鋼は無数の合金より生じ、古いにしえの神代の世に存在した諸もろ々もろの鋼の形状かたちが、ここでは記憶として、あのような姿を時折あらわすのだという。主族としての秘儀であったが……今の我らには、到底見果てぬ秘儀だ」


　そう言いつつ、この男にしては珍しいほどに緊張した面持ちで階段を下りていった。淵ふちは徐々に広くなり、下るに従って対岸が見えないほどに離れてゆく。


　全ての鋼に、生命的な気配が満ちていた。それが地下に下るほどに猛烈な圧迫感を及ぼし、いまや誰もが深甚とした畏怖をおもてに浮かべるばかりだ。


「生きた鋼の洞どう窟くつか……」


　ぽつりとアドニスが言った。淵の底から吹いてくる風を嗅かいだ。


「カタコームとよく似た風が吹いているな」


　ちらりとガフがアドニスを見た。その目が、アドニスの言に共感していた。


　違うのは、その風にさえ圧迫感があるということだった。誰も口にはしない。だが誰もが、そこに神の気配がたたえられていることに気づいていた。


　アドニスは肩をすくめた。一行が緊張に満ちるにつれ、アドニスだけが一種、飄ひよう々ひようとした態度を見せるようになっていた。そのことに、傍らのガフが気づいた。なんとなく渋い顔になったが、何も言わなかった。


　アドニスがふと思い出したように訊きいた。


「ガフ、カタコームの宝剣は……？」


　ガフはまたちらりとアドニスを見やった。


「神官の一人がそれを持っている。案ずるな……と言いたいところだが、お主次第では、それをここで砕くことにもなりかねん」


「それは剣けん呑のんだな。あんたらしくもない」


「あの剣には俺も感ずるところがあってな……そうした方が良いのではないかという気持ちがだんだんと強くなっているのだ。この〈鋼の内腑〉を下りてゆけばゆくほどに」


「カタコームも嫌われたものだ」


　アドニスが、皮肉そうに呟つぶやいた。


「全ては、兄王の御意に」


　ガフは眉まゆをひそめてアドニスを見やったが、そのまま無言で進んだ。その目が、なにやら正体の知れない懸念に細められていた。


「暗いな」


　ふとまたアドニスが呟く。


「光晶石あかりを使える者はいないのか」


「ここでは、いかなる魔法も、使うことを禁じられているのだ」


「なるほど。神なる室だ。魔なる法を嫌うか……」


　納得したような、馬鹿にしたようなアドニスの言動に、ガフがまたなにやら咎とがめるような目をアドニスに向けたが、このときも結局は何も言わないままで済ませていた。なによりそれどころではなかった。闇は徐々に深く青ざめ、辺りに満ちる圧倒的な気配は一行を深海の圧迫へと引きずり込むかのようであったのだ。アドニスの軽口が、かえって一行の緊張を多少なりとも和ませさえしていた。沈黙のまま進むには、この階段はあまりに暗がりへと延びていすぎた。


　そして──


　そろそろ誰もがひたすら階段を下ることに異様な抵抗と恐れとを抱くようになってきた頃、一行はようやく底の底に到着したのだった。


　階段を下りると、しんと冷えた空気と地面の匂いとが彼らを包んだ。


「冷えるな……。なんだあれは。水の気配かおり……？」


　アドニスの言につられて、


「おお……」


　と神官たちが低くどよめきの声を上げた。


　一行の眼前に、にわかに広がる巨大な湖があった。それまでそれが水だと判らなかったのが、ふいに目に映っていたせいで、突然そこに出現したかのような錯覚を覚えていた。


　無限に広がりゆくかのような地底湖に、無数の神の根が水面に溶けるようにして降りていた。まるで鋼の森が丸ごと水没したような光景だった。鋼は刻印スペルの明滅を帯びて淡く輝きをともし、波一つ立てぬ湖がその光をのんで冷然と輝いている。


　ガフが言った。


「〈宥なだめの湖〉の一つだ……。神の樹の真下に、こうして一つ。あとは、それぞれの広間の真下に、一つずつあるという話だ」


「闇なる神の楽……か」


　アドニスがうっそりと呟いて辺りを見渡した。


「だが、いったい何を宥める？」


「炎の血……だ」


　そのとき突然、ふらりとシェリーの身が傾いだ。神の影響が強すぎることがこの暗がりでも明らかに判るほど、そのおもてが青ざめている。ほとんど白はく蠟ろうのようだった。


「大丈夫です」


　それでもなお気丈に言って、差し出されかけたガフの手をよけた。ガフは何も言わない。そのまま手を引き戻した。アドニスが暗がりに隠れて薄く笑みを浮かべた。


　付き添おうとする紫衣の神官団さえ退け、シェリーは屹きつ然ぜんとした目を辺りに向けた。


　そして、そのシェリーのまなざしに応こたえるかのように、にわかに音もなく、青い衣がそこかしこでひるがえっていた。


〈玉座の間〉を司つかさどる青衣クロニクルの神官団たちだ。あたかも彼らを取り囲むかのように六方に立ち現れ、ゆらゆらとそのマントをゆらめかせていた。一行に緊張が走り、ガフやシェリーとともに、他の神官団が一斉に敬意を表して礼拝の姿勢をとった。


「亡霊どもが……」


　同じく礼拝の姿勢になって一礼しながらも、アドニスが小さな声で毒づく。さすがにそれをガフが聞き咎めた。


「滅多なことは言わぬがいい。かつて葬儀を行うべくここに下りてきた者たちが、一人として帰らなかったことも、一度や二度ではないのだ」


　そう言って、一歩前に出た。その巨きよ軀くに若き王の威厳をたたえ、ガフは青い衣の群に向けて朗々と唱えた。


「英霊たちよ。ここに我らが王を葬りに参った。どうか我らを王に代わる新たな秩序の担い手とみなされたい」


　すうっと青い衣の神官たちが身をひるがえした。その動きを目で追うと、その先に橋の欄干が見えた。湖の中心に向かって、一本の橋が、辺りに張り巡らされた神の根の間を貫くようにして延びているのだ。


　電気石トルマリンの橋が冷ややかにかけられたその先に、大きな祠ほこらがあった。


「ますます、カタコームに似てくるな」


　アドニスが唇を吊つり上げた。


「いつか、ティツィアーノのやつが、あれとよく似た祠で、死者をおもちゃにしていたのを見たことがある。城の主族も、それとそう変わらんということかな？」


「アドニス」


　ガフがたしなめるが、いっこうに反省するけぶりもない。


「亡霊どものお招きだ」


　顎あごをしゃくって、青い衣の神官たちの動きを追うよう促す始末だった。


　ガフが呆あきれたように低くうなった。


　一行は青い衣の神官に導かれ、橋を渡り、祠へと到達していた。


　頭上を見上げると、あたかも降り注ぐ陽光が鋼のかたちに凍りついたかのように、神の樹の根が降りてきている。周囲は鋼の林立はやしだった。湖はひっそりとして静まり返り、ここが深しん淵えんの真っただ中であることを知らせるのだった。


　祠の中心に大きな四角形の穴が開いていた。井戸のように鎖が天井から伸びており、黄衣の神官たちが、ガフの指示で、棺をその鎖にかけて吊るした。


　四方を青い衣の神官たちがそびえるように立ち、穴からは湖の水面みなもが見えた。まさしく、このまま再び地上に帰れるかどうかの瀬戸際のような光景の中で、彼らは言葉少なに儀式を進めるのだった。


「神の御み根もとに、王を捧ささげよ」


　ガフが低く命じた。黄衣の神官たちが応えて鎖を引く。鋼の触れ合う重々しい音が静寂にこだまし、ゆっくりと王の遺体を収めた棺ひつぎが、祠の穴から降りていった。


　鎖は断続的に重々しく鳴り響き、シェリーと紫衣の神官たちの歌が王の身を慰め、やがて棺が水に触れるとともに、歌がやんだ。


　鈍い音とともに、鎖の一端が外された。つづけて一つ、また一つと鎖が留め金を外され、棺が支えを失ってゆき、あっという間にしぶきが立った。


「ああ──」


　シェリーが、ほとんど初めて、歌う以外に声をあげていた。


　透明な水に、棺が沈んでゆく。


　神の根の放つぼんやりとした光の明滅に、誰もが、これまでに捧げられた、水底に眠る無数の死者の気配を感じたような気がしていた。


　重く、棺が水の底に触れた音がした。波紋が立ち、広大な湖に溶けて消えた。


　同時に、湖の底一面に生えて広がる鋼の根の明滅が、棺を包み込んでしまった。そのさまが、祠の開いた穴からはっきりと見えた。


　びくっと、シェリーが身を震わせた。


　畏い怖ふ──あるいは恐怖があった。


　誰も何も口にしない。だが誰もがひとしく理解していた。王は今、真に、神の樹に食われたのだ。そしてその身を供犠いけにえとして捧げたのは、他ならぬ彼らだった。神に対する畏怖とはまた別の、奇妙な罪悪感ともいえる重々しい気持ちが彼らの上に等しくのしかかった。


　そして、彼らは見た──


　棺をのんだ湖が、祠を中心として、青白い光を広げてゆくのを。


　神の樹が明滅を早めた。あたかも鼓動を繰り返すかのように、にわかに巨大な気配が立ちのぼっていった。湖底がおぼろな明滅に満ちたとき、そこに沈む何千何万という骸がい骨こつが、根と半ば同化し、今にも湖上の彼らに向けてその虚うつろな眼がん窩かを向けるかのような様子が、彼らの足の下いっぱいに広がっていたのだった。


「まるで俺たちを誘っているようだ。こっちへ来いと……」


　アドニスが呟いた。シェリーや紫衣の神官たちが、はっと身をすくませた。みな、気を呑まれたような顔だった。


「あいつらは、ああして死さえ死に、永遠に……」


「馬鹿を言うな」


　ガフが厳しく遮った。


「神の御根に抱かれ、安息の眠りに満ちているのだ。この〈宥めの湖〉の静けさがその証拠ではないか」


　アドニスは唇くちの端に微かすかな笑みを溜ためて、ガフを見た。本当にそう思っているのか。そういう皮肉っぽい問いかけが表情にある。


「では、本当のところはどうなのか、神に問うてみるのが一番早いな」


　ガフのおもてが、とうとうけわしさを帯びてアドニスを睨にらんだ。


「つくづく危うい素行を……」


　アドニスと目が合った途端、その表情がにわかに変わった。


「お主……まさか、本気か」


　愕がく然ぜんとした。そういってよかった。アドニスの目がいまや焦熱をはらんでその意思をあらわにしていたからだ。まさかアドニスの言動を本気だとは思っていなかった。


　ガフの背筋がぞっと凍りつくような恐ろしさに震えた。四方に立ち並ぶ青い衣の神官たちが、今にもこの不敵な参拝者に向かってきそうな気がしていた。


　アドニスはそのガフの様子をせせら笑った。


「俺はここで神に懐疑を問う。危ういと思うのであれば、ただちにここから立ち去るのだな」


「アドニス……！」


　たまらず叫んだ。だがアドニスの態度は変わらない。


「言ったはずだ、ガフ。あんたの栄光の陰にあるものを、俺が全て請け負ってやるとな。そして、俺は、弟王としての器にただ支配されるつもりはない」


「だが……どうするつもりだ。いたずらに騒ぎ立てたところで、何の益がある」


「今代の姉王が、そのための道を開くことを既に了解している」


「なに……！」


　ガフはぎょっとなってシェリーを振り返った。


　シェリーが毅き然ぜんとして頷うなずき返すさまに、更に愕然となった。


「アドニス、お主……いったい……」


　絶句した。アドニスの周到さに驚いていた。そのあまりの周到さに、かえってひどくきなくさいものを感じた。だがそれがなんであるか判然としない。


　言葉を失ったガフに、シェリーが、はっきりと言い放った。


「ガフ、私もまた、この方に、私の陰なる心を預けたいのです。いつの日か、姉王たる者として、また一人の民として、神の民への愛を、民に伝えるために」


　はっとしてガフがシェリーを見た。シェリーのまなざしが、ひたとガフのおもてを見据えている。これが哀しみの無表情さにおおわれていた者の顔か。その驚きがあった。いまや意志に満ちて、何事かをなそうという気概に溢あふれている。全く意表を衝つかれた、変へん貌ぼうとさえいえるシェリーの変化に、ガフばかりでなく神官たちも呆あつ気けに取られたようになった。


　そのことは良かった。シェリーの変化に対する驚きと同時に、ガフの中で喜びがあった。打ちひしがれているだけの状態に比べて、これはとてつもない朗報とさえいえた。たとえそのことが、さらにアドニスへの不信をかきたてるものであったとしても……


　ガフの中で、どんどんアドニスをとどめるべき理由がなくなっていった。それがなお危うさを感じさせた。事態は単純だった。ここでアドニスを放置して、ガフは他の神官たちを率いて立ち戻れば良いのだ。それは純然たるアドニスの意思であり、シェリーは僅わずかにそれを手助けするに過ぎない。シェリーに危険が及ぶ前に、ガフがその手でシェリーをこの場から連れ去れば良いのだ。


　しかし──


　そこに、アドニスがたたみかけるようにして言った。


「この場所から、更に神の深部に達する経路リゾームがあるのだそうだな」


　のろのろと──応こたえに惑う者の顔で、ガフがアドニスを見る。


「そして、それを開くことができるのは、神言を聞くことの出来る歌士か剣士のみ……神はこの筆頭歌士を選んでいる」


　お前ではなく。ガフの耳にはそう聞こえていた。目の前ですらりと刃を抜き放たれたようだった。それに応じるべき言葉がガフの中で消えた。ただ猛烈な危うさだけがわけもなくガフの中で荒れ狂った。


「ならん……」


　ひどく掠かすれた声が、若き王者の口から零こぼれた。まるで追い詰められたかのように。


「許されることではない……」


　それまで彼らの背後でひかえていた神官たちがはっと身構えた。その様子に、ガフはいつの間にか自分の手が剣に触れていることに気づいた。ほとんど無意識だった。


　だがそこから剣を抜いたとして、その刃をいったい何者に振り下ろすというのか。


「シャンディ」


　シェリーが呼んだ。びくっとガフの手が震えた。アドニスは二人の様子を微かな笑みを浮かべて見ている。その酷薄な笑みを視界の隅にとどめながら、シェリーと目が合った。


「私は、唄うたいます」


　すっとシェリーが後ろに下がった。そのまま静かにガフに背を向けた。まるでガフが背後からシェリーに斬りかかろうとするかのような恰かつ好こうになった。何故か。ガフの中で焦熱のごとく灼やけつく疑念があった。だがそれがなんなのかはっきりとしない。神官たちは緊迫のあまり声一つかけられない。ただ背後に控えている。それら全てに、アドニスが眺めるようなまなざしを向けている。うっすらと笑みを浮かべながら。そう。にわかにガフは合点した。笑み。どうしてこの男はこんなにもうすら寒く笑んでいるのか。まるでなにごとかを知った者が、知らぬ者を嘲あざ笑わらうかのように。


　ガフがかっと目を見開いて怒鳴った。


「アドニス！　貴様、なにを嗤わらっている！」


　ほとんど反射的に剣を抜き放っている。アドニスが動いた。その手が虚空から何かをつかんだ。歯を見せて笑った。それがガフを奥深いところで衝き動かした。問答無用だった。


　ガフの王国の剣と、アドニスの〈錆びた爪ラステイネール〉が、刹せつ然ぜんと迅はしった。


　高らかな剣撃の響き。びりびりと肌に感じて空気が震えた。なにかが鳴動に揺れ、同じ瞬間、全てをおおいつくすようにしてシェリーの歌声がこの地下湖全体に響き渡っていた。


　そして──


　巨大な意志がにわかに足の下から迫りくるような感覚がその場にいる全員を呪じゆ縛ばくした。





「ぬ……!?」


「おおっ！」


　刃を斬り結びながら、ガフとアドニスが同時に叫んだ。


　神の根が一斉に明滅を早め、にわかに動いていた。祠ほこらのすぐ下で湖底がせり上がった。かと思うと、そこかしこから神の根が盛り上がり、それは空洞をかたちづくって一斉に立ち上がろうとしていた。


　ぱちぱちと音を立てて激しく空気がはぜた。


　体毛が逆立ち、空気に触れる肌が異様にささくれるかのような感覚が襲う。


　シェリーの歌声が、ぴたりとやんだ。


　祠の縁に、まるで巨大な蛇が顎あぎとを開いて迫るかのように、神の根がせり上がって空洞を開いていた。その奥で、底深い闇が、深しん淵えんの様子を見せていざなっている。まさしく回廊と呼ぶにふさわしい入り口がそこに開いていたのだ。


　だが、シェリーが声を止めたのはその回廊の扉そのものに対しての驚愕であった。恐怖といっていい。その回廊の壁は無数の髑髏どくろで埋め尽くされていた。入り口の縁へりを、まるで扉の装飾のごとく遺い骸がいが神の根に巻き込まれて半ば一体化し、辺りに虚うつろなまなざしを向けている。中にはいまだ白骨化せずにある者もおり、特に、つい今し方湖に沈められた者──ローハイド王そのひとの遺体が、神の根の鳴動に引き裂かれ、ずたずたになった姿で回廊のコラージュと化していた。がくりとその頭部が神の根に垂れて、回廊のちょうど入り口の表札めいて祠を向いた。瞼まぶたは半ば開かれ、半眼の目が虚ろなまなざしをたたえてシェリーを見つめた。


「ひっ……」


　か細くシェリーが喉のどを鳴らした。がくがくと震えながら、自ら開いた回廊の入り口から遠ざかろうとする。


　そこにアドニスの歓呼にも似た叫びがシェリーの背後から襲いかかった。


「開いたぞ！」


　すぐさま剣を弾はじき、同時に後ろに跳んでガフの更なる剣撃をかわしている。


　シェリーがはっと振り向いた。そのすぐ傍らにアドニスがいた。ひたとガフを見据えながら、片方の腕をシェリーの肩に回した。にやりと笑んだ。その酷薄に笑う横顔がシェリーを戦せん慄りつさせた。


「今こそ神なる障壁を踏み越え、その本性に触れるときがきたのだ！」


　ガフに向かって見せつけるようにシェリーを抱きながら、アドニスが叫んだ。


「教えてやる、ガフ。俺が嗤わらうのは、ひとが過去の愚かしさを嘲笑わらうのと同じことだ。全てが宿命のように流れてゆくさまを、滑稽に思ったことはないか！」


「貴様、自分が神になったつもりか！」


　剣を構えたまま叫ぶ。シェリーの身がちょうどガフの剣筋に入ることでにわかには動けない。そのおもては憤ふん怒ぬに満ちて、殺伐とアドニスを睨にらみ据えている。


「甘言を弄ろうし、我らを共謀に巻き込むか！　弟王の座をそうまではずかしめ、何を企たくらんでいる！」


「言ったはずだ、俺の全存在を懸けて、神に懐疑を問うてやる！」


「ぬかせっ」


　吐き捨てるようにガフが一いつ蹴しゆうした。


「貴様の言動、もはや何かしらの答えを得ようとするものではない！」


　ばちっと空気がはぜた。この地底湖全体がまるで鳴動するように空気がにわかに密度を増してせめぎあっている。


　アドニスのおもては荒涼としてガフに向かい合い、なお嘲笑わらって言った。


「さすがだ、王よ」


　ガフが憤怒に爆発した。祠が湖底の鳴動に揺れ、僅かにアドニスの姿勢が乱れた隙を衝いて走った。


　その堂々たる体たい軀くがこうまで迅速に動けるのか。苛か烈れつな剣撃を送りかけたその一瞬に、ガフの全身を何かが引き止めた。見事な挙動でぴたりと剣尖きつさきを止め、素早く下がった。


「むうっ……!?」


　アドニスの笑みがまた違う色を帯びてガフを見た。


「あんたは、実に優秀な剣士だ」


　そう言うアドニスの足元から、何かが急激に立ち上ってくる。


　影だ──


　下がろうとするガフを追うようにして、アドニスの足元からなんと無数の影が立ち現れ、うごめきに震えていた。


　シェリーがひっと押し殺した悲鳴を上げた。アドニスが哄こう笑しようした。ガフも、その背後に控える神官たちも、愕がく然ぜんとしてそれを見た。


　空気は大地とともに鳴動し、神の根が激しく明滅を帯びる中、その嘆きの声がにわかに叫び放たれた。


　──ＮＮＮＯＯＯＷＷＷＨＨＨ……！


　──ＥＥＥＲＲＲＥＥＥ……！


「お・お・お・お！」


　ガフの口からかつてない憤怒と悲痛の叫びが放たれた。


「なんということを!!　アドニス、貴様はなんということを!!」


「見たかガフ！　これこそが俺の、世界の、否定的懐疑にきわめられた姿だ！」


　ぞぞぞぞぞ。まるで無数の巨大な黒い虫が迫り来るように、影法師の群が動き出した。


「ガフ様！」


　神官たちが剣に手をかけ、ガフに命言を請う。


　だが、ガフは烈火のごとき怒りに震えながら、それを押さえた。


「退ひくのだ……！」


「ガフ様!?」


「みな……退けーっ！」


　神官たちが戸惑う。剣の柄つかに手をかけながら、こちらに向かってくる影法師の群からじりじりと引き下がる。


「どうしたのですか、我らに命言下されば……」


　ガフは答えない。その苦く悶もんの表情に、神官たちがはっとした。ある支配がガフに及んでいる様子に素早く気づいていた。


　影法師たちが更に迫る。みな、祠から出ていた。祠の中にいるシェリーに向かって、紫の衣の神官たちがなすすべもなく悲痛な叫びを上げた。


「姫様ーっ！」


「どうなされたのですガフ様っ！」


　紫衣の神官たちが狼ろう狽ばいしてガフにすがった。


　ガフは憤怒の顔をひたとアドニスに向け、その横に抱えられているシェリーを見据えた。


　シェリーはおもてを青ざめさせ、ぶるぶると震えている。まなざしは虚空を向いて、あたかもそこに畏い怖ふさせる何かを見いだすようであった。


「な……なりません！」


　影法師どもの後背にあって、シェリーの声が悲痛に満ちて高らかに響いた。


「か、神の巫女みことして、つ、伝えます。影なる者と刃を交わすことは、なりません！　これらの者たちは、神の楽より外れた忌避すべき存在。もし、これらの者たちと楽なす行いをなせば、神の楽より永久に追放され、禁止民パラドツグスの呼ばれ名を負うことになりましょう！」


　神官たちがびくっと身を震わせた。


　ガフを振り返るが、ガフは歯は嚙がみしてアドニスとシェリーを見据えている。


「シャンディ……」


　シェリーの双そう眸ぼうが涙を溜ためてガフを見た。手を伸ばすが、がくがくと身が震え、ぐらりと体が傾いだ。それをアドニスが支えた。残酷な微笑がシェリーの視界を満たした。意識がうすれ、視界が遠のくなか、か細い呟つぶやきがシェリーの口から零こぼれた。


「悪魔……」


　くすりとアドニスが笑った。ふいに無邪気ささえ感じさせる顔になって言った。


「その申し子さ」


　その笑みを最後に、シェリーは涙を雫しながら気を失った。





「どうだ、ガフ！」


　アドニスがシェリーを抱えて叫んだ。足元から影法師どもの群を解き放ちながら、開かれた回廊の方へゆっくりと後ずさる。


「己の剣を封じられたあんたに出来ることはただ一つ！　判っているはずだ！」


　ガフは怒りの顔で、かろうじて剣を鞘さやに収めた。


「おおおお、アドニス！」


　迫り来る影法師どもの一人が、錆さびた剣をふりかざす。


「ガフ様！」


　神官の悲鳴。その剣をかわしざま、ガフは素手で相手の頭ず蓋がいを粉々に砕いていた。


　だが倒れた影法師の影から、また新たな者たちが現れる。慌てて跳びすさるガフの目に、神官の一人が、影にたかられて絶叫するさまが映った。


　その腰から、ひと振りの剣が奪われた刹せつ那な、ガフの全身が殺気に湧いて跳ねた。


　有無をいわさず影法師を殴り殺し、その剣を更に奪って叫んだ。


「貴様の欲する剣が、ここにあるぞ！　アドニス！」


　あざけるような哄笑が影法師どもの向こうから聞こえてきた。


「それが俺の手に渡るのは時間の問題だ！　一つ、教えてやる。俺が今まで手にしてきた全ての剣は、一つ残らず俺がこの手で砕いた！　俺のこの剣に食わせてやったぞ！」


「貴様……どこまでも……！」


「そのカタコームの宝剣も、あんたの王国の剣も、全て！　俺が、食らってやる！」


　その叫びを最後に、アドニスの姿がシェリーとともに回廊の闇に消えた。


「ガフ様っ、ここは危険です！」


　下がらぬガフに、神官たちが慌てて叫ぶ。


「ガフ様！」


　ガフは応こたえない。怒りにまかせて影法師の一人を更に殴り殺したが、その影から更に新たな影が現れると、渾こん身しんを込めて退いた。歯嚙みし、憤怒をのんで叫びを上げた。


「牢囚の塔ミスキヤストルに特使を出せ！」


「は……」


　ガフの言葉に、神官が戸惑いながらも首肯した。


「拮きつ抗こう禁止令を、兄王の座において命言する！　ただちに牢ろうへ使者を出すのだ！」


「は……っ！」


　にわかに合点がいった。同時に、紫衣の神官たちが、悲痛に駆られながらも、ガフの言に愕然として振り向いた。


「ラブラック＝ベル以下三名を牢より放ち、飢餓同盟タルトタタン討伐の任に当てよ！」


「で、ですが……飢餓同盟タルトタタンとは……」


「だからこそだ！」


　ガフの苦悶と怒りの叫びが、神官たちを衝つき動かした。後方の数名がただちにきびすを返す。迅速な行動に、もはやためらいはなかった。


「走れ、我らのこの城を守るために！」


　影法師どもの群なす叫びを貫いて、ガフの命言が彼らを走らせていた。





９




　じりじりと焦げつく炎の音さえいまや届いてはいなかった。


　牢囚の身にあって、ベルは闇の中にいた。清々とした、静かな闇だ。瞑めい想そうの状態といってよかった。


　大の字になってベッドに寝転がり、傍らに添い寝するように〈唸る剣ルンデイング〉が横たわっている。呼吸は穏やかで、ともすると眠っているようにも見えた。


　無論、きちんと覚かく醒せいしている。それも、これまでにないほどの覚醒感があった。それでいて、眠りにも似た浮遊感にゆらめいているのである。


　いったいいつの間にこんな状態になったのか。ベルにももはや判明でなかった。子供が泣き疲れて眠るのにも似てベッドに横たわっているうちに、だんだんとこうなっていったのである。


　さまざまな思考が感情に任せて飛び交っていたのが、気がつくと、己自身、定かではない無数の思念の交錯の中にいた。かたちを持たぬ、より根源的な己の記憶の海を、思念という名の無数の魚が泳ぐようだった。ベルの意識はその海にあって、ただひたすらに茫ぼう漠ばくとしたまなざしで、魚たちの群に思いを馳はせているようなものだった。


　そしてベルはふとその魚の一匹に自分が特に関心をもって見つめていることに思いいたった。魚は暗い海をひたすらに流麗に泳ぎ、いつしかその影が何者かの人影になった。


　人影は闇の中をひた走りに走っている。恐るべき暗がりにあって、その走りには全く迷いがない。ベルはその様子を目で追いながら、その人影が口にする言葉を聞いた。


（風を嗅かぎ、水流を探るのもよいでしょう。しかし地下の闇の中では、ときにそれすらできないことが多々あります。そんな時に頼れるのは、自分をすっぽりと包むこの大地との関係で生まれる、自分の存在感覚なのです──）


　いんいんとして響く声とともに、人影がベルを向いた。壮齢の月瞳族キヤツツアイズが、しなやかな姿に穏やかな微笑をたたえてベルを見た。そこではっきりとベルはこの記憶の由縁を知った。


（目を閉じ、意識を内側に向け、大地全体の気配を感じ、方角を知るのです。心の中にふと垣かい間ま見えたビジョンを信じること、それが、自分という存在を導く、目に見えない意図のようなものをもたらすのでしょう──）


　ああ──


　ベルはひっそりと溜ため息をついて頷うなずいた。それはいつかカタコームで聞いた言葉だった。あの激戦において、楽隊を先導して走るトム＝コリンズの姿が、今、眼前にあった。他ならぬあのアドニスの父であり、カタコームを守る祀士コリンズの一人であるそのひとが、淡紅インペリアルトパーズに輝く剣を手に、闇を走っているのだ。


　──TIXE


　脱出テイグゼをあらわすという謎めく刻印スペルを刻み込まれた剣だった。その刻印スペルがベルの目にとまった刹那、ベルの胸中をかっと何かが熱を持って浮かび上がった。


　トム＝コリンズは言う。


（はるか闇の向こうにある、見えないものを見る力を養うのはとても難しいことですが、しかし何もそれが、特殊な、種族的な超能力というわけではありません。誰しもが、ときに無意識に行っていることだと、私は思います──）


　そしてその姿が再び魚に戻ると、闇の中をふわりと浮かんで、どこかへ泳ぎ出してしまった。もはやベルには見果てぬその姿を追って、ベルもまた闇を走った。


　一歩目で己の気息を込めて向かう果てを見た。


　二歩目で背後に遠ざかるものを見定め、それが己自身であることを知った。


　みたび聞いた言葉を心に嚙んで飲み下し、四方を闇に包まれてベルは走った。


　それは自分自身からの脱出だった。


　闇は海となってベルを包み、走る姿をそのまま一つの魚影と化してベルは泳いだ。海はもはや一いつ己この世界と化してそこに泳ぐベルに感応した。意識が反転して、感応が満ちた。


　ベルは自身から脱出した。


　ベルは自身へと感応した。


　その二つの戦おこないが精妙にないまざってベルに一つの契機をもたらした。それこそ覚醒だった。


　──ＥＥＥ……


　ふと剣の唸うなりがベルを現実に呼んだ。剣がベルの思念に敏感に呼応しているさまが強く感じられた。ベルは目を閉じたまま剣を撫なでた。その損壊の様子がまざまざと伝わってくる。それでいてこの感応の確かさはどうだ。これが瀕ひん死しの剣の放つ唸りか。あたかもベルが心の痛みを自ら引き受けて耐えたように、剣もまたその損壊に耐えてそれだけ新たな力を得たかのようだった。そうだ、とベルは思う。実際、そうなのだ。


　アドニスのもたらした試者の灰が、逆に剣の意志をこれまでにないほど呼び覚ましたのだ。まるでそうなるよう、鋼の形が定められていたかのように。


　そして同時に、ベルは思う。


　いつか剣という手段が欠けたとき、自分はどうなるのか。そのときは、自おのずと目的も変わるのではないか。自由の意味が、変化するのだ。剣を持つ自己の由縁が変わることをためらっていて、どうして自由を求めていられるか。たとえそれが大きな損失だったとしても、そこから一歩も踏み出せなくなることに値するか。


　剣のこの損傷で、アドニスの剣に勝てるとは思えない。


　だが、己の剣が真に砕かれたとき、己の呪いと祝福のかたちがいかなる変容をなすか、それをこそ見定めるべきではないのか。


　まったく自然と、そのような考えがベルの中で生まれていた。そう考えることの出来る自分に、ベル自身が驚きを覚えるほどだった。


（私が、私を知った……）


　それは何かから抜け出ることに等しかった。


　何か決定的なものがもたらされたような感覚を引き連れて──


　そのとき。


　Lin、と時計石オクロツクが鳴った。


　ベルは目を開いた。指がその特別な宝石をつまむ。


「緋あかい……」


　呟つぶやきとともに、ふっと溜め息が雫こぼれた。


「なんだろう、この感じ」


　石に目を向けたまま、傍らの〈唸る剣ルンデイング〉に囁ささやく。


　剣は優しげともいえる唸りを帯びてベルに寄り添っている。


「ああ……そっか」


　呟くなり、いきなり起き上がっていた。浮いた。宙に羽が舞うがごとき身軽さで膝ひざを曲げ、宙でふわりと身を起こす。


　とん、とベッドに降り立った。


「月することモーナーク……」


　奇妙な感じを覚えていた。振り返れば、そこに古い自分の形をした抜け殻が、うずくまっているような錯覚があった。


　剣を残してベッドから下りると、ベルは僅わずかに振り返った。自分の古い姿が膝を抱えて座っている幻影を、本当にそこに見み出いだそうとするように。


　そしてふと、その目が、にわかに真紅に満ちた何かを映し出していた。


「な……」


　反射的に〈唸る剣ルンデイング〉に手を伸ばしているが、剣尖きつさきを向けるまでもない。


　ベルは呆あつ気けにとられて、それが巨大な翼を悠然と広げるのを見た。


　巨おおきな、炎のような赤い翼を持つ鳥だった。そしてそれは女の顔を持っていた。大人の女だ。黒い髪に黒い瞳め。まるであの旅への〈鍵かぎ〉がたたえる深遠なる漆黒のように。そのおもては無特徴のひとことに尽き、一切の種族的特徴を殺そぎ落としたかのような無む貌ぼうの素顔であった。


「大人の、私……？」


　それは、そのように変貌していてさえそれとはっきり判る容貌であった。


（真に力を覚えた者よ。自身にとって最大の恐怖が、お前に力の由縁を知らせるのだ）


　ふいに、鳥の声が、ベルの脳裏に直接こだました。


（一いつ己こなる力をもって身軽に起たつがいい、征服者よ。お前は自己を征服するという、きわめて大きな戦おこないに打ち勝とうとしているのだ──）


「導き手ガイダンスか……！」


　合点した。途端に得体の知れない喜びのようなものが胸の底から湧き上がってきた。ベルのその気持ちをはっきりと知る者の顔で、導き手ガイダンスは声なき声でベルに告げていた。


（授承者の精神に従い、我はより広く深い知を示そう。その由緒すべき果てを示すべく）


　赤く燃え立つようにその翼をはためかせ──


　にわかに消えた。


　ベルは再び一人になった。


　そして──


　ふっと蠟ろう燭そくの炎が消え、扉の鍵の開かれる音が牢ろう囚しゆうのベルの耳に大きくこだました。





「拮きつ抗こう禁止令の真意は明らかだ！」


　ギネスが吠ほえた。


「僕らは今度こそ秩序の犠牲として牢囚される。下手をすれば〈魔〉が現れるたびにそれを倒す役を与えられかねない。だが、僕らの利はその一点にある！」


「やれやれ、君のそのなんとも楽しそうな声を聞いていると、この現状を忘れそうになっていけない」


　ベネットがあっさり受け流す。ベルのくすくす笑う声がそのあとにつづいた。


「私はこれで二度目だけどね。悪くないな」


　そう言って、ベルは、彼ら三人を閉じ込めた檻おりを軽く叩たたいた。甲檻花ゴブレツトであった。甲羅を檻のかたちに加工された巨大な亀だ。その左右を、黄衣の神官たちが足早に移動している。


　牢囚の塔ミスキヤストルから城へ──檻に入ったまま大急ぎで移動するベルたち一行を、中央区キヤストラルの者たちが珍しげに眺め、見送った。三人ともに紅色カメリアの戦闘衣装グラスウエアを着込み、乗っている亀が檻でなければ、まるで戦場への花道をゆくようにも見える。


「牢囚の者も、使い道次第というわけだ」


　ギネスが、道行く物見高い連中を眺めやって言う。


「異をもって同とせよ」


　ベネットがギネスの口調を真似てつづけた。


「まあ、そういうこと。さて、どうする？　このまま放っておいて、城が内側から滅びるのを見物していようか？　どうせ僕らの責任じゃないし」


　なんとも不敵なことをぬかすギネスに、檻の両側を走る神官たちがぴくりと反応する。


　くすりとベネットが笑った。


「こんな国でもね、私にとっては守るに値するものだよ。何より、これから私たちがしようとしていることが、こんなかたちでふいになってしまったら、つまらないじゃないか」


「確かにね。首尾は？」


「既に連絡を回してある。事態も正確に伝えているよ。さて、何人集まっているやら」


　ベルがふと首を傾げた。


「連絡……？」


「そうなんだよ、ベル。みんな、この軍師どのの〈ほら吹きフアジーネーブル〉に踊らされてるってわけなんだ」


「はは、なるほど」


「失敬な、ベネット。彼らは自分の意思で踊ってくれているんだ」


「踊ってることに変わりはないわけか」


　ベルが笑うと、


「無論、楽しい踊りであることは約束するよ。どうだい、ベル。君も一つ踊ってみないか？」


　ギネスがやわらかに言った。


「私は……」


　ギネスもベネットも口をつぐんだ。ここが岐路になることを、三人ともによく理解していた。たとえ今この場を共に乗り切ったとしても、それは彼らが同じ将来への思想を抱いていることを意味しなかった。ベルは目を町並みに泳がせ、またその目を二人に戻した。


「私は、私の剣に正統な地位を与える」


　ベルはそう言って、穏やかにギネスとベネットの二人を見比べた。


「そのために、こいつを振るう。それだけだ。たとえ相手が飢餓同盟タルトタタンだろうと、神だろうとね」


　最後の言葉に、またもや神官どもが僅かに反応したが、とにかく先を急ぐことに努めていると見えて、何も言ってはこなかった。神官どものその様子に、三人が揃っておどけたように肩をすくめた。


「それにさ……」


　にっとベルが笑んだ。


「アドニスが待ってる」


　膝に抱いた〈唸る剣ルンデイング〉に手を当てた。損壊の様子も痛々しいが、そのくせ今やその剣にはそれまでとは異なる何かしらの強烈な気配があった。それがギネスにもベネットにも判った。実際、二人はもはや畏い怖ふさえ感じて驚きよう愕がくしていたといっていい。特にベネットなどはベルが剣を握るそぶりを見せるのに、思わずぞくりと首をすくませている。


「アドニスもまた、馬鹿なことをしたものだ」


　口調に、同情の念がにじみでるようだった。


「今度は負けないよ」


　ベルが平らかな顔で言う。


「じゃあ、決まったな。敵は飢餓同盟タルトタタン！　そのついでに、神に対する第一戦とゆくぞ」


　ギネスの剣けん呑のんな言葉に、さすがに神官たちが何か咎とがめるそぶりを見せたが、ちょうどそのとき甲檻花ゴブレツトは中央区キヤストラルの幹線を通り抜け、真っ直ぐ城へ入っていったのだった。


「へえ」


　ベルが面白がるような声を上げた。


　亀が入ってゆく先に、城の入り口付近で、大勢の剣士たちがたむろっている。


　なんとも雑多な種族構成だった。都市パークの主族である月瞳族キヤツツアイズや、少数種族でありながら何につけ高い能力を誇る四蹄族ケンタウロスがいた。蛍族ロイテライテや足長族フロツギーの集団、水角族ミノタウロス、水族マーメイド、弓瞳族シープアイズ。ほとんどベルの知ってる種族たちが一堂に会していた。みな、それぞれの出いで立ちも剣士としての立ち居振る舞いもどこかばらばらで個性的だった。男女混合、若齢から老齢まで、いかにも混成楽隊の様子そのままに集まっている。


　その全員が、やって来る亀を見やって歓声を上げた。


「ようやく指揮者コンダクターたちが来たぞ！」


「なんだい、ずいぶんと豪勢なお出迎えじゃないか！」


「おおい、おおい」


「やあれ、やあれ」


　二十人からの剣士たちが一斉に剣を抜き放ち、檻の中の彼らを出迎えていた。


「こんなに集まるとは思わなかった。すごいぞ。本当にほとんど来ている」


　剣士たちに手を振って返しながら、ギネスがちょっと感動したように言った。


「ここに来られない連中は、指定通り、関所や城門の辺りで逃走経路の確保に当たっている。声をかけた者の中で、不穏な動きを見せた者が、若干名。それもすでに押さえてある」


「ああ。ありがとう。ああ……」


　ベネットの言葉に逐一頷うなずき返しながらも、ギネスは昂たかぶりにまかせて立ち上がり、手を振り続けている。


「みんな望んでいるんだ。早急に、新しい剣楽のかたちを求めているんだ。見てくれ、ベル。彼らはみな、家督から外された、あるいは家督に甘んじることをよしとしない、力ある者たちだよ。まったく彼らときたら、飢餓同盟タルトタタンと戦うということさえ気にしてやしないんだから。みんな、僕らとともに戦うことを己の楽としてくれたんだ。見てくれ、これを見てやってくれ、ベル」


　ベルは目を細めて頷いた。


「いいなァ」


　短く応こたえた。それだけに万感のこもった言葉だった。


　仲間というものがこうまで身近なものとして感じられるのは、ひとえにこのギネスとベネットの二人のお陰だった。そのためにだけでも、自分は剣を振るってもいい。そう思わせる光景だった。
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　蜘蛛くも手に広がる複雑な洞どう窟くつだった。壁面がぼんやりとした刻印スペルの明滅を帯びて、そこを歩く者を暗く浮かび上がらせていた。


「う……ぬ……」


　アドニスはひっきりなしに襲う圧迫に呻うめき声を上げながら、脂汗を流して進んだ。腕の中では、それとは対照的なまでに穏やかな顔で目を閉じているシェリーがいた。


（飢餓同盟タルトタタンの闇をまとっていてさえ……こうも圧迫が及ぶのか）


　口の中で、苦痛を嚙かみ殺すように呟つぶやく。


（だがこれこそ証あかしだ。神よ──今、ゆくぞ。貴様の内ない腑ふに食いついてやる）


　そのおもては執念と呼ぶにふさわしい表情に満ちて、回廊の行く手に向けられていた。


　ふと、腕の中で、シェリーが目覚めた。


　ぼんやりとしたまなざしを、アドニスに向ける。目が合った。アドニスの足が止まった。


　シェリーのまなざしが徐々に焦点を帯び、


「神の遺影──」


　囁ささやきにも似た言葉とともに、はっと覚かく醒せいした。


　驚いたように両頰に手を当てて辺りを見回し、ついで、苦痛に耐えるアドニスのおもてを、下から見つめた。やがてようやく事態を理解したと見えて、


「おろして下さい。歩けます」


　毅き然ぜんとアドニスの手を拒むように言った。


　アドニスは素直に従った。シェリーの身を慎重に下ろした。その両手はいつもの硬い革の手袋で覆われている。


　すっと離れようとするシェリーに向かって、すらりと虚空から剣を抜き放つ。鋭い剣尖きつさきが無造作に垂れて、そこに刻まれた刻印スペルをあらわにしている。


　──NOWHERE


　シェリーは不思議なものでも見るようにその嘆きの刻印スペルに目を当てた。


「私を、ここから先、その剣で従わせようというのですか」


「あなた次第だ」


　アドニスが残酷に笑んだ。その酷薄な笑みが、どこか苦しげに歪ゆがんでいた。そのくせ、シェリーはむしろ穏やかにいる。


「主族が持つ、抵抗力というわけか……」


　シェリーを睨にらむように、アドニスが言った。


「さすが、城でただ一人、神言を知る歌姫だ。こんな圧力の中でよく平気でいられる」


「平気というわけではありません」


　シェリーがきっぱりと言う。


「感じます。これまでにない、神なる意思を……まるで、私の内側にさえそれがあらわれているかのように……。私は今、かつてないほど神なる真意に触れているのを感じます」


　アドニスは壁に背をもたれると、忌ま忌ましそうにふうっと溜ため息ついた。


「その割に、元気そうだ」


「まだ何も命じられておりませんから。ただ、あなたが私に何を望むかによって、新たな命言が下されるでしょうけれど」


「では、それまでは俺に従うというのか？」


「いえ」


　シェリーのいらえはどこまでも毅然としていた。


「私は、私の意思で、ここから先に待つものを見てみたい」


　ほう、とアドニスが感心したような顔になった。皮肉そうに口の端を歪めるが、激しい頭痛にどうしても苦く悶もんの表情がおもてにあらわれてしまう。


（もっと──）


　苦痛を嚙み潰つぶすように口の中で呟く。


（もっと、俺の身をひたせ……）


　それに応じて、背を当てた壁や、その足元から、またたく間に目に見えぬ何かがゆっくりと立ち上り、アドニスを包み込んでいった。


　シェリーはその様子をじっと見つめながら、きっぱりと言い放った。


「私は、決してあなたのように闇に身をひたしておりません。神や国への懐疑ばかりでここに立っているのではないのです」


「ではこの先にあるものを見て、どうするつもりだ」


「信じるために」


　アドニスはふっと息を吐き、そのまま噴き出した。だいぶ顔色が良くなっていた。


「夢の中で、神と共謀でもしていたか」


「さあ、それは定かではありません」


　冗談とも本気ともつかぬ返答だった。


「ですが、この回廊への扉を歌ったことで、私自身もまた越えたことは確かなようです」


「越えた……？」


　シェリーは説明しかねるようにちょっと眉まゆをひそめた。


「たとえば、あなたが形けい骸がいと呼んでいるようなものを」


「……ほう」


　アドニスの目が鋭さを帯びてシェリーを見た。


「ならば、俺がこの先で求めることも理解しているのか」


　シェリーのいらえは簡潔だった。


「滅び」


　ようやくアドニスも、シェリーの様子が変わったことに気づいていた。どこがどうとはいえぬ。まるでこれまでのシェリーに、また別の視点を持つ者がのりうつったとでもいうのだろうか。その態度は澄みやかに尽き、不思議な確信に満ちている。


（神なる巫覡みことは、これか……）


　そう思った途端、ぞくりとアドニスの背を冷たいものが走った。


（この歌士の存在が、あるいは誤算になるかもしれんぞ。ドランブイ……シアン……）


　そんなアドニスの思惑も知らぬ顔で、シェリーは言った。


「あなたにとっての絶望的な自由の叫び──飢餓同盟タルトタタンの嘆きは、一切の滅びを唄うたうものなのでしょう。ですが私はあなたのようにはこの国も神も憎めない。……私は、ただここに立っているだけでも、無数の意思を感じます。ここに満ちているものと、そして外からやって来ようとしているものと」


「……なに？」


「それらがどうなろうと、私たちの全てが滅びることはありません。この国の神もまた、決して滅びはしないでしょう。その御み枝えは永遠なるものとして常に次なる生を迎え、より高みにある神格的存在を目指すべきものなのです。それは決して滅ぶための滅びではありません。より新たな未来を導くための、苗……」


　アドニスは、目を尖とがらせてそれを遮った。


「知っているのか。飢餓同盟タルトタタンの由縁を。シェリー姫？」


　シェリーは首を振った。そのくせ、どこか知るような素振りを見せている。ふいにアドニスは合点した。


「それとも、ここに充満している神の知が、それを知らせているのか……？　ふん、つまり、今あなたを通して、神が俺を必死で説得しにかかっているというわけだ」


　あざけるような笑みを浮かべ、すらりと剣尖をシェリーに向けた。


「無駄なことだ」


　剣尖を振って、シェリーに先を行くよう促す。


「どこに行けばよいのか、私には判りませんわ」


　一方、シェリーは咎とがめるような目を向けて言った。震えて泣き叫ぶのではないかと思っていたアドニスとしては、拍子抜けもいいところだった。


「案内者がいる。よく目をこらして見ろ」


　シェリーは素直にそれに従った。おぼろとした刻印スペルの明滅が燐りん光こうにも似てまたたき、その薄い明るみの中、回廊の向こうに、ぽつんと小柄な人影が立っているのが見えた。


　すぐさま月瞳族キヤツツアイズだと知れた。それも少女だ。まだ切り離される前の尾が、スカートの隙間から垂れてのぞいている。


「あら」


　愛らしいとでも思ったのだろうか。シェリーが無警戒にそちらへ近づいた。


　少女の顔がはっきりと見えるところまで来て、その足がぴたりと止まった。


　シェリーの表情かおが、一瞬でこわ張っていた。


　少し離れたところで、少女がこちらにおもてを向けていた。瞼まぶたは開いていない。開こうとしても開けないのだ。上下の瞼が、銀に光る糸で縫われ、さらに異様なことには、瞼の上に〈目〉をあらわす刻印スペルが、目の戯画にも似て彫り込まれていることだった。


「飢餓同盟タルトタタンの一員だ」


　傍らに来てアドニスが言った。びくっとシェリーが肩をすくめて二人を見比べた。


「彼女は、見え過ぎたんだ。壁の向こうにある物を見透かし、ひとの心の中に描くものさえ見えた。あるいは、神の心象さえ、見えたのかもしれん。あまりに根源的なものを見過ぎたために、彼女は心を失って飢餓同盟タルトタタンの闇に迎えられた。闇は、見え過ぎる彼女にとっては安らぎだった」


　シェリーはまじまじと少女の背を見つめた。


「あんなに幼いのに」


「飢餓同盟タルトタタンに加わる者に、齢としは関係ない」


　くるりと少女が背を向けた。そのまま幼い動作で歩き始める。進むべき方向に、全く迷いというものがなかった。あるのは、どうすれば最短で着くかという思案らしかった。確かに、この少女には何もかも見えているようだった。


「あのような方々にとって、飢餓同盟タルトタタンは真に安らぎなのですね……」


　少女のあとについて歩きながら、ふとシェリーが呟つぶやいていた。


「なのに、どうして飢餓同盟タルトタタンはこうも忌まわしいものとして私たちの前に現れるのでしょうか」


「秩序とは一つの存在だ。その存在が作り出した影が飢餓同盟タルトタタンだ。存在の闘争が起こる。影なる者へは恐怖のまなざしが向けられ、それはすぐに憎悪に変わる。理屈としては、な」


「でも、それは本来、みな一つのものなのかもしれませんわ」


「おおもとでは、何もかもがたった一つのものに由縁する。だが、その一つが何であるかによって、それぞれの自由が変わってくる。そのために、互いの存在が否定される……」


　そこで、アドニスはちょっと口ごもった。


「ある男の、受け売りだがな」


　いつでも幻の煙をふかしている男の姿が、脳裏に思い浮かんでいた。その男は今どこにいるだろうか。もしかすると、既にこの回廊のどこかに入り込んでいるのかもしれない。旅の者ノマドにとっては、神の圧力などなんでもないはずだった。


　そのときだった。


「よかったわ……。これで、私も、安心しました」


　突然──


　シェリーが頰に両手を当てて、言った。


　赤い頭巾バンダナの下で眉がひそめられ、ぴくりとアドニスの耳が立った。


「どういうことだ……？」


　怪訝けげんそうな、というよりもシェリーの正気を疑うような目を向けた。


　すると、シェリーはにこりと笑って言い放った。


「私は、飢餓同盟タルトタタンも、信じます」


「なに!?」


　啞あ然ぜんとした。シェリーは当然のように頷うなずいて言った。


「飢餓同盟タルトタタンもまた、安らうべき在あり処かとして存在しているのではないですか。私はそれを否定しません。むしろ信じましょう。あなた方には、あなた方なりの理想があるのだと。そしてその理想はむやみと民を傷つけようとするものではないのだと」


　なんともいえぬ呆あきれた顔でアドニスはその言葉を聞いた。およそ城の歌姫の到達する結論ではなかった。いったいこの短時間でなにがこの女の中で起こったのか。


「それほど変なことは言ってはいませんよ」


　シェリーがアドニスの内心を悟ったように、まるでたしなめるかのように指を立てた。


「私は、神に民への愛があることを信じます。それと同じように、飢餓同盟タルトタタンにも、安らうべき愛があることを信じましょう。もしかすると……神にとって、民への愛を捨てることが、実に愛であったのかもしれません。そして……飢餓同盟タルトタタンもまた、愛を犠牲にして、守るべきものがあるのでしょう。より真実の愛に近づくために」


　アドニスはじっとシェリーのおもてや素振りを見据えた。そこに何かが現れているかのようにじっと観察した。事実、それまでのシェリーであれば、アドニスは全て一笑に付したはずだった。だがそうさせないだけの、何か不可思議な雰囲気をこの女は持ち始めていたのだ。


　シェリーは静かに、確固として言った。


「いつか全てが共に在りうることを、私は信じます。安らうにはあまりに未熟な私たちにも、いつかそのときが来ることを……。そのために、まず私が、あなたと共に神のもとに赴くのです」


「全て共に在りうるとしたら、それは滅びの刹せつ那なだ。あらゆるものが闇なる彼か方なたに消えさることでしかありえない」


　淡々とアドニスが言い返す。まともに取り合うにはいかにも夢のようでつかみどころがなかったし、無視するにはあまりにシェリーの言葉には力がありすぎた。それこそ存在感といっていいほどに。シェリーは慎ましやかなる微笑に満ちてアドニスを見た。


「飢餓同盟タルトタタンにとって、滅びは勝利なのですか」


「そうだ」


「では、その勝利がより大きな勝利への階きざ梯はしであることを信じましょう。あなたが神に滅びを問うとき、そこに答えとしての新たな世界が生れ出ることを」


　アドニスのおもてが凍いてついた。


「ベルのことを言っているのか？」


　剣を握る手に、微かすかな殺気さえ帯びていた。


　そしてそれさえ受け流して、シェリーはただ微笑を込めてアドニスを見た。


「なるほど、それか。あなたが信じているとは、ベルが俺を斃たおしに来ることか」


　シェリーは答えない。ただ、自分でもその答えに戸惑っている顔を、無邪気にもあらわすばかりだった。アドニスは我知らず舌打ちした。いかにも調子を外されている。


「滅ぶさ」


　アドニスはしいてシェリーから目をそらし、殺伐として呟いた。


「俺が──滅ぼす」
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　ガフが拮きつ抗こう禁止令を命言してのち、すぐさま王の葬儀に出席していた者たちは避難させられ、同時に〈玉座の間〉も閉鎖されていた。


「持ちこたえろ！　ここの扉を死守するのだ！」


　ガフの叫びに、剣士たちや黄衣のヒストリー神官団が必死の様子で剣を構えるが、全ての刃は鞘さやに収められたままであった。剣を交わすことを封じられた彼らに、〈根の国〉から溢あふれ出た影法師の群たちが容赦なく襲いかかってゆく。


「ぬうっ！」


　ガフが影法師の一人を、鞘に収められた剣で弾はじき飛ばす。


　だが倒れた者の陰から、また二、三人がぞろぞろとわき出てくる。でたらめな刻印スペルを書きつづった外がい套とうはどんどん数を増やしてゆく。まるで黴かびを殴って殺そうとするようなものだった。一向に数が減らぬばかりか、かえってとびちって増えてゆくのだ。


　それでもガフは叱しつ咤た激励を間断なく飛ばし、鞘に収められた剣を振るい続けた。


　既にその身は傷だらけで、剣を握った手も赤く血に濡ぬれているが、深手ではない。


　それほど手練てだれといえる者が、影法師どもの中にいなかった。それが幸いしてどうにかここで食い止めていたのだ。だが、それがにわかに一変した。


「なんだこれは!?」


　誰かが叫んだ。半ばから悲鳴になっている。


　ガフははっとしてそちらを見やった。男の全身に影法師どもがたかっている。からん、と音を立てて剣が転がった。鞘が粉々に砕けて、刃がのぞいている。こうなってはかえってその剣を握ることさえ、神の意思に反することになってしまう。


「おのれ！」


　ガフが猛然と、男にまとわりつく影法師どもを殴り飛ばした。


「大丈夫か……」


　倒れた男に差し伸べられかけた手が、宙を泳いだ。


　気を失った男の顔面に、なにやら奇怪な刻印スペルが刻み込まれ血を流していたのだ。


　──LET IT O


　そういう、読み方さえにわかには判然とせぬにもかかわらず、不吉さだけははっきりと判る異形の刻印スペルであった。


「聖灰を施せ！　急げ！」


　ガフが神官の一人に男を治癒させ、自分は剣の鞘がまだ砕ける様子を見せていないのを確かめると、猛然と影法師たちへ向かった。


　そのときであった。


　それまで、あの嘆きの叫びを上げていた影法師どもの群の後背から、また別の叫びを上げる者たちが現れていた。外套の色もひときわ黒くよどみ、どこか血の染みを思わせた。


　なにより出いで立たちが違った。手に持つものが一見して凶器と判り、体格ははるかに武辺なものを感じさせた。


「まさか……」


　ガフの脳裏を嫌な予感が走った。


　さあっと影法師どもの群が退き、代わって新たに現れた者たちが戦端を切り開く者の勢いで舞台を下り、真っ直ぐ花道を上って向かってきた。


　──ＮＮＮＯＯＯＯＷＷＷＷ……！


　──ＨＨＨＥＥＥＲＲＲＲＥＥＥＥ……！


　そう叫ぶ声が波のように引いてゆき、かと思うと、それとは明らかに違う、より凶暴で攻撃的な叫びが放たれていた。


　──ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！　ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！


　──ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！　ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！


　なんとも凄すさまじい連呼だった。まさしく戦場の鬨ときの声といえた。


「うわああっ！」


　剣士の一人が悲鳴を上げた。凶暴なる影法師の先頭に、まともにぶつかったのだ。と思った刹那、剣士が得体の知れない凶器に引き裂かれて倒れていた。一見して絶命していると知れた。


「飢餓同盟タルトタタンの、戦士たちか……」


　慄りつ然ぜんとしながらも怒りがまさってガフが剣を構える。


　そのときである。さきほど放り出された剣に異変が起こっていた。


「ガフ様、これは……！」


　男を治癒していた神官が信じ難い様子で叫んだ。


「なんと……」


　愕がく然ぜんとした。目の前で、男の剣の刻印スペルが溶け崩れるようにして消えてゆくのである。


　ふいにガフの手に、異様な感覚が襲っていた。正確にはその剣にである。傍らで男を治癒していた神官も、同様の異変を悟ったらしかった。


「う、うわあっ！」


　神官にはあるまじき狼ろう狽ばいを見せて退いた。ガフの判断は迅速をきわめた。


「退ひけーっ！」


　剣の異変を察した瞬間には、そう叫んでいた。


「そやつらに剣を向けてはならん！　そやつらの声に剣を感応させるな！　退けえっ！」





「なんだ、あの耳障りな声は」


　ベネットが、自慢の闘弓に水みず鋼がねの弦を通しながら、顔をしかめて言った。


〈玉座の間〉の、扉の前にあって──


　ギネスを指揮者コンダクターとして陣を構えた、いかにも寄せ集めじみた楽隊が、戦端の開かれるときを今や遅しと待ち構えていた。


「ふうむ……」


　ギネスが、ジンバックの遺品である指揮剣を手に、首を傾げた。


　なんと、甲檻花ゴブレツトの中であぐらをかいている。檻おりの鍵かぎはとっくに開かれていた。御者も、ギネスの招集した剣士の一人である。甲檻花ゴブレツトをそのまま甲輿花ステムグラスとして、すなわち檻をそのまま御み輿こしとして使う腹積もりなのだ。


「どうやら、僕らの知らない魔法のようだね」


　ギネスが言った。その目が、ちらりと断たれたはずの自分の左腕に向けられている。まるでそこに、事態を解くなにかがあるとでもいうように。


「魔法だって？　あれがか？」


　ベネットが嫌悪もあらわにそう返した。よほど、〈玉座の間〉に響き渡る声が、その耳に障るらしい。甲檻花ゴブレツトの上に乗り、ギネスの頭上で、片膝ひざを立てて弓を構えている。今すぐにでも弓を引きかねない様子だった。


「魔法だよ。えげつないやつだけど」


　そうギネスに応じたのはベルである。こちらは、甲檻花ゴブレツトのすぐ横に立って、ギネスと同じようなまなざしを、何もない虚空に向けている。


　ふと、ギネスの視線がその身から外れて宙に泳ぎ、ベルに向けられた。


　ベルの方も、ギネスの身に驚いたように目を合わせた。


　それから、二人、合点したような顔で頷うなずいた。


　ベルのすぐそばの虚空には、真紅の翼を広げる、女の顔を持った鳥がいた。


　一方、ギネスの失われたはずの左腕がいつの間にかそこに現れ、あまつさえ手が唇を開いてなにごとかをギネスに告げている。


「ローハイド王か……」


「その通り。君は弟王シアンから授承したんだったね、ベル」


「導き手ガイダンスのかたちも、旅の呪いみたいに、ひとそれぞれなのかな」


　ベルがのんびりと言うと、ギネスが檻の中から頷き返した。


「知恵なるものを目に見えぬ存在としてやどらせる技術は、まさしく城の主族の秘儀だ。つまりそれは、神の秘儀でもある。とてつもない力だと思うよ。そして僕らはその力を受け継ぎながら、それを乗り越えなければならないんだ」


「ギネス？　ベル？　なにを言ってるんだ？」


　檻の上から、ベネットが怪訝けげんそうに声をかけた。


「なに、あの魔法のことについてさ」


　ギネスが飄ひよう々ひようとして返す。ベネットもあっさり肩をすくめた。


「まったく、あれが魔法とはね。いったいなんという法なんだい」


「排泄魔法レスト・ルーム」


　ベルが、剣を手に言った。眉まゆをひそめて、〈玉座の間〉の扉を見やる。なんとギネスらの楽隊の目の前で、扉が徐々に形を崩し始めている。蝶ちよう番つがいが外れ、嵌はめ込まれた時計石オクロツクが一つまた一つと落ちてゆく。転がり落ちた石さえ、奇妙なくすみを帯びていた。


「あらゆる魔法の効力を無に帰す、非─意味の魔法さ。下手にあの声に感応させると、剣の刻印スペルを食われるぞ。気をつけろ」


　周囲の剣士たちにも聞こえるように、ギネスが言う。気をつけろと注意する割にはいたって呑気な顔である。


　ひゅん。ギネスの指揮剣が空を裂いた。同時に、指揮剣の感応に触れて、剣士たちの剣が唸うなりにも似た震えを帯びた。剣士たちの剣に直接指揮を伝えるほどの感応である。同時に、〈玉座の間〉に満ちる声などに感応させるような隙を与えるべくもない、なんとも存在感に満ちた剣の意志といえた。


「この扉が砕け散ったときが僕らの戦端だ！　抜剣用意！」


　ギネスの叫びとともに、剣士たちが手に手に柄つかを握り、互いの配置を確かめ合うように目配せし、しなやかな緊張に満ちて崩れてゆく〈玉座の間〉の扉を見据えた。


「史上初の、牢ろう屋やを担いだ楽隊だ。今までにない戦略のイマージュ！　歴史に残るぞ！」


　更に指揮剣を振るいながら、ギネスが甲檻花ゴブレツトの中でさも嬉うれしそうに叫ぶ。


「やれやれ、もっとましな歴史的偉業はないものかね」


　頭上から、他愛なくベネットが返す。


「歴史になるまで後のことなんか、考えてらんないよ」


　ベルの言葉に、剣士たちがくすくす笑った。


「来たぞ！」


　ひゅん。指揮剣が鮮やかに振るわれるや、ベルを含めた陣頭の者が一斉に剣を執った。それに応じて両翼の者が続々と抜剣の音アンコルクを奏で上げてゆき、騒然とまた粛々と、二十からの剣尖きつさきが戦端の気勢も充実して掲げられていった。


「一斉行動カツトイン！」


　刹せつ那な、どの顔も不敵な笑みを浮かべながら、粉々になって崩れ落ちる扉に向かって果断なる勢いで走り出していた。





　最初に広間に突進して来たのは、巨大な亀である。それが、扉を押し破ろうとした影法師どもをふっとばした。勢い込んでいた影法師どもの動きが止まり、そこに現れた、いかにも新たに戦端を開く気構えに満ちた混成楽隊と真っ向から対たい峙じした。


「来たか……！」


　ガフが待ち兼ねたように叫ぶ。その側に控える神官団も剣士たちも、またガフ自身も、激しい戦闘の様子を身に帯びている。死傷者がだいぶ出ているのだろう。無惨な遺体もそこかしこで見られた。無論、影法師どもの中にも、倒れて動かぬ者たちがいる。豪ごう奢しやな城の真っただ中にあって、そこはまさしく戦場の光景であった。


　甲檻花ゴブレツトを乗り入れさせるや、ギネスは扉の付近にいた影法師どもをまたたく間に切り払わせ、負傷したガフたちを背後に庇かばうかたちで迅速に陣を展開させた。


「〈剣と天秤の間パブリツクオブジヤステイス〉からの使者により命言を受け、牢囚の塔ミスキヤストルより馳はせ参じてございます、筆頭剣士どの」


　ギネスが檻の中から、彼のいう諧謔ユーモアたっぷりにガフに声をかける。


「我らの敵は、明白。ここからは我らにお任せあれ」


　ガフは、頼んだぞ、というように頷くと、大きく肩で息をしながら剣士たちや神官団を下がらせた。素手かあるいは鞘さやに収められたままの剣でここまで戦ってきたのである。信じられないほどの苦戦であるはずだった。


「指揮者コンダクターギネス、一つ留意されたいことがある」


　ガフが、甲檻花ゴブレツトのすぐ後ろから言った。額から血を流し、息も荒いのを押して、檻にすがりつくようにして低く叫ぶ。


「シェリー姫のことですか？」


　ギネスがすかさず応こたえた。アドニスによってシェリーが連れ去られたことは、使者によって既に告げられている。


　だがガフはそのおもてに複雑な翳かげりを帯びて首を振った。


「剣だ。剣を奪われた」


「剣ですと」


　ひそかに、ギネスのまなざしが刃の鋭さを帯びてガフのおもてを見据えた。


「カタコームの宝剣だ。アドニスめが放ったこの影法師どもに、それを奪われてしまったのだ。はっきりとはしないが、何やら嫌な予感がしてならぬ」


　まるでシェリーのことを忘れたかのような言動だった。それがガフの苦く悶もんであることをギネスは即座に見抜いている。城の主族としての責さいは、ガフにシェリーのことを無用に案ずることを許さなかった。


　ギネスはその心持ちを酌くむように頷くと、指揮剣を握った手で、大きくその胸を叩たたいた。


「あいさ、筆頭剣士どの。我ら、死力を尽くしてこの者たちを一掃し、必ずやその宝剣を手に入れてみせましょうぞ。そしてこの城にもとの平安を取り戻して御覧に入れる」


　ガフはまた一つ大きく頷くと、檻から手を離し、広間から下がっていった。


　ギネスの頭上では、檻の上からベネットがちらりと耳を立てていた。陣頭に立ったベルの耳にも、二人の会話は届いている。そして、その剣を手に入れてみせる──そう言ったギネスの真意も明らかだった。ギネスにしてみれば、それこそがこの戦いの目的なのだ。その剣を奪い返したとして、それをガフに渡す気は毛頭ないはずだった。


　ひゅん。何食わぬ顔で、ギネスが指揮剣を振るった。


　ともかくは目の前の敵を倒さねばならない。そしてそのためには、ギネスの思想からいって、まず敵味方全てを明るみのもとにひきずり出さねばならなかった。影の中に潜み隠れる飢餓同盟タルトタタンとの戦いにおいて、ギネスのその思想はまさしく牙きばを剝むかんばかりにして展開された。


　影法師どもは舞台を主な地理として、扇形に広がる観覧席一杯に広がり、じわじわと楽隊を押し包むかたちで迫ってきている。


　──ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！　ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！


　──ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！　ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！


　ひっきりなしに排泄魔法レスト・ルームの雄お叫たけびを上げ続け、手に手に怪しげな凶器を打ち鳴らし、黒いフロックコートは塗り重ねられた血の染みを思わせた。


　──非オー、非オー、非オー……！


　──無オー、無オー、無オー……！


　──絶オー、絶オー、絶オー……！


　その叫びは広間に施された諸もろ々もろの建楽魔法に響いて壁や床をいちじるしく損壊し、天井からはぱらぱらと剝はがれ落ちた漆しつ喰くいや時計石が落ちてきていた。


　剣士たちの握る剣さえも侵食してゆく非─意味の魔法は、しかしギネスの指揮剣の共鳴と、各々の剣を握る手に込められた確固とした意思によって見事に防がれている。


　にわかには押し切れぬ相手と判断したか、影法師どももそうたやすくはこちらに向かってむやみに突進してくるようではなかった。楽隊は見事に陣を展開し、ベルを含めた陣頭では屈強な水角族ミノタウロスたちが剣けん斧ぷを構える姿も雄々しくそびえ、機動力に富んだ四蹄族ケンタウロスが左右に並んでいる。右翼と左翼はあたかも別個の楽隊がそこに控えてでもいるかのように、剣術に最も長たけた月瞳族キヤツツアイズの者たちや、いつでも陣頭を躍り越えて飛び掛かれる足長族フロツギーたち、また群なす戦術に長けた弓瞳族シープアイズたちが鉄壁の様相で控えている。


　ギネスが、甲檻花ゴブレツトの傍らで筆記魔法の展開を用意する蛍族ロイテライテに、ちらりと声をかけた。


「用意は調っているかい」


「あいさ」


「滞りなく」


　悠々として、蛍族ロイテライテとまた数名の水族マーメイドが頷うなずき返した。


　じりじりと影法師どもが迫り来る中、否応にもたわめられてゆく緊張に──


　ひゅん。絶妙の機をもってギネスの指揮剣が弾はじかれるようにして空を切った。


「撃てぇっ！」


　ギネスの号令一下、檻おりの上からベネットが弾丸を放った。数名の剣士のうち、弓の心得のある者も後陣から同じように弾丸を放っている。同時に、甲檻花ゴブレツトのすぐ脇で、蛍族ロイテライテや水族マーメイドの者たちが複雑な筆記魔法を宙空に描き出していた。


　刹那、広間が照明に満ちた。


　天井近くに幾つもの光の固まりが浮かび上がり、それらが燦さん々さんと輝きを放つ中、まず陣頭が躍り出て、身構える影法師どもの群に切り込んでゆく。


　ついで両翼が半ば楽隊から離れるかたちで別個の動きを展開した。何重にも変化に富んで動く楽隊を指揮するギネスの手腕たるやこれまでに増して遥はるかに技量に優れ、陣頭に立ったベルはいつかカタコームで感じたとてつもない昂こう揚ように震えながら猛然と〈唸る剣ルンデイング〉を振りかぶった。


　──ＥＥＥＲＲＲＥＥＥ……！


　損壊の様子も痛々しいはずの剣が、たったひと振りで白銀の輝きに満ちて唸りを放っていた。流麗な形状をあらわす刃は巨大な槍やりの穂先に似てずんずんと間合いを延ばし、迫り来ようとする影法師どもを異様な距離から斬り払った。


　まさしく斬っていた。鋭利というのも生易しい。真っ黒いコートが二つ三つにすっぱり分かたれて宙を舞ったかと思うと、一瞬遅れて血がしぶいた。そのくせ剣撃を放ってから次の剣撃を繰り出すまでの間が極端に短い。ベルの剣撃は迅速を極めて影を両断した。


　影法師どもの勢いに、僅わずかにためらいが生まれているのをベルは見逃さなかった。花道を駆けるように降り、着実に踏歩を築いた。いまやほとんど破壊され尽くした観覧席に、次々と影法師どもの骸むくろが積み重なってゆく。その骸の陰から新たな影法師どもが現れるようなことはなかった。


　剣士たちを照らす明りは、影を作らなかった。ベネットたちは、いつもの水晶球を放つ代わりに、光晶球を放っていたのだ。光そのものの結晶が燦々と輝きをふり撒まき、いかなる陰にもその光は入り込んで照らし出し、といってそれが視覚を妨げることはない。


　更には、剣士たちの剣に蛍光石ランプを砕いた粉末を塗り込み、闇なる魔法の声を打ち消すとともに影法師どもの諸々の怪しげな業わざを文字通り切り裂いていったのだった。


「なるほど……」


　ベルが間断なく〈唸る剣ルンデイング〉を振るいながら、ふっと吐息に混ぜて一人ごちた。


「こいつァ、剣楽じゃないや」


　その眼前や左右上方で、異様な凶器を影法師どもが振るってきていた。手甲に鉤かぎ爪づめのようなものを嵌はめて獣のごとく襲いかかってくる者、針を吹き、巨大な首切り鎌を振るい、円盤状の刃に鎖をつないで振り回し、かと思うとなんとも奇怪な機巧からくりめいた武器を手に床を這はって来る。


　それらの出いで立たちも異様のひとことに尽きた。全身に薄汚れた包帯を巻いてその上から滅多やたらと怪しげな刻印スペルを書き付けている者がいれば、大小様々な無数の鉄輪リングを体のあちこちに嵌めている者がいた。その身に釘くぎを打ち付ける者、鎖で縛る者、刻印スペルを刻み入れる者、焼き鏝ごて、入れ墨、中には獣の頭や、明らかに何らかの種族の手足を剝はく製せいにして直接その身に縫いつけている者もいた。陰湿ななかにもはっきりとした魅力のようなものがあって、それが陣頭の剣士たちをぞっとさせるのだった。


　──非オー、非オー、非オー……！


　──無オー、無オー、無オー……！


　──絶オー、絶オー、絶オー……！


　ベルは陣頭を率いて一気に花道を突き進んだ。剣の感応が──指揮剣の伝える意思が、それを指示していた。


「影はより大きな影に従っている！　頭を潰つぶせ！　その歯し牙がの一つ一つを砕いている暇はない！」


　ギネスが叫んだ。まったくこの指揮者コンダクターは、どれだけ迅速にまた激しく楽隊が動こうとも、奇跡のように常に楽隊の中心に位置し続けるのだった。


「その歯牙が生えている顎先あぎとを、正確に打つというわけか」


　ベネットが、弾丸を本来の水晶球に代えて放ちながら鋭く応じる。


「光晶石といい剣に蛍光石を塗ることといい、まるで飢餓同盟タルトタタンのことを何から何まで知っているみたいじゃないか。まさか、経験があるのではないだろうね」


「まさか！」


　ギネスは笑った。ちらりと、断たれた左腕の方を見やった。


「それを経験した者の知識が、あるだけさ。きっとね」


　豪胆に檻の中であぐらをかいていたのが、はっと身を起こして舞台の方へ身を乗り出した。指揮剣を振るって甲檻花ゴブレツトの移動速度をはやめつつ、両翼を僅かに主陣に引き戻した。


「顎がいたぞ」


　ぼそりと呟つぶやいた。


　その視線の先で、今まさにベルを先頭にした陣頭の剣士たちが、影法師の地理なす舞台へと躍り出たところであった。





　ベルは一気に舞台へと駆け上がった。階段ぎわで待ち構えていた影法師どもの頭上をはるか高く跳んで、なんと宙に舞いながら斬り伏せていた。


　三つ四つまとめて首が飛び、どさりと音を立てて胴体が倒れると血が滝のように舞台への階段をしたたった。


　ふわりとベルの身が軽やかに着地する。影法師どもが一斉に身構え、白銀に輝く剣と対たい峙じした。損壊も生々しい剣はむしろ圧倒的な迫力に満ちて掲げられ、ベルを追って楽隊の陣頭が続々と舞台に上ってきた。ベルが敷いた血の絨じゆう毯たんに激しくしぶきを立て、誰もがこの少女の剣に勝利を見み出いだし、剣を構えていた。


「ゆくぞ！」


　ベルが壮齢の剣士にも如しく檄げきを飛ばした。同時に猛然とその剣を振るっている。剣風の嵐だった。影法師たちを何人かまとめてものの見事に斬り殺し、分厚い鎧よろいに身を覆っている者も紙細工のように吹き飛ばした。刃は損壊をおしてなおも優雅な形状に咲き誇り、その剣が美しく間合いを伸ばすごとに確実に残酷に敵を斬り払っていった。


　楽の意志というにはあまりに激しすぎた。影法師どもの忌まわしい魔法や凶器にもまして恐ろしく破壊的だった。だがそこには生も死も等しく飲み込んでなお屹きつ然ぜんと進む姿があった。ベルのおもてはどこまでも純粋に引きしまり、敵対することの歓喜も怒りも悲哀も、みな等しく平らげて剣闘に赴こうとする毅き然ぜんとした意思に満ちていた。


　だからこそ多くの剣士たちがその傍らに、また後を追って、雄々しく誇らしく剣を振るっていたのだ。


「なんと野蛮ビーステイな美しさ！」


「いかにも生命の[image: ]り々りしさ！」


　中には口のうまい者も多くいて、これまでベルが蔑さげすまれていた野蛮さを逆に誉れとするような口ぶりで次々と賞賛しながら、自らも負けじと剣撃を繰り出してゆく。


「ラブラック＝ベル、珍しき者！　我らが勝利の姿をここに見よ！」


「ラブラック＝ベル、小さき者！　我らが剣の行方をここに見よ！」


　それはさながら影法師どもの唱える排泄魔法レスト・ルームに対抗した、一つの歌だった。ベルという名を特殊な刻印スペルにしたて上げて唄うたうかのように、彼らは勝利を歌った。


　ベルは不敵に笑んだ。自然とそういう顔になっていた。ベルの剣には勝利の在り方を予感させるものがあった。


　ただ敵を殺さつ戮りくするだけではない。もっと根深いところでの、そこに剣握る者として立つことによる、獰どう猛もうなまでに光輝く勝利が手に入るのではないか。それはまさしくベル自身が予感することだった。自らの剣に正統なる地位を与えることによって、剣楽への意思とはまた違った勝利への予感が、にわかに剣握る手に満ち溢あふれるようだった。


「私は、私の剣に正統なる地位を与える！」


　焦熱を吐くように、昂たかぶりのままにベルが叫んだ。


「世界を穿孔せよデユルヒ・ブレツヒエン！　剣を砕かれても、この身を傷あやめても、私の唸うなりは世界を穿うがつ。私という名の花が咲き誇るデユルヒ・ブレツヒエン！」


　なお更に激しく剣が唸りを帯びて剣撃を放ち、影法師どもの群が目に見えてたじろいだ。


　と──


　突然、ベルに向かって凄すさまじい勢いで何かが投げつけられていた。反射的に剣尖きつさきを向けるが、はっとして刃を返していた。


　どん。鈍い音をたてて〈唸る剣ルンデイング〉の腹にそれがぶつかった。


　剣を滑り、どさりと落ちた。一人の剣士だった。楽隊の一員ではない。恐らく王の葬儀に参列していたのが、飢餓同盟タルトタタンが現れたときに巻き込まれたのだろう。声をかけるまでもなく、一見して死んでいると判った。投げ飛ばされたときには既に絶命しているはずだった。頭部が肩口にめりこむほどに叩たたき潰されているのだ。明らかに何か棍こん棒ぼうのようなもので叩いた傷だった。


「ちぃっ……」


　激しく舌打ちした。無惨な遺体を踏み越えて、ベルはそれを投げつけた者に目を向けた。


　巨体が、そこに座っていた。


「あんたが、ここらの影の頭かい」


　ベルが目め敏ざとく判断して言った。つづけて放った言葉も簡潔に尽きた。


「悪いけど、潰すよ」


　巨体が僅かに揺れた。どうやら笑っているようだった。


「ずいぶんとまた、活い気きの良い……」


　低くこもった男の声だった。頭からフードを被かぶっており、水角族ミノタウロス特有の大きな鼻っ面が覗いている。


　男は影法師どもの後ろに控えるかたちで舞台にあぐらをかいており、その傍らには、剣士の遺体が血ち溜だまりに山と積まれてあった。驚くほど長く太い、鉄の棒のようなものを一方の肩に抱いている。そしてもう一方の手で遺体の一つを持ち上げると、なんとそれを座った姿勢のままひょいと放り投げた。


　それほど力を込めたとも見えぬ。だが、遺体は空を裂くほどの勢いで飛んできた。


　どん。激しく湿った音がした。剣の腹にまで受け止められ、剣身に血がべったりと飛び散っていた。


「このっ……！」


〈唸る剣ルンデイング〉が無用な血にまみれた。まるで遺体を玩がん具ぐのように扱っている。その両方に怒りを覚えながらも、男の異様な迫力に、すぐさま動くことが出来ないでいた。


　ぬっと山が立った。そういう印象を受けるほどの巨体だった。さあっと影法師どもが引き、楽隊と対峙する中、男がむっくりと立ち上がってフードの奥からベルを見た。


　ぎょっとした。ベルばかりではなく、他の剣士たちも、男の目に啞あ然ぜんとした。体も巨大ならその目も並外れて大きかった。ベルの握り拳こぶしほどもある眼球がほとんど丸く見開かれ、いやに澄んだ瞳めがベルの全身を映して、ぎょろりとこちらを向いているのだ。


「なるほど……あのお方が言っていた、光の申し子……か。侮れぬ……な」


　男が言った。やけにこもった声だった。右手で鉄の棍棒をひっ提げ、もう一方の手で、ゆっくりとフードを上げてゆく。


「俺は、〈牙レツドラム〉……。飢餓同盟タルトタタンの牙きばの一つ……だ。名は……捨てた」


　ぼさぼさの茶褐色の髪が垂れ、男の顔があらわれた。


「げっ……」


　ベルが喉のどの奥で呻うめいた。


　男のこもったような声のわけが判った。ベルの指ほどもある釘くぎを、その顎あごや首筋にめったやたらと打ち込んでいるのだ。


　釘は様々な色に塗り分けられていた。青や黄色や緑の釘の頭には、それぞれ意味の判らぬ刻印スペルが刻み込まれており、大きなガラス玉じみた目と相あい俟まって、まるで子供が無邪気に自分の頭部に釘を打ち込んだような、ひどく不気味な印象があった。


　中でも特に赤い釘が、この上なく立派な双つの角に深々と打ち込まれており、


　──REDRUM


　そういう印スペルが、その釘の並びでもって描かれていた。


　ベルは呆あきれた顔で男を見やった。頭部だけではない。手の甲や、裸足で立つその足の甲にもぞろりと釘が打ち込んであるのだ。また全ての指にも、指の腹からまんべんなく釘が打ち込まれており、釘の尖さきが爪を貫いて飛び出ている。


　ずん。男がベルに向かって踏み出した。光晶球の放つ輝きによって影はないが、もしあればベルの身などすっぽりその男の影に包み込まれてしまう。まさしく見上げるばかりの巨体だった。腕の長さなどベルの両腕を合わせたよりも長いのではないか。


「ここを、通りたければ、その剣を、殺戮に……謳うたえ。獅し子しを抱く……少女よ」


「見掛けによらず、詩人じゃないか」


　にやりと笑んだ。


「あんた、今しがた、あの方って言ったよなァ」


　男がうっそりと頷うなずいた。丸い眼球がぱちりとまばたきする。一つ一つの動作がいやに無邪気で、不気味だった。ベルは眉まゆを片方はね上げて相手を見上げた。


「アドニスか」


「飢餓同盟タルトタタンが、ついに得た、〈牙レツドラム〉の王……だ」


「はっ。あいつが王ってたまかよ」


「闇の、申し子……だ。ちょうど、いい。光の申し子の命、俺が、王に捧ささげよう……か」


「ぬかせっ」


　ベルの全身に、怒気にも似た気配がみなぎった。すぐ傍らに立つ剣士たちでさえ、思わず戦せん慄りつするほどの苛か烈れつさがあった。


「こいつァ、私が叩っ斬る」


　言うまでもなく、影法師どもでさえ、今やベルと男の対たい峙じを息をのんで見守っている。


　ふと、


（意を留めよ──）


　ベルの脳裏に、声が響いた。


（今お前は、もう一つの征服者と向き合っている──）


　ばさり。ベルは鳥のはばたきを聞いた。紅あかい羽が一つ、ベルの目の前に音もなく舞い降りてきた。まるで、そこに何らかの風聞が記されているとでもいうように。


（見よ、自己を征服するという勇猛果敢なる偉業に立ち向かう者よ。その征服のかたちは王道と覇道とに分けられることを知れ。覇とは打ち棄てられた亡なき骸がらが風雨に荒すさぶさまをいう。自己の亡骸の上に立ち、自己に暴政を施す者がいることを──）


　言わずと知れた、導き手ガイダンスだ。いまや大人のベルの顔を真紅の鳥の身にいただくという心象を得たそれは、ベルの頭上にはばたいて声なき声を放ち、ベルには知る辺なき知識を厳かにも告げ知らせるのだった。


「まったく、心配性なやつ……」


　口の中で、ぼそりと呟つぶやいた。


「私にお前を授けた男ひとの、影響かい」


　最後の言葉をそのまま呼気に変え、ベルがにわかに動いた。


　跳んだ。同時に剣尖がめまぐるしい動きを見せた。ほとんど一挙動で手法を変幻させ、相手に剣筋を読ませることを許さなかった。尋常ならざる手て捌さばきであり、もはや並の剣士には理解を超える迅速はやさを持っていた。


　ただの剛力でこれほどの剣技を見せられるものではない。〈唸る剣ルンデイング〉の超重量をこうまで自在に操れるのは、まさしくベルと剣の一体化の証あかしといえた。剣という象しようを得た鋼の生命が、どのように振るわれたがっているかを知ち悉しつした者にのみ許される業わざだった。


　勝敗は一瞬で決まる。どの剣士もそう思わざるをえない剣撃だった。凄まじいまでの鋼同士のぶつかる衝撃音──そしてその一瞬後、驚くべきことが起こった。


　なんと打ちかかったベルの方が、物凄すごい勢いで真後ろにふっ飛ばされていた。


　剣が大きく弾はじかれ、びりびりと双腕に走る痺しびれに、さすがのベルも目を瞠みはった。


（なんだ、今のは!?）


　かろうじて踏みとどまった。すぐ背後に、楽隊の剣士たちが啞然として立ちすくむ姿があった。更に一瞬ののち、ベルの視界の中で男の巨体が膨れ上がった。とてもつない速さでこちらに向かって驀ばく進しんしてくるのだ。


「退どけっ！」


　男の釘だらけの両腕が異様な武器を振りかぶるのと、ベルが叫ぶのとがほとんど同時だった。剣士たちが衝撃から立ち直るのにまた一瞬かかった。このままベルがかわせば、背後の剣士たちが巻き添えになる。ベルはそのまま真っ向から男の武器を受け止めた。


　鼓膜を破らんばかりの衝撃音がベルの全身を叩いた。〈唸る剣ルンデイング〉が軋きしみ声を上げた。みしりと足の下で舞台の床がたわむと、激しく亀裂が走っている。それほどの攻撃だった。


「あ・あ・あっ!!」


　ベルが激しく声を上げた。苦く悶もんの叫びを上げていることに、自分で気づいていない。ただ男のまん丸い眼球を歯は嚙がみして見た。心底ぞっとした。


（なんて感応だ……）


　呻いた。すぐ頭上で、振り下ろされた男の武器が、〈唸る剣ルンデイング〉と異様な音を立てて刃を切り結んでいる。


　それは、やはりひと振りの剣であった。棍こん棒ぼうのように見えたのは、それがあまりに長く太いためであるのと、全体が黒ずんでおり、しかもそこに刃がないためだった。これではただの鉄の固まりと大差ない。だが、全身を襲うこの凄すさまじい感応はなにか。


（死んでるのか……）


　男のことではない。その剣のことだ。にわかに合点がいった。


　同時に、堪え難いめまいと吐き気が襲った。ベルは無我夢中で手法を変えると、素早く力をわきにそらし、彼方に跳躍した。周囲の剣士たちは既に大きく逃れているが、彼らの姿を確かめる余裕もなかった。


　──吽ごうっ！


　男が猛然と踏み込んできた。ベルは〈唸る剣ルンデイング〉を右手に握ったまま、左手だけで身軽くとんぼ返りして男の剣撃を逃れた。着地と同時にはぁっと大きく息をついた。その直後に、なんと男が視界一杯に異形の剣を振るっている。


　目にも留まらぬ第二撃がきた。反撃の機会もない。なにより男の剣の放つ異様な感応の正体を必死で探っていた。男の剣はベルの頭上すれすれを掠かすめた。剣風で髪が何本かまとめて引き千切られた。男の剣が床を叩たたき、ベルが否応なく後方に逃げた一瞬後、それまでベルが立っていた舞台の床が木っ端微み塵じんに消し飛んだ。


　もうもうと粉塵が舞い、それを吹き飛ばして第三撃、第四撃が頭上から襲った。もはや跳んでもいられなかった。男の剣撃は明らかにベルの跳躍を封じていた。しかも確実に避けているとはいえ、頭部に近いところを吹き荒ぶ剣風の衝撃で気を失いかねなかった。ベルはほとんど這はうようにして逃げた。それを追って、第五撃、第六撃と、舞台の床が破壊し尽くされてゆく。その全てをかわしながらも、息がつまるのに耐えられなくなってきた。あまりの剣撃の速さに息をつげないのだ。並の剣士であればとっくに意識を失っている状態だった。


　突然、ベルの脳裏に、男の剣についての思考と重なるようにして、舞台の地理が浮かんでいた。そちらを見る余裕もないが、すぐそこに壁があるはずだった。ベルは追い詰められたことを悟った。そして同じ瞬間、


（鋼は死してなおもその念を残す──！）


　導き手ガイダンスのけたたましい声と同時に、ベルはかっと目を見開いて男の剣を見た。


　第七撃が振るわれた。跳ね起きたベルの背が、舞台の壁を叩いた。真っ正面から振り下ろされる男の剣に向けて、ベルは静せい謐ひつとさえいえる動作で〈唸る剣ルンデイング〉を掲げた。


　粉塵が吹き荒れ、轟とどろくような破壊の音が広間にこだました。ベルの背後の壁が粉々に吹き飛び、ぽっかりと穴をあけた。やがて舞い上がった粉塵がおさまり、凍りつくような沈黙が訪れる中、剣士たちの恐れおののくような目が、にわかに歓喜に見開かれた。


　男の、黒ずんだ、刃のない剣が、ぴたりとベルの〈唸る剣ルンデイング〉によって受け止められていた。切り結ぶ音さえしない。きっちりと、剣撃の感応もなにもかもを受け流し、かつ相手の剣の動きを封じた証拠だった。


「おお、ラブラック……！」


「なんと……！　いささかの傷も負ってはいないぞ！」


　感に堪えない様子で、口々に剣士たちが歓呼の声を上げた。


　実にベルは無傷だった。背後の壁も足元の床も粉々に吹き飛んでいるというのに、そこだけ衝撃がすり抜けたかのように、ベルとその剣だけが微動だにしていない。


「はぁー……っ」


　ベルが大きく呼吸した。ようやく息がつけたのだ。吐息に込めて、にたりと笑った。


　同時に、男のまん丸い目玉が、更に丸く見開かれた。


　ぶつっ。奇妙な音がした。つづけて、舞台の床に、かつん、と金属音が飛んだ。


　男の肩口から、しゅっと血が細く噴いた。立て続けだった。男の肩口や肘ひじ、また膝ひざの辺りに打ち付けられていた釘くぎが、次々に噴き飛んだのだ。さながら鮮血の噴水だった。


「が・が・が・が!!」


　男が猛然と吠ほえた。だが見事に剣を振り下ろした姿勢を保ち、綱のような筋肉を引き締めると、ぴたりと流血がやんだ。


「堪能、したぞ」


　男が言った。その首筋からも釘が吹き飛び、血が噴いた。


「これほどの、痛み……かつての、科とがに、勝る」


　男の血が止まった。ベルは呆あきれたように眉を跳ね上げた。


　と、今度はベルの右の鼻孔から、血が一筋すうっと流れ落ちてきて、唇を赤く濡ぬらした。


「ふん」


　ぺろりと舐なめた。鉄かねの味が口中に広がり、男の剣の感応の名残とあいまって、ひどい苦みがあった。


　ベルは口中に広がる苦みを、そのまま唾つば棄きした。ぺっと音を立てて、男の剣にかけたのである。ベルにしては珍しい、相手を蔑さげすむ振る舞いだった。それほど男の剣に嫌悪を覚えていた。


　その途端、封じられていた力が二人の剣の間に戻った。ベルは右手に、男は左手に回り、そのまま両者ともに大きく後方へ跳躍し、素早く剣を構えた。


「おー、痛いてぇ。それに、気持ち悪わりぃ」


　右手で〈唸る剣ルンデイング〉を突きつけながら、呆れたように左手を振った。指の先まで、痺れるような震えがまだ残っている。そしてなにより、男の剣への揶揄からかいを込めたつもりだった。


　男が、かえって嬉うれしげに目を細めた。


「痛み、とは……突き詰めれば、心の……問題だ。真に克服された、心象に、痛みは……生じぬ。……罪も、嫌悪も」


　そう呟くや否や、男がその剣に口を寄せた。


「やめろ、馬鹿」


　ベルが慌てて言う。男は知らぬげに、ベルが吐いた血を唾だ液えきごとべろりと舐め上げた。


「げえっ、畜生、阿あ呆ほ、なにしやがる、この野郎」


　あまりの気持ち悪さに地団太を踏んだ。


　男が喉のどを鳴らして口にしたものを飲み込み、言った。


「どれほど、お前の血をすすり、肉を嚙めば、お前の力を、我が身にやどせる……？」


「知るか、馬鹿ァ！」


　ほとんど涙目になってわめいた。


「あんたの科ってなあ、結局ァそれか。あんたのその剣の怨うらみは、もとはあんたが食った奴らから奪ったもんだからだ」


　そのひとことで、呆あつ気けに取られて見ていた剣士たちが、ざわっとみじろいだ。


「屍し剣けん使い……」


　剣士の一人が信じられぬように呟つぶやく。


「まさか……」


「死んだのではなかったのか」


　にわかにざわめく剣士たちに、ベルの方がちょっと困惑した。男が巨大な目玉に微笑を浮かべるのを気色悪そうに見やりながら、大声で訊きいた。


「知ってるのか！」


　すると剣士たちの一人が、遠くから剣尖きつさきを男に向けて頷うなずいた。


「都市パークでは有名な話だ。もとは〈正義トツプドツグ〉の上級剣士ハイ・ソリストでありながら、密ひそかに凶行を繰り返した、屍剣使いだ……」


　その剣士だけではない。いまや全ての陣頭の剣士たちが、男に向けて嫌悪の念もあらわに剣を構えている。その何人かが、口々に叫んだ。


「そいつは多くの優秀な剣士を殺して食らった、食しよく屍し鬼きだ！」


「食われた剣士の恨みがこもった剣を、代わりに自らの剣として振るうというぞ……」


「城中の上級剣士を駆り集めてようやく捕らえ、科を与えたと聞いたぞ！　それも何十年もの昔に！」


　最後の言葉に、ベルがぎょっとなった。


「……あんた、齢としを訊くのが怖いな」


　男はなにやら面映ゆそうに目玉をしばたいた。


「飢餓同盟タルトタタンに、光は、ない……光陰なす時の刻みもまた……永えい劫ごうの闇に、還かえる。凍えるような牢囚の塔ミスキヤストルで、この科の釘を、打たれ、死に序したとき……我と闇とは、邂かい逅こうした」


　すうっと、男の巨体にしてはあまりに滑らかな動さばきで剣尖を構えた。


「やがてのち……闇はまた、我に……新たな、剣を、与えた。飢餓同盟タルトタタンの、〈鼻〉の一人、値する者ドランブイの名を持つ、剣作家に、よって……それまで、俺が奪った、全ての……剣の屍しかばねを、束ね合わせた、この、屍剣に……俺は、〈牙きば〉の……一人として、目覚めたのだ」


「へっ。そういうところは、つくづく詩人っぽいな、あんた」


　ベルがなげやりに言った。男の過去やその剣についてなど、もはや聞いてもいなかった。


　ただ渾こん身しんの敵意があった。男が手にした剣の、恨みに満ちた鋼の亡なき骸がらたちの感応と、それを我が身の力として振るう男の心持ちに、純然たる敵対の念を覚えていた。


「あんたがどんな理由わけでそんな風になっちまったかは知らない」


〈唸る剣ルンデイング〉が徐々に唸うなりを上げていった。もはや嫌悪や憎悪など遥はるかに超えている。これほどまでに純粋に相手の存在の消滅を願ったのは生まれて初めてだった。だがその気持ちに飲み込まれるには、ベルの手にした剣はあまりに多くをベルに教えていた。


　するするとベルは剣を掲げた。すうっと大きく息を吸い、それを吐く動作で、柄つかを額に当てた。目は男を見つめ続けている。そのままゆっくりと柄もとを肩に寄せると、刃の刻印スペルの頭に、そっと唇くちづけた。そしてにわかに叫んだ。


「あんたが力を欲しがる理由わけを語ってみろよ、その死んだ剣で！」


　ふっと男が目を細めて笑った。


「誇りある者には、判るまい」


　刹せつ那な、ベルの剣の唸りに応じるようにして、男の剣が、刃一面に忌まわしい刻印を浮かび上がらせていた。


　──ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！　──ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！


　にわかに排泄魔法レスト・ルームの叫びが剣から放たれた。広間に集う影法師どもが声を合わせて盛り上がり、剣士たちとまたたく間に奮戦を再開した。怒号が乱れ交い、陣頭の剣士たちの士気も高く剣が振るわれ、その全てを貫くように、男の叫びがこだました。


　──壊オー！　壊オー！　壊オー！


　──迫オー！　迫オー！　迫オー！


　──破オー！　破オー！　破オー！


　ベルが跳んだ。真っ直ぐ、弾丸のように男に向けて剣を振るっていた。男がゆるやかにそれを迎え撃った。激しい剣撃の音とともに、立て続けの応酬が繰り広げられた。


　恨みに溢あふれ、剣交わす者の心身にまで傷害をおよぼす男の剣も、正体さえ見極めれば、その破壊的な感応をいかに扱うかも自明だった。ベルは屍剣の恨みを受け流し、切り開き、そして弾はじき返した。


　剣を交わすごとに男の身体から釘が吹き飛んだ。ベルによって弾き返された感応が、そのまま男の身に逆流しているのだ。


「これは、享楽だ！　獅し子しを抱く……者よ！」


　男が叫ぶ。そしてまるでそれを肯定するかのように、ベルがにやっと笑った。


　打ち交わした剣の間に、なんとも凄せい絶ぜつな剣楽音が発した。かと思うとすぐさま次の剣撃に移ったベルが、男よりも僅わずかに早く真横から切り込んだ。


　なんと男は手首を返すと、そのまま一方の腕だけで剣を構え、逆手にベルの剣を受け止めた。これまで対決してきたどのような剣士も、ベルの剣をそんな風に受けた者はいなかった。いたとしても次の瞬間には腕ごと剣も胴の骨も存分に砕かれてのたうち回っている。


　だが男は剣撃の勢いに吹き飛ばされ、舞台の壁に大きく穴をあけて激突しながらも、なんとも喜ばしげな顔さえ浮かべてむくりと起き上がったのだった。


「私が剣を振るうのは、自分の由縁を知るためだ。あんたは、そうじゃないのか」


　ベルが言った。どこか声を静め、男の挙動を見守る様子があった。


「獅子を、抱く、少女よ……それこそが、苦痛なのだ」


　男が目玉をぱちりとまばたいて笑った。


「それこそが、剣士たる、者が、みなその影に踏み締める、醜悪だ。光の申し子、よ……我もまた、お前と同じく、剣に懸けて、己の存在を、戦おこなう者、に過ぎぬ」


「そっか」


　ベルがふと、やけに清々として笑んで言った。


「たとえば、私があんたみたいになったり、あんたが私のようであったりすることも、あり得たってことか。……道理で、虫酸が走るわけだよ」


「そう、だ……」


　男がゆらりとベルの前に立った。両者ともにその剣にありったけの感応をみなぎらせ、今まさに一瞬に込めて剣撃を振るう機会を見据えた。


「獅子を、抱く少女、よ……久方振りに、捨てた名を、名乗りたく、なったわ……」


「名乗れよ」


　それが最後になった。ぶるっと男が鼻っ面を震わせて息を吐いた。微かすかな笑みを巨大な眼球に漂わせ、剣を構えた。


　男の巨体が、それこそ影のように音もなく凄すさまじい迅速さで動いていた。


　ベルに真っ向から斬りかかった。それまでのような、圧倒的な破壊力で爆砕するのではない。真実、斬るための動きだった。ベルもまた、まるで男を影としたその実体のように、ほとんど男と同じように動いていた。もとより意識して出来るものではない。これまで互いが身につけてきた剣技の全てが、無意識となってあらわれたゆえだ。


　ベルと男の剣が、互いの肩口に向けて斜めから斬り下ろされた。その一瞬で、二人の身が舞踏を交わすのにも似て、すり抜け合うかのように擦れ違っている。互いの背が向き合う狭はざ間まに、一瞬遅れて剣撃の火花が散った。高らかな剣楽の音──そして舞台に踊るように、二人が剣尖きつさきを返して振り返った。


　ふっつりとベルの肩口で戦闘衣装グラスウエアが裂けた。生地の下の水みず鋼がねの糸さえ綺麗に断ち切られ、じわりと、紅色カメリアの衣装が更に赤く黒ずんだ。


　男が剣を振るいながら、歯を嚙かみ、唇を捲めくり上げて笑んだ。その雄々しい双角の、左の角が、くるりと下を向いた。かと思うと音もなく落下し、ついで、角に打ちつけられていた釘くぎが一斉に弾け跳んだ。


　男の頭部から血がしぶきを上げた。剣は止まらない。互いに右手を差し伸べ合うのにも似て剣尖が突き込まれていた。二人の剣闘が導いた、全く自じ然ねんの剣撃だった。


　ベルの目に輝きが映った。白銀に輝く刃の見せた、一瞬の幻影だったろうか。〈唸る剣ルンデイング〉の砕かれたはずの剣尖が、一瞬、そこに本当に復活したように見えていた。


　ほんの僅かな、剣の切きっ尖さきの一点だった。そこにこの二人の爆発的な力が圧縮された。みしりとふた振りの剣がたわんだ。


　その刹那だった。


（今、覇道において自己を征服した暴君を、支配されていた者たちが打ち倒す──！）


　導き手ガイダンスの声とともに、ベルはそこに力がたわむのをほとんど視覚した。光と闇とが入り交じる、まさしく力と力の一瞬の混在だった。〈唸る剣ルンデイング〉の生命そのもののような力が、男の振るう屍し剣けんの力に呼応し、壮絶に唸りを上げていた。


　ぐしゅっ。剣を握る男の手が砕けた。釘とは違う何かが、男の掌てのひらを内側から貫いていた。鋼の破片だった。男の剣に亀裂が走った。たわんでいた鋼が音を立てて弾け、なんと爆発した。そうとしかいいようがなかった。剣の破片は不思議なことに全て男に向けて吹き飛んだ。これまで剣に積もりに積もっていた怨おん念ねんが、一斉に男目掛けて破裂したようだった。


　ベルの目の前で、男の五体が一瞬でずたずたになった。


　だが針ねずみのようになってなお、その巨大な目だけは無傷で残り、ぱちりとまばたいてベルを見た。その瞬間にはもう、ベルは最後の剣撃を放っている。白銀に輝く刃が吸い込まれるようにして男の身体に斬り込んだとき、微かに男の内面の唸りが伝わったような気がした。だが男は自ら唸りを食らって解き放とうとはしなかった。男はその怒りも悲しみも心の色の何もかもベルに伝えるのを拒み、ただ無心に〈唸る剣ルンデイング〉の刃を受け入れた。


　ぴしりと斬った。男の二の腕から真横にその身が両断されて、ゆっくりとベルの足元に転がり落ちた。その足はいまだに舞台に立ち、やがて光晶石の光さえ穿うがつ黒々とした影が男の足元にわだかまると、なんと、周囲でさんざめいていた影法師どもが一斉にその影へ、と吸い込まれていったのだった。


「これで、終しまいだな……」


　ベルの足元で、男の大きな眼球が、赤ん坊のようにぱちりとまばたきしたような気がした。その途端、男の身体が自分自身の影に沈み、消え去った。男は影法師を引き連れて闇に還かえった。あとには何も残ってはいない。


　ふう……


　とベルは大きく肩で息をついた。
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　檻おりの中から、ギネスの潑はつ剌らつとした声が飛んだ。


「小休止ののち、陣頭を斥候役プレリユードとして進む。前衛は剣への感応を高めておけ。負傷者は結界士に申し出て治癒を受けるように」


　それからベルのそばまで甲檻花ゴブレツトを進ませると、ふと指揮者コンダクターの顔から剣友としての顔に戻って声をかけてきた。


「見事だった、ベル」


　ベルは冷水にひたした布で顔を拭ふいているところだった。ようやく鼻からの出血が止まって、さっぱりした顔でギネスをきょろっと見返した。


「なんだか……凄すごいやつだった」


　真面目に言った。相手の力量もそうだが、とにかくあの異様さには呆ぼう然ぜんとする思いだった。


　肩口の傷に布を当てると、すうっと痛みが消えた。水に聖灰が溶かしてあるのだ。


「頭がやられると、影はみんな消えちゃうんだ」


「それが飢餓同盟タルトタタンの法だからね。彼らの心象世界からこちらの世界に干渉するには、ああいった階層構造が必要なんだ。群体であることの、最大の弱点さ」


「剣はどうしたろう。カタコームの剣は」


「あの宝剣は、飢餓同盟タルトタタンがそのまま闇に抱くには、あまりにも神なる秘儀にひたされ尽くしている」


「じゃあ……」


　ギネスは頷うなずいた。


「今はどんなことがあっても進むべきだ。たとえそこが、城の主族にのみ立ち入ることの許される聖域であってもね。せいぜい頭ずを低くして──踏み込むさ」


　最後の言葉でいたずらっぽく笑った。そしてそのままの顔で、


「ところで、ベル。これから先は陣頭を外れてくれないか」


　さらりとそう言った。ベルはやや判じかねて首を傾げた。


「下がれってこと？」


「そう。遊撃的にね。君の自由に。もしくは、僕の指揮の自由に」


「うん……別に良いけど──」


　ぼんやり返答しながら、ようやく合点がいった。わけもなくどきりとした。


「それって……」


　いつベルが楽隊を離れてもいいようにするための処置に違いなかった。この場合、後ろに下がることは後衛を任せられることではない。斥候役プレリユードの後衛など何の意味もないからだ。意味があるとすれば、ベルが、実際に戦闘に加わるかどうか、一瞬の思案の時間を与えられたということだけである。


「それが、もともとこの楽隊での君の法テーマだ」


　ギネスの言はもはや断定だった。たとえベルがこの楽隊で戦うことを望もうとも、ベルの目的とギネスの目的の違いがそれを許さなくなった場合のことを言っていた。


「君は、そのことをよく知っている。自分の由縁として」


　ベルは咄とつ嗟さに返答できないでいた。


「私は──」


　じっとギネスの顔を見ながら、呟つぶやくように言った。


「好きだよ、この楽隊が。一緒に戦いたいと思ってる」


　それだけは、確かに伝えておきたかった。


　ギネスは、ベルを励ますようにゆっくりと頷いた。


　やがて、楽隊は意気揚々として、神の樹に開かれた空洞うろの闇へと進撃を開始したのであった。





　闇がいやに青い。


　螺ら旋せん階段は不吉なまでに青ざめて、神の樹の根がともす明滅に光っている。


「嫌な地理だ……」


〈根の国〉に楽隊を投入したギネスの第一声がそれだった。辺りの霊然とした光景にも、いたって醒さめた目を向けている。鋼の内ない腑ふの青くおぼろとした明滅や、神の樹の巨大な根が深しん淵えんを思わす暗い地底に伸びているさまにも、特に感動した様子もないようだった。


　ただ、ほとんど断だん崖がい絶壁といっていい壁に掘り込まれた巨大な螺旋階段を、いかにして万全な態勢で進むか、それしか考えていない目だった。


　階段は甲檻花ゴブレツトを乗り入れさせてもなお左右に剣士を配置させられるほどに広く、一段一段が深く斜面をなして地底につづいていた。まっすぐ立とうとするだけで自然と姿勢が前のめりになり、そのせいでどんどん奥の闇へと引き込まれてゆくような、あまりぞっとしない錯覚があった。


　ギネスは、自分の心持ちはさておき、剣士たちの闇に対する畏い怖ふを鋭く悟っていた。彼らの恐れを宥なだめ、むしろその恐れを前進の力へと変えるべく、すぐさま斥候役プレリユードの陣頭を立てると、大きく間隔を開けて、いかにも大人数の敵を想定した陣繰りを見せた。それによって、まるで闇という軍勢を相手に気勢を上げるかのような、昂こう揚ようといっていい気持ちが楽隊にしみわたったのである。


　ベルは指示通り陣頭のすぐ後背を追いながら、つくづくギネスの指揮に感心していた。


　地底の闇に下りる階段こそ、一いつ箇この敵だった。


　飢餓同盟タルトタタンが楽隊を迎え撃つには恰かつ好こうの地理なのである。また、城の聖域に踏み入るという禁忌の念もある。心理的にはこの時点で負けていてもおかしくなかった。だがギネスは自分の率いる楽隊にその負けを許すところがない。


　楽隊を進行させてまず闇を闇として軍勢に仕立て上げ、そこへ切り込む勇壮さをたたえて陣を展開した。抜き放った剣は鮮烈に群をなし、その勢力を彩るようにして結界が張られていた。


　結界士は総員四名。みな甲檻花ゴブレツトの左右両脇に並び、右を二名の水族マーメイドが、左を同じく二名の蛍族ロイテライテが、演出者デイレクターであるベネットの指示に従っている。半ばギネスの指揮から独立していながら、ギネスの意図するところをあますところなくあらわし、彼らこそ剣士を内から守り、鼓舞する存在だった。


　結界士たちは一方の手に剣を構え、他方の手に光晶球を握っている。それが、ギネスの楽隊において、ベネットが従えた結界士の特徴だった。剣士でありまた結界士であるという、いかにも階級の定めがたい、通常の剣闘の枠組みからは外れる姿なのだ。


　手にした結晶は触媒である。一人一人が微妙に異なる結界を張り、何重もの防備をしいているのだ。その壁はいかにも解き難い。なにより、中心点を移動させながら一定の範囲に結界を張り続けるということ自体が難度の高い業だった。その難解な結界を幾つも同時に組み合わせて展開させるベネットの力量は、まさに抜群といってよかった。


（負けらんないよなァ）


　ベルは思う。この楽隊を離れるということがにわかには想像できなかった。たとえ遊撃の、自由な立場を楽隊で与えられたとはいえ、この群はベルの心根を深くとらえている。剣闘への一瞬の判断が、逡しゆん巡じゆんになろうはずもなかった。敵があらわれたら、即座にこの楽隊の一員として戦うはずだった。少なくとも、まだこのときは。


　ベルは闇へと目をこらした。自分が間違いなくその闇を穿うがつ一箇の光に群なしていることを思う目だった。


　その視線が、楽隊を先導するものを見つめた。


　光晶球だ。斥候役プレリユードの剣士たちのすぐ目の前で、それが光りながらひとりでに転がっているのである。結界士の技だった。


　結界士の手にした結晶と呼応して、楽隊の前後を守り、闇を照らした。音もなく転がるそれこそ、移動しながらの結界術を可能にする、第二の触媒といえるものだった。


　光晶球の数は、結界士の数と同じで四つ。楽隊の前後を守り、一つはなんと天井に、またもう一つは階段の左側にある壁に、磁石のように張りついて転がっている。


　それはまるで楽隊が階段を下るごとに強く輝き、周囲で濃くわだかまる闇を決定的に切り払ってゆくかのようであった。その明るみの中で、だんだんと光景が変化していった。


　延々とつづく螺旋階段に、光を反射するなにかが一面にあらわれたのである。


　氷だった。同時にひどい冷気があった。周囲が凍結しているのだ。


（まるで保凍器フリゴの中に放り込まれたみたいだ……）


　ベルはぶるっと身を震わせた。他の剣士たちも同様らしかった。みな声を低めてこの冷たい空気を罵ののしっている。


「冷えるな」


　ギネスが口に出して言った。即座に反応するのがベネットの役であり性分だった。無言で結界士に手を振った。それを合図きつかけとして結界士たちが結界の中から徐々に冷気を締め出してゆく。剣士たちがほっと息をついた。


　その息が一拍の間をおいた途端に白く凍った。すぐさま息詰まるような冷気がきた。周囲を見やればいかにも極寒の光景である。壁もなにもかもが凍結し、巨大な氷柱つららがあちこちで分厚く垂れ下がっている。


　酷冷の気が、結界を浸潤して入り込んできていた。


「なんという冷気だ……」


　ベネットが感嘆したように呟いた。


　剣士たちにとってはそれどころではない。剣に激しく感応を込めることで、ようやくかじかむ手に感覚を保たせているありさまだった。悲鳴に近い声を漏らしながら、楽隊を先導する光晶球を追った。


　その光が、いつの間にかぼやけた。


「わ、なんだよ……」


　ベルが慌てて立ち止まった。斥候役プレリユードである陣頭の者たちが一斉に足を止めたのである。


「どうした」


　ギネスが訊きいた。


「凍ってます……」


　剣士の一人がぼんやり答えた。信じ難いものがそこにあった。楽隊の前を転がっていたはずの光晶球が、凍りついて止まっているのである。


　そのときだった。


　ふいに、その光晶球が、押し潰つぶされたようになって砕けた。


「ぐわっ」


　同時に、結界士の一人が苦悶の叫びを上げた。


　光が弱まり、楽隊に向けてじわりと闇がにじんだ。


　明らかに異変だった。





「どうなっている！」


　ベネットが怒気を吐いた。結界士の一人が苦痛を押し殺して返す。


「わ、我々の結界が……食われています！」


　そうとしかいいようがなかった。光晶球がたてつづけに砕けた。光そのものの結晶質が、冷気で凍結し、なおかつ破損するという、聞いたこともない現象だった。


「は──早い！　囲まれています！」


「範囲を測定しろ、相手の触媒を読め！　敵の人数を導き出すんだ！」


「こ……この階段が延びている全ての範囲に異種の結界が敷かれています！」


「それほど大量の媒質か！　人数は！」


「少ない──判りません……ごく少数！」


　剣士たちには咄とつ嗟さに理解不能な事態だった。ただベネットと結界士たちの応答だけが押し寄せる冷気と闇に抗あらがうようにして叫ばれるばかりだった。


「飢餓同盟タルトタタンの結界士か……」


　それがベネットの結論だった。


「我々は知らぬ内に飲み込まれていたのだ」


　それを受けてギネスがすぐさま反応した。


「密集！」


　ひゅん。叫びとともに指揮剣が振るわれた。陣頭が引き戻され、またたく間に強固な防衛の姿勢を取った。そのさなか、


「足が……」


　剣士たちが呆ぼう然ぜんと声を上げた。靴が凍って階段に張りついているのである。めりめりと音を立てて氷を引きはがす始末だった。とても立ったままでいられる状況ではない。


　ギネスも即座にその状況を察した。


「ベネット！」


　ベネットの返答はない。そのまま結界士たちの指示に当たった。


「散！」


　そのひとことで、四人の結界士が弾はじかれたように跳躍した。剣士たちの頭上を跳び越えて陣営の四方に着地するや否や、めまぐるしい動作で結界を展開させた。冷気に砕かれた光晶球の破片が再び強烈な光を発し、闇がいっとき押し戻されるとともに冷気が僅わずかに弱まった。その間かん隙げきを衝ついてたてつづけにベネットの指示が飛んだ。


「媒質は無視して構わん！　この冷気を解除しろ！」


　結界士たちは一方の手に剣をかざし、その剣への感応に込めてもう一方の手に握った光晶球を輝かせた。剣尖きつさきが光の雫しずくを降りこぼして印スペルを描き、宙に複雑な筆記魔法グラマーをあらわす。


　冷気が更に弱まった。剣士たちの足元で凍っていた氷がみるみる溶け出し、なんとも澄んだ水の香りを振り撒まいて砕け散った。


「相手の触媒を読め！　何を起点にしている！　これだけの媒質だ、一つではない！」


　そのときだった。異様な気配が、斜め上方から来た。


「ぬっ！」


　ベネットの反応はまさしく群を抜いた。剣士たちがそれと知る間もなく、彼らのいる地点に向けて飛来するものに対し弓撃を放っていた。


　巨大な氷柱だった。もはや氷の槍やりといっていい。一つ一つが甲檻花ゴブレツトに匹敵するほどの巨大さだった。それが幾つも斜めから飛んでくるのである。この勇敢な楽隊がさすがに戦せん慄りつした。同じ瞬間、宙で氷柱がことごとく爆発した。ベネットの放った水晶の弾丸が当たり、結界術を用いて相殺したのだ。離れ業とはこのことだった。剣士たちが危機を認識したときには、氷柱は粉々になって霧散し、辺りに霧雨が降り注ぐかのようであった。


「気を込めろ、凍結するぞ！」


　ベネットの声と同時に、霧雨となって振り撒かれた水が微細な氷片と化していた。それをまた結界士たちが解除してゆく。ばちっ。ところどころで空気が弾けた。外圧と内圧の二種の結界がせめぎあっているのだ。さながら剣撃を打ち交わすかのようだった。一瞬の拮きつ抗こうがあり、そして楽隊の結界が打ち弾いた。


「来たぞ！」


　更に多くの氷柱が飛んできた。そもそも自然にはありえぬ角度で飛来してくるのである。明らかに狙そ撃げき的な攻撃方法だった。これが楽隊の盲点を衝いていた。大軍との衝突を想定しての陣繰りであったために、実際に敵が現れぬこうした方法には、咄嗟に対処のしようがなかった。


　今度はベネットばかりではなく、結界士たちが次々と結界を展開し、剣士たちのすぐ頭上で見えない壁が氷塊を打ち返した。もはや一片とて逃さず氷解させるしかなかった。氷がひとかけらでも落ちると、それを起点にして、いったんは氷解させた水がふたたび凍結してしまうのだ。結界士たちの気き魄はくたるや凄せい絶ぜつの一語に尽きた。


「う……」


　ふいに、結界士の一人が膝ひざを突いた。蛍族ロイテライテの男だった。最初に操っていた光晶球を凍結された男だ。膝を突きながらげえげえと吐いた。鼻孔からは大量の血が溢あふれている。反吐へどと血とを嚙かみながら、それでもなお飛来する氷塊を宙で砕いた。だがその一片が氷結したまま階段に落ちた。近くにいた剣士たちが戦慄に総毛だった。辺り一面、水浸しのありさまである。衣服さえ濡ぬれていた。そこに、またたく間に凍結が始まった。


「がっ！」


　結界士の男が奇妙な叫びを上げた。なんと光晶球を握った手から鮮血が噴いている。


　その血が、ひとりでに印スペルを描き、赤く筆記魔法グラマーを綴つづった。氷結がぴたりとやみ、一斉に解けた。男が自分の剣で自ら手首を搔かき切ったのだと、一瞬遅れて剣士たちの理解がいった。自分自身の血液ほど優れた結界の媒質はない。氷結を防ぐにはそれしかなかった。


（おいおい……）


　さすがのベルが慄然とした。咄嗟のこととはいえ、尋常の判断ではない。


　そこへ、


「媒質を調べろ！　今度こそ触媒を読め！　これ以上の氷結を許すな！」


　なんとベネットのそんな言葉が飛んだ。男をねぎらう言葉など皆無だった。男もまた当然のようにその場で止血しながら、同時に結界を展開させている。


（なんてやつだ……）


　もはや生きた盾だった。尋常の心持ちで出来る役割ではない。もし男がベネットであっても同じことをしたに違いなかった。ベルはなんだか恐ろしいような気持ちだった。同時に、彼らの気魄のわけを察するところもあった。


（結界と結界だ……）


　このような結界術の在り方を許すわけにはいかない。そう、氷結の光景に触れて、結界士たちの誰もが怒りきっているようだった。守護としてのすべが、まるっきり侵蝕のすべへと変へん貌ぼうしていた。結界術を得手とする者たちにとって決して犯してはならない一線を巡っての、熾し烈れつな争いだった。


「良い媒水みずだ……いったいどこにこれほどの量を備えている……？」


　ベネットが、辺りに舞う霧の匂いを嗅かいで言った。


「この下に湖がある。神を宥なだめるための聖なる湖だ」


　ギネスのいらえに、ベネットがきっぱりと答えた。


「ならばその湖の水全てが相手の媒質となっているのだ。万軍の攻めに匹敵するぞ」


　このまま防ぎ切ることなど不可能だ。言外に断定していた。


「なるほど……万軍ね」


　だがそこでギネスがにたりと笑った。ここからがギネスの指揮の真骨頂だった。


　ひゅん。指揮剣が空を裂いた。


「一斉行動カツトイン！」


　指揮剣の感応のゆくえに従い、陣頭の剣士たちが素早く尖せん型けいをとった。四方に散った結界士たちが自然と陣頭のすぐ後ろに集まり、ベルと肩を並べた。両翼が密集のまま前進し、主陣と後衛がとてつもない勢いに引っ張られるようにして走り出す。


　これは、指示に従った剣士たちの方が呆あつ気けに取られる陣形だった。


　大軍を想定しての陣繰りの裏をかいて、結界術による狙撃的な攻撃があったばかりである。それに対抗してギネスのとった戦法とは、更により大きな万軍へと、ごく少数が切り込んでゆくためのものだったのだ。


　そしてそれが見事に功を奏するところにこの指揮者コンダクターの特徴があった。


　氷結は楽隊の動きに応じて、氷撃へと変じざるをえなかった。階段や天井、あるいは壁から、ぞろりと氷の槍が生え出して襲いかかったのである。だがこれは形のない氷結に比べて、ほとんど剣撃と変わらなかった。


　それまで手の出しようのなかった剣士たちが今こそ存分に剣を振るった。結界術による氷結という大軍はみごとに切り込まれていったのだった。


　宙から来る氷の槍は結界士によって氷解させられ、あるいは剣士たちの手によって打ち砕かれていた。迅速な突進が氷結の効果を半減させ、もはや四方八方から冷気が襲うという状況は打破されたに等しかった。


「触媒が接近しています──近い！」


　結界士の一人が叫ぶ。陣頭の者たちが強きよう靭じんに振るう剣の向こうに、剣士たちでさえ剣の感応にそれと察せられる、なにか得体の知れない気配があった。


「なんだあれは！」


　陣頭の剣士が吠ほえた。なんとすぐ向こうで空間そのものが氷結していた。階段から天井にかけての空間に、みっしりと氷が詰まっているのである。


　砕けるか？　その問いが一瞬に剣士たちの脳裏を巡った。足は止まらない。なによりその手にした剣の震えが止めさせない。


　ひゅん。そこにギネスの指揮が来た。後衛と主陣が速度を緩め、両翼が僅かに踏みとどまった。陣頭は違う。更に踏み込んで速度を上げた。もはや弓から放たれた弾丸さながらだった。氷の壁へと剣の群が襲いかかった。剣尖が氷塊を穿うがち、解き放たれた感応が縦横に切り裂いた。氷の結界がほころび、そこへ猛烈な剣撃が一つ、唸うなりを上げて放たれた。


　ベルだ。まるで鉄てつ鎚ついだった。空間を埋め尽くしていた氷が完全に粉砕されていた。


「すっとしたよ」


　打ち砕かれた氷片を踏みしだいて言った。陣頭の剣士たちが同感だとばかりに笑った。


　すぐさま結界士たちが結界を張り直し、氷結を封じてゆく。がらがらと音を立てて氷の壁が崩れ去った。氷塊の間から恐るべきものが転がり出したのはそのときだった。


「おおっ！」


　剣士の一人が驚きよう愕がくの声を上げた。武辺な水角族ミノタウロスの巨体が、おぞけをふるったようになって退いた。陣頭の剣士たちがみなそれに気づいて表情を失った。


　どうやら城の剣士たちらしい者が三名、氷塊の中でもがいていた。なんとその手足がない。切り裂かれているというのでもなかった。凍結によって、四肢がもがれているのだ。獣に食い千切られたかのような傷きず痕あとが、氷結によって止血されていた。


　また全身に奇妙な帯タイが締められていて、特に顔面は目も口も耳も、奇怪な印スペルを記された帯で封じられている。


「こいつァ……」


　ベルが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。そのあとの言葉がつづかなかった。とにかく助けようと近づくが、なにしろ彼らの状態も異常なら、そこにわだかまる気配も異常だった。うかつに手を触れると何が起こるか判らないような危うさがあった。


　そして事実、彼らはもはや生きた爆裂弾といってよかった。


　いきなり彼らの身を通して、でたらめに氷が生えていた。まるで失われた手足を必死に伸ばすように、爆発的といっていい勢いで氷の槍やりが吹き出したのである。


　即座に剣が振るわれた。剣士たちの本能がそうさせていた。氷の牙きばが打ち砕かれ、その勢いで一人の顔面を止めている帯が千切れた。


　絶叫がきた。これまでに聞いたこともない、ただひたすらに恐怖に泣く者の、身を切るような叫びだった。その感応が剣士たちの剣に激しく伝わった。誰もが戦慄した。


（なんだこれは!?）


　ベルもまた激しい嘔おう吐と感に襲われながらじりじりとあとずさった。


　恐怖だった。四肢を奪われ、目も耳も口も封じられた者の体内で、坩堝るつぼと化した恐怖の念が、そのまま氷結のかたちとなって現れていた。彼らの身体を起点にしてまたたく間に氷塊がかたちづくられてゆき、またもや空間が塞ふさがれようとしていた。


　そこへ、悲鳴を貫いて、結界士たちの声が飛んだ。


「ありました、触媒です！」


　それはもはや剣士たちの理解を遥はるかに超える言葉だった。


「数は三、心象型の結界です。触媒の恐怖心と苦痛を起点にしています！」


　ただちにベネットの指示がきた。


「殲せん！」


　同時に、弓撃が放たれている。辺りが急に静かになった。


　絶叫を上げる者の頭部が一瞬で粉々になった。つづけて他の二人とも頭部を砕かれている。ベネットの放った水晶の弾丸だった。


　すぐさま結界士たちが遺体に駆け寄り、なんと次々その剣を突き刺した。光晶球を掲げて詠唱チヤントをうたい、印スペルを描いて氷結を封じ込んでゆく。


　辺りの氷が一斉に崩れた。溶け出した水が、ばかに赤い。嫌になるような色だった。





「おい……」


　呆然とする剣士たちが、ふと我に返ったように階段のつづく先を見やった。


　ベルもすぐにそれに気づいた。無惨な遺体からそらした目が、ふと暗がりからやって来る者をとらえていたのである。


　不思議なことに、一見して女と判った。


　フロックコートをまとい、全身に様々な色の帯タイを巻きつけている。その顔面にも帯を巻いており、一瞬、彼女もまた犠牲者かと思われたが、なにしろその気配がいかにも異様だった。笑っているのである。顔面を留める帯にもかかわらず、はっきりとそれが判った。


　帯の隙間から髪がのびて地底からの風になびいている。その髪が赤い。楽隊のすぐ近くで立ち止まると、瞳ひとみさえ赤かった。唇もまた鮮やかに赤く、無邪気といっていい笑みに吊つり上がっていた。


　かつん。固い足音を立てて、女が立ち止まった。両腕をコートのポケットに突っ込み、にたにた笑いながらじっと楽隊を見上げている。


「どうやら、あれが敵らしい」


　後方で、ギネスが目を半眼にして呟いた。ぴたりと指揮剣を構えている。


　そのすぐ頭上で、きりっと水みず鋼がねの弦の音が鋭く響いた。


「一人……か」


　ベネットが言った。その目が凄せい絶ぜつな気き魄はくで構えられている。もはや怒りや憎悪で説明のつく顔ではない。徹底的に相手の消滅のみを思う顔だった。


「水族マーメイド……なのか」


　ベルが声を低めてひとりごちた。


　女の顔の左右にあるのは、間違いなく水族マーメイド特有の三枚耳ドライツエンである。それが、どこか愉たのしげにぴくぴくと動いているのだった。狂喜。もはやそういっていい顔で楽隊を見ていた。


　誰も、もはやひとこととして言葉を発しない。静かに呼気を整え、ゆるやかに吹く地底の風に目を細めて女を見つめた。一触即発だった。


　ぴくり、とギネスの手がみじろいだ。無意識の、自然の業わざだった。指揮剣を握ったその手が、振り下ろすべき絶妙の瞬間を知っているのだ。


　ひゅん。指揮剣が鋭く空を裂き、感応が通じて一瞬に剣士たちを動かした。


　陣頭が跳ぶように扇状に展開した。剣尖きつさきの壁をかたちづくり、前衛の両翼がそのあとを固めた。女が動かねば先制となり、逆に動けば即座に迎撃のかたちになる。


　果たして女が動いた。誰の予想も超えて、ぺたりと階段に張りつくようにして這はった。


　そしてそのまま奇妙な姿勢で疾走した。陣頭の剣があっという間にかわされ、両翼がそれに応じて剣を突き込む。


　今度は跳んだ。這いつくばった姿勢から、頭上高くに跳んだのである。まるで蜘蛛くものような動きだった。誰もが意表を衝つかれ、一瞬に女の姿を見失った。ただ一人、ベルだけが正確に女の跳躍を追った。空中で二人の影が並んだ。女の赤髪が宙に舞い、狂喜する目が、峻しゆん烈れつとしたベルの目と見交わした。


　そのときだった。女の赤い瞳の奥に、ベルは何かを見たように錯覚した。


　剣が唸りを上げた。巨大な刃が白銀に輝いて軌跡を描き、女の身に吸い込まれるようにして振るわれた。


　ごつん。鈍い音がした。衝撃で女の身がくるくると激しく回転した。そのまま階段に叩たたきつけられると思われたが、べたっと這うようにして着地した。〈唸る剣ルンデイング〉の直撃を受けておきながら、一瞬で動き出した。まるで損傷を受けていない。


　僅わずかに遅れてベルが着地した。陣頭の者たちの頭上を飛び越えていた。素早く振り向きながらも、慄りつ然ぜんとしたものを感じないわけにはいかなかった。


（なんだ!?）


　弾はじかれたとも衝撃を宙で受け流されたともつかぬ、異様なかわされ方だった。なにかが変だった。その正体をはっきり意識する間もなく、ベルは女の信じ難い行為に目を瞠みはった。


　女はちょうど陣頭と前衛の狭はざ間まに落ちていた。すぐさま幾重もの剣撃が六方から襲いかかった。逃れようもないその状態に、女はなんと振り下ろされる剣に向けて手をかざした。


　ぎん。恐るべきことが起こった。剣が女の手の平によって受け止められていたのである。


　包帯で覆われた手だった。包帯の上から、革やら布やら様々な帯タイが留められていた。あるいは手袋をしており、同じように帯タイが巻きついている。


　そうした手が、一斉にフロックコートの下からあらわれたのである。いったい何本あるか知れなかった。剣を受け止めた手はそのまま剣尖を摑つかんで離さない。そこに更に剣が突き込まれる。すると新たな手が現れて剣を受け止める。女の身一つから、なんと八本近い腕が生えていた。


　それだけではない。更に切り込んだ剣を、女の脚が受け止めていた。実に、その脚さえ腕だった。こうなるともうその姿は水族マーメイドの顔を持った巨大な虫だった。


「私たちの知らない種族か!?」


　思わずベルが叫んだ。そう思うのも無理からぬことといえた。


　そのまま女の全ての腕が階段から離れた。剣士たちの剣を摑んだまま、それを身の支えにしてひょいひょいと移動したのである。いつの間にかその腕が異様に長くなっている。


　手長蜘蛛が、赤髪を振り乱して走った。そうとしかいいようがなかった。そればかりか、一つ一つの腕が恐るべき巧みさで結界を展開した。それこそが女の武器だった。


「ぐわっ」


　剣を摑まれた剣士の一人がもんどりうって倒れた。その半身が一瞬で凍りつき、衣服から覗のぞく素肌が火に焼かれたように黒焦げだった。重度の凍傷である。一人また一人とそれで倒れた。意識を失った者はまだ良かった。かろうじて気を失わずにいられた者はそこに恐るべき傷を見た。


　なんと自分の腕が一本なくなっているのである。血肉が瞬時に凍いてつき、ぽろりと腐り落ちるようにして取れていた。氷結しているせいで出血と痛みが遅れた。そもそも自分が腕を失ったということに気づくのに数瞬かかった。


　女は奪った腕を抱えて跳ぶと、壁と天井の狭間にぴたりと張りついた。さも愛いとしげに剣士たちの腕に頰を寄せ、狂喜を込めて叫びを上げた。


　──ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！　ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！


　忌まわしい排泄魔法レスト・ルームの声に、腕を奪われた剣士たちの、想像を絶する苦痛の叫びが重なった。


「おのれ！」


　剣士たちが躍起になって剣を振り上げるが、女の動きが読めない。剣は空を切り、あるいは女の手に受け止められた。


　そこに、ベネットの弾丸が来た。


「水族マーメイド……か」


　女の金切り声に、ぼそりと呟つぶやきざま、弓撃を放っていた。


　弾丸の衝撃音とともに女の笑いがぷっつりと消えた。弾丸を食らったのではない。その手の一つで受け止めたのだ。


　だが、水晶の弾丸は衝突と同時に、砕けて媒水を解放している。媒水は噴き出す際の高圧力で無数の刃と化して、弾丸を受け止めた手のみならず、女の右側の腕をあらかた切り裂いていた。


　その衝撃で女の抱えていた腕が落ちた。その腕さえあれば、聖灰を用いての治癒が可能だった。負傷した剣士たちに代わって、陣頭の剣士たちがその腕を取り戻すようなかたちで女に剣を振るった。


　それらの剣を逃れて、なんと女が壁を走った。あるいは天井に逆さになって走り、剣撃も弓撃もかわしながら、真っ直ぐ主陣に向かった。弓撃を放ったベネットを狙っていることは明白だった。


　その女に、ベルが追いすがった。女が壁を走り出すと同時に、女の進行を正確に読んで跳躍している。


　女が剣の唸うなりに振り向いた。その三枚耳ドライツエンがぴくぴくと動き、明らかに剣撃の軌跡を読む素振りを見せた。女が壁から跳んだ。だがベルの剣の手法は、そこから更に女を追って剣を振るうことが可能だった。


　宙でベルが身をひるがえした。女の肩口に向けて〈唸る剣ルンデイング〉の刃が吸い込まれた。斬った。確信した。その確信が、異様な感応に打ち砕かれた。


（こいつァ!?）


　一瞬だった。女の身が叩き落とされていた。それこそ虫のように階段に転がった。その衝撃で女の腕があらかたもげた。辺りにその腕の破片がばらばら吹き飛んだ。


　ベルが着地した。女のすぐそばだった。女がベルを足元から睨にらんだ。尋常でない叫びが女の口からほとばしり、苦く悶もんや憎悪が凄すさまじい勢いでベルの剣に感応された。そのせいで剣撃が遅れた。新たな確信があった。なんとも予想外だった。


（斬れない!?）


　女の放つ感応の底に、なにかがあった。そのなにかが、ベルに女を斬らせることを許さなかった。そのベルの躊躇ためらいを、女が衝ついた。


　女の肩口から、コートを突き破って腕が生えていた。一瞬、それが腕に見えなかった。氷で出来ていたのである。透き通った美しい手が、ベルに向かって伸びた。ベルの反応が僅かに遅れた。


　そのときだった。剣に異様な衝撃がきた。


　更に次の瞬間、女の腕が粉々に消し飛んでいる。


　女の腕を砕いたのは、またもやベネットの放った水晶の弾丸だった。これだけ込み入った場所で直接狙うのは不可能だったとみえて、なんと〈唸る剣ルンデイング〉に当ててからその跳ね返りで女の腕に当てたのだった。


　そのことをベルが正確に理解したときには、もう女は新たな腕を生やして、階段から身を投げていた。


　剣士たちが急いで女を追うと、断だん崖がい絶壁を這って逃げてゆくところだった。


　一種呆ぼう然ぜんとする剣士たちを、ギネスの叱しつ咤たが我に返らせた。


「負傷者を甲檻花ゴブレツトの後ろに回せ！　聖灰用意！　彼らの腕を失わせるな！」


　まるで怒声だった。よほど自分の楽隊の剣士が傷つけられたことに怒りを覚えているようだった。あるいは自分が隻腕となったときの痛みを思い出しているのかもしれない。そんなことをベルがぼんやり思っていると、突然ベルの名が呼ばれた。


「ベル、女の腕を調べるんだ！」


　はっとなって女の砕かれた腕を見やった。


「氷だ！」


　ベルが驚きもあらわに叫び返した。剣士たちがどよめきを上げた。


　なんと、帯でまかれた中身は氷だった。それが結界の効果を失って溶けてゆく。あとには手のかたちをした帯が、まるで抜け殻のように階段の床に張りついていた。


　ベルは思わず甲檻花ゴブレツトに向かって走り寄っていた。


　同時に、ギネスの指揮が密集を命令している。すぐさま動くかと思われたが、そのままの待機のかたちを保った。どうやらここで迎え撃つ気だと知れた。


　ベルは素早く甲檻花ゴブレツトの脇に寄ると、ベネットに声をかけた。


「ねえ、あの女ひと、あいつは……水族マーメイドなの？」


　なんとなく口ごもって言った。


「そうだ」


　ベネットの返答は簡潔だった。声の底に、鋭く切りつけるような冷厳さがあった。


　ベルはなんとなく気け圧おされたようになりながらつづけた。


「あの……あいつ、手が全部、氷だったよ。あれは？」


「無肢子ひるこだ」


「え……？」


「四肢を持たずに生まれた水族だ。我々の種族では、ごくたまに……出る。精神の汚お穢わいを引き受け過ぎたせいだろうと言われている」


「手足がない……」


　にわかに合点した。確信といってよかった。ほとんど無我夢中で叫んでいた。


「あいつは、誰かに触れたいだけなんだ！」


　もうそのときには剣士たちも甲檻花ゴブレツトの周囲に集合している。ベルのひとことで、ざわっと楽隊全体がみじろいだようになった。


「私は、あいつを斬ることが出来なかった！」


　ベルの言葉は剣士たちの理解を超えた。みな、なんのことだと眉み間けんに皺しわを寄せている。


　ベネットとギネスだけがベルの言わんとするところを理解した。だがしかし、ベネットのおもてにみるみる浮かび上がったのは、なんとも冷ややかな表情だった。


「言いたいことはそれだけかね、ベル」


「え……」


「あの水族マーメイドは女性だ」


　ベネットがぴしりと言った。これは、両性を持つ水族マーメイドが、少年の姿で生まれてくることを言っているのだった。女性形を覚えることで幼齢を脱け出る彼らにとって、女性であるということ自体に多くの意味があった。


　だがむしろその意味の多さに、ベルにはそれがどういう言葉なのか判りかねた。


　もはやその罪にいかなる由縁も許されぬということか、あるいは哀れに過ぎて殺すしかないということか。ただ、ベネットにとっては全てそれで説明がついているようだった。


「ギネス、捉とらえたぞ」


　ベルを無視して、ギネスに声をかけた。


　ベルが啞あ然ぜんとするのも知らぬげに、ギネスもまた即座に応じている。


「結界士を全員使っていい。必ず仕留めろ」


　これは結界による守備を度外視した言葉だった。むしろ剣士たちの方が結界士たちを守護する側に回ることになる。


　ベルは呆然となった。そこまで必殺の態勢であの女を迎え撃つというのか。


　きりっと音を立てて水みず鋼がねの弓弦が引かれた。ベネットの左右の三枚耳ドライツエンがせわしなく動き回るさまが、闇を這はう女の居所を確実に突き止めていることを物語っていた。


　ふとベネットが言った。


「触れることが奪うことでしかない……ということもあるのだよ」


　それだけが、ただ一つ、ベルに対するベネットの弁明といえるものだった。


　ベルはなおも言葉をかけたいのを、しいて口をつぐんだ。


　ギネスの指揮に従って、他の剣士たちとともに防御の位置に立った。


　すぐさま背にベネットの鋭い気配を感じた。一片の容赦もない、冷徹な殺意だ。これがベネットのもう一つの本性だと思わせるほどの苛か烈れつさだった。


（まともじゃない……）


　そう思わずにはいられなかった。結界士など、もともと尋常の精神の持ち主に務まる役ではない。自分の手違い一つで誰かが死ぬことになりかねないのである。いざというときには、身を挺ていして楽隊を守らねばならない。ほとんど生きた盾だった。自ら楽隊の犠牲になってさえ、守護のための結界を立てる彼らにとってしてみれば、あの女の用いる結界術など言語道断なのだろう。それこそ、彼らの存在意義にかかわるといってよかった。


　ベルはそう思うことでようやく自分の気を鎮めた。斬れるか斬れないか、まさしく斬ってみねば判らなかった。さきほどは斬れなかった。だが今度はどうか。


（触れたい──誰かに）


　女に〈唸る剣ルンデイング〉を叩たたき込んだ瞬間、その感応があった。それだけは確かだった。そしてそれはベルにとってあまりに痛切に過ぎた。


（ベネットには判らないんだ）


　異形の者としての哀しみが。他者に接することさえはばかられる者の気持ちが、判るものか。そういう怒りの感情があった。だがそれをここで言ってどうなるというのか。それであの女が他者の腕を奪うことの赦ゆるしになるのか。四肢を奪われ、爆弾とされた剣士たちの無惨さはどうだ。


（腕──）


　ふと、その思いが湧いた。あの女に、腕の一つも奪われれば、それでようやく斬ることが出来るのではないか。だがそう思った途端、口中が苦いもので一杯になった。


「ちっ……」


　舌打ちすることで、ほとんど反射的にその苦さを吐き捨てていた。


「冗談じゃない」


　低く呟つぶやいた。所しよ詮せんはベル自身の負い目の問題に過ぎないのだ。自分の腕をくれてやることが、なんの解決にもならぬことは明らかだった。あの女は、傷害することをそのまま触れることに置き換えている。そしてそれは今、ベルたち全員にとっての危機だった。


「こいつが剣楽じゃないってことを忘れてたよ。剣闘でもないってことを……」


　ぽつりと言った。ひとりごとだったが、ぽんと肩を叩かれていた。同じ陣頭の、四蹄族ケンタウロスの剣士だった。ベルが目を向けると、無言のまま、にやっと太い笑みをくれた。


「ありがと……」


　そう言って、ベルも少し微笑わらった。


　すぐに二人とも剣を構えた方へ目を戻した。ただこれだけのことでじわりと胸中に沁しみるものがあった。あの女に欠けているものがなんなのか、少し判ったような気がした。


　断崖の闇に向けて、両翼の剣士たちが左右に分かれた。


　その狭はざ間まに、結界士たちが入った。みな剣を収め、半弓を手にしている。組み立て式の弓を背に負っていたのだ。


　弓は組み立て方次第で、矢を放つことも結晶球を放つことも出来た。今それは水晶球を放つためのかたちを取っている。ベネットの指示だった。どうやら弓撃で決着をつける腹積もりらしかった。


　ベネットの弓は、この優やさ男が構えるにはいかにも豪弓といっていい代物だった。


　無論、力まかせに弓弦を引くのではない。水みず鋼がねの弦に感応を込めて引くのだ。弦には撃鉄が付いており、それに指をかけて引くことで弓の機巧に働きかけ、結晶球が弓に装そう塡てんされる仕組みだった。把手グリツプと弾丸の射枠機とが一体化しており、弦を放つと撃鉄が更に機巧に働いて結晶球を撃ち出すのである。その際、弦に込められた感応はそのまま結晶球に伝わる。結晶球は弾丸であると同時に結界の触媒として放たれるのだ。


　弓は通常のものに比べて左右に湾曲しており、上部の方が下部に比べて大きい。矢ではなく結晶球を打ち出すのに最適の形をしていた。水みず鋼がねならではの、強きよう靭じんなしなやかさが可能とする形状だった。


　その特異な弓を構えるベネットに従い、結界士たちが同じくぴたりと闇に向けて弓撃の態勢を取った。


　緊張が高まり、いつしか周囲が再び氷結の様子を見せ始めた。氷の槍やりが六方から伸びて襲いかかり、闇の向こうから氷塊が飛来してきた。


　どうやら、神の樹の根を跳び渡りながら結界を展開しているらしかった。


　今は剣士たちがそれらを防ぐ役にあった。剣で氷を切り払い、刃に込めた感応で対抗した。逆に、それが可能なほどに、氷結の勢いが弱かった。触媒を封じられた時点で、女の結界術には重大なほころびが生じていた。


　結界士たちはみないちように弓を構え、ベネットの命言をひたと待っている。ベネットの込める感応に呼応し、結界士たちの弓が自然と狙いを調整していった。


　そして──


「射！」


　ベネットが鋭く命じた。ほとんど同時に結界士たちが水晶の弾丸を放っている。その四つの弾丸のあとを、ベネットの放った弾丸が猛烈な感応に満ちて追いかけていた。


　こおん。澄んだ音が断だん崖がいの闇に響いた。なんと放たれた水晶球が宙でぶつかる音だった。


　つづけてそれが二つ三つと鳴った。もはや目でとらえられる攻撃ではない。女が弾丸をかわす方向を想定して、次々と弾丸同士がぶつかり合い、方向を変えているのだ。


　またそれに合わせて水晶の結晶質にほころびが生じ、封じられていた媒水を解放するとともに結界士たちの巧みな業わざによって次々と結界を展開していった。


　闇の向こうで女がまたたく間に追い詰められてゆくのが目に見えるようだった。


「殲せん！」


　第二撃が放たれた。これはほとんど弾丸が直線に並んで飛び、女に当たる直前に、互いにぶつかり合って上下左右に広がった。その中央を、四つの弾丸が隠していたかのように、ベネットの放った弾丸がひときわ強く感応に満ちて飛来した。


　逃げようがなかった。上下左右、どう跳んでも弓撃を食らう。女は氷の腕を瞬時にしてもがれ、その胸元にベネットの放った弾丸を受けた。


　女の断末魔が響き渡り、ある時点をさかいにぷっつりと消えた。


「心臓を貫いた」


　ベネットが短く戦果を告げた。


　そもそも、女の触媒を封じた時点で勝敗は決したといってよかった。女は結界術の使い手ではあったが、戦士ではなかった。自身の敗北というものを知らなかったのだ。いわばそのせいで死んだ。ベルにはそれがひどく哀れだった。


　周囲の氷がみるみる溶けていった。だが、まだ誰も構えを解かない。


　ようやく緊張が去ったかに見えたそのとき、ぴくりとベネットの耳が跳ね上がった。


「上だ！」


　同時に、恐るべきものが天井から降ってきた。


　巨大な百足むかでだった。そう呼ぶのが最も相応ふさわしかった。ベルの〈唸る剣ルンデイング〉ほどもある腹が幾つも節立って連なり、左右から大小の腕がいやに整然と生え出ているのである。腕も氷なら、その胴体も氷だった。


　氷の手がてんでばらばらに結界を展開し、その直撃を食らった剣士たちが悲鳴を上げた。


「ぬわっ！」


　ベルの傍らで、苦く悶もんの声が上がった。先ほど肩を叩いた男が、氷の手に腕をつかまれたのだ。みるみるその血肉が凍いてついてゆくのが衣服の上からでも判った。


「くそっ！」


　ベルが吠ほえた。反射的に剣を振るっている。躊躇ためらいの消えた、渾こん身しんの剣撃だった。


　氷の腕が粉々になり、百足の胴体が二つに千切れた。斬ったとも砕いたともつかぬありさまだった。切り離された胴体の一方は、あっという間に氷解して水を撒まき散らし、一方は砕かれた箇所からまた新たに氷の腕を生やしている。


　ベルは跳んだ。暴れ狂う百足の背に着地すると、女の赤い髪が視界の隅に映った。百足の頭部に、女の姿があった。ベルは女の背に向かって、百足の背を走り出した。


　百足はあっという間に剣士たちを蹴け散ちらし、甲檻花ゴブレツトにのしかかっていた。陣形のど真ん中に、自滅覚悟で飛び込んできたのだ。もはや陣形を整える間もなかった。


　──ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！　ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！


　混乱のさなかを、排泄魔法レスト・ルームをうたう女の声が狂ったように響き渡った。


　──奪オー！　奪オー！　奪オー！


　──侵オー！　侵オー！　侵オー！


　まるで悲鳴だった。


　甲檻花ゴブレツトの上で、ベネットが真っ向から女と向き合った。ベネットは動かない。ぴたりと弓を構えて女に狙いを定めている。


「よせ、逃げろ!!」


　ギネスが叫んだ。同時にベネットの弓撃が放たれている。


　女はよけなかった。その腹にまともに弾丸を食らった。それでいて止まらない。幾つもの氷の腕がベネットに向かって伸びた。


　ベネットの弓を握った左腕を、氷の手が摑つかんだ。その肩口や脚にも手が触れた。すぐさま血肉が凍結されないのは、女の身を穿うがつ水晶の弾丸が触媒となって結界術が展開され、女の手による氷結を封じていたからだった。


　その女の手が、ふいに赤みを帯びた。まるで氷の腕に血が通うようだった。


　だがベネットにはそれは見えない。


　女が爛らん々らんと赤い瞳ひとみを輝かせてベネットを見つめた。食い入るようなまなざしに、ベネットが瞼まぶたを開いた。白濁した目が、女を見るともなく見返した。ふと、女のけたたましい声がやんだ。


「水族マーメイドの宿命を、私は恨んではいないのだよ……」


　ベネットが囁ささやいた。


　瞬時に、唯一自由の利く右手でその剣を抜き放っている。その剣尖きつさきが、左腕を摑む氷の腕を砕いた。そのまま刃を返し、女の喉のど元に向けて下方から突き込む。


　と──


　剣尖が、ぴたりと女の顎あご先で止まった。


「君は……」


　ベネットの口から、驚いたような声が零こぼれた。


　そのとき、ベルは女のすぐ後背に迫ったところだった。


　甲檻花ゴブレツトにのしかかっている様子がすぐ目の前に見える。とともに、ベルは百足の頭部に近付くほどにその背が赤く染まっていることに気づいた。


　凍りついた赤──女の血だった。やがて女の背が目前にきた。コートがずたずたに引き裂かれ、その身を隠すように巻かれた包帯や様々な帯タイもところどころで千切れ飛んでいた。


　特にその背が大きく穿たれている。ベネットの弓撃による傷に違いなかった。


　その傷口が、その身に穿たれた心の虚無そのままに、鮮やかなまでの赤さで凍りついているのだ。


（心臓さえ、もう凍ってるんだ）


　ベルの手に、力と感応とが等しくこもった。足が強く百足の背を蹴り、剣を振りかぶった。刃が白銀に輝いて苛か烈れつな唸うなりを放った。


「お・おっ！」


　ベルが叫んだ。まさに刃が振り下ろされようとする、そのときだった。


「やめろ、ベル！」


　鋭い制止の声が飛んだ。はっとしてベルは振るいかけた刃を宙でとどめ、なんとか勢いを殺しながら踏みとどまった。


　かと思うと、いきなり足場が崩れた。なんと氷の百足がばらばらに溶け崩れてゆくではないか。何がなんだか判らないうちにベルは慌てて百足の背から跳び降りた。階段の床を蹴ると、そのままの勢いで甲檻花ゴブレツトの脇に降り立ち、ぴたりと剣を構えた。


「ベネット!?」


　ベルをとどめたのは他ならぬベネットの声だった。


「いったい……」


　ベルの言葉を遮って、ざあっと水の音がした。まるで土砂降りの雨だった。百足の胴体が氷解し尽くし、一瞬に消えていた。そして甲檻花ゴブレツトの上に、女とベネットの姿があった。


　女の肩口から、ただ一つ、赤い腕が伸びており、それがベネットの胸元を摑んでいる。


　一方ベネットは剣を握った手で、なんと女の身を抱きかかえるようにして支えているのだった。全身に巻きつけられた帯タイも引き裂かれ、四肢のないその身をあらわにした女を、みなの視線から隠すように抱いているのだ。


「ベネット……？」


　ベルが呼んだ。甲檻花ゴブレツトの周囲に、剣士たちが恐る恐る集まった。


「もう死んでいる」


　ぽつりとベネットが言った。


　ふと、女の身がベネットの胸に沈んだ。正確には、自分自身の影に、女が飲み込まれていったのだった。赤い腕が音を立てて折れ砕け、はらはらと氷片を散らせた。その凍りついた女の血のかけらもまた、自らの影の内へと消えていったのだった。


　女の赤い髪が、ベネットの胸元に吸い込まれるようにして、その影に沈み、ついにこの世のどこからも消え去った。


「その名も──血の一滴さえも、この世には残さぬ……かね」


　ベネットがその胸元を撫なでた。衣服はさらりと乾いている。血ち糊のりの一滴もそこにはなかった。


「それが、飢餓同盟タルトタタンの法だ」


　ベネットの足元で、ギネスが素っ気なく言った。


　ベルはなんだか哀れでもあり、腹立たしくもあった。ふと脳裏にアドニスの面影が浮かんだ。あの男だけは、決してむざむざと闇に還かえしてたまるものか。そう思った。そんな悔しさは到底許せるものではない。ベルは堅く心に誓った。


　ギネスの大きなくしゃみが、ベルを内心の思案から立ち返らせた。


「やれやれ、結界士はみんなの濡ぬれをとってやってくれ。こんな寒い場所で、ひどい目にあったもんだ。聖灰が必要な者は申し出るように。警戒は厳重に、よろしく」


　すらすら命じると、どっかと檻おりの中であぐらをかいた。途端に辺りが騒がしくなった。小休憩であり、負傷者の治癒だった。そのさなかに、ふとこんな会話がベルの耳に届いた。


「ねえ、ギネス」


　ベネットが低く囁く。


「私の腕の一つくらい、あの者にくれてやっても、よかったのだよ」


　たまたま耳にしたベルは、それこそ呆あきれ返ってベネットを見やった。だが二人ともまたもやベルの視線など知らない様子である。


「残念だね、ベネット」


　ギネスが意地悪そうに応こたえて言った。


「君が僕の指揮下にある限り、その腕は僕のものだ」


　ベネットは無言で微笑し、すらりと剣を鞘さやに収めた。


（なんだァ、そりゃ）


　言葉にならなかった。ベネットの穏やかな顔を眺めながら、なんて奴だと思った。ギネスもギネスである。ベルにはおよそ理解不能なベネットの態度を、いかにも気息の合った様子で、しゃらっと受け流していた。


　結局、この二人にとって、女の異形は、女の悲しみではないのだ。それは生まれ持った障害であり、乗り越えるべき困難に過ぎない。そういう意味では、女は既に優秀な結界士として困難を乗り越えている。同情すべき点はなかった。もとい、女の悲しみがどんなものであったにせよ、それは女の自らの影に飲み尽くされて、決して表には出てこない。


　ただそれだけのことだった。


「ちぇ」


　ベルは唇を尖とがらせて二人に背を向けた。


　ぞくりと肌寒さがきた。地下から吹く風と濡れた衣服が、急激に体温を奪っているのだ。ベルは剣を背に収めると、肩をすくめて結界士のところへ走った。
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　階段を下りると、目の前に広大な湖が広がった。


　頭上では無数の巨大な神の根が張り巡らされ、水没した森さながらにそれらが湖に降りている。根は無数の刻印スペルの明滅を帯びて、湖全体をおぼろな青白い光に照らしていた。


　いかにも霊然とした、〈宥なだめの湖〉の光景であった。


　その冷ややかに輝く湖を、橋が渡っている。その先に祠ほこらがある。だが祠だけではない。


　ここに入り込んだときにくぐった、あの神の樹の幹に開かれた空洞と同じものが、祠のすぐさきで寄り合わされた神の根によってかたちづくられているのだ。


「あの祠だ……あそこが、神の深部に至るための最も近い入り口だ」


　ギネスが粛然として断言した。そこへ、頭上からベネットが疑問を投げた。


「どうしてだ。洞どう窟くつならそこら中にあるぞ」


　事実、湖の周辺に限らず、あちこちに別の洞窟への入り口がぽっかりと開いている。だがギネスは、はっきりと進むべき道を確信していた。


「今、神の深部に至る道が、ゆっくりと変化しているんだ。ここは、生きた鋼の洞窟なんだよ。そして今は、あそこが最も神に近い道だ」


「アドニスとシェリーも、確か、そこに入っていったって」


　ベルが言った。


「例のカタコームの剣も、そこに……」


　言葉が尻しりすぼみになって消えた。カタコームの剣のことが脳裏をよぎるや、手に握った〈唸る剣ルンデイング〉が、その存在を敏感に感じ取っていたのだった。


　剣の唸りに従って剣尖をすうっと走らせ、


「剣だ……！」


　それがぴたりと定められた途端、ベルが叫んだ。


　楽隊の面々がぎょっとしてそちらを向いた。そしていかにも困惑したような、馬鹿にされて腹を立てたような顔になった。


「確かに……ね」


　ギネスが呟つぶやく。


　剣はそこにあった。祠へと通ずる橋の、すぐ入り口の辺りの地面に、これみよがしに突き立てられているのである。楽隊の面々も、ギネスの指示に従ってじわじわと歩み寄るが、これほどまでに罠わならしい罠もない。


「照明シユート」


　ギネスが言った。すぐさま数名の蛍族ロイテライテたちが光晶石を浮かばせようとする。


　途端、もの凄すごい勢いで空気がはぜた。光晶石が浮かんだ辺りでぱちぱちと火花がまき散らされ、空間自体が鳴動するような肌のささくれる感覚が楽隊を襲った。宙から何かが粉々になって落ちてきた。ばらばらになった光晶石だった。


「飢餓同盟タルトタタンでしょうか……？」


　光を灯ともそうとした蛍族ロイテライテが、呆ぼう然ぜんとして口にした。


　ギネスは首を振った。何かを確かめるように周囲を見渡し、言った。


「神の聖所というわけさ。一切の魔法を拒んでいるんだ」


「そうすると、飢餓同盟タルトタタンもまた、魔法が行使出来ないのではないのか？」


　ベネットが頭上から声をかけるが、それにもギネスは首を振った。


「飢餓同盟タルトタタンは、数少ない神の盲点の、一つだ」


「嫌な状況だな」


　ベネットは肩をすくめてせわしなく耳をきょろきょろさせた。その耳が何かを察した。


「何かが……」


　かちゃかちゃという微かすかな音が、ベネット以外の耳にもはっきりと聞こえた。もうほとんど地に突き立つ剣に近づいたところだった。陣頭に指示すれば、すぐさまそれを手に取ることも出来る。


　だがそこでギネスは楽隊を止めさせた。


　かちゃかちゃと奇妙な音を立てて、にわかに六方から何かが迫ってきていた。


「なんというか……」


　ベネットが口ごもった。


　剣士たちが素早く陣を展開させて、甲檻花ゴブレツトを中心に六方に剣尖きつさきが構えられた。


　ベルは闇に白銀の輝きをともす〈唸る剣ルンデイング〉を構えながら、おぼろな剣の輝きと、神の樹の明滅によって、それがやって来るのを目にした。神の樹の根は実に地面いっぱいに広がっており、まるで刻印スペルの絨じゆう毯たんを歩くようだったのだ。


「なあ軍師どの」


　ベネットがなにか冗談ごとを言うように唇を歪ゆがめた。


「私にはあれが、玩がん具ぐのように思われるのだが、どう見えているのだね」


「その通りだよ、結界士どの」


　ギネスが、つまらない冗談だ、とでも言うように返した。


　木やブリキで作った、他愛ない子供の玩具だった。よく子供が剣士に憧あこがれて遊戯に興じるもの。そうとしかいいようがなかった。


「ひとりでに歩いてるよ。こっちに来る」


　ベルが、付け足した。ベネットは、なるほど、とでもいうように頷うなずいた。


「指揮者コンダクター……」


　剣士たちが困惑した顔でギネスの指示を求めた。


　ギネスは動かない。じっとその人形の様子を見つめ、断たれた左腕の傷の辺りに、指揮剣を握った手で触れていた。


　手の平ほどの大きさの人形が楽隊を取り囲んだ。様々な種族を象かたどった姿や、剣や剣けん斧ぷや弓を構えてこちらにやってくる様子が、この暗がりでもはっきりと目に見えた。勇壮な兜かぶとを被かぶった四蹄族ケンタウロス、斧を構えた水角族ミノタウロス、スマートな水族マーメイドの剣士たち、何人かで固まって仲良く両手をつないでいる弓瞳族シープアイズの群──


　それらが、小さな人形の顔で、六方から楽隊を見つめている。


　異様な圧迫が楽隊を呪じゆ縛ばくするようだった。ただの人形の無機質なまなざしが、ブリキの兵隊たちの掲げる玩具の剣尖が、こうまで見る者に畏怖を感じさせることがあるのか。


　ふいに──


　その人形が、ゆっくりと横倒れになっていった。沈んだ。ぼんやりとした明るみの中で、おぼろに浮かぶ人形の影に、人形自身が倒れるように潜り込んでいったのだった。


　代わりに、反対側から影が伸び、そこから、何者かが現れていた。


「げっ……」


　ベルが眉まゆをひそめて、それを見据えた。


「おおっ」


「なんと……」


　剣士たちの間に、驚きよう愕がくが走った。


　人形が自らの影に倒れ込み、代わりに反転するようにしてそこに現れたのは、それぞれの人形にそっくりな者たちであった。種族から体格から印象まで似通っており、あるいはこれらの者たちを人形にかたどったのか、なんとも無表情な様子で剣を構えると、やけに人形じみた動作でぎくしゃくと楽隊と対たい峙じしていた。


　明らかに剣を構えて敵対する素振りを見せているのに、一向に殺意とか敵意とかいったものが感じられない。まさしくただそこに並べられた玩具に等しかった。


「なんなんだあいつら……」


　ベルが言った。そして気づいた。玩具の兵隊たちが、みな一様に、全身を金に光る鎖で縛りつけられているのだ。


「あいつら？　誰だって？」


　ベネットが眉をひそめた。


「誰もいないぞ。いや……」


　がちゃり。玩具の兵隊たちが鎖を鳴らして動いた。どこかぎくしゃくと身を震わせて、どうやら陣を展開するらしかった。それは影法師どもに似て、しかし決定的に違うのは恐ろしく生気がないことだった。本当の人形のように。あるいは──


「死んでるな」


　ぽん、と膝ひざを叩たたいて、ギネスが言った。なんともあっけらかんとした声音に、剣士たちがぎくりと肩をすくめた。それで緊張が払われていた。ベルなどそのひとことで、


「ああ、そうか」


　手品の種明かしでも聞いたようにつまらなそうに返すや、改めて剣を構えていたのだった。カタコームで無数の死兵を相手に戦闘を繰り広げた経験が、ベルたち三人に尋常ではない豪胆さを与えていた。それで剣士たちの動揺が静まった。なんとなく三人の落ち着きぶりにつられたようなものだった。


「なるほど、ああいう手があるか」


　ギネスが指揮剣を微妙にかざしながら呟く。


「死兵操縦の術の開発に苦心している魔法楽者たちに教えてやりたいもんだ。ベネット、いったいどこの誰があれを操っている？」


　剣士たちがゆるやかに陣を展開し、甲檻花ゴブレツトがのそりのそりと向きを変えるその頭上で、


「君らの目には見えないのかい」


　しごくあっさりとそう返していた。


　くすくすと笑う声がそのあとに続いた。子供の声だ。ひゅん。同時にギネスが指揮剣を振るってベネットに合図をしている。


　弾丸が宙を穿うがち、ぱっと火花が散った。一瞬遅れて、微細な氷の破片が霧に似て辺りに舞った。霧とは違ってそれは光を何倍かに反射し合うようで、きらきらと光を撒まいて広がった。さながら光の幔幕カーテンである。同時にまた空間自体が鳴動するような響きがあり、魔法に対する反動を逆用するかたちで光が広がると、にわかに相手の姿が現れていた。


　ベネットのその精妙な腕前たるや秀逸なる結界術であったが、誰もその腕前に対して声をかけなかった。ベネット本人も、相手の風ふう貌ぼうを耳でとらえながらそれに気を取られていた。一瞬、みなが何かの間違いではないかというような顔になった。


　一人の少年だった。


　くすくす笑いながら、何かを期待するような目で、両手を突き出している。


　その手は両方とも拇おや指ゆびと小指を残して切り落とされ、代わりに指の付け根に金の環わを穿ち、そこに金の鎖を留めているのである。鎖の先には、〈指〉の刻印スペルを模した、奇怪な金細工が、鍵かぎの形をして宙に浮き、それぞれ六方を指し示していた。


　ちゃらちゃらと鎖の触れ合う澄んだような音、あるいは耳障りなその音が鳴るごとに、金の鎖で全身を縛られた死者がのそのそと動いた。まるで子供が何度も玩具の並び方に手を入れて、満足する位置を見いだそうとするかのようだった。


　あるいは、実際そうだった。


「僕と、指揮比べをしたいのかな」


　ギネスがのんびりと言った。その口調とは裏腹に、手にした指揮剣が身震いするように激しい感応をあらわにしていた。ベネットの耳が驚いたようにぴくっと跳ね上がった。


「ギネス……？」


「聞いたことがあるよ。ある群のことをね」


　淡々とした口調の底に、恐ろしく剣けん呑のんなものを込めて、ギネスが言った。


「一夜にして、弓瞳族シープアイズの群が丸ごと一つ消えた事件があったんだ。群ごと飢餓同盟タルトタタンに飲み込まれたという噂があったが……そうとも言えるようだ。要するに、全員が、ろくでもない子供の道連れになったんだな。それだけじゃ飽き足らず、おもちゃの兵隊欲しさに、様々な種族の者を犠牲にしたってわけだ」


　その少年の目と、ギネスの目が合った。


　まるで青年の──いや、壮齢とさえいっていい目だった。少年の体に、壮齢にも如しく時を経た心が、やどっている。そういう目だった。


「永遠の少年……か」


　ギネスの顔から表情が消えた。


「殺すしかないな」


　恐ろしく殺伐としたことを、平然と言ってのけた。


　ひゅん。同時に指揮剣を振るっている。


　ここにきて剣士たちの気息は万端に整えられている。すぐさま動いた。同時に、玩具の楽隊も動き出した。明らかに楽隊同士の、それも互いの指揮の妙を比べる戦いとなっていた。


　──ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！　ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！


　──ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！　ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！


　玩具の剣士たちが虚うつろな声を上げて迫りくるのに合わせて、ふっと少年の姿が闇に消えた。ちりんちりんと金属の触れ合う音が遠くから聞こえてくる。その音に従って、玩具の兵隊どもが虚ろなまなざしで虚ろな声を上げつつ、死んで土に還かえることも許されず永遠の剣士として剣を振るうのだった。


　──悲オー、悲オー、悲オー！


　──戯オー、戯オー、戯オー！


　──呪オー、呪オー、呪オー！


　少年の布陣は、実際、なかなかに見事だった。


　最も機動力を持つ四蹄族ケンタウロスを陣頭に置いて包囲を敷き、足長族フロツギーたちの跳躍力をそれに並行して用いて攻め込んできた。


　破壊力に富んだ水角族ミノタウロスを後衛に置いて防備をまかせ、月瞳族キヤツツアイズを先頭とした弓瞳族シープアイズの群を左右から遅れて走らせた。


　相手の陣を切り崩してのち精せい緻ちな剣技の勝負に持ち込ませる。まさに必勝のかたちといえた。


　だがギネスの感想は辛しん辣らつをきわめた。


「退屈な指揮だ」


　ぼんやり言った。その手は間断なく指揮剣を振るっている。


　まず先頭に駆け込んできた四蹄族ケンタウロスたちを、陣頭を二つに割って、そのまま受け入れるかたちで素通りさせた。


　あとは一直線に甲檻花ゴブレツトに向かって剣を振るうばかりに見えたそのとき、突如として左右から群なす剣が一斉に襲いかかっていた。


　両翼に展開していたはずの剣士たちだった。陣頭との位置を、一瞬の隙もなく入れ替えたのだ。しかも脚を狙った。いかに屈強な騎馬の剣とはいえ、ひとたまりもなかった。


「前っ面を割ってそれぞれ場当たりを取れ！　左翼は下手から陣頭の後衛に、右翼は上手から前衛につけ！　主陣と距離を取っていい！　合図きつかけを常に把握していろ！」


　玩がん具ぐの騎馬兵が殲せん滅めつさせられた直後に、宙から群なして玩具の足長族フロツギーたちが襲いかかってきていたが、これは弓撃の恰かつ好こうの標的となった。


　いつの間にか陣頭に戦う者と、その後ろで指揮するギネスたちの間に、到底ひとっ飛びでは越せぬ距離が出来上がっていた。騎馬兵を楽隊に切り込ませたあとの必勝の戦法がものの見事に読まれ、逆用されていた。


　なにより、絶えず甲檻花ゴブレツトの上にベネットを配置させていたのは何も指揮者コンダクターを守るためではない。空中を警戒してのことだ。後衛には弓の心得のある剣士たちも置いている。あっという間に玩具の兵隊たちは粉砕されてろくに着地も出来ず、地面に叩きつけられた。


　ギネスの目が、ちらりと兵隊たちを見た。その身を縛る鎖が千切れ飛び、五体を砕かれて無惨な姿をさらしている。それが影に沈んだ。代わりに人形が現れていた。粉々に砕かれた人形がそこら中にまきちらされていた。


「もう要らない、か」


　指揮剣を振るいながら、ぼそりと呟つぶやく。この男にしては珍しく、厳しい顔で闇を見据えた。こんなものに負ける気がしなかった。また、勝つとすれば完全に粉砕しなければならない。虫酸が走る。そういう顔で闇を見た。


　陣頭が両翼と入れ替わった。再び中心に向かって左右から集まり、玩具の楽隊の動きに先んじて剣撃を叩き込んだ。同時に、楽隊全体が密集隊形をとって前進している。六方から迫っていた玩具の楽隊の包囲を、あっという間に切り抜けていた。当初の不利な地理などあっという間に逆転して攻め込んだ。


　ベルはその剣を振るいながらなんとも容赦のない指揮を感じていた。圧倒的な技量の差を見せつけるように、次々と相手の出方を見抜いては事前に叩き潰つぶしているのである。


　それに怒りを覚えたか、敵陣が激しく動いた。同時に数も増している。数十の兵隊がぞろぞろと闇の中から現れてきたのである。


「自分のおもちゃを他人に壊されて、腹が立ったか」


　そういう呟きが、ギネスの口から零こぼれた。


　目が闇を走り、なにごとかを深く思案する素振りを見せた。ついで、本人にとっては全く無意識だろう笑みが、にやりと口の端に浮かんだ。


　敵陣は既に後衛にまで迫られている。両翼が主陣と離れて、各個で撃破されていた。


　ギネスは、もともといた人形の数をかぞえた。ちょうど二十六体。ギネスの率いる楽隊と全く同じ数だった。それが数倍に膨れ上がって襲いかかってきた。一つの奇襲といえた。敵の力量を見極める目が、数という単純な理屈で狂わされる。


　だが、ギネスはそれを鼻で笑った。


　少年がわざわざ楽隊と同じ数だけ人形を出したのは、ほとんど遊戯の意味に近かった。正々堂々という名目で、遊んでいるだけなのだ。それが、怒りに任せて数を増やした。戦略も何もあったものではない。ただ闇雲に襲いかかってくるだけだった。ギネスは恐怖とはほど遠いところでこの戦いを見定めていた。


「指揮する者が、自分で作った法テーマを破っちゃいけないなあ」


　ほとんどひとりごとだった。穏やかな口調の底に、なんとも殺伐とした響きがある。頭上でそれを聞いたベネットが、悪寒を感じたように、ぞくりと肩をすくめた。


「そこか──」


　ギネスの判断は全く意表を衝ついた。


「陣頭は下手と上手に引け！　両翼はそれに続いて後衛と移動！」


　言葉と同時に指揮剣が振るわれている。ベネットの弓撃や、主陣の剣士たちの動きが合図きつかけとなって、迅速きわまりない陣操りが行われた。


「移動……？」


「後ろに回れってのか!?」


　剣士たちにしても、実際に行動してから、自分たちがそのように動かされていることに気づく有様だった。そして次の瞬間にはすぐさまその意図が伝わっている。あるいは明白に示されている。躊ちゆう躇ちよする間もなかった。


「ベル、跳べ！」


　ギネスが叫んだ。


　どこへ──


　訊きくまでもなかった。既にその意図は完全にベルの心中のものだった。ベルは跳んだ。剣士たちの頭上を遥はるか高く越え、宙に襲いかかるもの、弓撃や投剣に注意を払いながら、一瞬で甲檻花ゴブレツトのずっと後ろに着地していた。


「なんとまあ……」


　ベルは呆あきれたように、剣を暗がりに向けて構えた。そのすぐ両脇を、四蹄族ケンタウロスたちが陣頭を率いてつづいた。みな、呆気に取られた。


　敵が、そこにひしめくようにしていた。


　陣営とは基本的にどのような動きも前進を伴うものだ。それが一気に転回していた。陣頭と指揮とが背を向け合うかたちになったのだ。さきほどまで前であったものが、一瞬で後ろになった。これほど突拍子もない陣操りもない。


　そして、楽隊を後方から突こうとする一団が、そこにいたのだった。


「後衛はそのまま指揮前面を死守！　陣頭は思う存分突き進め！　そこに敵の指揮者コンダクターがいるぞ！」


　ギネスが叫んだ。ベルたち陣頭の者にはほとんど背を向けている。いったいいつ、ギネスが敵の移動を見定めたのか。さすがのベルも、ただただ感心した。


　敵の前面が数を膨らませて襲いかかってくるのにもかかわらず、ギネスは主力なる舞台を後方に置いたのだ。そしてそれは正しかった。敵の狙いは楽隊に後方から食らいついてギネスという悪魔のような指揮者コンダクターを討つことだった。


　一瞬だけベルたちの存在にためらうような素振りを見せ、ついで猛然と突っ込んできた。ほとんど自暴自棄といえる突進だった。


　──悲オー、悲オー、悲オー！


　──戯オー、戯オー、戯オー！


　虚ろなる排泄魔法レスト・ルームの叫びとともに玩具の楽隊たちが迫った。


　四蹄族ケンタウロスに水角族ミノタウロス、その後ろから月瞳族キヤツツアイズといった具合で、完全に力任せの陣営だった。敵の指揮者コンダクター──すなわち弓瞳族シープアイズの少年が、どれだけ偏った、少年らしいといえばこの上なくそれらしい見方で、剣士というものを見ているか、判るようだった。


　いわゆる恰好の良い、見るからに屈強そうな人形の兵士たちが真っ向からぶつかってくる。しかもそれが、たった一人の少年の遊戯で玩具にされた死者たちなのだ。


　ギネスが虫酸の走ったような顔でいるのも無理はない。剣を振るいながら、ふとベルは思った。ほとんどギネスにとっては自分の陰なる部分と戦っているような気分なのではないか。指揮者コンダクターとして、剣士たちを自分の玩具のように操る快感──それがギネスの心の中に全くないとは言い切れない。あるいはその気持ちを完全に屈服させるように、ギネスは指揮を振るっているのだろうか。


　そんなことを、ギネスの振るう指揮剣の感応に思いながら、ベルはあっという間に玩具の兵隊どもを吹き飛ばした。全員がことごとく斬られていた。あるいはその身を縛りつける金の鎖──いかにもおもちゃめいて輝く鎖を、ぶっつりと断ち切っていた。


　あとには粉々に断ち割られた玩具が広がり、死者は影に沈んだ。


　ふとベルは、これらの死者を操る少年に哀れみを覚えた。なんという孤独か。このような力を、あるいは持って生まれてしまったのだろうか。だとすればそれを諫いさめる者を一人として持たず、健けな気げともいえる努力を繰り返して自分の仲間を作り続けてきたのだ。玩具と化した仲間、あるいはそれこそただ一つ、少年にとっては家族といえるものだったのだ。


（ちぇ……）


　ベルは〈唸る剣ルンデイング〉の敏感な感応に渋い顔になった。


　少年の心のありようを、剣の唸うなりそのままにベルの心中に伝えてきているのだ。


　絶望的なまでに孤独な少年の心が、恐ろしく苦いものでも飲むようにベルの胸中に沁しみた。実際、口の中が苦いものでいっぱいになっていた。それを、剣を振るう手に力を込めて飲み下した。殺すしかない。そう断言したギネスもまた哀れなような気がした。


　そのとき、ふいにベルの目がひと振りの剣を見定めた。


　カタコームの宝剣だ。地に突き刺さったそれが、本来、罠わなであるはずだった。


　それがいまや完全に手中に収められたといっていい状態にある。ギネスの指揮は明らかにこれを狙っていた。ベルは迷わず走った。


　立ちはだかる玩具の兵隊たちをことごとく粉砕してゆきながら、一直線にその剣に向かった。そのときだった。ばらばらと何かがベルに向かって投げつけられていた。それらは宙でくるりとひっくり返って姿を消すと、体を鎖で縛られた男女になった。


　みな、弓瞳族シープアイズだ。


　剣士ではない。農労者らしい姿が、一見して判った。ベルは剣を引いた。ためらいがあったわけではない。それでも剣を振るわなかった。


　彼ら──老若男女の弓瞳族シープアイズたちは、一斉にその非力な身でベルを食い止めようと躍りかかってきた。力はあった。己の安全をかえりみない死者の剛力で、非常な、暴力的な力を振りかざしてベルを襲った。手に手に棍こん棒ぼうや鍬くわを持ち、楽器を振るってベルに殴りかかった。だからといって──彼らは非力だった。剣を振るう必要などまったくなかった。


　ベルは難なく彼らの攻撃をかわした。攻撃ともいえぬ、ただの暴力だった。


　すぐさま陣頭の者たちがベルに追いつき、左右からその新たな人形たちに斬りかかる素振りを見せた。


「馬鹿野郎っ！」


　誰に対して叫んだものか。自分でも判らなかった。ベルが動いた。誰よりも早かった。


　いかにも農労者といった純朴な姿の死者が、〈唸る剣ルンデイング〉の一いつ閃せんで五体を吹き飛ばされて地に這はった。またたく間にその身が影に沈み、ばらばらになった玩がん具ぐが捨て去られた。


「……ちいっ！」


　唇を嚙かんだ隙間から、激しい呼気が零れた。ベルは他の剣士たちとともに、玩具の兵隊たちを殲せん滅めつしていった。文字通り玩具だった。死者でさえなかった。


　ベルは全身に怒りを湧かせて少年を捜した。


　闇の中、ちゃりちゃりと金属の触れ合う音が聞こえた。耳障りな音だ。ベルはそちらへ剣尖きつさきを構えた。ふいにその足が止まった。


　恐るべき金切り声が、剣士たちの足を一斉にとどめていた。


　幼ちいさい背が、弱々しくあとずさってこちらにやって来るのが見えた。


　暗がりの中から、とてつもない叫びを上げながら、少年が現れていた。


　仰天した。ベルだけではない。全ての剣士たちが、そこに少年とともにいる者の姿に愕がく然ぜんとした。


「ギネス！」


　ベルが叫んだ。だがギネスはこちらを見ようともしなかった。少年の身よりも低く体を屈かがめ、肩から少年にぶつかる姿勢のまま、二人、よろよろと奇妙な踊りを見せた。


　ふっと──少年の体が、ギネスから離れた。


　眉み間けんには悲壮な皺しわが深く刻まれて、ギネスを見詰めている。


　その腹を押さえる手の指から、奔流のように溢あふれ出すものがあった。


「ギネス……！」


　もう一度ベルが叫んだ。


　ちらりとギネスの目がこちらを見た。微動だにしない、確信を抱く者の目だった。だがすぐにそれは少年に向けて戻されていた。指揮剣を堅く握りしめた手が、少年の血で真っ赤に染まっている。それを拭ぬぐおうにも、もう一方の手は断たれて久しく、知識を授ける幻の手は今のこの現実に対してはなにほどの力もなかった。


　ペたりと尻しり餅もちをついた少年から、ベルは目をそらした。甲檻花ゴブレツトがのしのしとこちらへやって来るのが見えた。玩具の兵隊たちはもう一体として残っていない。みなことごとく打ち砕かれてそこら中にばらまかれている。陣頭を立てた次の瞬間には、ギネスは甲檻花ゴブレツトを降りていたんだ、とベルは思った。本来、何十という数の兵隊に対して向かっているはずの指揮者コンダクターが、相手の意図を完全に打ち砕くかたちで、単独で地に降りていたのだ。


　それはギネスの奇抜な指揮というよりも、ギネス自身の衝動のようなものだった。指揮者コンダクターが戦闘に決着をつけるためとはいえ楽隊を置き去りにしたのだ。本来ならば許されることではなかった。だが誰も敢えてそれを咎とがめようと思う者はいなかった。


　気がつけばベルの目はまた少年に戻されていた。


　──悲オー、悲オー、悲オー！


　──呪オー、呪オー、呪オー！


　少年は繰り返しその言葉を叫び続けていた。


　ギネスが、剣士たちを引かせるよう指示して、少年に近寄った。


　少年の金色の瞳ひとみが、鋭くギネスを見上げた。その目が真っ赤に充血しているが、痛みのせいであって、それ以外の理由で泣いているわけではなかった。


　ふいに少年の鎖の指が動いた。ギネスに向かって、六つの鍵かぎが、かちりかちりと奇妙な音を立てて空中に回った。少年は叫び続けている。金切り声だった。


「ギネス！」


　みたび叫んだ。ベルが〈唸る剣ルンデイング〉を掲げた。だがギネスはそれさえしいて押さえた。


　ひゅん。指揮剣が血に濡ぬれて振るわれ、全ての剣士たちにそこにとどまるよう指揮を伝えていた。


　ギネスの足元から、その影を通って金の鎖が這い上ってきていた。同時にギネスの足が徐々にその影の中に潜り込んでいこうとする。それでもギネスは一人でそこに立っていた。


　少年が笑った。花の咲いたような笑いだった。のけぞった首がひどく平らかで白かった。


　血を吐きながら笑い、その苦く悶もんの動作で、少年の懐から人形が一つこぼれ落ちた。


　はっと少年の笑いが止まった。慌てて鎖の指が人形を押さえようとした。ギネスの身が沈むのをやめた。同時に、ギネスの足が少年に向けて無造作に近寄った。


　人形は少年の金属の指をすり抜けてギネスに向かい、くるりと倒れ込むとそこに女が現れていた。壮齢の弓瞳族シープアイズだ。一目で農楽者、大地を奏でる者フアームズシンフオニアだと知れた。そしてまた、ひどく母性的だった。


　女がギネスに向かって阻むように両手を上げた。金の鎖がその身を縛っていたが、どこかその動きは意思を感じさせた。その女の足元に、少年が弱々しくすがりついた。女の手が少年の首筋にかかりあやすように撫なで──しゃがんで抱き締めた。少年がはじめてすすり泣いた。その直後に、ごぼっと血を吐いてくずおれた。


　ギネスと、そして楽隊の全員が見守る中、少年の身が、女とともに影に沈んだ。


　沈黙が降りた。


「ふう」


　ギネスがのんびりと息をつくのに、みな我に返った。


　ギネスは少年の消えた辺りに立ち、じっとそこにある物を見下ろした。女と少年の、二つの弓瞳族シープアイズの人形だった。女の胸に、少年がぎゅっとしがみついている。


「あの子の、母親かな」


　ベルが側に寄って、同じようにそれを見下ろした。


「だろうね」


　ギネスが言った。


　そして、指揮剣を逆手に握ると、その二つの人形を粉々に砕いた。
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「剣を確保してくれ」


　ギネスの言に従って、陣頭の者がカタコームの宝剣を手にしようとした。


　その一瞬だった。目の前で宝剣が消えた。何者かが物凄すごい勢いで走り込んできて、あっというまに宝剣を奪い去ったのである。


「なんだこいつは！」


　剣士たちの叫びに、ベルがはっと目を向けた。なんとも懐かしい相手を見つけていた。


　琥こ珀はく色の体毛をふさふさと揺らし、頭と四肢と尾だけという奇妙な体たい軀くを持って走り、大きな目は左右でほとんど別々の方を向いている。


　バンブーであった。アドニスの〈殻〉であるところの使い魔である。宝剣をくわえてぴょんぴょんとび跳ね、剣士たちの手をすりぬけると、なんと宝剣をぱくりと食らってしまった。飲食魔法レスト・ラントの刻印スペルを刻まれた大きな牙きばがぞろりとのぞき、剣をその異空間の腹に収めると、つづいて自らをも食らい、その身ごとぷっつりと宙に消えた。


　それに、ベルが素早く追いすがった。


「断たっ！」


　気合一閃、バンブーの消えた辺りの空中に、〈唸る剣ルンデイング〉の刃を走らせた。


　きん──やけに鮮やかな剣撃の音が虚空に響いた。真実、斬っていた。


　一瞬遅れて、ばらばらと空中から何かが落ちてきた。剣士たちが大慌てで、空中から降ってくる椅子やテーブルや棚やらから逃げ出した。諸もろ々もろの家具が、転々と回廊に向けてバンブーの逃げ去った跡そのままに転がり落ちていた。


　くすっ。ベルは思わず笑ってしまった。それらが、バンブーが腹に収めていた、アドニスの部屋の家具だと知れたからだ。


　だがそこに、剣はない。


「ちぇ……外した」


　ベルは家具が落ちている先を見やった。その跡は橋を渡り、真っ直ぐ祠ほこらへ、そしてそこに開いた回廊へと向かっている。


「なんと……飲食魔法レスト・ラントを断つとは」


　ベネットが、バンブーを狙って弓を引いていた指を戻しながら、甲檻花ゴブレツトに再び乗り込んだギネスに向かって、驚嘆を口にした。


「私には、なんだかベルと〈唸る剣ルンデイング〉が、そら恐ろしくなってくるほどだよ」


「彼女たちはここに来て、これまでとは違う力を得ようとしているんだ。僕らとは次元の違った力を。彼女が僕らの範はん疇ちゆうから外れるとき、きっと僕らの道にも波乱が起こる……」


「ギネス、君は……」


　ひゅん。ギネスの振るう指揮剣の空を裂く音が、ベネットを遮った。


「どうやらこれで、一通り飢餓同盟タルトタタンの〈牙レツドラム〉とやらは一掃出来たようだ。だが気は抜くな、飢餓同盟タルトタタンはまだそこらに潜んで我々を見詰めているはずだ。剣への感応を保っておけ。負傷者の治癒を済ませ次第、移動する」


　ギネスの言に従ってにわかに剣士たちが陣を整えた。各自の剣にいっそうの感応を込めて柄つかを執り、また城に上った際に神官から渡された聖灰を用いて負傷者の治癒に当たった。


「とうとう、ここまで来たか……」


　ギネスが鋭く祠の方を眺めやった。霊然とした光景の真っただ中にあって、いっそうの闇へと引き寄せるようにして、ギネスたちの目前に巨大な回廊が開かれている。


　そのときであった。


「とどまれ、指揮者コンダクターギネス！」


　ふいに叫ばれた言葉に、楽隊の面々が一斉に振り返った。


「ガフ!?」


　ベルが叫んだ。階段を下りてやって来るガフと、その後を隊列をなして続く神官団とを眉まゆをひそめて見やった。嫌な感じがした。とどまれというガフの言に、これまでの戦いを否定するような響きを感じていた。


「やあ、これは筆頭剣士どの。我らの戦いぶりを伴奏しに来られたのですかな」


　ギネスが、ゆっくりとガフを振り向き、檻おりの中からそう応じた。


　ガフは威風堂々として首を振った。


　神官どもがさっとガフの両脇に列をなして並び、まるでガフとギネスの両陣営が対たい峙じするかのようなかたちになっていた。


　ガフは言った。


「大義だった、指揮者コンダクターギネス。早々に剣を収めよ。ここより先は、我らが引き受ける」





　暗い回廊を、小柄な人影が進んでいた。


　白く長い耳がおぼろな燐りん光こうに揺れ、赤いチョッキに影を落としている。ちょこちょこ歩いてはぺたりと尻しりをつき、ぼんやりと目の前の壁を見つめた。ふとまた立ち上がると、いったいどこへゆく当てもなさそうに歩き、しばらくするとまた座り込んでしまった。


　相変わらず意思があるともないともつかぬ様子で、キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉は回廊にいた。


　焦点のはっきりとせぬ赤い目を、茫ぼう漠ばくとして目の前の壁に向けている。かと思うと、ふいに、ぱちぱちと壁に火花が散った。


　みるまに鋼の枝がほどけ、壁が裂け目をあらわしていた。まるで扉が開かれるかのように、壁が徐々に左右に開いてゆくのだ。


　ちっちっちっ……という時計の音がキティの懐から響き、それが空気と鳴動し合うように、空間全体が小刻みに揺れた。


　当のキティは表情らしい表情も浮かべぬまま、その光景の中でぼんやりと座り込むばかりである。その全身にはいつの間にやら入れ墨のように演算が浮かび上がり、複雑な輝きを振り零こぼしていた。


　ただその両耳にだけは演算が浮かばず、呑のん気きな様子で頭の後ろで垂れ下がっている。


　ふと、静かになった。


　キティの目が、そこに開かれた新たな空洞を、ぼうっと見やった。


　全身の演算が一つまた一つと消えてゆき、やがて全てその体内に染み込むように消え去ると、おもむろに立ち上がった。


　そのまま、僅わずかに膝ひざを曲げた姿勢で、空洞に向かってちょこちょこと歩いてゆく。


　少し歩いては、ふっとその姿が闇に消え、それまでいた場所から先に現れる。またすぐ闇に溶けるようにして白い人影が消え去り、ひょいとまた現れる。その存在自体が明滅するようにキティは歩み──


　やがて、立ち止まった。


　向かう先から、何かがやって来ていた。


　奇妙な獣花が、大急ぎで走って来るのである。


　頭部と尾と四肢という、たったそれだけの体軀でぱたぱたと走り、ぎょろりと大きな目は左右で別々の方向を見ている。


　バンブーであった。


　その目玉がくるくる回り、キティの姿をみとめたとみえて、慌てて立ち止まった。


　なんとも奇妙な沈黙が落ちた。


　両者ともに、互いに相手を見ているのか判らぬまなざしで、じっとさしむかっているのである。いったいどのような意思疎通があったものか、ふと、バンブーの方が、キティに恐れをなしたように、じりじりとあとずさり始めた。その毛が徐々に逆立ち、困ったように大きな目玉をきょろきょろさせた。


　ふいに、キティの耳がゆっくりと起き上がっていった。


　同時に、漠々とした赤い目が、意思の光を帯びている。


　口が動き、そこから洩もれる吐息が、ある瞬間から突然、言葉となって放たれた。


「……ふうむ、〈愚者ザ・ナツシング〉が素直にあの御仁を追うとは……。我らの意識が、終ついすべき神の根にあって、気を合わせようとしているのか？」


　謎めく言葉とともにそこに現れた者──


　キティ＝〈賢者ザ・オール〉であった。理知をもって見つめる相手を散々に切り裂こうとするようなまなざしを、ふと気づいてバンブーに向けた。


　びくっとバンブーの毛が逆立った。


「なるほど、目覚めてみればこのような状況ときたか」


　愛あい嬌きようたっぷりの笑みを見せた。


「悪くない」


　もうたまらない。そういう様子で、バンブーが背を向けて一目散に逃げ始めた。


　同時に自らを食らおうと牙きばを開くが、


「させぬ！」


　キティが両手で印スペルを結んでなにかしらの演算を展開するや、バンブーの身を燐光が縛って火花を発した。


　きゃん！


　バンブーが悲鳴を上げて地に投げ出された。尻しつ尾ぽが膨らんでいる。毛を逆立て、物凄すごい勢いで逃げていった。





「どういうこった、ガフ」


　ベルが鋭く言った。


　陣頭に立って、ガフとさしむかっていた。〈唸る剣ルンデイング〉を握る手は、だらりと下げている。だが事が起これば即座にそれが剣撃を放つ。そういう姿勢だった。


　ガフは楽隊を見渡し、ベルを見やり、そしてギネスにその金色の瞳ひとみを向けた。


「我が言葉、聞き届いたな」


「確かに、筆頭剣士どの」


　ギネスはあっさりと頷うなずいた。ゆっくりと立ち上がるや、檻の中で指揮剣を高々とかかげて言った。


「ここで戦った全ての剣を、秤はかりにかけていただければ、今すぐにでも」


　くすりと、頭上で、ベネットが笑った。


　ガフが、その二人を射貫くように見据える。


「秤だと……？」


「ええ。剣楽ののちに剣を天てん秤びんにかけるのは、当然でしょう。そうでなければ、我々は自らの剣にその戦おこないを語らせる機会も、財貨デナーリを得ることも出来やしません。それが剣楽の秩序というものです」


「ならん」


「おや、そりゃまた、何故なのです？」


　ギネスのとぼけた問いに、楽隊の面々が押し殺した笑いを零した。


（みんな、判ってるのか──）


　そう思った。自然と自分の頰にも笑みが浮かぶのを覚えた。


　飢餓同盟タルトタタンと戦った剣を、神なる天秤に載せるなど許されることではない。この場にいる全員が、禁止民パラドツグスとして、牢囚の塔ミスキヤストルに放り込まれることになるのだ。


「やはり、〈魔ニドホツグ〉は城にこそすまう」


「なに……？」


「我々が許されざる剣楽に赴いたのは、他ならぬあなたの、王としての命言があってこそ。同時にその命言は、我々を牢ろう囚しゆうするべく禁止民パラドツグスの呼ばれ名を与えたもう。これこそ、〈魔〉の生ずるゆえんですなァ」


「お主らが禁止民パラドツグスの呼ばれ名を避ける方法が一つだけある」


　ギネスを遮って、ガフが厳しく言った。ギネスたちの、何もかも判っていながらあえて結論を先延ばししようとするやり方に、秩序への敵対を敏感に嗅かぎ取っているようだった。


　だがギネスはガフの言さえあらかじめ悟っているような素振りで、手にした指揮剣を大事そうに胸に当ててみせた。


「剣を遺棄せよ、と」


「そうだ」


　にわかに楽隊の面々がざわめいた。怒りをあらわにしながらも、どこかガフの言を嘲ちよう笑しようするような素振りがある。だが剣士たちが今後ともに剣楽に生きることを望むのであれば、そうするしかないはずだった。許されざる剣楽に赴いたその剣を捨てることで、いわば剣にこそ罪を負わせ、新たな剣を手に新たな剣楽者たることを計るのだ。それ以外にすべはない。ところが、楽隊の面々にはどこか確信的な様子があった。許されざる剣を手にしてなお剣楽に生きようとでもするかのような様子が。


「剣を自ら棄てる憂いは、同じ剣士として理解しよう。だが、それで禁止民パラドツグスであるお主らが、本来の正統なる剣楽の場に戻れることを考えれば、他にすべはないはずだ」


　ガフはそう言いながらも、懸念の表情が浮かぶのをしいて押さえなければならなかった。


　この目の前にいる剣士たちは、ガフが知っているどの剣士たちとも違う様子を見せようとしていた。それがいったいいつから始まったのか。拮きつ抗こう禁止令を命じたときからか。それともカタコーム中立化の嘆願を提出したときからか。いずれにせよ、彼らはガフには理解のかなわぬ方法でこの場を切り抜けようとしていることは間違いなかった。


　果たしてギネスは言った。


「そうはいかない、筆頭剣士どの。我々は自らの剣を棄て去るために戦ったわけではないのですから。無論、あなたの言は良く理解しておりますよ。秩序を平穏無事に保つための、最も常識的な方法だ」


「では、何故すぐさま我が言に従わぬ」


「条件があります」


「なんだと……？」


「一つは、かねての嘆願を承認すること。すなわちカタコームを中立なる場所として正式に認め、彼らの戦いを剣楽なるものとして認めるのです。二つ目は、カタコームの戴いただく宝剣を、無事に元のあるべき場所に戻すこと。まァ、造作もないことですな」


　のうのうとしてギネスはそう言い放っていた。およそ禁止民パラドツグスの汚名を恐れる者の言葉ではない。ガフの中で、懸念が危うさに、ついで怒りに変わるのが目に見えるようだった。


「正気か、お主ら」


「さて」


「拮抗禁止令とこのたびの戦いが、正統なる剣楽に立ち戻るための最後の機会と知ってのことか」


「おや」


「指揮者コンダクターギネス！　これだけ大勢の優秀な剣士たちをその詭き弁べんに巻き込むつもりか！」


「優秀……ねえ」


　ギネスがくるりと皆を見回した。どっと笑いが起こった。皆、自分たちに力があることを知っているのだ。そのくせそれが、どれだけ腕を磨こうとも、決して階級を上ることのない、家督から外された力であることも。


「いや、確かに優秀ですとも。だからこそ僕は彼らの腕を頼んだわけでしてね」


　ギネスの言はのらりくらりとして実に摑つかみ所がない。それでいてガフにこれ以上はないというほどの危うさを感じさせるのだった。アドニスにしろ彼らにしろ、ガフにしてみれば到底理解のかなわない、また理解してはならないものを持っていた。


「これ以上の問答は無用だ！　我が言に従う者はすみやかに前に出よ。そうでなくば、禁止民パラドツグスの汚名とともにその身に我が剣を受けよ！」


　ついにガフはその剣に手を触れ、相手の弄ろう言げんを断って叫んだ。


　ふと動く者があった。


　ベルだ。陣頭に立ってガフと楽隊の間を阻むと、ごく無造作に剣を掲げた。その〈唸る剣ルンデイング〉の威容に、にわかにガフとその背後に控える神官たちの間で緊張が走った。


「ベル……」


　ガフが呼んだ。王者としての顔が、僅わずかに揺らいだ。


　激しく破損した〈唸る剣ルンデイング〉が、ガフのおもてに現れた懇願するような表情かおを、むしろ罵ば倒とうするかのように、厳しく突きつけられていた。


「私は、私の剣に正統なる地位を与える！」


　ベルが言った。


「それを棄てろなんざあ、聞けるわけァないだろう！　自由に戦うことも出来ないやつらァ黙ってひっ込んでろ！」


　ひゅん。ベルの言葉に続いて、ギネスが指揮剣を振るった。一斉に楽隊が動き、手に手に剣を構えて見事なまでの陣形を一瞬でかたちづくってみせる。


　さっと神官たちがその錠とざされた剣に手をかけた。ガフの命言を待ち、上級剣士ハイ・ソリストに遥はるかに勝るその腕を振るう絶好の機会とばかりに対たい峙じの様相を呈した。緊張が走り、盛り上がった。誰の手も猛りに震えて剣を握り、刃が握り手に呼応して感応の震えを帯びた。


「拮抗禁止令も、無益であったか……！」


　ガフが叫んだ。苦く悶もんの響きを、怒りで絶とうとする者の叫びだった。


「お前もまた、この国に仇きゆうするか！　ベル！　俺は今こそ神の真意を悟ったぞ。旅への〈鍵かぎ〉を砕こうとするその真意を！」


　ベルに向かって僅かに踏み出した。同時に剣を抜き放っている。淡紅インペリアルトパーズの輝きに満ちて王国の剣が厳然と構えられた。


「いつか言ったよなァ。その剣にだけは、斬られたくないって」


　にたりと笑って言った。〈唸る剣ルンデイング〉が応じて唸うなりを帯びた。ベルのおもてが猛たけ々だけしい笑みを浮かべてガフと対さし向むかった。


　二人の対峙する姿が、そのまま楽隊と神官団との激突の形になった。どちらかが僅かでも退けば、一方の陣が他方へとなだれ込む。


「このままでいいのか、ギネス」


　ぴたりと弓を構えながらベネットが小声で言った。


「手をだしちゃいけない」


　ギネスがあっさりとそれを制した。


「この戦いの主導スポツトはあの二人だ。僕らはそれに続くべきだ。ベルが退いても進んでも」


「彼女に楽隊を率いさせるのか？　いったい誰が彼女についてゆけると思っている？」


「ベネット……」


　ギネスが頭上を見上げて、足元からベネットの顔を覗のぞき込んだ。


「彼女は、ここに来て私たちの理解を超えた力を芽生えさせようとしている。私の耳にはそれがはっきりと伝わってくるよ。もしそれが君の言う通り……」


「やめておくんだね、ベネット。もし今、君の狙う先にベルの背があったとしたら、それは僕の指揮から外れている。今はまだ、何の益もない」


　ふと、ベネットの唇くちの端に、奇妙な笑みが浮かんだ。


「……今はまだ、ね」


　きりっと水みず鋼がねの目弦が微かすかな音を立てて緩められた。


　そして──


　そのとき、二人が動いていた。


　跳び込んだ。ガフの方が、である。大柄な体たい軀くが、見事なまでのしなやかさで迅速に動いた。ベルは僅かに剣を横にかざしたのみだ。その姿勢がガフの動きを呼んだ。一瞬だった。真っ向からガフが剣撃を放った。剣ごとベルの身を両断せんばかりに振るわれた。


　烈はげしい剣撃の音が響き渡り、一瞬、剣を交わした火花が二人の姿を暗がりに照らし出していた。


　ベルは微動だにしなかった。退きも進みもしなかった。ただ剣を受け止めた。


　こーん、と剣撃の音が長く余韻を引く中、二人の剣交わす姿がぴたりと時を止めたようにそこにあった。


　ぱらぱらと、銀に輝くものがベルの肩口に落ちた。ガフの刃の下で、〈唸る剣ルンデイング〉が破片を零こぼしているのだ。だがそれでもなお、〈唸る剣ルンデイング〉は白銀に揮いて流麗な形伏に威風を保ち、ベルの手に握られていた。


「ぬ……」


　ガフが呻うめくような声を漏らした。かっと目を見開き、胸中を感嘆に震わせていた。ガフばかりか、楽隊の面々も、神官団も、王たるガフの苛か烈れつきわまる剣撃をものの見事に受け切って、なおガフの動きを封じたベルに、戦せん慄りつさえ覚えていた。


　ここでむやみに動いてはたちまちベルが剣撃を放ってくる。それに抗するためにはベルの動きに合わせていったん剣を引く必要があった。だがベルは〈唸る剣ルンデイング〉ばかりかガフの剣さえ感応させて、この剣闘を制する者の顔でその姿勢を保っていた。


「その剣……神の樹の鋼から作られたんだろ」


　ぽつりと、ベルが言った。


　きりきりと二つの刃が嚙かみ合い、ガフは歯を食いしばってベルを見据えた。


「てことは、神はあんたの手の内にあるわけだ」


「なに……」


　ガフが驚きよう愕がくした。ベルが、ガフの剣の声にさえ感応して聞き届いていることを悟ったのだ。しかもガフ自身にさえ届かぬ深みまで剣の意思に触れていた。王たる自分を根底から否定されたかのような衝撃がガフに襲いかかった。


「そのくせあんた、剣の声をちっとも聞いちゃいないんだな。意外だよ」


　ベルがくすりと笑った。こうして剣を交わしていて、なんという鮮やかな笑みか。その笑みがガフを内側から打ちのめした。


「私は、私の剣に正統なる地位を与える」


　すうっと、音もなくベルが剣を引いた。ふいに力が虚空へ向けて流され、ガフはそのまま横倒れになりそうになるのをかろうじて堪こらえた。


「あんたの剣も、それを望んでるはずだ」


　かっと目を見開いた。愕然としてベルを見据えた。


　ベルは、もはやこの剣闘に見切りをつけて半ば背を向けている。


「く……」


　呻いた。だらりと下げた腕に痺しびれを覚えていた。自ら放った剣撃の衝撃を、何倍にも増して叩たたき返されたのだ。それを行ったのはベルの剣に対する圧倒的な支配力だ。それこそ力と呼ぶに相応ふさわしいものだった。


　退きもせず進みもせず──


　ベルはぴたりとガフを制していた。
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「一斉行動カツトイン！」


　ギネスが間断なく指揮剣を振るった。


　一斉に楽隊が動いた。


　神官団に向かってではない。真っ直ぐ橋へ向かっていった。湖の中心、神の根の底に設けられた、祠ほこらに。そしてそこに開かれた回廊の入り口へ向けて楽隊が迅速に移動した。


「筆頭剣士どの、我が楽隊は戦闘の全てを明らかにするため、一名の伴奏者ピアニスツスを受け入れる用意があるが、いかがか！」


　ギネスが叫ぶ。


　だがガフは神官団の先頭にあって、動けずにいる。この男にしては常ならず茫ぼう然ぜん自失として、ギネスの言葉にもうっそりと目を向けるばかりだった。


　ギネスは素早く相手の状態を悟った。


「では、我らの報告のみをお伝えする！」


　そして、甲檻花ゴブレツトが力強く橋に足を乗せた。


　神官団もガフの命言がなくては手も足も出ない。甘んじて見送るしかすべはなかった。


　ベルは楽隊の一員として従いつつも、そっとガフをかえりみた。悄しよう然ぜんとした兄弟子の姿に、ちくりと胸が痛んだ。いつか、雨の中で寂しげに独り佇たたずんでいたガフの姿が思い起こされた。カタコームの戦いを終えて、弔いの雨の中で修練として剣を交わしていたとき。


　この男はいつでも神に従って生きようとしていた。自分では決して触れることのかなわない神に。そのことが〈唸る剣ルンデイング〉とあの剣の互いの感応にはっきりとあらわれていた。


　ベルは強く前を見た。ガフの姿を背後におしやり、自分の進むべき行方をひたと見据えた。足が石橋を蹴けり、自らの存在感を確かめるように前へ前へと踏み出されてゆく。


（大丈夫だよ……）


　それが、兄弟子に向けてのベルの正直な呟つぶやきだった。


（あなたはその寂しさを、誰のせいにもしないでこれたんだ。きっとこれからも……）


　そうして彼らは、続々と回廊に入っていったのだった。







（『ばいばい、アースIV　今ここにある者』に続く）





ばいばい、アース


III


爪つま先さき立だちて望のぞみしは





冲うぶ方かた　丁とう
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